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1  

序論  
 

 

大乗非仏説論において，大乗の「地」（ b hūm i）や「波羅蜜多」（ p ā r a m i t ā）

は 仏 説 で な い と い う 非 難 が あ る ． そ れ が 瑜 伽 行 派 の 『 大 乗 荘 厳 経 論 』

（ M a h ā y ā n a s ū t r ā l aṃ k ā r a :  M S A） に お い て 見 ら れ る 1． こ の 非 難 か ら し て ，

地説（修行階位）や波羅蜜多説（実践行）は大乗仏教の旗印であったと

知られる．それらも後期インド仏教にまでに伝えられ，大乗仏教の特色

の一つであると言える．これらの地と波羅蜜多の教説は，唯識説・三性

説・菩薩道という三つの柱からなる瑜伽行派の教学においては菩薩道に

当たる 2．  

 

0.1 本研究の範囲 	

 

さて，ここになぜ本稿が『中辺分別論』（ M a d h y ā n t a v i b h ā g a - ś ā s t r a :  M A V）

第 V 章「無上乗品」（ Y ā n ā n u t t a r y a - p a r i c c h e d a）を研究対象として選択す

るのかを述べなければならない．従来，長尾雅人氏が M A V においては

第 I 章「相品」と第 I I I 章「真実品」と第 V 章「無上乗品」とが特に重

要なテーマであると指摘している 3．その中，学派の大乗菩薩道思想を示

すのはこの第 V 章である 4．直前に述べた学派の唯識説・三性説・菩薩

                                                                    

1 『 大 乗 荘 厳 経 論 』系 に 記 述 さ れ る 大 乗 非 仏 説 の 八 非 難 の 内 ，第 三 の「 対 象 領 域 で

な い（ a g o c a r a）か ら 」と 第 四 の「 成 立 し て い る（ s i d d h i）か ら 」の 内 容 は ，「 地 ・

波 羅 蜜 多・不 生 不 滅 」な ど の 教 説 で あ る ．（ C f .  能 仁 正 顕 	 編［ 2 0 0 9］注 2 6， 2 7  

p p . 1 0 3 − 1 0 4， 藤 田 祥 道 ［ 2 0 1 1］ p p . 1 2 2 − 1 2 3） ．  

2	 瑜 伽 行 派 の 教 学 を 唯 識 説 と 三 性 説 と 菩 薩 道 と の 三 つ の 柱 か ら 総 括 的 視 点 で 言 及

す る の は ， 早 島 理 ［ 1 9 7 3 b］ ， 同 ［ 2 0 0 7］ で あ る ． こ の よ う な 視 点 か ら ， 瑜 伽 行

派 の 教 学 を 理 解 す る こ と は 重 要 で あ る と 思 わ れ る ．   

3 C f .  M A V 安 慧 釈 の 導 入 部 分 ． 長 尾 雅 人 ［ 1 9 6 4］ p . 4 5 3．   

4 同 論 に お け る 実 践 修 行 の 主 題 は 第 4 章 と 第 5 章 が あ る が ，第 ４ 章 に 説 か れ る も の

は 声 聞 独 覚 菩 薩 の 三 乗 に 共 通 す る と 言 わ れ る ．こ れ に 対 し て ，第 ５ 章 で は 大 乗 菩

薩 の 特 有 の 修 行 と し て 説 明 さ れ て い る ．   
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道という三つの柱のうち，後者はこの第五章にあたると理解される．本

研究では瑜伽行派の菩薩道を主眼にし，特に，その修行道論の内容であ

る地説と波羅蜜多説に焦点を絞って，それらが瑜伽行派においてどのよ

うに確立されたのか，またその確立された学説がどのように展開したの

かを検討する．すなわち， M A V 第 V 章を発端として，初期瑜伽行派の

菩薩道思想の成立と展開を考察するのである．  

 

 

0.2 先行研究の概要 	

 

瑜伽行派の菩薩道は 5，瑜伽行派の思想にとって不可欠な側面であるた

め，当然ながら，これについての先行研究が数多く確認される 6．その成

果 と し て 学 派 の 修 道 論 の 全 面 を あ る 程 度 理 解 で き る よ う に な っ た と 思

われる．代表として，おそらく早島理［ 1 9 8 2］や D e l e a n u  F l o r i n［ 2 0 1 2］

の論文が挙げられる．同学派の修道論といっても，従来の仏教の伝統に

おいて確立されていたもの，すなわち，段階的な道程や論理的構成は基

本的に異ならない．しかし，彼の修行内容もその階位系統の内容も，完

全に大乗仏教の要素で置き換えている．例えば，見道に到達するための

修 行 は ， 従 来 の 仏 教 の 伝 統 で は 四 聖 諦 十 六 行 相 を 現 観 す る の に 対 し て ，

瑜伽行派では唯識観行，いわゆる所取空・能取空という入無相方便を修

行するということとなる 7．従来の修行階位は四双八輩あるいは四向四果

の道程であるのに対して，瑜伽行派は十地を修行階位の枠組みにするの

である．  

しかしながら，瑜伽行派の菩薩道，特にその修行階位が従来の仏教と

は完全に異なったいて，無関係であるとは決して言えない．本稿で後述
                                                                    
5 本 稿 で は こ の 菩 薩 道 の 語 を 「 修 道 論 」 「 修 行 道 論 」 と 同 様 な 意 味 で 用 い て い る ．

そ の 意 味 は ，修 行 の プ ロ セ ス ，す な わ ち ，修 行 す る 内 容 と そ の 体 得 さ れ る 階 位 を

論 理 的 に 体 系 化 す る も の と い う こ と で あ る ．   

6 瑜 伽 行 派 の 菩 薩 道 に 関 す る 研 究 論 文 は ， 本 項 に 挙 げ て い る も の の 他 ， 勝 又 俊 教

［ 1 9 6 8］，早 島 理［ 1 9 7 3 a］［ 1 9 7 3 b］，小 谷 信 千 代［ 2 0 0 0］，S c h m i t h a u s e n［ 2 0 0 6］

な ど で あ る ．  

7 C f .早 島 理 ［ 1 9 7 4］ ， 阿 理 生 ［ 1 9 8 8］ ．  
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するように，同学派の修行階位における聖者と凡夫との分け方からみれ

ば，従来の仏教の伝統において確立されたものに沿ってなされてきたと

考えられる．  

これまで学界で明らかになった，次の地説と五道，五瑜伽地との関連

である 8．  

 

B hūm i  p a ñ c a m ā r g a  ( M S A B h - V I . 6 - 1 0 )  p a ñ c a y o g a b hūm i  

( M S A B h - X I . 4 2 - 4 3 )  

 資糧（ s aṃb h ā r āv a s t h ā）  持（ ād h ā r a）  

信解行地  加行（ p r a y o g a m ā r g a）  作（ ād h ān a）  

初地  見道（ d a r ś a n a m ā r g a）  鏡（ ād a r ś a）  

第二地以上  修道（ b h āv a n ām ā r g a）  明（ ā l o k a）  

第十地  究竟道（ a ś a i k ṣ a m ā r g a）  依（ ā ś r a y a）  

 

これは瑜伽行派の修行道程の全体像として知られている．同学派の修

行道論が完成されたものとして考えてよい．これらの配当関係，特に五

道説（ p a ñ c a m ā r g a）との関係によって，瑜伽行派の大乗的な修行階位は，

部派仏教以来の伝統に沿ってなされてきたものだと想定される．  

しかし，この際，次の視点を述べなければならない．すなわち，ここ

に言及している五道説（ p a ñ c a m ā r g a）は，M S A 弥勒本偈の意図ではない

という新しい視点があり，岩本明美氏の一連の論文において主張されて

いる 9．その根拠は，五道の名称が M S A 本偈には説かれていないことで

ある．この岩本論文における視点は，大乗を宣言するという M S A 特有

の課題を確保するためであろうと思われ，この点に限っては，岩本氏の

視点を承認する．しかしながら，上記の，段階的に向上する修行道程と

いう点に関しては，従来の研究で指摘されるように，以前に確立された

ものに沿っていたに違いない．なぜなら，そこに説かれる内容は修行階

位の段階的に表現されるからである．よって，M S A 本偈の記述は，その

                                                                    
8 こ の 表 は 早 島 理 ［ 1 9 7 3 a］ ［ 1 9 8 2］ な ど か ら ま と め ら れ る も の で あ る ．  

9 C f .岩 本 明 美［ 1 9 9 6］［ 1 9 9 7］［ 2 0 0 2］．後 者 の［ 2 0 0 2］は 以 前 の 論 文 を 要 約 す る

も の で あ る ．   



序論  

 4  

五道説を前提としたものであると考えられる．   

 

以上が，瑜伽行派における菩薩道，特に菩薩の修行道程についての先

行研究の概要である．しかしながら，同学派における菩薩道に関わる課

題 は 未 解 明 の も の が 多 い ． そ の う ち ， 本 稿 で 着 眼 す る 点 は 以 下 で あ る ． 

 

0.3	問題の所在及び本研究の目的 	

 

近年の初期アビダルマの研究によって，経典期から論書期への展開に

当たって，一番大切な課題は修行道論を確立することであるとしばしば

指 摘 さ れ て い る 10． つ ま り ， ア ビ ダ ル マ 仏 教 の 諸 文 献 に お い て そ の 修 行

道 論 を 確 立 す る こ と は ， 当 時 の 仏 教 の 課 題 で あ っ た と い う こ と で あ る ．

こうした中，大乗仏教の論書期においても例外ではなく，初期大乗仏教

の 諸 学 派 に と っ て も 大 乗 的 な 修 行 道 論 の 確 立 は 重 要 な 課 題 で あ っ た は

ずだと考えられる．しかしながら，現在の学界において，前述の諸々の

先行研究では，その黎明期について詳説されていない．したがって初期

瑜 伽 行 派 の 修 行 道 論 が ど の よ う に 確 立 さ れ て い っ た か と い う 点 を 考 察

することは，同学派の思想成立のみならず，大乗仏教思想史の研究にお

いても必要であると考えられる．  

その大きな課題のうち，本稿に取り上げた菩薩道に係る波羅蜜多説と

地説（修行階位）のみに対して次のような問題点が挙げられる．  

 

ま ず ， 仏 教 一 般 に お い て 波 羅 蜜 多 説 は 菩 薩 行 と し て 理 解 さ れ て い る ．

その波羅蜜多は瑜伽行派の菩薩道において極めて重要なものであり，同

学 派 の 代 表 的 文 献 で あ る 『 瑜 伽 師 地 論 』 （ Y o g ā c ā r a b h ūm i - ś ā s t r a） に お け

る菩薩道思想において，「波羅蜜多」という概念が大切な要素となって

い る 11． し か し な が ら ， 同 学 派 の 波 羅 蜜 多 説 に つ い て の 本 格 的 な 研 究 は

                                                                    
10 C f .田 中 教 照 ［ 1 9 9 3］ 『 初 期 仏 教 の 修 行 道 論 』 山 喜 房 仏 書 林 .  

11 具 体 的 に は ，そ の 波 羅 蜜 多 は ，最 初 に 菩 薩 の「 種 姓 の 相 」（ g o t r a - l iṅ g a）と し て

確 立 さ れ （ c f .註 1 5 2） ， 後 に 「 施 品 」 な ど の 品 名 と し て 採 用 さ れ る の み な ら ず ，

他 の 「 自 他 利 益 」 ， 「 真 実 」 ， 「 威 力 」 な ど に も し ば し ば 説 か れ て い る ．  
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ほとんど確認できない．また，従来の研究で指摘されるように，その法

数に関しては，ある場合には六波羅蜜多や十波羅蜜多，またある場合に

は数を明示しない波羅蜜多という法行のみで，様々な文献に散在してい

る．一体なぜそのようなことになったのであろうか．さらにまた，その

波羅蜜多説は，後期のインド仏教においては，六波羅蜜多でも十波羅蜜

多でもなく，般若波羅蜜多のみですべて包括する，というような性格で

言 及 さ れ て い る 12． こ の よ う な 波 羅 蜜 多 説 の 特 殊 性 を 辿 れ ば ， 同 学 派 の

教学の成立やその思想史的展開が知られるのではないかと思われる．  

次に，修行階位に関しては，周知のように，部派仏教の文献と大乗仏

教 の 文 献 と に お い て ， 修 行 階 位 の 系 統 は 完 全 に 異 な っ て い る ． 中 で も ，

大乗仏教のものには，さらに文献によって異なった階位の名称などが存

在している．この点に関しては，従来の研究が十分に検討し尽くしたと

は決して言えない．さらにまた，近年，中観派のチャンドラキールティ

（ C a n d r a k ī r t i :  5 3 0 - 6 0 0 13）の『入中論』（ M a d h y a m a k ā v a t ā r a）の研究が進み，

そ の う ち ， 太 田 蕗 子 ［ 2 0 1 3］ に お い て は 14， 『 入 中 論 』 は 十 地 の 第 六 地

を重要な階位とすることが強調されている．その点を以って，瑜伽行派

の観点とは異なり，『入中論』に説かれるものは，独特で「もう一つの

修 道 論 」 と さ れ ， そ れ を 中 観 派 の 修 道 論 と し て も 論 じ て い る 15． こ れ に

                                                                    
12 例 え ば ， D i g n ā g a の P r a j ñ ā p ā r a m i t ā p iṇḍ ā r t h a s aṃ g r a h a（ P P P S） や R a t n ā k a r a ś ā n t i

の P r a j ñ ā p ā r a m i t o p a d e ś a（ P P U） な ど が そ の 例 で あ る ．  

13 チ ャ ン ド ラ キ ー ル テ ィ の 年 代 は 従 来 6 0 0 − 6 5 0 の 説 が あ る が ， 近 年 の 研 究 で は 岸

根 敏 幸［ 2 0 0 1 : 2 6 − 3 4］に 論 じ ら れ た も の が 支 持 さ れ て い る（ C f .  太 田 蕗 子［ 2 0 1 3 : 2］

な ど ） ．  

14 C f .太 田 蕗 子 ［ 2 0 1 3］ 『 『 入 中 論 』 に お け る 菩 薩 の 十 地 思 想 ― 大 乗 教 義 学 に 見 ら

れ る も う 一 つ の 修 道 論 ― 』 大 谷 大 学 学 位 請 求 論 文 ．  

15 し か し な が ら ， 太 田 蕗 子 ［ 2 0 1 3］ に も 述 べ た よ う に ， 同 じ く 中 観 派 で あ る チ ャ

ン ド ラ キ ー ル テ ィ の 後 継 者 達 は ，な ぜ か 彼 の『 入 中 論 』に 説 か れ た 階 位 説 を 継 承

せ ず に 瑜 伽 行 派 の も の を 支 持 し て い る ．す な わ ち ，本 稿 で も 後 に 確 認 す る よ う に ，

そ の よ う な チ ャ ン ド ラ キ ー ル テ ィ の 階 位 説 は 仏 教 徒 に お い て 一 人 歩 き と な っ て

い る の で あ る ．こ れ に 関 し て ，ど の よ う に 理 解 す べ き か ，こ こ に 私 見 を 述 べ て み

た い ．ま ず ，『 入 中 論 』に 説 か れ る も の は ，論 自 体 の も の で あ る と 理 解 す べ き で

あ る ．し た が っ て ，そ れ を 中 観 派 の 思 想 と し て 捉 え る の は 絶 対 に 不 適 切 で あ る と

思 わ れ る ．こ の 場 合 ，チ ャ ン ド ラ キ ー ル テ ィ と い う 人 物 や ，『 入 中 論 』と い う テ
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よれば，大乗仏教における修道論，すなわち実践的な面での不一致とい

う問題となるのである．そのような問題点と共に，初期瑜伽行派以来の

修道論，特になぜ初地を見道という重要な階位にしたかなどを詳細に検

討することは，緊要な課題であると言える．  

 

以 上 が 瑜 伽 行 派 の 菩 薩 道 に 関 わ る 実 践 修 行 （ 波 羅 蜜 多 説 ） と 修 行 階 位

（ 地 説）に関する問題の所在で，それらを解明しようとするのが，本研

究の第 2 章と第 3 章の内容である．そして，本研究の発端として，第 1

章は『中辺分別論』第 V 章「無上乗品」の研究である．同文献は，瑜伽

行派の大乗的修行道論を組織するものでもあると考えられる．しかしな

がら，それについて，現在の学界では後述するように，翻訳研究以上の

ことはほとんどなされていない．その内容を含めて，先行文献へ遡って

検討することにより，同学派の修道論思想が確立される道筋を読み取れ

るであろう．  

 

 

0 . 4 	 M A V と い う テ キ ス ト 	

 

M A V 全体の偈数は 1 0 9 偈である 16．すなわち，第 I 章 2 2 偈，第 I I 章

1 7 偈，第 I I I 章 2 2 偈，第 I V 章 1 8 偈，そして，第 V 章 3 0 偈である．第

I 章「相品」では，前半部は「虚妄分別」について，後半部は「空性」

について説かれるものである．第 I I 章「障品」は，修行を妨げるものに

関する論述である．第 I I I 章「真実品」は，瑜伽行派の真実，いわゆる

三性説について説かれるものである．第 I V 章「対治修習品」は三分さ

れており，「対治修習」「修習位」「得果」である．そのうち，多くの

分量を占めるのは「対治修習」に属する三十七菩提分法という項目であ

る．この三乗に共通する修習の項目を詳述する第 I V 章に対して，第 V

章「無上乗品」は大乗における菩薩道の修行のみが説かれている．  

M A V の文献形態については，既に諸々の先行研究に述べられていたこ

                                                                                                                                                                                                      
キ ス ト に 関 し て ， ど の よ う に 理 解 す べ き か は 学 界 の 判 断 に 委 ね た い ．  

16 偈 数 の 数 え 方 は 長 尾 雅 人 に よ る も の で あ る ．  
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と以外，現在，新たな情報がないため，その詳細については，後述する

M A V の第 I 章第 I I 章第 I I I 章を基にする諸研究の論文を参照されたい．

以下にはこの第 V 章「無上乗品」に関わる基本的な情報のみを簡潔に述

べておく．  

 

0 . 4 . 1 テ キ ス ト に つ い て  

 

Madhyāntavibhāga-bhāṣya 

サ ン ス ク リ ッ ト 本 ：  

1. Gadjin Nagao (ed.): Madhyāntavibhāga-bhāṣya, 鈴木学術財団，1964, Tokyo. 

2. N. Tatia & A. Thakur (ed.): Madhyāntavibhāga-bhāṣya, Tibetan Sanskrit Work 

Series 10, Patna, K. P. Jayaswal Research Institute, 1967. 

 

チ ベ ッ ト 訳 本 ：  

J i n a m i t r a ,  Ś ī l e n d r a b o d h i ,（ ཡ ེ ་ ཤ ེ ས ་ & ེ）訳（ 1 1 世紀頃）．  

d B u s  d a n g  m t h a '  r n a m  p a r  ' b y e d  p a ' i  ' g r e l  p a .	  

[ P .  N o . ]  5 5 2 8 ,  s e m s  t s a m ,  b i  1 - 3 2 b 7  ( v o l . 1 0 8 ,  p . 1 1 9 - 1 3 3 )；  

[ D .  N o . ]  4 0 2 7 ,  s e m s  t s a m ,  b i  1 a 1 - 2 7 a 7；  

[ N ]  b i  1 a 1 - 2 9 b 5；  

本研究の底本は P と D である．  

 

漢 訳 ：  

真諦（ 4 9 9−5 6 9）訳：大正新修大蔵経  n o . 1 5 9 9 ,  v o l . 3 1．『中辺分別論』．  

玄奘（ 6 0 2−6 6 4）訳：大正新修大蔵経  n o . 1 6 0 0 ,  v o l . 3 1．『弁中辺論』．  

玄奘訳：大正新修大蔵経  n o . 1 6 0 1 ,  v o l . 3 1『弁中辺論頌』．  

このうち，後者の二本は本来一つのものであると考えてよい．   

 

なお，M A V B h の漢訳文献に基づいた注釈書として窺基（ 6 3 2−6 8 2）に

よる『述記』があり，当時の仏教学や史学上の理解にとって有益な情報

が得られる書物である．また，この世親釈本の三本対照研究が，山口益

［ 1 9 3 7］ （ 『 漢 藏 對 照 辯 中 邊 論 ： 附 中 邊 分 別 論 釋 疏 梵 本 索 引 』 破 塵 閣 ）

である．  
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Madhyāntavibhāgaṭīkā 

サ ン ス ク リ ッ ト 本 ：  

1. Susumu Yamaguchi (ed.): Madhyāntavibhāga-ṭīkā, Hajinkaku, Nagoya, 1934. 

2. Rāmacandra Pāṇḍeya (ed.), Madhyānta-vibhāga-śāstram: Containing the kārikā-s of 

Maitreya, bhāṣya of Vasubandhu and ṭīkā by Sthiramati, Motilal Banarsidass, Delhi, 

1971.17 

 

チ ベ ッ ト 訳 ：  

J i n a m i t r a . ,  Ś ī l e n d r a b o d h i（世親釈の訳者と同一人物）．  

d B u s  d a n g  m t h a '  r n a m  p a r  ' b y e d  p a ' i  ' g r e l  b s h a d，  

[ P .  N o . ]  5 5 3 4 ,  s e m s  t s a m ,  t s h i  1 9 b 7 - 1 7 0 b 8  ( v o l . 1 0 9 ,  p . 1 3 6 - 1 9 6 )；   

[ D .  N o . ]  4 0 3 2 ,  s e m s  t s a m ,  b i  1 8 9 b 2 - 3 1 8 a 7；   

[ N ]  t s h i  1 8 b 4 - 1 6 4 b 2；   

本研究の底本は P と D のみである．   

 

 

0 . 4 . 2  M A V の 現 代 語 訳  

 

M A V B h についての現代語訳は次の三点がある．  

 

1. 長尾雅人［1976］「中辺分別論」『大乗仏典 15 世親論集』中央公論社 . 

2. Stefan Anacker [1984] “Seven works of Vasubandhu : the Buddhist psychological 

doctor” , Motilal Banarsidass, (Religions of Asia series ; no. 4) 

3. Mario D'Amato [2012] “Maitreya's Distinguishing the middle from the extremes 

(Madhyāntavibhāga) along with Vasubandhu's commentary 

(Madhyāntavibhāga-bhāṣya) : a study and annotated translation”, American Institute of 

Buddhist Studies. 

                                                                    
17 テ キ ス ト 校 訂 に 関 し て ，上 に 挙 げ た 2 本 の 他 ，第 I 章 の み 部 分 校 訂 V i d h u s h e k h a r a  

B h a t t a c h a r y a  a n d  G i u s e p p e  T u c c i  ( e d . )  M a d h y ā n t a v i b h ā g a s ū t r a b h aṣ y ā ṭ ī k ā  o f  

S t h i r a m a t i :  b e i n g  a  s u b - c o m m e n t a r y  o n  V a s u b a n d h u ' s  B h ā ṣ y a  o n  t h e  

M a d h y ā n t a v i b h ā g a s ū t r a  o f  M a i t r e y a n ā t h a  p a r t  1 ,  L u z a c ,  L o n d o n ,  1 9 3 2 も 存 在 す る ．  
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M A VṬ についての現代語訳は次の二点がある．  

 

1. 山口益［1935］『安慧阿遮梨耶造：中邊分別論釋疏』破塵閣書房．  

2. Richard Stanley [1988] “A study of the Madhyāntavibhāga-bhāṣya-tīkā” PhD. 

Dissertation, The Australia Nation University. 

 

この他，部分的現代訳，特に第 I 章，第 I I 章，第 I I I 章の部分訳や，

それらの部分訳に基づく先行研究がいくつか確認されるが，その詳細は，

三穂野英彦［ 2 0 0 3］p p . 8−1 3，松下俊英［ 2 0 1 2］p p . 7−1 0，金才權［ 2 0 0 7］

p p . 3 1−3 6 を参照されたい．  

 

 

0 . 4 . 3  M A V の テ キ ス ト に 関 す る 研 究 状 態  

 

ま ず ， M A V 写 本 再 校 訂 に つ い て 三 つ が 挙 げ ら れ る ． そ れ ぞ れ ， 第 I

章，第 I I 章，第 I I I 章における山口本の校訂や P a n d e y a 本の再校訂に対

し て ， 妥 当 で な い 点 を 再 考 す る も の で あ る 18． そ れ ら は 以 下 の よ う で あ

る（出版年順）．  

 

1 .  D e  J o n g   

 

[ 1 9 7 7 ]  N o t e s  o n  t h e  S e c o n d  C h a p t e r  o f  t h e  

M a d h yān t a v i b hāg a ṭ ī kā ,  C e n t r a l  A s i a t i c  j o u r n a l ,  

X X I ,  N o . 2 ,  p p . 1 1 - 1 7 .  

2  長尾雅人  [ l 9 7 8 ]  「 『 中 辺 分 別 論 安 慧 釈 』 の 梵 写 本 と の 照 合 」 ：

その第一章相品について」『鈴木学術財団年報』

1 5 ,  p p . 1 6−1 7 .  

3  金才權  [ 2 0 0 6 ]  「 『 中 辺 分 別 論 釈 疏 』 の 再 校 訂 の た め に ： 第 三

章真実品を中心に」『印度学佛教学研究』5 4（ 2）,  

p p . 1 0 7 1 - 1 0 6 8．  

                                                                    
18 本 稿 で 取 り 扱 う 第 V 章 に つ い て も 論 じ な け れ ば な ら な い 点 が 幾 つ か あ る が ， 現

段 階 で は そ の た め の 準 備 が 間 に 合 わ な い た め ， 今 後 に 報 告 す る 予 定 で あ る ．  
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また， M A V は M S A と共に弥勒論書の一つとして蔵漢両伝において一

致するものであり，その説示する内容は初期瑜伽行派の教学の面貌でも

あるため，章ごとを研究対象とするのは，以下のような論文である．  

 

第一章：  三穂野英彦［ 2 0 0 3］『 M a d h y ān t a v i b h āg a 第 I 章相品におけ

る理論と実践』 V o l . I＆ I I，広島大学学位請求論文．  

第二章：  松下俊英［ 2 0 1 2］『瑜伽行派における菩薩道：『中辺分別

論』第 I I 章「障品」の読解研究を通して』 V o l . I & I I，大谷

大学学位請求論文．  

第三章：  金才權［ 2 0 0 7］『『中辺分別論』における三性説の研究：

三性説の形成とその思想史的展開を中心として』V o l . I & I I，

龍谷大学学位請求論文．  
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本論  

第 １ 章  MAV に お け る 修 行 道 論 :  第 V 章 「 無 上 乗 品 」 の 研 究  

 

1.1	MAV-V「無上乗品」内容の考察 	

1 . 1 . 0 構 成 の 概 要  

 

M A V - V 「 無 上 乗 品 」 の 構 成 内 容 を 簡 潔 に 言 え ば ， 行 無 上

（ P r a t i p a t t y ā n u t t a r y a ） ・ 所 縁 無 上 （ Ā l a m b a n ā n u t t a r y a ） ・ 修 証 無 上

（ S a m u d ā g a m ā n u t t a r y a）という三つのカテゴリーからなるものである．無

上乗（ y ān ān u t t a r y a）は大乗を意味する．行・所縁・修証とは，修行道論

の構成として，実践する法行とその所依の教学とその実践修行により得

た結果であり，行・境・果とも呼ばれる．その第 V 章の 3 0 偈からなる

構成内容は以下のようである．  

 

T r i v i d h ān u t t a r y a  三種無上   V .  1 a b c  

A .  P r a t i p a t t y ān u t t a r y a  行無上（総説）  V .  1 d - 2 a b c  

	 1 .  p a r a m ā  p r a t i p a t t i	 最 勝 行    

	 	 1 . 1 最勝行   V .  2 d - 4 a b  

	 	 1 . 2 最勝行である十波羅蜜多  V .  4 c d - 6  

	 2 .  m a n a s i k ā r a - p r a t i p a t t i 作意行   

	 2 . 1 三種慧及びその徳性    V .  7 - 8 a b  

	 2 . 2 十種法行及びその功徳   V .  8 c d - 1 0  

	 3 .  a n u d h a r m a - p r a t i p a t t i  随法行（総説）  V .  1 1 a b  

	 	 3 . 1  a v i k ṣ e p a - p a r iṇ a t ā 無散乱転変  V .  1 1 c d - 1 2  

	 	 3 . 2  a v i p a r y ā s a - p a r iṇ a t ā 無顛倒転変   V .  1 3 - 2 2  

	 4 .  a n t a - d v a y a - v a r j a n e  p r a t i p a t t i 離二辺行  V .  2 3 - 2 6  

	 	 5 & 6 .  v i ś i ṣ ṭ ā  c āv i ś i ṣ ṭ ā  c a  p r a t i p a t t i  

	 	 限 定 的 /非限定的な行  

V .  2 7 a b  

B .  Ā l a m b a n ān u t t a r y a 所縁無上  V .  2 7 c d - 2 8  

C .  S a m u d āg a m ān u t t a r y a 修証無上  V .  2 9  
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M a d h y ān t a v i b h āg a - ś ā s t r a 中辺分別論の題名  V .  3 0  

 

このうち，最初の第一偈 a b c 句は，本章の三種無上を列挙しており，

世親・安慧の解釈によれば，それら無上は大乗のことである．これらの

三要素は，弥勒論書の系統の中でも M A V 特有の性格を有するものであ

ると思われ，それの詳細は本稿の 1 . 2 で考察する．最後の第 3 0 偈は，『中

辺分別論』の題名に関して説明する部分であり，「離二辺行」の項目と

伴って，同論における中道の観点を示す部分である．  

A 行無上・B 所縁無上・C 修証無上という三つの要素の内容のうち，A

の 「 行 無 上 」 に は 六 項 目 が あ る ． ［ 1］ 最 勝 行 は 波 羅 蜜 多 教 説 で あ る ．

［ 2］作意行は三慧学及び十種法行である．［ 3］随法行は止観修習であ

る．中でも，止の修習は六種無散乱であり，観の修習は十種無顛倒，い

わ ゆ る 三 性 説 に 関 連 す る 内 容 を 示 し て い る も の で あ る ． ま た こ の ［ 3］

の観修習の後，十金剛句という内容が加えられ，これらの金剛句も三性

説 に 関 連 す る も の で あ る ． ［ 4］ 離 二 辺 行 は 『 宝 積 経 』 に 説 か れ る も の

を十五種の二辺とし，それらを離れることが中道である．これは同論の

『中辺分別論』という名称に直接に関わる部分であると考えられる．そ

して，最後に［ 5］と［ 6］限定的 /非限定的な行は十地と十波羅蜜多との

配当関係である．この部分は本稿の 1 . 2 においてその構成の特徴を詳細

に検討する． B の「所縁無上」には十二項目が説かれるが，世親釈では

真如と波羅蜜多などの教法として纏められたと解釈される． C の「修証

無上」も十二項目が説かれ，従来の学派に伝えられてきた信解から仏地

までの向上的な修行階位として解釈されている．  

以下，行無上・所縁無上・修証無上の具体的な内容を文献学的により

詳細に検討していきたい．   

 

 

1 . 1 . 1  行 無 上   

 

「行無上」（ P r a t i p a t t y a n u t t a r y a）において，まず，行（ p r a t i p a t t i 19）は，

                                                                    
19 M A V に お い て P r a t i p a t t i は「 行 」を も「 認 識 」を も 意 味 す る ．内 容 に よ っ て「 行 」

か 「 認 識 」 か は 区 別 し が た い も の も あ る ． 本 章 で は p r a t i p a t t i は 大 き い 課 題 を 持
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チベット訳が s g r u b  p a，真諦訳が「修行」，玄奘訳が「正行」である．

この中，玄奘訳の正行の正に関しても，他のチベット訳から勘案すれば，

その対応できる語は y a n g  d a g  p a ’ i  s g r u b  p a となるので 20，ここの「正行」

の「正」は意訳であると推測される．次に，その p r a t i p a t t i の六つの項目

の中，最初に「最勝行」を考察する．  

 

1 . 1 . 1 . 1 最 勝 行  

1 . 1 . 1 . 1 . 1 最勝行の要約  

 

最勝行（ p a r a m ā  p r a t i p a t t i）は後述（本稿 1 . 2）のように，他の p r a t i p a t t i

の よ う な t a t p u r u ṣ a  c o m p o u n d で は な く ， こ の 最 勝 行 は k a r m a d h ā r a y a  

c o m p o u n d であって，「最勝なる行」として本偈の意図を理解すべきであ

る．そもそも， M A V - V における行 p r a t i p a t t i は何かという疑問が浮かぶ

が ， 簡 単 に 言 え ば ， そ れ は 大 乗 菩 薩 の 「 行 」 で あ り ， 波 羅 蜜 多 の 「 行 」

である．これの詳細も後述に譲りたい．  

第 2 偈 c d から第 6 偈までの最勝行は，世親釈において十二種最勝と

十種波羅蜜多という二項目に分けられる．まず，十二種最勝は次のよう

である．  

 

最 勝 〔 行 〕 と は 十 二 種 の 性 質 が あ る の で あ る ． （ V . 2 d）   

( 1 )広 大〔 最 勝 〕， ( 2 )長 時〔 最 勝 〕， ( 3 )目 標〔 最 勝 〕 21， ( 4 )無 尽〔 最 勝 〕，

( 5 )無 間 断〔 最 勝 〕， ( 6 )無 難〔 最 勝 〕， ( 7 )自 在〔 最 勝 〕， ( 9 )包 摂〔 最 勝 〕 .

（ V . 3）  

                                                                                                                                                                                                         
ち ， 修 習 の 実 行 と い う 意 味 で 「 行 」 と し て 理 解 す る ．  

20 他 の 文 献 に お い て 「 正 行 」 と い う 玄 奘 の 訳 語 に 対 応 す る チ ベ ッ ト 訳 は y a n g  d a g  

p a ’ i  s g r u b  p a で あ る ．た と え ば ，『 瑜 伽 論 』「 摂 決 択 分 」に 引 用 さ れ る『 宝 積 経 ・

迦 葉 品 』の 十 六 行 相 の 中 ，２ ，３ ，４ ，６ の 段 に お い て ，玄 奘 訳 の「 正 行 」は チ

ベ ッ ト 訳 の y a n g  d a g  p a ’ i  s g r u b  p a に 対 応 す る こ と が 見 ら れ る ． （ C f .  『 新 国 訳 ・

大 宝 積 経 論 』 p . 4 3 9）  

21 a d h i k ā r a に 関 し て は ， 長 尾 雅 人 ［ 1 9 8 2： 1 1 3 − 1 1 6］ に お い て 詳 細 に 注 記 さ れ ， 特

に ， 同 p . 1 1 4 以 降 に お い て は 本 項 に 関 連 す る も の で あ る ．  
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( 9 )発 起〔 最 勝 〕， ( 1 0 )獲 得〔 最 勝 〕， ( 1 1 )等 流〔 最 勝 〕， ( 1 2 )究 竟〔 最 勝 〕，

と い う 最 勝 行 で あ る と 考 え ら れ る ． （ V . 4 a b） 22 

 

これらの最勝についての世親釈を表で示せば次のようである 23．  

 

1  広 大 最 勝  
あ ら ゆ る 世 間 的 な 富 貴 を 求 め る も の で は な く ，そ し て ，殊 勝

で あ る か ら と 知 ら れ る べ き で あ る ．  

2  長 時 最 勝  三 無 数 劫 に 渡 っ て 修 行 す る か ら で あ る ．  

3  目 標 最 勝  あ ら ゆ る 衆 生 の 利 益 を な す こ と を 目 標 と す る か ら で あ る ．  

4  無 尽 最 勝  
大 菩 提 に 回 向 す る こ と に よ っ て ，〔 行 が 〕決 し て 尽 き る こ と

が な い か ら で あ る ．  

5  
無 間 断 最

勝  

自 己 と 他 人 と の 平 等 を 信 解 す る の で あ る か ら ， あ ら ゆ る 衆 生

に 布 施 す る な ど に よ っ て ，波 羅 蜜 多 行 を 成 満 す る か ら で あ る ． 

6  無 難 最 勝  
他 人 の 布 施 な ど に 対 し て 随 喜 す る こ と だ け で も 波 羅 蜜 多 行

を 成 満 す る か ら で あ る ．  

7  自 在 最 勝  虚 空 蔵 の 三 昧 な ど に よ っ て 布 施 な ど を 成 満 す る か ら で あ る ． 

8  包 摂 最 勝  無 分 別 智 に 包 摂 さ れ て い る か ら で あ る ．  

9  発 起 最 勝  信 解 行 地 に お け る 上 品 の 忍 位 に あ る ．  

1 0  獲 得 最 勝  初 地 に お い て あ る ．  

1 1  等 流 最 勝  そ れ よ り 次 の 八 地 に お い て あ る ．  

1 2  究 竟 最 勝  第 十 地 お よ び 如 来 地 に お い て あ る ．〔 そ れ は 〕菩 薩 の 究 竟 と

                                                                    
22 M A V B h  [ S k t :  N a  6 0 . 2 0 - 6 1 . 9 ;  T a  3 7 . 1 6 - 3 8 . 6 ]：   

p a r a m ā  d v ā d a ś ā t m i k ā  / /  V . 2 d / /  

( 1 ) a u d ā r y a m  ( 2 ) ā y a t a t v aṃ  c a  ( 3 ) a d h i k ā r o  ( 4 ) ' k ṣ a y ā t m a t ā  /  

( 5 ) n a i r a n t a r y a m  ( 6 ) a k ṛ c c h r a t v aṃ  ( 7 ) v i b h u t v aṃ（ *） c a  ( 8 ) p a r i g r a h a ḥ  / /  V . 3 / /  

( 9 ) ā r a m b h a ( 1 0 ) p r ā p t i ( 1 1 ) n i ṣ y a n d a ( 1 2 ) n i ṣ p a t t i ḥ  p a r a m ā  m a t ā  /  V . 4 a b /  

（ *）：v i b h u t v a は T a 本 を 採 用 す る ．N a :  v i t t a t v a と な っ て い る ．T i b .  d b a n g  ' b y o r  p a．

な お ，A S B h は M A V の 十 二 最 勝 の 解 釈 と 類 似 な 文 章 に も v i b h u t v a ( d b a n g  ' b y o r  p a )

を 用 い て い る ） ．  

23 M A V B h  [ S k t :  N a  6 1 .９ - 2 2 ;  T a  3 8 . 6 - 1 5 ]に よ る ．  
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仏 の 究 竟 で あ る か ら で あ る ．  

 

このうち，第 9 から第 1 2 までの最勝は，大乗菩薩道によって得られ

た階位を示しているものである．そして，第 1 から第 8 までの最勝は，

利他行，誓願，廻向など，いわゆる波羅蜜多という菩薩行を意味してい

る．要するに，これらの十二種最勝にも，菩薩の実践修行とその修行に

よって得た階位という二様が見て取れるのである．このことは，同論に

お い て 大 乗 的 修 行 道 論 と し た 波 羅 蜜 多 の 菩 薩 行 と そ れ に よ っ て 得 ら れ

た菩薩の階位，という因果関係が見られることも意味する．  

本偈の流れとしては，これらの十二種最勝の直後に次の第 4 偈 c d 句

から第 6 偈までが続いている 24．  

 

そ れ 故 に〔 十 二 最 勝 行 は 〕ま た 最 勝 の 意 味 と い う 点 で 十 波 羅 蜜 多 で あ る と

考 え ら れ る ． （ V . 4 c d）  

布 施・〔 持 〕戒・忍 辱・精 進・禅 定・般 若・方 便〔 善 巧 〕・願・力・智 こ

れ ら は 十 波 羅 蜜 多 で あ る ． （ V . 5）  

〔 そ の 〕は た ら き は 衆 生 に 対 し て ( 1 )恩 恵 を 与 え る こ と と（ 饒 益 す る ），( 2 )

害 を 与 え な い こ と と ， ( 3 )そ れ （ 害 ） を 耐 え 忍 ぶ こ と と ， ( 4 )徳 を 増 大 さ せ

る こ と と ， ( 5 )導 き 入 れ る こ と ， ( 6 )解 脱 さ せ る こ と ， ( 7 )無 尽 な る こ と ， ( 8 )

常 に 起 こ る こ と ， ( 9 )決 定 し て い る こ と ， ( 1 0 )〔 法 を 〕享 受 し〔 人 々 を 〕成

熟 さ せ る こ と で あ る ． （ V . 6）  

 

ここの第４偈 c d 句が以前の十二最勝と十波羅蜜多とを媒介する役目

                                                                    
24 M A V B h  [ S k t :  N a  6 1 . 2 3 - 6 2 . 8 ;  T a  3 8 . 1 6 - 3 9 . 3 ]  

t a t a ś  c a  p a r a m ā r t h e n a  d a ś a  p ā r a m i t ā  m a t ā ḥ  / /  V . 4 c d / /  

d ā n aṃ  ś ī l aṃ  k ṣ a m ā  v ī r y aṃ  d h y ā n aṃ  p r a j ñ ā  u p ā y a t ā  /  

p r a ṇ i d h ā n aṃ  b a l aṃ  j ñ ā n a m  e t ā ḥ  p ā r a m i t ā  d a ś a  / /  V . 5 / /  

a n u g r a h o  ' v i g h ā t a ś  c a  k a r m a  t a s y a  c a  m a r ṣ a ṇ a m  /  

g u ṇ a v ṛ d d h i ś  c a  [ s a t t v ā n ām ] *  a v a t ā r a v i m o c a n e  /  

a k ṣ a y a t v aṃ  s a d ā  v ṛ t t i r  n i y a t aṃ  b h o g a p ā c a n e  / /  V . 6 / / 	  

( * [ s a t t v ā n ām ]に つ い て 本 研 究 の 副 論 文 を 参 照 さ れ た い )  
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を果たしている．これに関しては後に検討する．また第４偈の次である，

第５第６偈には十波羅蜜多の名称とその意味が挙げられる．波羅蜜多の

法数に関しては，同学派の諸文献の中，六波羅蜜多・十波羅蜜多などの

記述が混在しているが，M A V にはその法数は十波羅蜜多であると明らか

に規定されている．さらにまた，十波羅蜜多の説明に関しては，おそら

く，瑜伽行派の初期論書の中，この M A V の波羅蜜多の解釈が，一番簡

潔であると思われる（ 世 親 釈・安 慧 釈 を 含 む）．すなわち，後の表に示し

ているように，瑜伽行派の『解深密経』（ S N S）や，『瑜伽論』「摂決

択分」（ V i S g）や， M S A・ M S g・ A S B h などにおいては，波羅蜜多を説

明する際，多くの側面を以って説明しているのである 25．この M A V の詳

細は本研究の副論を参照されたい．ここに，比較するために，それら同

学派の他文献に見られる波羅蜜多解釈の諸項目を表で示しておく．  

 

 

  

それでは，上述の十二最勝行と十波羅蜜多とはどのような関係である

か．これに関しては第４偈の c d 句の役割であり，そこに学派の波羅蜜

                                                                    
25 こ れ ら の 諸 文 献 に 説 か れ る 波 羅 蜜 多 説 に 関 し て は ， 清 水 海 隆 ［ 1 9 8 6］ な ど の 一

連 の 研 究 に 詳 し い ．  

ƿ�ȴƜ5��EƚȐȲñÈą5.�0ʫV .  A n hʬ  
 

 

���

�ƿ�ȴƜɓɑų5��EƚȐȲñȿɽ6Ȅ=ÏH'6ȶ  

 

 

��Ȩȭç�
�Ø�5Ɍ�FEȨȭ6»r�2»ç6ɼȏȶ  
ƿ�ȴƶȠʎ�Ñ  �»çȅ�2Ȇ9  

ʰǪø� � gotra-vihāra  
ʱ¸ȿȴ� � adhimukti-caryā-vihāra  
ʲƆƎÞ� � pramudita-vihāra ƎÞʫ554c6-556b18ʬ 
ʳîcņ� � adhiśīla-vihāra ʕéʫ556b28-557a13ʬ 
ʴîcĴ� � adhicitta-vihāra ǋ�ʫ557a14-558a4ʬ 
ʵȻ¨ǔĶîcŁ�  
� bodhi-pakṣa-pratisaṃyukto 'dhiprajñā-vihāra 

ƪŁʫ558a5-b22ʬ  

ʶɓɒǔĶîcŁ�  
� satya-pratisaṃyukto 'dhiprajñā-vihāra 

ʖ¸ʫ558b23-559a20ʬ  

ʷȌɞƝɥƏĺǔĶîcŁ�  
pratītya-samutpāda-pravṛtti-pratisaṃyukto 
'dhiprajñā-vihāra 

ƽ¯ʫ559a21-c18ʬ  

ʸŶ³ȴŶ²ǂƫǔ�  
� sābhisaṃskāraḥ sābhogo nirnimitto vihāra 

ɷȴʫ559c19-560c12ʬ  

ʰʯƫ³ȴƫ²ǂƫǔ�  
� � anabhisaṃskāro 'nābhogo nirnimitto vihāra 

e·ʫ560c13-561b14ʬ 

ʰʰƫǟȿ�� � pratisaṃvid-vihāra ÝŁʫ561b15-c11ʬ 

 SNSʫ705a4-707c10ʬ 
ViSgʫ730c4-733b4 
 
1ȉɌ 
2büŇŔ 
3ǦůŇŔ 
4tǪǔĶĩü 
5 ƫƢƫî 
6ßƫƢƫî 
7ƍǴ 
8Øʤė« 
9ɽÑ 
10ğòǶtǔ 
11ážƫč 
12ŀȲʙŀĬž 
13Ŵ¸ùĳ 
14á^ž^Ȓ¬ 
15ȳǁȠƅɳô 
16~ȣȤÇɓƙƫȠĹĹ 
17bǪƚȐȲñ 

 
 

MSA. 
XVI 

AS / 
ASBh.§131 
 

MSg.IV 

1Ŝ saṃkhyā k. 2-7 pp. 640-
643 

pp. 
115- 

2ǔ lakṣaṇa k. 8-13 pp. 645-
647 

pp. 
120- 

3ƍǴ anukrama k. 14 pp. 649-
651 

pp. 
124- 

4ɽÑ nirukti k. 15 pp. 653-
659 

pp. 
125- 

5� bhāvanā k. 16 pp. 661-
671 

pp. 
129- 

6ė« prabheda k.17-
28 

pp. 673-
677 

pp. 
141- 

7Ŕ saṃgraha k. 29 p. 679 pp. 
145- 

8ŇĈƘ vipakṣa k.30-
35 

p. 681 pp. 
147- 

9²ĳ guṇavarṇa k.36-
70 

p. 681 pp. 
148- 

10ǔsƗŉ
anyonyaviniścayatām 

k. 71 pp. 683-
685 

pp. 
151- 
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多の n i r u k t i 解釈が見られる．次にそれを検討する．  

 

  

1 . 1 . 1 . 1 . 2 波羅蜜多の語義  

 

第 4 偈 c d 句の文脈によれば，最勝ということは波羅蜜多の意味とし

て用いられるのである．前述の十二種は波羅蜜多の持つ性質であると示

しており，その次の第 5 と第 6 偈は十波羅蜜多の名称とその意味を列挙

しているのである．安慧によれば波羅蜜多の語義解釈でもある．以下に

その註釈を示す． 26 

 

そ れ 故 ま た〔 上 述 の 十 二 種 は 〕最 勝（ p a r a m a）の 意 味 で 十 波 羅 蜜 多 で

あ る と 考 え ら れ る ． （ V . 4 c d）  

と い っ た ． こ れ ら 十 二 種 の 最 勝 性 は 諸 菩 薩 の 布 施 な ど に お い て は あ る ，

し か し 諸 声 聞 等 の 布 施 な ど に は な い ，そ れ 故 ，最 勝 と い う ，こ の 意 味 で ，

諸 菩 薩 の み の 布 施 を は じ め と し て 智 に 至 る ま で の 十 は 波 羅 蜜 多 で あ る

と 考 え ら れ る ， と い う 語 源 解 釈 の 方 法 （ n i r u k t i - n y ā y a） に よ っ て で あ る ，

そ れ 故 ， 十 波 羅 蜜 多 の 行 は ま た 最 勝 性 と 呼 ば れ る ．  

 

要 す る に ， 「 波 羅 蜜 多 （ p ā r a m i t ā） 」 と い う 語 を 「 最 勝 （ p a r a m a） 」

によって語義解釈していることが安慧釈の n i r u k t i - n y āy a の語で明らかで

ある．さらに，このような M A V の解釈は，同論独自の解釈ではない．

最勝であるから波羅蜜多であるとする解釈は『瑜伽師地論』「菩薩地（ B B h）

                                                                    
26 M A VṬ  [ s k t :  Y a 2 0 6 a 8 - 1 3 ;  P a 1 5 4 . 1 6 - 2 0 ;  M s 6 5 b 4 - 6 ]：  

	 t a t a ś  c a  p a r a m ā r t h e n a  d a ś a  p ā r a m i t ā  m a t ā ḥ  / /  ( V . 4 c d )  

	 i t i  /  y a t a  e ṣ ā  d v ā d a ś a v i d h ā  p a r a m a t ā  b o d h i s a t t v ā n āṃ  d ā n ā d i ṣ u  s aṃ v i d y a t e  n a  

ś r ā v a k ā d ī n āṃ  d ā n ā d i ṣ u  t a t aḥ  p a r a m ā  i t y  a n e n ā r t h e n a  b o d h i s a t t v ā n ām  e v a  d ā n ā d a y o  

j ñ ā n a p a r y a n t ā  d a ś a  p ā r a m i t ā  m a t ā  i t i  n i r u k t i n y ā y e n e t i   d a ś a p ā r a m i t ā n āṃ  y ā  

p r a t i p a t t i ḥ  s ā  p u n a ḥ  p a r a m a t e t y  u c y a t e  / /  [ T i b :  P 1 3 7 b 6 - 1 3 8 a 1 ;  D 2 9 1 a 5 - 7 ]   
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「行品」にも見られる 27．  

 

そ の 中 で ，①三 無 数 劫 と い う 長 期 間 に わ た る 修 証 で あ る か ら ，②勝 れ た 自

性 清 浄 で あ る か ら ，そ し て ③そ の 他 の 一 切 世 間・声 聞・独 覚 の 善 根 に よ っ

て 最 勝 な る 菩 提 果 を 摂 受 す る か ら ，そ れ ら 布 施 な ど の 十 法 は ，①最 勝 の 時

間 に わ た り 修 証 さ れ ，②最 勝 な る 自 性 清 浄 の 故 に 清 浄 で あ り ，③最 勝 な る

果 報 を 証 得 す る ． そ れ 故 に ， 波 羅 蜜 多 と 呼 ば れ る ．  

 

このように波羅蜜多を三種の最勝で説明している点は，M A V が十二最

勝で波羅蜜多を説明することと類似している．最勝であるから波羅蜜多

であるとする解釈については，同論が『菩薩地』「行品」を継承してい

ると言えるか否かは別として，「最勝」を以って波羅蜜多を説明するこ

と に 共 通 点 が あ ろ う ． ま た ， 同 学 派 の 文 献 で あ る 『 阿 毘 達 磨 雑 集 論 』

（ A b h i d h a r m a s a m u c c a y a b h ā ṣ y a： A S B h）では，波羅蜜多の釈名（ n i r u k t i）と

いう項目において，上述の B B h「行品」と M A V に説かれる波羅蜜多の

三 と 十 二 の 最 勝 を 以 っ て ， 波 羅 蜜 多 を 定 義 し て い る 例 も あ る 28． さ ら に

また，この同様な語源説は『摂大乗論』（ * M a h ā y ā n a s aṃ g r a h a ś ā s t r a：M S g）

に も 確 認 で き る 29． つ ま り ， 瑜 伽 行 派 の 文 献 に お い て ， 「 最 勝 」 を 根 拠

                                                                    
27  [ w o g i h a r a . p . 3 7 2 , 3 - 9 ;  磯 田 煕 文 / 古 坂 紘 一 p p . 2 7 4 - 2 7 5 ] ： t a t r ā s aṃ k h y e y a t r a y a -

d ī r g h a k ā l a s a m u d ā g a m ā t  s v a b h ā v a v i ś u d d h i v i ś e ṣ ā t  t a d a n y e b h y aḥ  s a r v a -

l a u k i k a ś r ā v a k a p r a t y e k a b u d d h a k u ś a l a m ū l e b h y aḥ  p a r a m a b o d h i p h a l a p a r i g r a h ā c  c a i t e  

d a ś a  d ā n ā d a y o  d h a r m āḥ  ① p a r a m eṇ a  k ā l e n a  s a m u d ā g a t āḥ  ② p a r a m a y ā  

s v a b h ā v a v i ś u d d h y ā  v i ś u d d h āḥ  ③ p a r a m a ñ  c a  p h a l a m  a n u p r a y a c c h a n t i  /  i t i  t a s m ā t  

p ā r a m i t ā  i t y  u c y a n t e  / 	 （ T 1 5 7 9 . 3 0 . 0 5 6 6 a 1 3 - 1 9）  

28 C f .  H a y a s h i m a  O s a m u  [ 2 0 0 3 ]  p p . 6 5 3 - 6 5 5．  

29 『 摂 大 乗 論 』の 波 羅 蜜 多 の 定 義 は「 最 勝 な も の で あ り ，到 彼 岸 で も あ る 」（ p h u l  

d u  b y u n g  b a r  p h a  r o l  t u  ' g r o  p a ' i  p h y i r  p h a  r o l  t u  p h y i n  p a  r n a m s  s o） と し て い る ．

こ の よ う な 規 定 に つ い て ， 長 尾 雅 人 ［ 1 9 8 7］ p . 1 2 7 に よ っ て ， 前 者 は 「 教 理 的 な

語 源 説 」 ， 後 者 は 「 俗 間 語 源 説 」 を 用 い て い る と 指 摘 さ れ て い る ．  

ち な み に ， M S A . X V I . 1 5 に 波 羅 蜜 多 釈 名 （ n i r u k t i） と い う 項 目 が あ る が ， こ れ は

波 羅 蜜 多 の 語 自 体 の n i r u k t i で は な く ， 六 波 羅 蜜 多 の 布 施 な ど の 名 称 を 解 釈 す る

も の で あ る （ C f .  N a g a o .  V o l  3 ,  p . 2 2） ． p a r a m a と し て の 波 羅 蜜 多 解 釈 に つ い て ，

同 章 の 「 波 羅 蜜 多 の 功 徳 無 上 」 の 中 ， 波 羅 蜜 多 の 八 要 義 （ y ā p a d e ś a） に よ っ て 布
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として波羅蜜多の語源を説く用例は，M A V の他，B B h の「行品」，A S B h，

M s g などにおいて共通であり，このような波羅蜜多の解釈は瑜伽行派の

理解とも言えるように思われる．  

実 は ， 波 羅 蜜 多 の 語 源 解 釈 に つ い て は ， 現 在 の 学 界 上 ， 「 到 彼 岸

p ā r a m -√ i - t ā」か「最勝 p a r a m a」・「完成 p ā r a m ī」かの二説があり，そこ

には √ i という動詞の存在を認めるか否かという難しい問題がある．その

中， p ā r a m -√ i - t ā の解釈については，文法的に不可能であることが指摘さ

れ て い る 30． し か し ， 伝 統 的 に は 「 到 彼 岸 」 と 解 釈 さ れ て い る の で ， そ

の語源・語義についての議論は，近年においても阿理生 [ 2 0 0 6 ]・定方晟

[ 2 0 0 6 ]などにより続けられている 31．  

上述の M A V において，その p ā r a m i t ā は p a r a m a との語源的（ n i r u k t i）

関係があり，また，この説は他の瑜伽行派の文献にも確認される．これ

は，これまでの学界の，波羅蜜多の語源・語義を検討する際にほとんど

注目されてこなかった点であって，瑜伽行派の波羅蜜多語源の理解とし

て，その課題を解決する一助となるのではないかと思われる．   

 

《 小 結 》  

 

以上，「無上乗品」の「行無上」の中，「最勝行」の項目を考察した．

そこに見出された同論の p a r a m a は p ā r a m i t ā の語源であるという点は，

瑜伽行派の波羅蜜多語源説として提示することができた．また，前述の

同学派の文献における波羅蜜多の法数の複雑な解釈に対して，同論の波

羅蜜多解釈は，学派の初期論書と比べて，一番簡潔な解釈であると言え

る．さらにまた，後述するように，その波羅蜜多の法数それぞれが混在

                                                                                                                                                                                                         
施 な ど は 最 勝 （ p a r a m / p a r a m a） と な る と 解 釈 し て い る 例 が あ る ．   

30 c f .  E .  L a m o t t e，F . E d g e r t o n  B H S D  s . v .  p ā r a m i t ā ,  三 枝 充 悳 [ 1 9 8 1 ] ,  渡 辺 章 悟  [ 1 9 9 7 ] ,  

[ 1 9 9 8 ]な ど ．  

31 諸 先 行 研 究 の 中 ，特 に ，定 方 晟［ 2 0 0 6］「「 到 彼 岸 」と「 完 成 」—パ ー ラ ミ タ ー

の 語 義 —」に は ，「「 到 彼 岸 」の ニ ュ ア ン ス を 欠 く p ā r a m i t ā の 訳 語 は か つ て の 般

若 教 徒 た ち が 抱 い て い た 思 い を 味 わ い 損 な わ せ る こ と が わ か っ た 」と 結 論 し て い

る ．こ れ は ，定 方 論 文 の 論 題 の よ う に ， p ā r a m i t ā の「 語 義 」に つ い て 述 べ て お ら

れ る の で あ ろ う ．  
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するのに対して，同論において十波羅蜜多という法数を明確に示してい

ることは，もう一つの特徴であると言える．  
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1 . 1 . 1 . 2  作 意 行  

1 . 1 . 1 . 2 . 1  作意行の要約  

 

「行無上」の六種のうち，「最勝行」の後は「作意行」（ m a n a s i k ā r a p r a t i p a t t i）

である．作意に関しては，まず，阿毘達磨の伝統において，「作意とは

心 を は た ら か せ る こ と で あ る 」 と 定 義 さ れ て い る 32． こ の 作 意 行 と い う

名目については，瑜伽行派内で， M A V のみならず，『瑜伽論』や M S A

な ど に お い て も 「 作 意 」 が よ く 用 い ら れ る ． し か し ， 後 述 す る よ う に ，

論書それぞれに異なる意味を有していることが確認される．では，M A V

第五章に説かれる作意行はどのようなものであるのか．まずその説示内

容を検討すべく，以下，本偈を挙げて，その作意行の内容概要を述べる．   

 

〈三種慧について 33〉  

菩 薩 は 大 乗 に お い て 常 に 施 設 さ れ た と お り に 法 を 作 意 す る ． 〔 そ れ は 聞

思 修 の 〕 三 種 の 慧 に よ っ て 〔 作 意 行 〕 で あ る ． （ V . 7）  

そ れ （ 慧 ） は 界 を 成 長 さ せ ， 悟 入 さ せ ， そ し て 目 的 を 成 就 さ せ る の で も

あ る ． （ V . 8 a b）  

 

〈十種法行について 34〉  

                                                                    
32 （ A K B h  I I , p . 5 4 , 2 2 :  m a n a s k ā r a ś  c e t a s a  ā b h o g aḥ） ． 作 意 は ， 言 う ま で も な く ， 七

十 五 法 あ る い は 百 法 の 一 つ の 心 所 で あ る ．こ の 倶 舎 論 の 定 義 は ほ ぼ 代 表 的 な も の

と し て 理 解 さ れ る ．他 の 文 献 学 的 定 義 の 収 録 は ，齋 藤 明（ 代 表 ）［ 2 0 1 1 :  6 5 - 6 6］，

［ 2 0 1 4 :  2 4 - 2 6］ ， 榎 本 文 雄 （ 代 表 ） ［ 2 0 1 4： 9 8 - 1 0 2］ を 参 照 さ れ た い ．  

33 y a t h ā p r a j ñ a p t i t o  d h a r m a m a h ā y ā n a m a n a s k r i y ā  /  

b o d h i s a t t v a s y a  s a t a t aṃ  p r a j ñ a y ā  t r i p r a k ā r a y ā  / /  V . 7 / /  

d h ā t u p u ṣ ṭ y a i  p r a v e ś ā y a  c ā r t h a s i d d h y a i  b h a v a t y  a s a u  /  V . 8 a b  /  

34 s aṃ y u k t ā  d h a r m a c a r i t a iḥ  s ā  j ñ e y ā  d a ś a b h iḥ  p u n aḥ  / /  V . 8 c d / /  

l e k h a n ā  p ū j a n ā  d ā n aṃ  ś r a v a ṇ aṃ  v ā c a n o d g r a h a ḥ  /  

p r a k ā ś a n ā t h a  s v ā d h y ā y a ś  c i n t a n ā  b h ā v a n ā  c a  t a t  / /  V . 9 / /  

a m e y a p u ṇ y a s k a n d h aṃ  h i  c a r i t aṃ  t a d  d a ś ā t m a k a m  /  

v i ś e ṣ ā d  a k ṣ a y a t v ā c  c a  p a r ā n u g r a h a t o  ' ś a m ā t  / /  V . 1 0 / /  
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ま た ， そ れ （ 三 種 の 慧 ） は 十 種 法 行 と 結 び つ い て い る と 知 る べ き で あ る

（ V . 8 c d）  

そ れ は ， 書 写 す る こ と ， 供 養 す る こ と ， 与 え る こ と ， 聴 聞 す る こ と ， 読

誦 す る こ と ， 受 持 す る こ と ， 解 説 す る こ と ， 諷 誦 す る こ と ， 思 惟 す る こ

と ， 修 習 す る こ と で あ る （ V . 9）  

こ の 十 種 の 〔 法 〕 行 は ， 実 に 無 量 の 福 徳 の 集 ま り で あ る ． ( V . 1 0 a b )  

優 れ て い る か ら ， ま た 不 滅 で あ る か ら で あ る ． （ V . 1 0 c）  

他 者 を 饒 益 す る の で あ り ， ま た 止 む こ と が な い か ら で あ る ． （ V . 1 0 d）  

 

ここに示した，第７偈から第８偈 a b 句までは三種慧とその三種慧に

関する徳性との記述であり，第８偈 c d から第１０偈までは十種法行と

それらに関する徳性との記述である．その本偈の内容と諸註釈書を合わ

せて，三種慧とそれらに応じる徳性，及び十種法行とそれらに応ずる徳

性を簡潔に纏めれば，順次に，以下のようである．   

 

m a n a s i k ā r a p r a t i p a t t iḥ  k a t a m ā    

何を作意する  どのように作意する   三種慧に応じる徳性  

設定した  

大乗教法を  

作意する  

１   

大乗教法を  

聞   界を  成長させる  

２  思   〔聞いた意味〕を  悟入させる  

３  修   目的を  成就させる  

 

 

十種法行とそれらに応ずる徳性  

１  lekhanā   書写   

 

無量功徳を得る．  

↑ 

優れているから，不滅であるから．  

↑ 

他者を饒益するから，  

止むことがないから．  

２  pūjanā	   供養  

３  dāna	   与えること  

４  śravaṇa	   聴聞  

５  vācana  読誦  

６  udgrahana	   受持（伝授） 

７  prakāśana	   解説  

８  svādhyāyana	   諷誦  
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９  cintanā	   思惟  

１０  bhāvanā	   修習  

 

このうち，三種慧とそれらに応じる徳性の項目において，大乗教法を

三慧が対象とすることに注目すべきである．そして，その大乗教法を①

聞 ・ ②思 ・ ③修 に よ っ て ， ①「 界 を 成 長 さ せ る 」 ・ ②「 聞 い た 意 味 を 悟

入させる」・③「修行の目的を達成させる」という一対一の対応関係と

して理解される．しかしながら，それらの三つ組は別々に独立している

ものではない．後述するように，そのうち，大乗教法を聞くことによっ

て界を成長させるということが作意行の最初の項目であり，それが，他

の二者を導く性格を持っており，その「大乗教法を聞くことによって界

を成長させる」ということの重要性も示されるのであるが，それが後の

二者と無関係なのではない．また，界（ d h ā t u）はどのような意味である

のかを検討すべきであるが，これに関しても次項に譲りたい．  

次に，十種法行とそれらに応ずる徳性の項目に関しては，安慧釈にお

いて身口意に結びつき，身は最初の１・２・３・４，口は次の５・６・

７・８，意は９と１０と規定されている．十種法行は，大乗の諸経典以

来 よ く 見 ら れ ， 瑜 伽 行 派 の 主 要 論 書 に お い て も 説 か れ て い る 35． そ の 原

典 と し て ， 舟 橋 尚 哉 ［ 1 9 7 6］ に よ れ ば 36， 『 八 千 頌 般 若 』 や 『 法 華 経 』

にあるようである．また，同論文において，いつ頃から十法行と言い出

されるのかは，更に検討すべきであると述べられている．近年の研究に

おいて 37，M A V の十種法行が課題とされているため，その舟橋尚哉［ 1 9 7 6］

                                                                    
35 『 解 深 蜜 経 』，『 瑜 伽 論 』「 摂 決 択 分 」， M S A「 行 住 品 」，『 摂 大 乗 論 』，『 顕

揚 聖 教 論 』な ど に 見 ら れ る ．副 論 文 に お け る 世 親 釈 の 箇 所 に 注 記 さ れ る た め ，そ

こ を 参 照 さ れ た い ．  

36 舟 橋 尚 哉［ 1 9 7 6］「 十 種 法 行 に つ い て 」『 印 仏 研 』2 5 ( 1 )  p p . 1 5 6 - 1 5 7 に お い て は ，

『 中 辺 分 別 論 』 第 五 章 に 説 か れ る 十 種 法 行 を 端 に 発 し て 詳 細 に 検 討 さ れ て い る ．  

37 近 年 の 研 究 と し て ， 釋 (陶 )  妙 玄 (怡 君 )［ 2 0 1 4］ 「 『 中 辺 分 別 論 』 第 五 章 無 上 乗

品 に 見 ら れ る 十 法 行 に つ い て 」 『 印 仏 研 』 6 3 ( 1 ) ,  p p . 4 2 6 - 4 2 3 が 挙 げ ら れ る ． し か

し ，同 論 文 に 問 題 と さ れ る の は 中 国 撰 述 の 文 献 に お け る 十 種 法 行 の 順 番 に 関 す る

諸 論 師 の 視 点 に つ い て で あ る ．今 後 こ の 十 種 法 行 の 源 流 な ど の 深 い 考 察 を 期 待 す

る ．  
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に言及する課題を継続的に研究することを期待したい．   

以 上 は ， M A V - V に 説 か れ る 「 作 意 行 」 の 内 容 を 簡 略 化 し た も の で あ

る．三種慧及び十種法行からなる「作意行」のうち，この両者の関係に

関して，本偈の説示から見れば，三種慧が主なるもので，十種法行は付

随的なものであると見て取れる．安慧釈においても伴類（ s a p a r i v ā r ā）と

いう語によって，その三種慧と十種法行との関係が明らかである．  

さて，その「作意行」を理解するために，同学派に説かれる「作意行」

を考察する必要がある．以下に，それを検討し， M A V と比較した上で，

同学派の「作意行」を通じて，思想展開や教学整理の道筋を読み取りた

い．  

 

 

1 . 1 . 1 . 2 . 2  同学派における諸々の作意の一考  

 

初期瑜伽行派の文献において，作意という記述がよく見られる．当然

ながら，説かれている主題によって，また，論書によってその法数や内

容，目的などはさまざまである．たとえば，『瑜伽論』「本地分」，特

に ŚB h において，四作意や，七作意などが説かれ， M S A においては第

X I 章第 8 - 1 2 偈の十八作意や，第 X I 章第 6 1 - 7 3 偈の四十四作意，第 X I V

章第 7 - 1 0 偈の十一作意なども見られる．   

 

【 声 聞 地 に お け る 作 意 】  

ŚB h における四作意や，七作意に関しては禅定修行を背景とした文脈

にあると言える．まず，四作意について考察する．同文献の「第二瑜伽

処」・「第三瑜伽処」・「第四瑜伽処」において四作意という項目と言

っても異なる名目にあると見られる．次に表を以って，それらを整理す

る．  

 

①  力 励 運 転 作 意

b a l a v ā h a n a m a n a s k ā r a  

随 順 作 意

ā n u l o m i k a - m a n a s k ā r a  

調 練 作 意 c i t t a s aṃ t ā p a n a -  

m a n a s i k ā r a  

②  有 間 運 転 作 意

s a c c h i d r a v ā h a n a -  

対 治 作 意 p r ā t i p a k ṣ i k a -  滋 潤 心 作 意

c i t t ā b h i s y ā n d a n a -  
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③  無 間 運 転 作 意

n i ś c h i d r a v ā h a n a -  

順 清 浄 作 意

p r a s a d a n ī y a -  

生 軽 安 作 意

p r a ś r a b d h i j a n a k a -  

④  無 功 用 運 転 作 意

a n ā b h o g a v ā h a n a -  

順 観 察 作 意

p r a t y a v e k ṣ a ṇ ī y a -  

浄 智 見 作 意

j ñ ā n a d a r ś a n a v i ś o d h a k a -  

 

ここに三種類の四作意が挙げられるが，説かれる内容や文脈によって

作意の名称が異なるのであろう．そのうち，第二瑜伽処において，力励

運転作意などの四種作意が説かれる際，同箇所において，別の四作意（随

順作意などの四種作意）も合わせて説かれており，その二種の四作意が

ワ ン セ ッ ト で あ る と い う ニ ュ ア ン ス が 与 え ら れ る 38． そ の 第 二 瑜 伽 処 に

おいて，「作意」は一つの項目（章）として説かれるため，どのような

背景にあるかは判断しがたいのである．しかし，そのうちの力励運転作

意などの四種作意は，「第三瑜伽処」にも見られ，この際，九種心住の

説 明 の 中 に 説 示 さ れ て い る 39． ま た ， 随 順 作 意 な ど の 四 種 作 意 は 「 第 四

瑜 伽 処 」 に お い て も 七 種 作 意 と 配 当 さ れ て お り 40， こ の 点 か ら ， ま た ，

そ れ ら の 名 称 か ら し て 41， そ れ ら の 作 意 は 禅 定 修 行 が 背 景 に あ る よ う に

                                                                    
38 C f .声 聞 地 研 究 会 ［ 2 0 0 7］ 『 瑜 伽 論 声 聞 地 』 「 第 二 瑜 伽 処 」 p p . 1 5 8 - 1 6 1．  

39 C f .声 聞 地 研 究 会 ［ 2 0 0 8］ 「 第 三 瑜 伽 処 」 （ 1） p p . 5 0 - 5 1．  

40 『 瑜 伽 論 』 「 声 聞 地 	 第 四 瑜 伽 処 」 に お け る 七 作 意 の 前 六 と こ の 四 種 作 意 と の

配 当 関 係 は 次 の よ う に 纏 め ら れ る ．（ C f .  T 1 5 7 9 . 3 0 . 0 4 6 7 a 9− 1 6；国 訳 瑜 伽 2 ,  p . 2 3 8）  

了 相 作 意  ①隨 順 作 意  

勝 解 作 意  

遠 離 作 意  ②對 治 作 意  

攝 楽 作 意  ②對 治 作 意 及 ③順 清 浄 作 意  

觀 察 作 意  ④順 觀 察 作 意  

加 行 究 竟 作 意  ②對 治 作 意  

 

41 第 二 瑜 伽 処 に お い て そ れ ら の 作 意 が 詳 細 に 説 明 さ れ て い る が ， そ れ ら の 名 称 か
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思われる．  

さらにまた，調練作意などの作意に関して，「第三瑜伽処」において，

それらが次のように導入されている．  

 

「このうち，作意の修習とは何か．答える．入門者である初業者は

このように遍満する相を区別（設定）するとき，〔心〕一境性と障

の清浄のために，邪加行を離れ，正加行について学ぶ．彼は，その

初めに「〔心〕一境性と断の喜びとを証得しよう」と四つの作意に

よって行じる．」 42 

 

ここでの「〔心の〕一境性」や「障の清浄」などの語を有する導入文

からして，調練作意などの四種作意は禅定修行を背景としていることが

わかるであろう．また，調練・滋潤心・生軽安・浄智見という作意の名

称 43からしても禅定修行の文脈は明らかである．  

次 に ， 「 第 四 瑜 伽 処 」 に お い て ， 七 作 意 の 説 か れ る 背 景 を 検 討 す る ．

まず，七種作意とは，①了相作意（ l a k ṣ aṇ a p r a t i s aṃv e d ī - m a n a s k ā r a）②勝

解作意（ a d h i m o k ṣ i k a - m a n a s k ā r a）③遠離作意（ p r āv i v e k y a - m a n a s k ā r a）④

摂 楽 作 意 （ r a t i s aṃg r āh a k a - m a n a s k ā r a） ⑤観 察 作 意 （ m īm ān s ā - m a n a s k ā r a）

⑥ 加 行 究 竟 作 意 （ p r a y o g a n i ṣ ṭh a - m a n a s k ā r a ） ⑦ 加 行 究 竟 果 作 意

（ p r a y o g a n i ṣ ṭ h a p h a l a - m a n a s k ā r a）である 44．この七種の名称からして，それ

ら の 作 意 は 禅 定 の 段 階 的 な 内 容 で あ る と 知 ら れ る ． ま た ， 毛 利 俊 英

［ 1 9 8 7 a］ な ど の 研 究 で 指 摘 さ れ る よ う に ， 七 種 作 意 は ， 四 禅 ・ 四 無 色

                                                                                                                                                                                                         
ら し て し て も 十 分 な 意 味 を 有 す る の で ，こ こ に 一 々 の 解 釈 は 挙 げ な い ．詳 細 は 声

聞 地 研 究 会 ［ 2 0 0 7］ に 参 照 さ れ た い ．  

42 t a t r a  m a n a s k ā r a b h ā v a n ā  k a t a m ā  /  ā h a /  ā d i k a r m i k aḥ  t a t p r a t h a m a k a r m i k a  e v aṃ  v y ā p i n i  

l a k ṣ aṇ e  v y a v a s t h ā p i t e  e k ā g r a t ā y ā  ā v a r aṇ a v i ś u d d h e ś  c a  m i t h y ā p r a y o g aṃ  c a  v a r j a y a t i ,  

s a m y a k p r a y o g e  c a  ś i k ṣ a t e  /  s a  t a t p r a t h a m a t a  “ e k ā g r a t āṃ  p r a h āṇ ā b h i r a t iṃ  

c ā d h i g a m i ṣ y ām ī ” t i  c a t u r b h i r  m a n a s k ā r a iḥ  p r a y u j y a t e  /  声 聞 地 研 究 会 ［ 2 0 1 0］ 「 第

三 瑜 伽 処 （ 3） 」 p p . 3 0 - 3 1．  

43 C f .声 聞 地 研 究 会 ［ 2 0 1 0］ 「 第 三 瑜 伽 処 （ 3） 」 p p . 3 0− 3 3．  

44 ŚB h「 第 四 瑜 伽 処 」に 説 か れ る 七 種 作 意 の 内 容 ，そ の 重 要 性 な ど は 毛 利 俊 英［ 1 9 8 7 a］

［ 1 9 8 7 b］ に 詳 し い ．   
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定 で あ る 世 間 道 と ， 四 諦 現 観 で あ る 出 世 間 道 と に 共 通 す る 修 行 内 容 で

（同論文 p . 5 7 3），いわゆる「凡夫・外道禅」と「仏弟子禅」の説示文

脈にあるのである．これによれば，この七作意も禅定修行を背景として

いるとも理解される．ところで，『瑜伽論』における諸々の「作意」の

種類の内，この七種作意は基本的なものであることが同論の他箇所にお

い て 確 認 さ れ る 45． こ う い っ た 場 合 ， 「 第 四 瑜 伽 処 」 に お け る 七 作 意 を

主眼にして，『瑜伽論』の各章の関係性や，思想史などの観点から注目

することに価値があるが 46，本稿はここで止めておきたい．  

以上， ŚB h における作意の用例から 47，その文脈には禅定修行を背景

に説かれる色彩が濃厚と見えるであろう．しかし，それに対して，弥勒

論書の一つである M S A における作意は，必ずしも ŚB h のような禅定修

行が背景にあるものではない．以下は，前に挙げた M S A の三例を考察

する．   

 

【 M S A に お け る 作 意 】  

まず，十四作意の文脈に関して，岩本明美［ 2 0 0 2］に述べられるよう

に，M S A 第 X I V 章「教授教戒品」 ( A v a v ād ān u ś ā s a n y a d h i k ā r a )は，止観修

                                                                    
45 ŚB h「 第 二 瑜 伽 処 」の 四 作 意 の 記 述 に お い て 七 作 意 の 言 及 も 見 ら れ ，ま た ，「 三

摩 呬 多 地 」 の 四 十 作 意 を 列 挙 す る 際 ， 「 t a t r a  s a p t a  m a u l ā  m a n a s k ā r āḥ ,  a p a r e  

c a t v ā r iṃ ś a n  m a n a s k ā r āḥ 作 意 差 別 者 ， 謂 七 種 根 本 作 意 及 餘 四 十 作 意 」

（ ［ T 1 5 7 9 . 3 0 . 3 3 2 c 2 - 3］ M a r t i n  D e l h e y  2 0 0 9  V o l . I ,  p . 1 5 7） と い う 記 述 も あ る の で

あ る ．  

46 例 え ば ， 上 註 の 「 三 摩 呬 多 地 」 に お け る 作 意 に つ い て ， 七 作 意 を 基 盤 と し て い

る が ，主 要 な 説 明 は 四 十 作 意 で あ り ，七 作 意 は そ れ ら の 四 十 作 意 を 包 摂 す る 性 格

と し て 言 及 さ れ て い る ． ま た ， 特 に ， 毛 利 俊 英 ［ 1 9 8 7 b： 3 0］ に よ れ ば ， 漢 訳 の

『 修 行 道 地 経 』に は 凡 夫 外 道 禅 と 仏 弟 子 禅 と い う 言 い 方 が 確 認 出 来 る が ，七 種 作

意 と い う も の は 見 ら れ な い よ う で あ る ．と こ ろ で ，こ の 七 種 作 意 は ，瑜 伽 行 派 に

お い て ， ŚB h に の み で な く ， 『 顕 揚 聖 教 論 』 ［ 3 1 . 5 1 4 a 2 9 - 5 1 5 b 1 2］ ， 『 阿 毘 達 磨

雑 集 論 』 ［ § 8 6 A ;  O . H a y a s h i m a  e d . p p . 5 2 4 - 5 2 9］ な ど に も 見 ら れ る ．  

47 上 述 の 四 作 意 と 七 作 意 の 他 ， 『 三 摩 呬 多 地 』 に お い て 四 十 作 意 が あ る （ 前 注 4 5

参 照 ）．す な わ ち ，こ れ ら の 両 者 を 含 め て ，他 の 修 行 と 合 わ せ て ，集 成 し て い る

も の で あ る ．（ こ の「 三 摩 呬 多 地 」の 作 意 に 関 し て は 省 略 す る ．国 訳 瑜 伽 部 一 の

p p . 2 1 1 - 2 1 2 を 参 照 ） ．   
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行 を 主 眼 と し た 記 述 で あ る ． こ の 十 四 作 意 の 項 目 の 前 は 「 起 六 種 心 」 ，

それらの後は「九種心住」であり，そういう文脈に十一作意が説かれて

いる．また，十一作意とは， ( 1 )有尋有伺作意（ s a v i t a r k a - s a v i c ā r a -）， ( 2 )

無尋唯伺作意（ a v i t a r k a - v i c ā r a m ā t r a -），( 3 )無尋無伺作意（ a v i t a r k a - a v i c ā r a -），

( 4 )止の作意（ ś a m a t h a -），( 5 )観の作意（ v i p a śy a n ā -），( 6 )〔止観〕双〔運〕

作 意 （ y u g a n a d d h a -） ， ( 7 )挙 相 作 意 （ p r a g r a h a - n i m i t t a -） ， ( 8 )止 相 作 意

（ ś a m a t h a - n i m i t t a -）， ( 9 )捨相作意（ u p e k ṣ ā - n i m i t t a -）， ( 1 0 )連続的に〔行

う〕作意（ s ā t a t y a -）， ( 1 1 )真摯に〔行う〕作意（ s a t k ṛ t y a -）である 48．こ

れらの作意の名称からして，禅定修行に深く関わるという点で，これら

の十一作意の説示趣旨は明らかである．しかしながら，同論の第 X I 章

「求法品」（ D h a r m a p a r y e ṣ t y a d h i k ā r a）に説かれる「十八作意」や「四十

四作意」には，この十一作意とは異った性質が見られる．以下はそのこ

とを示す．  

M S A - X I にはその二例のうち， k k . 8 - 1 3「求作意」の項目において「十

八 作 意 」 が 説 か れ る ． 十 八 作 意 と は ， ( 1 )界 に よ っ て 決 定 す る 〔 作 意 〕

（ d h ā t u n i y a t a -）， ( 2 )なすべきことをなす〔作意〕（ k ṛ t y a k a r a -）， ( 3 )拠

り所によって区別される〔作意〕（ ā ś r a y a v i b h a k t a -）， ( 4 )信解によって

入る〔作意〕（ ' d h i m u k t i n i v e ś a k a -），( 5 )願いを起こす〔作意〕（ c h aṇd a j a n a k a -），

( 6 )三昧に依拠する〔作意〕（ s a m ād h i s aṃn i ś r i t a -）， ( 7 )智と相応する〔作

意 〕 （ j ñ ān a s aṃp r a y u k t a -） ， ( 8 )総 合 さ れ た も の を 所 縁 と す る 〔 作 意 〕

（ s aṃb h i n n ā l a m b a n a -） ， ( 9 )分 け ら れ た も の を 所 縁 と す る 〔 作 意 〕

（ v i b h i n n ā l a m b a n a -），( 1 0 )遍知によって決定する〔作意〕（ p a r i j ñ ān i y a t a -），

( 1 1 )修行の行相に悟入した〔作意〕（ b h āv a n āk ā r a p r a v i ṣ ṭ a -）， ( 1 2 )止観道

を自性とする〔作意〕（ ś a m a t h a v i p a śy a n ām ā r g a s v a b h āv a -）， ( 1 3 )利徳〔作

意〕（ ' n u ś aṃ s a -），( 1 4 )領受作意（ p r a t ī c c h a k a -），( 1 5 )加行〔作意〕（ p r āy o g i k a -），

( 1 6 )自 在 〔 作 意 〕 （ v a ś a v a r t i -） ， ( 1 7 )小 な る 〔 作 意 〕 （ p a r ī t t a -） ， ( 1 8 )

大なる〔作意〕（ v i p u l a -）である 49．  

この十八作意に関して，野澤静証［ 1 9 5 7 : 5 0］の研究によれば，安慧釈

では，略説（第一作意）と広説（第二作意以降）とに二分される．また，

                                                                    
48 M S A - X I V . 7 - 1 0． こ の 十 一 作 意 名 称 の 和 訳 は 岩 本 明 美 ［ 2 0 0 2］ に よ る ．  

49 M S A - X I . 8 - 1 2 ;  L e v i  p . ;  N a g a o  ノ ー ト I I ,  p . 3 7 .  
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その広説の内，さらに，三乗共通の作意（第二から第十一作意まで）と，

大 乗 瑜 伽 行 の 作 意 （ 第 十 三 作 意 以 降 ） と に 二 分 さ れ て い る 50． こ れ ら の

内 容 分 類 か ら し て ， ま た ， そ れ ら の 作 意 の 名 称 か ら も 示 さ れ る よ う に ，

この十八種の作意の語は，必ずしも，禅定修行が背景にあるのみではな

く，広い意味で，修行者にとって，知るべきもの，念頭に置くべきもの，

志向すべきものというようなニュアンスが与えられるものである．  

続いて，同第 X I 章の k k . 6 1 - 7 3「界の成長 51」（ d h ā t u p u ṣ ṭ i）の項目にお

け る 四 十 四 作 意 を 考 察 す る 52． 周 知 の よ う に ， 野 澤 静 証 ［ 1 9 3 8］ 以 来 ，

特 に ， 早 島 理 ［ 1 9 7 3 b］ 「 菩 薩 道 の 哲 学 」 に お い て 詳 説 さ れ て い た よ う

に，この四十四作意は，M S A の全体に関係をもつことが知られる．また，

M S A は学派の大乗的で基本的なテキストとした B B h との密接な関係が

あり， B B h と共に M S A の全体が四十四作意と関係することに関しても

早島理論文に指摘されている 53．周知のように，B B h と M S A という二文

献は，瑜伽行派の大乗的根本教学が完成されたものであって，その指摘

によって，四十四作意は，学派の教学の全体にも関わることとなると知

られる．従って，この四十四作意も，必ずしも禅定修行を背景とするの

でなく，教学を把握すべきものを意味すると理解されよう．  

 

要するに， M S A において，第 X I V 章の作意は禅定修行を背景として

いるが，他の第 X I 章「求諸法品」における十八作意や四十四作意はそ

                                                                    
50 第 十 二 自 性 作 意 は 中 心 と な る も の の た め 除 外 し て い る ．（ 野 澤 静 証［ 1 9 5 7 : 5 0 - 6 1］

に 詳 し い ） ．  

51 N a g a o  ノ ー ト I I . p p . 1 2 4 − 1 5 1．  

52 四 十 四 作 意 に つ い て の 名 称 は ， こ こ で は 省 略 さ せ て い た だ く ． 詳 細 な 名 称 は 後

述 の よ う な 諸 先 学 の 研 究 論 文 を 参 照 さ れ た い ．  

53 四 十 四 作 意 の B B h・ M S A の 二 論 と の 関 係 は ， 大 筋 と し て は ， 現 在 の 学 界 に お い

て 通 説 で あ る（ 袴 谷 憲 昭 ・ 荒 井 裕 明［ 1 9 9 3： 3 9］を 参 照 ）．ま た ，こ の 他 ，小 谷

信 千 代 ［ 1 9 8 4： 4 8 - 8 4］ に お い て ， チ ベ ッ ト 学 僧 で あ る ジ ャ ム ヤ ン ・ ガ ロ （ ḥ J a m  

d b y aṅ s  d g aḥ  b l o， 1 5 - 1 6 世 紀 頃 ） の 同 様 な 解 釈 に も 確 認 さ れ る と い う 指 摘 に よ っ

て ， 四 十 四 作 意 と B B h・ M S A の 二 論 と の 関 係 が 補 強 さ れ る ． 無 論 ， 早 島 理 論 文

の 対 応 表 I に お い て 四 十 四 作 意 と M S A と の 対 応 に 多 少 の ズ レ が 存 在 す る こ と が

批 判 さ れ る が （ 岩 本 明 美 ［ 2 0 0 2 : 4 3− 4 5］ ） ， 大 筋 の 関 係 に は 影 響 し な い ．  
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うではないという点は指摘できる 54．これと合わせて前述の ŚB h におけ

る作意と共に， ŚB h と M S A - X I V における作意の説示文脈は，修行者の

実践的禅定修行を背景としたが，M S A - X I「求法品」におけるものは，教

学 を 把 握 す る こ と を 意 味 し ， よ り 広 い 範 囲 で 用 い ら れ る の で あ る 55． こ

こに注目したい点がある．すなわち，聞思修を基軸として考えれば，S B h

における作意，特に了相作意などの七種作意の内容も，この基軸にある

た め 56， 作 意 の 内 容 や そ の 範 囲 が 拡 大 さ れ る が ， 全 く 異 質 で は な い の で

ある．   

 

1 . 1 . 1 . 2 . 3  作意用語の変遷と瑜伽行派の修道論  

 

以上の作意の用例から ŚB h と M S A との間に用いられる作意用語の変

遷 が 見 出 さ れ た ． そ の 内 容 が 拡 大 さ れ た の は ， M S A - X I「 求 法 品 」

（ D h a r m a p a r y e ṣ t y a d h i k ā r a）の中の用例にあるであろう．ところで，その

「求法品」の四十四作意が世親釈において次のように始められる．   

 

「 界 を 成 長 さ せ る こ と に 関 し て ， 十 三 偈 が あ る ． そ の 界 を 成 長 さ せ る た

め に ， 波 羅 蜜 多 を 具 備 す る 作 意 こ そ が 波 羅 蜜 多 を 完 全 円 満 な ら し め る こ

と を 目 的 と し て あ る の で あ り ， そ れ ら は 以 下 の 偈 で 示 さ れ る 」 57．  
                                                                    
54 こ こ に M S A な ど の 作 意 は ŚB h の 作 意 に 対 し て よ り 広 い 範 囲 で 用 い ら れ る と 論 じ

た が ， ŚB h に も 教 法 を 作 意 す る こ と が な い わ け で は な い ．七 作 意 の 内 ，了 相 作 意

は そ の 内 容 を 有 す る の で あ る ．つ ま り ，修 行 に お い て 何 を 以 っ て 瞑 想 す る か と い

う 点 で は ，仏 教 教 学 も 作 意 対 象 と な る が ， ŚB h に は そ の 意 味 が 表 に 出 さ れ ず ，作

意 と い え ば 瞑 想 に お け る 専 念 と 示 し て い る の で あ る ．  

55 こ れ は な ぜ か と 問 う と ， 本 来 ， 個 人 の 修 行 に お い て 個 別 の 修 行 内 容 を 作 意 の 語

と し て 示 し て い る こ と に 由 来 し て ，成 立 し た 学 派 に よ っ て 仏 教 教 法 を 整 理 し た も

の を 修 行 に お い て す べ て 念 頭 に お く べ き と い う こ と を 意 味 す る の で は な い か と

現 時 点 で は 思 わ れ る ．  

56 七 種 作 意 が 聞 思 修 を 背 景 と し て い る こ と は ， す で に 毛 利 俊 英 ［ 1 9 8 7 a / b］ に 議 論

さ れ て い る ．  

57  d h ā t u p u ṣ ṭ i p a r y e ṣ ṭ a u  t r a y o d a ś a  ś l o k āḥ  /  p ā r a m i t ā p a r i p ū r aṇ ā r t h aṃ  y e  

p ā r a m i t ā p r a t i s aṃ y u k t ā  e v aṃ  m a n a s i k ā r a  d h ā t u p u ṣ ṭ a y e  b h a v a n t i  t a  e t ā b h i r  g ā t h ā b h i r  

d e ś i t āḥ  ( L é v i  p p . 7 0 - 7 1 ;  N a g a o  I I . p . 1 2 4 )  
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この箇所は，世親釈において本偈の四十四作意を列挙するため導入さ

れる文章であり，これによって，その四十四作意は「界の成長」の項目

に規定されるのである．直前に言及していたその四十四作意は， B B h 全

体と M S A 全体とに対応し，いわゆる学派の大乗的教学の全体を包括す

るものであることが知られる．そのような四十四作意の巨大な包括的な

意味で，世親がなぜ「界を成長させる」という項目に分類して解釈する

のかという疑問も生じ得るであろう．しかし実は，これは世親の独自な

理解で解釈するのではなく，以前挙げてきた M A V−V の作意行の内容に

この解釈と同様な趣旨が見て取れるのである．参照の便宜のため，その

第 7−8 a b 偈の内容からまとめた表を再び挙げる．  

 

m a n a s i k ā r a p r a t i p a t t iḥ  k a t a m ā  

何を作意する  どのように作意する   三種慧に応じる作意の徳性  

設定した  

大乗教法を  

作意する  

１   

大乗教法を  

聞   界を  成長させる  

２  思   〔聞いた意味〕を  悟入させる  

３  修   目的を  成就させる  

 

ここに見たように， M A V−V の三種慧からなる徳性に関して，その最

初の徳性は「界を成長させる」（ d h ā t u p u ṣ ṭ i）のである（ k . 8 a）．要する

に，M A V 当時，瑜伽行派において，大乗教法を聞・思・修するという作

意行の内容は，「界の成長」のためであると判明するのである．「界の

成長」の他，悟入や目的の成就も説かれているが，「界の成長」は先行

するものであり，後の二者を導く性格があるため（安慧釈による），そ

の重要性が推測される．  

ところで，「界の成長」に関して，その界とは何か 58． M A V の安慧釈

において，「界とは「種姓」（ g o t r a）・「種子」（ b ī j a）である．その

成長とは増長すること（ v ṛd d h i）である 59」と解釈される．また，この解

                                                                    
58 本 項 に お い て 「 界 」 （ d h ā t u） の 同 義 語 の み に 言 及 す る ． そ の d h ā t u に 関 し て の

語 源 解 釈 な ど に つ い て は 上 野 隆 平 ［ 2 0 0 9 : 8 0］ に 詳 し い ．  

59 C f . M A V - V . 8 a b の 註 釈 ． Y a  2 1 0 ;  P a  1 5 8．  



第 1 章 	 1 .1  MAV−V「無上乗品」内容の考察  

 32  

釈は M S A の註においても同様である 60．要するに，「界を成長させる」

と言えば，種姓も種子も成長させるということになる．そのような定型

的 解 釈 か ら し て 61， 瑜 伽 行 派 の 修 道 論 に 関 す る ア ー ラ ヤ 識 説 ・ 如 来 蔵 説

などの膨大な主題と結びつくことが知られるが，それらの議論について

は ， 周 知 の よ う に 数 多 く の 研 究 が な さ れ て お り 62， 本 稿 の 範 囲 に は 収 め

られない．しかし，いずれにせよ，ここに言及される界・種姓・種子は，

無上菩提への獲得のための，出世間的で，清浄なる要素であり，その成

長ということは，仏道修行においてその要素を養成・成長させることで

あると理解される 63．   

さて，上述した M S A の四十四作意と M A V−V の作意行との共通点に関

して，「界の成長」のみならず， B B h や M S A 全体を包括するという四

十四作意の性格と，大乗教法を聞・思・修するという M A V の作意行の

性格が共通することになろう．つまり，これら M S A と M A V の二論書に

おける作意は，類似する性格を有すると言える．ここに注目したいのは，

その作意の内容は「大乗教法を聞・思・修すること」と「界を成長させ

ること」である．この二つの要素を以って，作意行は，学派の修道論の

総体でもあり，修行に関する学派教学の整合性を論理的に展開したこと

がその背景にあると思われる．  
                                                                    
60 C f .  O . H a y a s h i m a  e d .［ 1 9 8 1 : 5 5］ .  と こ ろ で ， B B h - I . 6「 成 熟 品 」 に お い て ， そ の

界 は 善 法 の 種 子（ k u ś a l a d h a r m a b ī j a）と し て 示 さ れ る ．（ c f .矢 板 秀 臣［ 2 0 1 4： 8 8 −

8 9， 和 訳 p p .  7 2 − 7 3］  

61 界 ・ 種 姓 ・ 種 子 ま た 時 に は 因（ h e t u）や 本 性（ p r a k ṛ t i）を 加 え て お 互 い に 説 明 す

る こ と は 瑜 伽 行 派 の 文 献 に お い て ほ ぼ 定 型 句 で あ る ．こ れ に 関 す る 用 例 の 集 成 と

し て は 松 本 史 郎 ［ 2 0 0 4： 5 5− 2 1 8］ が 挙 げ ら れ る ．   

62 こ れ ら の 界 ・ 種 姓 ・ 種 子 な ど の 概 念 は ， ア ー ラ ヤ 識 説 ・ 如 来 蔵 説 な ど ， い わ ゆ

る 修 道 論 に 関 わ る も の で あ り ，特 に そ れ ら と 縁 起 説 と の 相 反 と い う 批 判 的 研 究 の

指 摘 を 巡 っ て は 一 番 大 き な 論 題 と な っ た ．こ の 問 題 提 起 の 全 体 は 松 本 史 郎［ 2 0 0 4］

に ま と め ら れ る ．そ の 批 判 的 研 究 に よ っ て ，仏 教 学 界 に 議 論 が 及 び ，ア ー ラ ヤ 識

説 ， 如 来 蔵 説 な ど の 仏 教 の 基 盤 的 な 概 念 に つ い て の 研 究 が 本 格 的 に 進 ん で い く ． 

63 こ の M A V や M S A B h に 言 及 す る「 界 の 成 長 」（ d h ā t u p u ṣ ṭ i）と い う 表 現 は ，B B h - I . 1

や M S A - I I I . 4 に お け る 集 所 成 種 姓（ p a r i p u ṣ ṭ a）の 語 と は 類 似 し た 意 味 内 容 で あ る ．

ま た ， p a r i p ū rṇ a b ī j a（ 備 わ っ た 種 子 ） と い う 表 現 も 関 連 あ り ， こ の p a r i p ū rṇ a b ī j a

の 語 を 課 題 と し た 研 究 に は 岡 田 英 作 ［ 2 0 1 3］ が あ る ．   
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《 小 結 》  

 

以上，M A V−V の作意行を通して，同学派の ŚB h や M S A などの作意も

一括して検討してきた．それらの相違点として， ŚB h における作意はほ

ぼ禅定修行を背景とし，瞑想の対象を作意することを意味するのが多い．

一方，M S A においては，当然その禅定修行という作意の意味を有するが，

他に学派の教学全体を包括的に作意する，より広い意味内容を示してい

る．この M S A の広い意味の作意は M A V においても類似な方向があるよ

うに見える．すなわち，大乗教法を聞思修するという作意の特徴で，「界

の 成 長 」 な ど も 取 り 込 ん で 説 明 す る と い う 点 に 類 似 性 が あ る の で あ る ．

このような， ŚB h，M S A，M A V における作意の用語から，禅定修行と修

道論との関連や，その発達した筋道の一つが推測される．  

第 V 章のわずか第 7−8 a b 偈で，上述のような従来の作意を押さえるこ

とは M A V の特色である．このような作意行は，学派教学が完成過程を

経て，学派教学の整合性に適った修道論の論理的展開を背景にしている

解釈であると考えられる．   
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1 . 1 . 1 . 3  随 法 行  

1 . 1 . 1 . 3 . 1 随法行の要約  

 

「行無上」の「最勝行」「作意行」の後，第三項目は「随法行」であ

る（ a n u d h a r m a p r a t i p a t t i）．「随法行」とは，後述するように，従来の「法

随法行」（ d h a r m ā n u d h a r m a p r a t i p a t t i）の省略でもある．この法随法行は仏

教文献において重要な用語であり，瑜伽行派の修行道論の文脈にもよく

説かれている．しかし，論書のそれぞれにおいてその内容が異なり，前

述の作意行のように，この随法行を通じても，学派教学が完成する上で

の，修行道論の整合化の道筋が見て取れる．本節はこれに関して検討し

ていく．まず， M A V−V の随法行を要約する．その冒頭偈頌において随

法 行 の 項 目 は 無 散 乱 （ a v i k ṣ e p a） と 無 顛 倒 （ a v i p a r y ā s a） と の 二 項 が あ る

と説かれている．   

 

a v i k ṣ i p t ā v i p a r y ā s a p r a ṇ a t ā  c ā n u d h ā r m i k ī /  V . 1 1 a b /  

随 法 〔 行 〕 は 無 散 乱 と 無 顛 倒 か ら な る も の （ 転 変 ） で あ る .（ V . 1 1 a b）  

 

ここに「無散乱」と「無顛倒」との p r aṇ a t ā に関して， k . 1 1 a b の直後

に 無 散 乱 （ k k . 1 1 c d−1 2） や 無 顛 倒 （ k k . 1 3−2 2） を 説 明 す る 箇 所 に は ， こ

の語が用いられていないが，M A V B h -  V の最後 y ān ān u t t a r y a - p i nḍ ā r t h a の

箇所において a v i k ṣ e p a - p a r iṇ a t ā と a v i p a r y ā s a - p a r iṇ a t ā という用語が存在

し，その p a r iṇ a t ā  は k ā . 1 1 a b の p r aṇ a t ā の言い換えであると理解される 64．

この p r aṇ a t ā  /  p a r iṇ a t ā の語に関するこれ以上の説明は，注釈書には見当

たらない．それについて，長尾和訳には「展開したもの」と訳されてい

                                                                    
64 本 偈 の 無 散 乱・無 顛 倒 と p r aṇ a t ā と の 関 係 に つ い て ，世 親 釈 の 当 該 箇 所 の み で は

判 断 で き な い が ，こ の 第 V 章 の p i nḍ ā r t h a で は 両 者 と も p r aṇ a t ā と つ な が り（ N a  7 6 ;  

T a  5 0 :  y a t h ā  y e n a  p r a k ā r eṇ ā v i k ṣ e p a p a r iṇ a t ā  c a  ś a m a t h a b h ā v a n a y ā  a v i p a r y ā s a p a r iṇ a t ā  

c a  v i p a ś y a n ā b h ā v a n a y ā） ， 安 慧 釈 に も 言 及 さ れ て い る ． 真 諦 訳 で は 無 顛 倒 の み に

結 び つ け ， 無 散 乱 と は p r aṇ a t ā と 結 び つ け な い ． こ れ に つ い て は 『 述 記 』 に 論 じ

ら れ て い る ．  

（ C f .『 述 記 』 T 1 8 3 5 . 4 4 . 0 0 3 2 b 1 0− 1 2）  
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る 65．同注 1 4 4  p . 4 0 4 において，真諦「変異」・玄奘「転変」・チベット

訳「 ! ར ་ པ」・安慧の言い換える語「 p r a v ṛ t t a」」を取り上げ 66，特に真諦・

玄奘の訳語はいったい「何が何に変わったのか，十分明らかでない」と

問 題 に さ れ て い る ． こ の 問 題 点 に つ い て は ， 随 法 行 の a v i k ṣ e p a と

a v i p a r y ā s a の所説内容を考察した上で論及したい．  

続いて，「無散乱」の項目について要約する．  

 

① v y u t t h ā n aṃ  ② v i ṣ a y e  s ā r a ḥ  ③ t a t h ā s v ā d a l a y o d d h a t a ḥ  / /  V . 1 1  / /  

④ s a m b h ā v a n ā b h i s a n d h i ś  c a  ⑤ m a n a s k ā r e  ' p y  a h aṃ k ṛ t i ḥ  /  

⑥ h ī n a c i t t aṃ  c a  v i k ṣ e p a ḥ  p a r i j ñ e y o  h i  d h īm a t ā  / /  V . 1 2  / /  

①〔 禅 定 か ら 〕 立 ち 上 が る こ と ， ②境 へ 拡 散 す る こ と ， ③〔 禅 定 に 〕 入 っ

た ま ま 味 着 し た り ，〔 心 が 〕沈 ん だ り 高 上 が り し た り す る こ と ，（ V . 1 1 c d）  

④〔 他 人 に 自 分 を 〕尊 敬 さ せ よ う と 意 図 す る こ と ，⑤作 意 に お い て も 自 我

意 識 の あ る こ と ，そ し て ⑥低 劣 な る も の を〔 欲 し が る 〕心 が ，散 乱 で あ る

と ， 智 慧 あ る 者 は 了 知 す る べ き で あ る ． （ V . 1 2）  

 

この箇所，本偈に説かれるものはその散乱の内容である．世親釈にお

いてその内容を名付けており，以下はその上述の内容に応じる散乱の名

称である．  

 

 偈 の 説 明  v i k ṣ e p a の 諸 種 の 名 称  

1  〔 禅 定 か ら 〕 立 ち 上 が る  p r a k ṛ t i v i k ṣ e p a  本 質 散 乱  

2  境 へ 拡 散 す る  b a h i r d h ā v i k ṣ e p a  外 散 乱  

3  〔 禅 定 に 〕入 っ た ま ま 味 着 し た り ，〔 心 が 〕

沈 ん だ り 高 上 が り し た り す る  

a d h y ā t m a v i k ṣ e p a  内 散 乱  

                                                                    
65 c f .『 大 乗 仏 典 1 5 	 世 親 論 集 』中 央 文 庫 ， p . 3 4 4．な お ，こ の 訳 語 に つ い て ，長 尾

氏 は ど の よ う な 意 味 で 用 い て い る か は 不 明 で あ る ．後 述 の「 1 . 1 . 1 . 3 . 2」の よ う に ，

サ ー ン キ ャ 派 の 原 質 か ら 世 界 万 象 へ ， あ る い は 唯 識 説 の 心 か ら 世 界 へ と い う

p a r iṇ ām a の 意 味 と し て も ，「 展 開 す る 」「 発 展 す る 」「 増 大・拡 大 さ れ る 」，「 広

げ る 」 な ど と 訳 さ れ る よ う な 類 似 の 意 味 が 見 え る ．   

66 安 慧 釈 に は ， 「 a v i p a r y ā s ā t m a n ā  p r a v ṛ t t ā  ' v i p a r y ā s a p a r iṇ a t ā」 （ 無 顛 倒 を 本 性 と し

て 転 じ る の が 無 顛 倒 転 変 で あ る ） と 解 釈 さ れ て い る ．  
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4  〔 他 人 を 〕 尊 敬 さ せ よ う と 意 図 す る  n i m i t t a v i k ṣ e p a  因 相 散 乱  

5  作 意 に お い て 自 我 意 識 の あ る  d a u ṣ ṭ h u l y a v i k ṣ e p a  麁 重 散 乱  

6  低 劣 な る も の を〔 欲 し が る 〕心 が 散 乱 で あ る  m a n a s i k ā r a v i k ṣ e p a  作 意 散 乱  

 

瑜伽行派における散乱という項目に関して，同学派では五種や六種と

い う 二 説 が あ る 67． こ こ に 注 目 し た い 点 は ， 冒 頭 偈 に お い て は 無 散 乱
． ． ．

と

説示されているが，その内容は無散乱ではなく
．．．．．．．

，散乱の内容である
．．．．．．．．

とい

う点である．  

随 法 行 の う ち ， 無 散 乱 の 後 は ， 無 顛 倒 （ a v i p a r y ā s a） に つ い て で あ る ．

こ の 無 顛 倒 は 十 種 で あ る ． そ れ ら は ， ①音 節 無 顛 倒 （ v y a ñ j a n a -） ， ②対

象無顛倒（ a r t h a -），③作意無顛倒（ m a n a s k ā r a -），④不散動無顛倒（ a v i s ā r a -），

⑤自相無顛倒（ s v a l a k ṣ a ṇ a -），⑥共相無顛倒（ s ām ā n y a -），⑦不浄・清浄

無顛倒（ a ś u d d h a - ś u d d h ā -），⑧寓来性無顛倒（ ā g a n t u k a t v a -）⑨ ⑩無恐怖・
                                                                    
67 こ の M A V の 六 種 散 乱 の 法 数 に 関 し て ，『 阿 毘 達 磨 集 論 』（ A S）（ G o k h a l e  1 8 , 4 - 1 1 ;  

O  H a y a s h i m a  6 6 -） や ， 無 著 造  玄 奘 訳 『 顕 揚 聖 教 論 』 卷 第 十 八 「 攝 勝 決 擇 品 第 十

一 之 二 」（ T 1 6 0 2 . 3 1 .  5 6 8 b 0 4 - 1 3）に お い て も 類 似 の 名 目 が 見 ら れ る ．一 方 ，五 種

の み を 説 く 文 献 も あ り ，そ れ は『 解 深 密 經 』「 分 別 瑜 伽 品 」（ 自 性 が 説 か れ な い ）

や ，世 親 造  眞 諦 訳『 攝 大 乘 論 釋 』第 九「 入 因 果 勝 相 第 四 」（ 2 1 7 a 2 9 - b 7，国 訳 	 唯

識 部 9 ,  p p  2 7 2 - 2 7 1）（ 相 が 説 か れ な い ）で あ る ．こ れ ら を 簡 潔 に 纏 め れ ば ，以 下

の よ う に な る ．  

 

 MAV AS 『顕揚論』  SNS 『攝論釋』  

1 prakṛtivikṣepa svabhāvavikṣepa 作意散乱  作意散乱  自性散乱  

2 bahirdhāvikṣepa bahirdhāvikṣepa 外心散乱  外心散乱  外散乱  

3 adhyātmavikṣepa adhyātmavikṣepa 内心散乱  内心散乱  内散乱  

4 nimittavikṣepa nimittavikṣepa 相散乱  相散乱  麁重散乱  

5 dauṣṭhulyavikṣepa dauṣṭhulyavikṣepa 麁重散乱  麁重散乱  思惟散乱  

6 manasikāravikṣepa manasikāravikṣepa 自性散乱    
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無高慢無顛倒（ a t r ā s i t a - a n u n n a t a -）であり，第 1 3 偈に総括される．次の

第 1 4−2 2 偈まではそれらの内容である．  

 

①

音

節 

s aṃ y o g ā t  s aṃ s t a v ā c  c a i v a  v i y o g ā d  a p y  a s aṃ s t a v ā t  /  

a r t h a - s a t t v a m  a s a t t v aṃ  c a  v y a ñ j a n e  s o  ' v i p a r y a y a ḥ  / /  V . 1 4  / /  

結 合 し て い る か ら ，習 熟 し た も の で あ る か ら ，ま た ，ま さ に 結 合 し な い

か ら ，習 熟 し な い の だ か ら ，意 味 が あ る こ と と ，な い こ と に な る ．こ れ

は 音 節 に 関 し て の 無 顛 倒 で あ る ． （ V . 1 4）  

②

対

象 

d v a y e n a  p r a t i b h ā s a t v aṃ  t a t h ā  c ā v i d y a m ā n a t ā  /  

a r t h e  s a  c ā v i p a r y ā s a ḥ  s a d a s a t t v e n a  v a r j i t a ḥ  / /  V . 1 5 / /  

二 つ の も の と し て 顕 現 す る こ と は ，そ の よ う に 存 在 し な い 68．そ れ は 対 象

に 関 し て 無 顛 倒 で あ り ， 有 で あ る こ と と 無 で あ る こ と を 共 に 離 れ て い る

の で あ る ． （ V . 1 5）  

③

作

意 

t a j j a l p a b h ā v i t o  j a l p a m a n a s k ā r aḥ  t a d ā ś r a y a ḥ  /  

m a n a s k ā r e  ' v i p a r y ā s o  d v a y a p r a k h y ā n a k ā r a ṇ e  / /  V . 1 6 / /  

言 の 作 意 は そ （ 所 取 能 取 ） の 言 に よ っ て 薫 習 さ れ て い る ， 〔 こ れ は 〕 そ

れ （ 言 ） の 所 依 で あ る ． 作 意 に 関 す る 無 顛 倒 は ， 二 つ の も の と し て の 顕

現 の 原 因 に 関 し て で あ る ． （ V . 1 6）  

④
不

散

動 

m ā y ā d i v a d  a s a t t v aṃ  c a  s a t t v aṃ  c ā r t h a s y a  t a n  m a t a m  /  

s o  ' v i s ā r e  ' v i p a r y ā s o  b h ā v ā b h ā v ā v i s ā r a t aḥ  / /  V . 1 7 / /  

対 象 に は 無 で あ る こ と と ， 有 で あ る こ と が あ る ， そ の こ と は 幻 術 な ど の

如 く で あ る と 考 え ら れ る ． そ れ は 不 散 動 に 関 し て の 無 顛 倒 で あ る ， 存 在

す る こ と と 存 在 し な い こ と と に 対 し て 不 散 動 で あ る か ら で あ る ．（ V . 1 7） 

⑤

自

相 

s a r v a s y a  n ām a m ā t r a t v aṃ  s a r v a k a l p ā p r a v ṛ t t a y e  /  

s v a l a k ṣ a ṇ e  ' v i p a r y ā s a s  /  p a r a m ā r t h e  s v a l a k ṣ a ṇ e  / /  V . 1 8 d / /  

す べ て の 分 別 が 無 生 起 だ か ら ， す べ て が 名 に 過 ぎ な い と い う こ と は 自 相

に 関 し て の 無 顛 倒 で あ る ． 勝 義 の 自 相 に 関 し て で あ る ．  ( V . 1 8 )  

                                                                    
68 サ ン ス ク リ ッ ト 本 で は c a が あ る が ，チ ベ ッ ト 訳 で は a b 句 は 主 語 述 語 の 関 係 で あ

る （ ག ཉི ས ་ & ་ ' ང ་ བ ར ་ + ར ་ པ ་ ནི །  ། 	 དེ ་ $ ར ་ ཡོ ད ་ པ ་ མ ་ ཡི ན ་ ཏེ །  །） ．  
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⑥

共

相 

d h a r m a d h ā t u v i n i r m u k t o  y a s m ā d  d h a r m o  n a  v i d y a t e  /  

s ām ā n y a l a k ṣ a ṇ aṃ  t a s m ā t  s a  c a  t a t r ā v i p a r y a y a ḥ  / /  V . 1 9  / /  

法 界 を 離 れ て は 法 が 存 在 し な い か ら ， 〔 法 界 が 諸 法 の 〕 共 相 で あ る ． そ

し て そ の こ と が そ れ （ 共 相 ） に 関 す る 無 顛 倒 で あ る ． （ V . 1 9）  

⑦

不

浄

・

清

浄 

v i p a r y a s t a m a n a s k ā r ā v i h ā n i p a r i h ā ṇ i t a ḥ  /      

t a d a ś u d d h i r  v i ś u d d h i ś  c a  s a  c a  t a t r ā v i p a r y a y aḥ  / /  V . 2 0  / /  

顛 倒 し た 作 意 を 断 じ て い な い こ と と 断 じ て い る こ と に よ っ て ，〔 順 次 に 〕

そ れ （ 法 界 ） の 不 浄 と 清 浄 と で あ る ． そ し て そ れ は そ れ （ 不 浄 と 清 浄 ）

に 関 す る 無 顛 倒 で あ る ． ( V . 2 0 )   

⑧

寓

来

性 

d h a r m a d h ā t o r  v i ś u d d h a t v ā t  p r a k ṛ t y ā  v y o m a v a t  p u n a ḥ  /  

d v a y a s y ā g a n t u k a t v aṃ  h i  s a  c a  t a t r ā v i p a r y a y a ḥ  / /  V . 2 1  / /  

更 に ，法 界 は 本 性 と し て 虚 空 の 如 く 清 浄 で あ る か ら ，二 つ〔 不 浄 と 清 浄 〕

は 寓 来 的 で あ る ． そ し て そ の こ と が そ れ （ 寓 来 的 な こ と ） に 関 す る 無 顛

倒 で あ る ． （ V . 2 1）  

⑨

無

恐

怖/ ⑩

無

高

慢 

s aṃ k l e ś a ś  c a  v i ś u d d h i ś  c a  d h a r m a p u d g a l a y o r  n a  h i  /  

a s a t t v ā t  t r ā s a t ām ā n a u  n ā t a ḥ  s o  ' t r ā v i p a r y a y a ḥ  / /  V . 2 2  / /  

法 と 人 と は 非 有 で あ る か ら ，〔 そ れ ら に は 〕雑 染 も 清 浄 も な い ．そ れ 故 ，

恐 怖 と 高 慢 も な い ． そ の こ と が そ れ に 関 す る 無 顛 倒 で あ る ． （ V . 2 2）  

 

ま ず ， 世 親 釈 及 び 安 慧 釈 に よ れ ば ， 前 述 の 「 無 散 乱 」 は 止 の 修 習 で ，

この「無顛倒」は観の修習であるということが知られる 69．  

上 の 本 偈 の 内 容 や 音 節 な ど の 無 顛 倒 の 於 格 形 （ v y a ñ j a n e ,  a r t h e ,  

m a n a s k ā r e ,  . . .）からして，これらの十種の無顛倒は，ある主題についてそ

の説明した内容のように理解するならば，「無顛倒」であるというので

ある．つまり，ここに言及している「無顛倒」は認識・見解に関しての

無顛倒であろう．実は，これらの十種無散乱の内容はこの第 V 章に初め

て説かれるものではなく，同学派における M A V 当時の文献や，M A V の

                                                                    
69 こ れ に 関 し て は 二 ヶ 所 に 見 ら れ る ． そ の ① は 直 後 の 註 を 参 照 ． そ の ② は 「 無 散

乱 」 の 項 目 の 最 終 文 章 （ Y a . 2 1 6 . 1 3） と 「 無 顛 倒 」 の 項 目 の 最 終 文 章 （ Y a . 2 3 3 . 6）

に 見 ら れ る ．  
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全体，特に第 I 章や第 I I I 章においてもところどころに見て取れる．で

は ， な ぜ こ こ （ 第 V 章 ） に 再 び 説 く べ き で あ る の か ． こ れ に つ い て は

M A V の特徴を簡潔に述べておくべきである．すなわち，第 I 章以来同論

が学派の教学を詳細に整理し説明していたことで，第 V 章に至って，無

上乗という章名をもって，同論の最終的な造論の目的を示しているので

ある．これは大乗菩薩道を主眼とした本章の趣旨であり，以前に説いた

学派の適切な教学を学派の菩薩道思想に結びつけて，この章で示してい

るのであろう．また，安慧釈における随法行の定義には，六種無散乱は

「静慮すべき」で，この十種無顛倒は学派の「知るべき法」であると解

釈 さ れ る の で あ り 70， 瑜 伽 行 派 の 適 切 な 教 学 を ま と め て き た こ の 十 種 無

顛倒は，学派の随法行の内容で「知るべき法」であると知られる．  

さて，学派の包括的な教学と言えば，どんな教学であるのか．安慧釈

によれば，それらの十無顛倒は学派の三性説を基盤にしたものであると

される．その安慧釈の箇所に説かれる十無顛倒と三性説との対応を，表

で示せば，以下のようになる 71．  

 

十 無 顛 倒 と 三 性  

①音節無顛倒  遍計所執  

②対象無顛倒  

③作意無顛倒  依他起  

④不動無顛倒  円成実  

⑤自相無顛倒   

 

法界についての円成実性  

⑥共相無顛倒  

⑦不浄と清浄無顛倒  

⑧遇来的な無顛倒  

                                                                    
70  k . 1 1 a b の 安 慧 釈 ： d h y ā t a v y a j ñ e y a d h a r m ā n u g a t ā  a n u p r a v i ṣ ṭ a ś a m a t h a v i p a ś y a n ā -

b h ā v a n ā t m i k ā  p r a t i p a t t i r  a n u d h a r m a p r a t i p a t t iḥ  /： 「 静 慮 す る べ き で あ り ， 知 る べ

き で あ る 法 に 随 行 し ，〔 そ の 法 に 〕随 入 し た 止 と 観 の 修 習 を 内 容 と す る 行 は ，随

法 行 で あ る 」 ． （ 次 項 に 全 文 引 用 を 参 照 さ れ た い ） ．  

71 こ の 箇 所 に 関 し て は ， 葉 阿 月 ［ 1 9 7 3］ の 研 究 指 摘 も あ る ． こ の 表 で ま と め た も

の は 基 本 的 に 同 論 文 と 異 な ら な い ．  
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⑨無恐怖無顛倒  

⑩無高慢無顛倒  

 

要するに，安慧の指摘のように，それらの十種無顛倒の内容は三性説

に包括されるので，学派の特徴的，基本的，包括的な教学である三性説

に基づいたものであるということが明らかである．   

と こ ろ で ， 瑜 伽 行 派 の 文 献 に お い て ， 十 種 の 「 無 顛 倒 」

（ a v i p a r y a s a / a v i p a r y a y a） に 関 す る 説 示 は ， 山 口 益 ［ 1 9 3 5］ の 指 摘 の よ う

に ， 『 瑜 伽 論 』 「 摂 決 択 分 菩 薩 地 」 に 見 ら れ る 72． そ こ に 説 か れ る 十 種

無顛倒道を簡単に纏めれば，次のようである．すなわち，十二処に対し

て自相の観点（第１から第 6 までの無顛倒道）と共相の観点（第 7 から

第 1 0 までの無顛倒道）とがある．それらの無顛倒道は全ての不共仏法

を証得させるという 73．この箇所の M A V−V との関係に関して，山口益

［ 1 9 3 5］注 2 7  p p . 3 5 9−3 6 0 において後藤恵照博士の研究を次のように紹

介している．  
                                                                    
72 こ の 箇 所 は ， 後 述 の 山 口 益 ［ 1 9 3 5］ 注 記 の よ う に ， 経 典 を 引 用 す る 直 前 の 箇 所

で あ る ．『 国 訳 一 切 経 』の 分 類 に よ れ ば ，こ の 箇 所 は「 功 徳 品 決 択 」に な る（ 国

訳 瑜 伽 部 五 』p p . 1 2 9 − 1 3 0）．と こ ろ で ，B B h「 功 徳 品 」に は a v i p a r y ā s a  /  a v i p a r y a y a

の 項 目 が 見 ら れ な い ．  

73 復 次 依 十 二 處 自 相 共 相 觀 故 ， 有 十 種 無 顛 倒 道 ， 能 証 所 有 不 共 仏 法 ． 當 知 此 中 六

種 觀 自 相 ， 四 種 觀 共 相 ． < 1 >謂 於 十 二 處 眼 等 名 言 假 立 相 中 能 遍 了 知 唯 名 言 相 ， 是

名 第 一 無 顛 倒 道 能 証 所 有 不 共 仏 法 ． < 2 >復 次 於 十 二 處 能 遍 了 知 攝 受 虚 妄 分 別 種 種

生 相 ，是 名 第 二 無 顛 倒 道 能 証 所 有 不 共 仏 法 ．< 3 >復 次 於 十 二 處 能 遍 了 知 依 因 轉 相 ，

是 名 第 三 無 顛 倒 道 能 証 所 有 不 共 仏 法 ． < 4 >復 次 於 十 二 處 能 遍 了 知 相 壞 轉 相 ， 是 名

第 四 無 顛 倒 道 能 証 所 有 不 共 仏 法 ． < 5 >復 次 於 十 二 處 能 遍 了 知 清 浄 轉 相 ， 是 名 第 五

無 顛 倒 道 能 証 所 有 不 共 仏 法 ．當 知 此 中 依 二 種 業 有 二 清 浄 ，一 生 起 清 浄 ，二 寂 滅 清

浄 ． < 6 >復 次 於 十 二 處 能 遍 了 知 所 有 名 言 安 足 處 相 ， 是 名 第 六 無 顛 倒 道 能 証 所 有 不

共 仏 法 ． 如 是 六 種 觀 察 自 相 ．  

< 7 >復 次 即 於 如 是 十 二 處 中 能 遍 了 知 共 相 自 性 ， 是 名 第 七 無 顛 倒 道 能 証 所 有 不 共 仏

法 ． < 8 >復 次 即 於 如 是 十 二 處 中 能 遍 了 知 共 相 無 分 別 所 行 相 ， 是 名 第 八 無 顛 倒 道 能

証 所 有 不 共 仏 法 ． < 9 >復 次 即 於 如 是 十 二 處 中 能 遍 了 知 共 相 出 世 法 所 行 相 ， 是 名 第

九 無 顛 倒 道 能 証 所 有 不 共 仏 法 ．< 1 0 >復 次 即 於 如 是 十 二 處 中 能 遍 了 知 共 相 清 浄 因 相 ，

是 名 第 十 無 顛 倒 道 能 証 所 有 不 共 仏 法 ． 如 是 四 種 觀 察 共 相 ． （ [ 7 1 3 b 2 4 - c 2 0 ]； 国 訳

瑜 伽 部 5 ,  p p . 1 3 0 − 1 3 1） ．  
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〈 前 略 〉十 二 処 の 自 相 共 相 に よ っ て 観 ず る 十 種 無 顛 倒 道 と 比 較 し て ，そ れ

が 内 容 上 同 じ き 意 趣 に あ る こ と を 論 証 し ，十 無 倒 を そ の 十 無 顛 倒 道 の 説 示

に 従 い 自 相 に 依 る 正 観 と 共 相 に 依 る 正 観 と に ま と め 得 る こ と を 注 意 せ ら

れ た ． 74 

 

両 文 献 に 説 か れ る 無 顛 倒 論 が ど れ ほ ど の 関 係 に あ る か を 比 較 す る た

めに，以下，『摂決択分』に説かれる無顛倒道の内容と M A V−V の無顛

倒の名称を表で示してみる．  

 

 M A V−V  『摂決択分』   

1  音節無顛倒  唯名言相   

 

観察自相  

2  対象無顛倒  攝受虚妄分別種種生相  

3  作意無顛倒  依因轉相  

4  不動無顛倒  相壞轉相  

5  自相無顛倒  清浄轉相  

6  共相無顛倒  所有名言安足處相  

7  不浄と清浄無顛倒  共相自性   

観察共相  8  遇来的な無顛倒  共相無分別所行相  

9  無恐怖無顛倒  共相出世法所行相  

1 0  無高慢無顛倒  共相清浄因相  

 

まず，『摂決択分』においてはそれらの項目名称について，それ以上

何も説明されていないため，その十種はどのような意味を有するかが判

断できない．しかし，それらの名称からして，何らかの関係性が隠され

ているように思われる．例えば，『摂決択分』の十無顛倒道のうち，そ

の①「唯名言相」が M A V の①「音節」の内容に，②「攝受虚妄分別種種

生相」が M A V の②「二つのものを以って顕現すること」という対象の

                                                                    
74 山 口 益［ 1 9 3 5］注 2 7 ,  p . 3 6 0 に お い て そ の 後 藤 恵 照 博 士 の 研 究 を 紹 介 す る 際 ，「 氏

の 此 に 関 す る 論 証 は 近 く 或 る 機 会 に お い て 発 表 せ ら れ る と 思 わ れ る 」と 記 し て い

る が ， 現 在 ， そ の 研 究 発 表 が 確 認 さ れ て い な い ．   
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説明の内容に，③「依因轉相」が M A V の③「言による作意」の説明内

容に当たるのであり，両者に言及するものの間に，何らかの接点が見ら

れる．そして，⑦ ⑧ ⑨ ⑩という共相の観点が， M A V の⑦ ⑧ ⑨ ⑩の安慧釈

に お け る 法 界 に 関 わ る も の と い う 点 で も 75， 何 ら か の 親 近 性 が あ る と 思

われる．つまり，同学派における十種無顛倒説という点で，両文献に説

かれるものの関連性があると認められよう．   

次に，その両者の異なる点を指摘する．まず，十種の事柄は何につい

て の 無 顛 倒 か と い う と ， 『 摂 決 択 分 』 で は 十 二 処 に つ い て ， M A V で は

v a s t u についてであるという点がある 76．また，表で比較してみたように，

両者の第 4 以降のそれぞれの項目は名称や内容が大きく異なるという点

がある．さらにまた，特に M A V において自相と共相がそれぞれ一つの

項目として説かれるが，『摂決択分』においてはその十無顛倒の二分と

しており，この「自相」と「共相」の観点で，両者の間に大きく異なる

という点があるのである．   

上の類似点と相違点を検討したうえで，これらを以って，先ず，山口

益［ 1 9 3 5］に紹介されていた後藤恵照博士の研究では， M A V−V の無顛

倒 が そ の 『 摂 決 択 分 』 の 十 無 顛 倒 を ま と め た も の
． ． ． ． ． ．

で あ る と は 言 え な い ．

また，それらの文献史という側面で，どれがどれに先行するかという点

に 関 し て は 判 定 で き な い こ と も あ る の で あ る ． し か し ， い ず れ に せ よ ，

それらが関連性を有することは確かに否定できない．この点に関しては

お そ ら く 学 派 の 修 行 道 論 の 共 通 点 と し て 見 れ ば よ い の で は な い か と 暫

定 的 に 理 解 し て お く ． 以 上 で ， 無 顛 倒 の 包 括 的 内 容 を 要 約 す る と 共 に ，

その関連の典籍を一考することのみに止めたい 77．  

                                                                    
75 M A V の 第 六 無 顛 倒 が 共 相 ，そ の 共 相 は 法 界 で あ る と も 説 明 さ れ て い る ．ま た ，7・

8・ 9・ 1 0 そ れ ぞ れ 異 な る 名 称 で は あ る が ， 包 括 的 に 法 界 に 基 づ い た も の と 説 明

さ れ て い る ．  

76 世 親 釈 ・ 安 慧 釈 k . 1 3 a b の 導 入 文 を 参 照 ．  

77 顛 倒 ・ 無 顛 倒 は 初 期 仏 教 以 来 無 常 ・ 苦 ・ 空 ・ 無 我 の 文 脈 に よ く 見 ら れ る ． す な

わ ち あ る も の に 対 し て の 視 点・見 解 を 意 味 す る の で あ る ．こ こ の 十 無 顛 倒 の 項 目

に 説 か れ る も の も 学 派 の 教 学 に 基 づ い た 観 点 で ，さ ま ざ ま な 角 度 で 一 つ 一 つ の 偈

に 示 さ れ る 哲 学 的 な 説 示 が 見 ら れ る ．そ れ ぞ れ を 課 題 と す る 価 値 が あ る が ，本 稿

の 範 囲 で は 触 れ る こ と が で き な い ．  
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ところで，M A V の随法行に関して，以上の無散乱と無顛倒の他，世親

釈以降では十金剛句が存在している．これは安慧釈では十無顛倒の付随

的なものとして解釈される．以下にそれらの金剛句と無顛倒との対応を

表で示しておく．  

 

 十 無 顛 倒  十 金 剛 句  （ 括 弧 の 中 順 次 は S k t 本 ，玄 奘 訳 ，T i b 訳 ） 

1  音 節  有 無 性  （ s a d a s a t t ā， 有 非 有 ， ཡོ ད ་ པ ་ ད ང ་ མེ ད ་ པ ་）  

2  対 象  不 顛 倒  （ a v i p a r y ā s a， 無 顛 倒 ， !ི ན ་ ཅི ་ མ ་ ལོ ག ་ པ ་）  

3  作 意  所 依  （ ā ś r a y a， 所 依 ， ག ན ས ་）  

4  不 動  幻 術 喩  （ m ā y o p a m a t ā， 幻 喩 ， ! ་ མ ་ $ ་ % ་ ཉི ད ་）  

5  自 相  無 分 別  （ a v i k a l p a n a t ā， 無 分 別 ， ! མ ་ པ ར ་ མི ་ 'ོ ག ་ པ ་ ཉི ད ་） 

6  共 相  本 性 明 亮  （ p r a k ṛ t i p r a b h ā s v a r a t ā， 本 性 清 浄 ，  

 ར ང ་ བ ཞི ན ་ (ི ས ་ འོ ད ་ ག ས ལ ་ བ ་ ཉི ད ་）  

7  不 浄 と  

清 浄  

雑 染 清 浄  （ s aṃ k l e ś a v y a v a d ā n a ,  雜 染 清 浄 ,   

 ! ན ་ ན ས ་ ཉོ ན ་ མོ ང ས ་ པ ་ ད ང ་ + མ ་ པ ར ་ - ང ་ བ ་）  

8  遇 来 的  虚 空 喩  （ ā k ā ś o p a m a t ā， 虚 空 喩 ， ན མ ་ མ ཁ འ ་ & ་ ' ་）  

9  無 恐 怖  無 損 失 性 	  （ a h ī n a t ā， 無 減 ， འ "ི བ ་ པ ་ མེ ད ་ པ ་）  

1 0  無 高 慢  無 殊 勝 性  （ a v i ś i ṣ ṭ a t ā， 無 増 ， ! ད ་ པ ར ་ & ་ འ ཕ ག ས ་ པ ་ མེ ད ་ པ）  

 

実 は ， こ の 十 金 剛 句 に つ い て 文 献 の 問 題 が 存 在 し て い る ． す な わ ち ，

真諦訳には多少の差異があるのである．参照のため，上の十金剛句と真

諦訳と比較してみれば，次のような表にまとめられる 78．  

 

十 金 剛 句 （ 上 表 の 転 載 ）  真 諦 訳 の 十 金 剛 足  

①有 無 性 の 金 剛 句  ①有 無 無 倒 の 金 剛 足  

②不 顛 倒 の 金 剛 句  ②依 拠 無 倒 の 金 剛 足  

                                                                    
78 こ の 表 に 見 る よ う に ， 真 諦 訳 に は 現 存 の 梵 蔵 玄 奘 訳 の 三 本 と 異 な っ た 用 語 が 多

い ．こ の 点 は ，真 諦 の 思 想 に も か か わ る の で は な い か と 思 わ れ る が ，こ れ ま で 真

諦 三 蔵 の 研 究 で は 注 目 さ れ な か っ た 点 で あ る ．（ 勝 呂 信 静［ 1 9 6 5］に お い て こ の

視 点 を 検 討 さ れ る が ， 第 V 章 の 「 離 二 辺 行 」 の 箇 所 の み を 扱 っ て い る ） ．  
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③所 依 の 金 剛 句  ③幻 化 喩 無 倒 の 金 剛 足  

④幻 術 の 喩 の 金 剛 句  ④無 分 別 無 倒 の 金 剛 足  

⑤無 分 別 の 金 剛 句  ⑤自 性 清 浄 無 倒 の 金 剛 足  

⑥本 性 明 亮 の 金 剛 句  ⑥不 浄 無 倒 の 金 剛 足  

⑦雑 染 清 浄 の 金 剛 句  ⑦浄 無 倒 の 金 剛 足  

⑧虚 空 の 喩 の 金 剛 句  ⑧如 真 空 喩 無 倒 の 金 剛 足  

⑨無 損 失 性 の 金 剛 句 	  ⑨不 減 無 倒 の 金 剛 足  

⑩無 殊 勝 性 の 金 剛 句  ⑩不 増 無 倒 の 金 剛 足  

 

また，真諦にはその十金剛句（十金剛足）の名称のみであるが，世親

釈の現存サンスクリット本・チベット訳・玄奘訳，また安慧釈には，よ

り説明を施す項目が存在する．つまり，M A V 本偈に説かれる随法行には

この十金剛句が説かれていないが，世親釈以降に言及されるため，世親

以 降 の 学 派 で は そ れ ら が 十 無 顛 倒 に と っ て 何 ら か の 重 要 性 を も っ て い

たことが推測される．しかし，ここではその問題を検討する余裕がない

ので，別の課題にしたい 79．  

 

1 . 1 . 1 . 3 . 2  k ā  1 1 a b における p r aṇ a t ā について  

 

さて，以前に触れた， V . 1 1 a b に説かれる無散乱（ a v i k ṣ e p a）と無顛倒

（ a v i p a r y ā s a）との p r aṇ a t ā について，チベット語の「 ! ར ་ པ」，真諦の「変

異」・玄奘の「転変」の訳語に対して「いったい何が何に変わったか十

分明らかでない」という長尾雅人氏の問題提起に応じて論じる．実はこ

の語についての先行訳がそれぞれあるので，以下にそれらの現代訳語の

年代順に掲載してみよう．  

 
                                                                    
79 窺 基 の 『 述 記 』 に は 「 解 第 三 隨 法 行 中 ． 自 下 大 文 第 二 辯 十 金 剛 句 ． 以 十 無 倒 配

之 ． 然 論 無 文 ． 西 域 相 傳 ． 是 寶 積 經 文 」 （ T 1 8 3 5 . 4 4 . 0 0 3 8 a 9 - 1 1） と 述 べ ら れ て い

る ．し か し ，M A VṬ に は こ の 箇 所 で「 無 顛 倒 を 経 典 と 結 び つ け る た め に 金 剛 句 に

言 及 す る 」（ 副 論「 1 . 3 . 3 . 1 十 無 顛 倒 と 十 金 剛 句 と の 対 応 」の 最 初 の 釈 文 ）と 説 明

さ れ て い る が ，『 述 記 』伝 の よ う に『 宝 積 経 』と は さ れ ず ，何 の 経 典 か は 明 確 に

説 か れ て い な い ．   
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山 口 益  [ 1 9 3 5 ]  二 の 随 法 は 無 散 乱 と 無 顛 倒 と の 転 変 な り ．  

長 尾 雅 人  [ 1 9 7 6 ]  散 乱 が な く ， 倒 錯 が な く 展 開 し た も の が ， 法 に 従

え る （ 行 ） で あ る ．  

A n a c k e r  [ 1 9 8 4 ]  P r a c t i s e  ‘ a f t e r - D h a r m a ’  i s  d e v e l o p m e n t  o f  l a c k  o f  

d i c t r a c t e d n e s s  a n d  l a c k  o f  r e v e r s a l .  

R i c h a r d  S t a n l e y  [ 1 9 8 8 ]  S p i r i t u a l  p r a c t i c e  t h a t  c o n f o r m s  w i t h  t h e  D h a r m a  i s  

t h a t  w h i c h  b e c o m e s  f r e e  f r o m :  ( i )  d i s t r a c t i o n  a n d  ( i i )  

e r r o n e o u s  i n v e r s i o n .  

M a r i o  D ’ A m a t o  [ 2 0 1 2 ]  O n e  i n  a c c o r d a n c e  w i t h  t h e  D h a r m a  i s  s k i l l f u l  i n  

b e i n g  w i t h o u t  d i s t r a c t i o n  o r  e r r o r .  

 

まず，諸訳はそれぞれ異なる語で訳しているが，それについての問題

を意識するのは，上記の長尾本のみである．同氏はそれ以上の議論はせ

ずに，p r aṇ a t ā を「展開」と訳している．しかも実際，上述の「転変」「変

異 」 の 漢 訳 語 に 関 し て ， 漢 字 文 化 圏 に は そ の 意 味 が よ く 明 確 に さ れ ず ，

次のような解釈が存在している．以下， M A V−V . 1 1 a b の随法行の項目に

示された p r aṇ a t ā を明らかにすることと共に，従来の漢訳の「変異」「転

変」の語をも解明しようと試みる．   

 

《 p r aṇa tā の 訳 語 及 び そ の 理 解 を 巡 っ て 》  

 

まず， p r aṇ a t ā の語義に関しては，言うまでもなく， p r a -√n a m から造

語されたものである．この語根は辞書的には，①曲がる（ t o  b e n d  /  b o w），

②産出する（ t o  y i e l d）という二つの意味があるとしている 80．従来の真

諦 ・ 玄 奘 の 変 異 ・ 転 変 と い う 訳 語 を 81， 『 述 記 』 に お い て は 次 の よ う な

四つの意味で解釈されている．   

 

                                                                    
80 C f . W h i t n e y  r o o t s  p . 8 8 .  

81 荻 原 の 漢 訳 収 集 か ら 見 れ ば ， ほ ぼ 真 諦 の 「 変 異 」 ・ 玄 奘 の 「 転 変 」 に 相 当 す る

訳 語 が 見 ら れ る ． （ 『 漢 訳 対 照 梵 和 大 辞 典 』 p a r i ṇ a t a ,  p a r i ṇ ām a の 項 ， p . 7 4 7 を 参

照 ） ．  
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T 1 8 3 5 . 4 4 . 0 0 3 2 b 1 2− 1 9 :  ①所 無 體 異 能 無 體 殊 故 名 轉 變 ． ②或 轉 變 者 謂 即 二

無 轉 去 所 治 變 得 能 治 ． ③或 變 却 所 治 轉 得 能 治 ． ④或 轉 體 即 變 ， 以 能 治 非

一 ，能 治 彼 所 治 ，所 治 亦 非 一 ，故 言 轉 變 ．下 文 但 解 二 無 ，不 解 轉 變 二 字 ．

安 慧 釋 云 ，無 散 亂 體 即 此 奢 摩 他 ，由 無 散 亂 修 於 止 故 ．無 顛 倒 體 即 此 毘 鉢

奢 那 ， 由 無 顛 倒 修 毘 鉢 奢 那 故 ， 通 九 種 定 四 種 慧 也 ． 82 

 

『述記』は，おおよそ「所」と「能」を以って玄奘訳の「転変」の意

味を説明しており，「転変」が「転依」のように説明している．この説

明に対して，山口益［ 1 9 3 5］は次のように解釈している．  

 

畢 竟 所 対 治 の 状 態 に あ る も の が 能 対 治 の 状 態 へ の 修 習 の 前 後 に お け る

変 異 を 意 味 す る も の と 思 わ る ．即 ち 散 乱 が 不 散 乱 へ ，顛 倒 が 不 顛 倒 へ の

転 変 で あ る 83．  

 

このように山口益［ 1 9 3 5］の理解は必ずしも『述記』のような理解で

はない 84．しかも，この p r aṇ a t ā の語について，『述記』にも山口益［ 1 9 3 5］

においても「変異」・「転変」は「変わる」の意味と捉えている．では，

なぜ長尾氏が「いったい何が何に変わったか十分明らかでない」と問題

しているのか．   

実際，無散乱の所説内容には以前に触れたように，「①〔禅定から〕

立ち上がること・②外境へ流れ出ること」などであり，これらの説明は

無散乱 a v i k ṣ e p a の内容ではなく，むしろ散乱 v i k ṣ e p a のことなのである．

この点を以って，それらの散乱を離れれば無散乱となり，p r aṇ a t ā の意味

は上述の山口益の理解のように，転変の意味で理解しうるかもしれない．

し か し な が ら ， こ の 理 解 は ， 無 顛 倒 の 項 目 に は 対 応 で き な い の で あ る ．

前節に掲載する十種無顛倒の内容に見たように，本偈の一つ一つにおい

                                                                    
82 こ の 箇 所 で は ，『 述 記 』 が p r a ṇ a t ā の 意 味 を 論 じ て い る が ， 真 諦 訳 に お い て そ の

語 が 「 無 散 乱 」 に 配 当 し て い な い こ と が 議 論 の き っ か け で あ る ．  

83 こ の 箇 所 は ， 山 口 和 訳 本 p . 3 4 1 注 １ に お い て 注 記 さ れ て い る ．  

84 『 述 記 』 と 山 口 益 ［ 1 9 3 5］ と の 理 解 の 相 違 は ， 瑜 伽 行 派 の 修 道 論 に 関 す る 別 の

課 題 で あ る が ， こ れ に つ い て の 議 論 は 別 の 機 会 に す る ．  
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て，ある主題について説明する際，その説明の内容が「無顛倒」の意味

内容である，というような文脈にあると理解しなければならない．つま

り，この無顛倒の項目において，前述の無散乱項目の説明と同じように，

顛倒を説明しているためそれを離れれば無顛倒となる，というようなパ

ターンではないのである．  

さらに，上引の山口氏の理解において「散乱」と「不散乱」，「顛倒」

と「不顛倒」の関係は「修習の前後」とされている．文脈からして，こ

の「修習」は，止観の修習を示している．しかしながら，安慧釈ではそ

のように理解できない．次はその安慧釈の一節である 85．  

 

「 静 慮 す る べ き で あ り ，知 る べ き で あ る 法 に 随 行 し ，〔 そ の 法 に 〕随 入

し た 止 と 観 の 修 習 を 内 容 と す る 行 は ，随 法 行 で あ る ．そ の 中 に ，止 の 修

習 を 内 容 と す る の は 無 散 乱 〔 の 転 変 〕 で あ る ． 観 の 修 習 を 内 容 と す る

の は 無 顛 倒 の 転 変 で あ る ． こ れ は 〔 偈 に 説 い た 〕 二 種 の 随 法 行 で あ

る 」 ．  

 

下 線 部 に あ る よ う に ， 止 修 習 と 無 散 乱 ， 観 修 習 と 無 顛 倒 の 関 係 が 同 格

で 示 さ れ て い る ． す な わ ち ， 止 の 修 習 と 観 の 修 習 は 無 散 乱 と 無 顛 倒 そ の
． ．

も の の
． ． ．

内 容
． ．

で あ り ， 止 の 修 習 に よ っ て 散 乱 が 無 散 乱 へ ， 観 の 修 習 に よ っ

て 顛 倒 が 無 顛 倒 へ 転 変 す る と い う よ う な 意 味 が 示 さ れ て い な い の で あ る ．

要 す る に ， 山 口 益 ［ 1 9 3 6］ の 理 解 で は 根 拠 と な ら な い の で あ り ， こ の 随

法行における p r aṇ a t ā は「何が何に変わる」という転変・変異の意味では

ないと言える．  

実 際 ， 同 学 派 の 修 道 論 の 重 要 な 教 学 で あ る 転 依 説 を 念 頭 に お け ば ， 長

尾 氏 の 訳 語 に 拘 る こ と が 必 要 で あ る ． 「 何 が 何 に 変 わ る 」 と い う 長 尾 氏

の疑問は， √v ṛ t から造語された p a r i v ṛ t t i ,  p a r āv ṛ t t i ,  v y āv ṛ t t i などの語で示

される転依説の述語を考慮しているように思われる．その √v ṛ t から造語

された転依説に関わる語（ ā ś r a y a ~）は，いわゆる「根本転回」，本質的

                                                                    
85 d h y ā t a v y a j ñ e y a d h a r m ā n u g a t ā  a n u p r a v i ṣ ṭ a ś a m a t h a v i p a ś y a n ā b h ā v a n ā t m i k ā  p r a t i p a t t i r  

a n u d h a r m a p r a t i p a t t i ḥ  /  t a t r a  ś a m a t h a b h ā v a n ā t m i k ā ' v i k ṣ i p t ā  /  v i p a ś y a n ā b h ā v a n ā t m i k ā  

' v i p a r y ā s a p a r iṇ a t ā  /  i y aṃ  d v i v i d h ā ' n u d h a r m a p r a t i p a t t iḥ  / 	 （ M A V−V . 1 1 c d の 解

釈 を 参 照 ）  
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に変わるという意味をもたらすのである 86．一方， √n a m の造語がもたら

す 意 味 は ， 仏 教 文 献 に お け る 用 例 で は ， 「 変 異 」 や 「 転 変 」 と 訳 さ れ て

も，その √v ṛ t のように，本質的に変わるのではない．これはこの語の複

雑な思想に関わるため，以下にその √n a m から作られた用語を考察してみ

る．  

 

《 √n a m か ら 作 ら れ た 語 の 用 例 》  

 

まず， √n a m に由来する用語として，礼拝，尊敬，回向などの意味を

もつものがよく知られる．本項に議論する p r aṇ a t ā， p a r iṇ a t ā ,  p a r iṇ ām a n a

などという √n a m から造語されたものの漢訳が「転変」「変異」である

ことに関しては，それと別な術語で，次のような用例が確認される．  

そのうち，p a r iṇ ām a はサーンキャ学派が重要視した用語でもあるが 87，

仏教用語として，特に，識転変説においても不可欠な述語である．周知

のように，世親の『三十頌』（ T r iṃś ī k a v i j ñ ā p t i - ś ā s t r a）の冒頭偈頌におい

て こ の 語 が 現 れ ， 八 識 を 三 種 類 と し て ， そ の 三 種 識 は 三 種 の 転 変

（ p a r iṇ ām a）とも呼ばれている．  

 

ā t m a d h a r m o p a c ā r o  h i  v i v i d h o  y aḥ  p r a v a r t a t e /  

v i j ñ ān a p a r iṇ ām e  ‘ s a u  p a r iṇ ām aḥ  s a  c a  t r i d h ā / /  

まさに種々に我と法とを仮説することが行われるが，それらは識の

転変においてであり，しかもその転変は三種である．（第一偈）  

 

この箇所に用いられる p a r iṇ ām a に関する先行研究には十分な議論が

あ り 88， 唯 識 説 に 関 わ る 様 々 な 問 題 が 議 論 さ れ て い る が ， 本 稿 に は そ れ

らの議論に立ち入らない．ただし，ここに注目したい点は，その箇所に

おける p a r iṇ ām a 転変・変異について，安慧釈のように，「他のものにな

                                                                    
86 転 依 説 に 用 い ら れ る 用 語 は 佐 久 間 秀 範 ［ 2 0 0 1］ ， 早 島 慧 ［ 2 0 1 0］ な ど を 参 照 ．   

87 C f .  今 西 順 吉 ［ 1 9 6 8］ ， 齋 藤 直 樹 ［ 2 0 1 4］ な ど ．  

88 長 尾 雅 人 ［ 1 9 3 2］ ［ 1 9 3 3］ （ ［ 1 9 7 8］ 所 収 ） 以 来 ， こ の 転 変 に 関 し て 研 究 す る

論 文 は 数 十 本 が 確 認 で き る ． そ れ ら が ， 三 穂 野 ［ 2 0 0 2］ p p . 1 4 − 1 6 に も 見 ら れ る ． 



「行無上」，随法行  

 49  

る」 ( a n y a t h ā )，すなわち，「変わる」を意味するということに疑いがな

いことである．この T r iṃś īk a  k . 1 の p a r iṇ ām a については，瑜伽行派の唯

識説を基盤としたものであるため，基本的には，諸法が心を基に転変す

るものであり，諸法は心にすぎないという視点にある．おそらく，サー

ンキャ派の p a r iṇ ām a と比較してみればより理解しやいと思われる．すな

わち，サーンキャ派における p a r iṇ ām a は原質から万物に変化すると主張

するのに対して，唯識説における p a r iṇ ām a は心から変化するということ

が指摘されている 89．この場合の p a r iṇ ām a は「変化する」や「生起する」

という意味で，いわゆるあるものによって他のものがなされるというこ

とである 90．  

 

次に，この √n a m から造語された p r aṇ a t ā や p a r iṇ a t ā の用語に関して，

もう一つの用例を検討する．すなわち， M S A . X I I . 1 6， M S g . V I I . 9 91，また

は後期瑜伽行派の文献である P P U などにも言及されている大乗の説法

に お け る 四 種 秘 密 （ a b h i s aṃ d h i ） の 第 四 92， 「 転 変 秘 密 」 （ 玄 奘 訳

p a r i ṇ a t ā - a b h i s aṃ d h i）のことである．M S A . X I I . 1 6 に用いた p a r iṇ a t ā を世親

釈では p a r iṇ ām a n a と言い換えているが，その p a r iṇ a t ā - a b h i s aṃd h i の内容

                                                                    
89 従 来 ， こ の よ う な 両 派 に お け る p a r i ṇ ām a の 比 較 的 研 究 に つ い て は い く つ か あ る

が ， 最 新 の 研 究 と し て は 齋 藤 直 樹 ［ 2 0 1 4］ が あ る ．   

90 こ の よ う な 変 化 す る /生 起 す る と い う p a r i ṇ ām a の 意 味 に 関 し て ，も う 一 つ の 用 例

を 検 討 す る ．そ れ は 仏 陀 の 四 種 清 浄 ，① 所 依 清 浄 ，② 対 象 清 浄 ，③ 心 清 浄 ，④ 智

清 浄 の う ち ， 対 象 清 浄 の 内 容 に 関 し て ， 「 ā l a m b a n a p a r i ś u d d h i r  

n i r m ā ṇ a p a r i ṇ ām a n a v a ś i t a y ā :〔 物 を 〕化 作 し 転 変 さ せ る こ と の 自 在 性 に よ っ て は 対

象 物 の 清 浄 が あ る 」と 記 述 さ れ て い る ．す な わ ち ，長 尾 雅 人［ 2 0 1 1 : 1 4 8 注 2］に

指 摘 さ れ た よ う に ， そ の 対 象 の p a r i ṇ ām a n a は ， あ る 物 に 基 づ い て 変 化 す る と い

う 意 味 で 示 さ れ て い る の で あ る （ c f . M S A −X X I . 5 0， 長 尾 ノ ー ト I V : 1 4 7 − 1 4 8） ．  

91 長 尾 雅 人 ［ 1 9 8 2 : 3 9 3 − 3 9 4］ ： 翻 転 の 密 意 と は ， 言 葉 に あ る 別 の 意 味 を 語 り つ つ ，

そ れ と は 全 く 別 な 意 味 が 明 ら か に な る よ う な 場 合 で あ っ て ，そ れ に つ い て〔 例 え

ば 次 の よ う な 〕 頌 が あ る ．  

92 a v a t ā r a ṇ a s aṃ d h i ś  c a  s aṃ d h i r  l a k ṣ a ṇ a t o  ' p a r a ḥ  /  

p r a t i p a k ṣ ā b h i s aṃ d h i ś  c a  s aṃ d h i ḥ  p a r i ṇ a t ā v  a p i  / / X I I - 1 6 / /  

⑴ 転 入 せ し め る た め の 秘 密 と ，⑵ 他 に は 相 に 関 す る 秘 密 と ，⑶ 対 治 と し て の 秘 密

と ， 更 に ⑷ 翻 転 に お け る 秘 密 と が あ る 	 / / 1 6 / /  
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に つ い て の 注 釈 は 文 献 に よ っ て 様 々 で あ る 93． 一 般 的 に ， 以 下 の 有 名 な

偈頌がよく述べられている 94．  

 

a s ā r e  s ā r a m a t a y o  v i p a r y ā s e  c a  s u s t h i t ā ḥ  /  

k l e ś e n a  c a  s u s aṃk l i ṣ ṭ ā  l a b h a n t e  b o d h i m  u t t a m āṃ  / /  

堅固ならざるものを堅固と考え，また顛倒に安住し，煩悩によって

大いに悩まされる者たちは，最高の菩提を体得する．  

 

これは p a r iṇ a t ā - a b h i s aṃd h i という転変秘密の内容である．P P U では「そ

の甚深〔な意味を明らかにする〕ために，字句〔の意味〕を転換させる

ことである a k ṣ a r a p a r iṇ ān a n aṃ  c a  g ām b h ī r y ā r t h aṃ」と解釈している．つま

り，p a r iṇ a t ā，p a r iṇ ām a n a の秘密は逆説的なことを示していると理解され

                                                                    
93 こ の 第 四 秘 密 の 世 親 釈 に つ い て ， そ の 原 文 の み を 次 に 上 げ て お く ．  

p a r i ṇ ām a n ā b h i s aṃ d h i r  a b h i d h ā n a g ām b h ī r y e  d r a ṣ ṭ a v y o  y a t h ā h a  /  

      a s ā r e  s ā r a m a t a y o  v i p a r y ā s e  c a  s u s t h i t ā ḥ  /  

      k l e ś e n a  c a  s u s aṃ k l i ṣ ṭ ā  l a b h a n t e  b o d h i m  u t t a m āṃ  / /  i t i  /  

a y a m  a t r ā b h i s aṃ d h i ḥ  /  a s ā r e  s ā r a m a t a y a  i t y  a v i k ṣ e p e  y e ṣ āṃ  s ā r a b u d d h i ḥ  

p r a d h ā n a - b u d d h i r  v i k ṣ e p o  h i  v i s ā r a ś  c e t a s a ḥ  /  v i p a r y ā s e  c a  s u s t h i t ā  i t i  

n i t y a s u k h a ś u c y ā t m a g r ā h a - v i p a r y a y e ṇ ā n i t y ā d i k e  v i p a r y ā s e  s u s t h i t ā  a p a r i h ā ṇ i t a ḥ  /  

k l e ś e n a  c a  s a  s aṃ k l i ṣ ṭ ā  i t i  d ī r g h a d u ṣ k a r a v y ā y ām  a ś r a m e ṇ ā t y a r t h aṃ  p a r i k l i ṣ ṭ ā ḥ  /  

94  本 偈 は M S A − X I I . 1 6 の 世 親 釈 の 中 か ら で あ る ． こ の 偈 頌 は P P U を 含 め て ，

S aṃ s k ṛ t ā s aṃ s k ṛ t a v i n i ś c a y a ,  M u n i m a t ā l aṃ k ā r a ,  U d ā n a v a r g a（ X X I V  k k .  3 - 4 ,  B e r n h a r d  

e d .  p p .  3 6 6 - 3 6 7） ， D h a m m a p a d a（ B r o u g h  e d .  p .  1 5 2） な ど の 文 献 に も 見 ら れ る

（ C f . P P U 研 究 会 ノ ー ト ） ．  
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る 95． 「 堅 固 な ら ざ る も の を 堅 固 と 考 え 」 な ど と い う 言 い 方 は ， 逆 説 的

な言い方であると理解される．要するに，転変秘密における p a r iṇ a t ā  /  

p a r iṇ ām a n a の用語では，示した語の裏の意味を示すことがわかる．  

 

以上の二つの用例に関して，前に示した， √n a m の①曲がる（ t o  b e n d  /  

b o w），②産出する（ t o  y i e l d）という二つの意味に注目していきたい．

すなわち，その二者のそれぞれの意味は，「産出する」の意味と，「曲

がる」の意味から見て取れるのである．また，それらの二つの用例に対

しても，漢訳にはほぼ決まって「転変」「変異」と訳されている．  

  

さて， √n a m から造語される p a r iṇ a t ā は，同様な漢訳語でそのような

p a r iṇ a t ā の異なる意味で知られ，M A V - V「随法行」に言及される p r aṇ a t ā /  

p a r iṇ a t ā はどの意味に該当するのか．その二つの意味のうち，識転変説

のような生起するということは， M A V−V の文脈には適用できない．で

は，逆説的な意味で， M A V−V . 1 1 a b に用いた p r aṇ a t ā に適用し得るか否

かを考察する．既に触れた無散乱の項目において，実際の説明内容は散

乱であるという点がある．そして，無顛倒の項目において，それぞれの

項目にはその説明の内容が表に示されている．つまり，無散乱の項目と

それを説示するための k k . 1 1 a b−1 2 の内容とは逆説的な意味として理解

す る こ と が で き る ． し か し ， 無 顛 倒 の 項 目 と そ れ を 説 示 す る た め の

                                                                    
95 長 尾 研 究 ノ ー ト に お い て ，こ の p a r i ṇ a t a - a b h i s aṃ d h i の 項 目 を 和 訳 す る 際 ，p a r i ṇ a t a

に つ い て 次 の よ う に 注 記 し て い る ． （ 長 尾 ノ ー ト （ 2） p . 2 0 2 よ り ）  

「 「 （ 4） 翻 転 に お け る 密 語 」 は ， そ れ に 対 す る 好 適 な 一 例 が 直 ち に こ こ に 引 用 さ

れ て い る ． C o m m .に も k . 1 7 に も 言 う 如 く ， そ の 表 現 が 甚 深 の 意 味 を 有 す る も の

で ， 密 語 と 呼 ば れ る の に 最 も 相 応 し い も の と 言 え よ う ． 甚 深 と い う の は 一 般 に

逆 説 的 で あ る こ と を 指 す と 考 え ら れ る の で あ っ て ， 例 え ば 経 中 に ， 如 何 に し て

菩 薩 は 布 施 を 行 う か と の 問 い に 対 し て ， も し も 何 等 の 布 施 も 行 わ な い な ら ば ，

で あ る と 答 え ら れ て い る ， と 言 う 如 き で あ る （ 『 摂 大 乗 論 』 v i i . 9） ． 全 く の 逆

説 的 な 問 答 で あ る が ，そ れ が 深 い 意 味 を 秘 め て 説 か れ た s a m d h ā y a - b h ā ṣ i t a と 言 わ

れ る の で あ っ て ， そ こ に も 何 ら か の 密 語 的 な 意 味 が あ る の で あ ろ う 」 ．  
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k k . 1 3−2 2 の内容はそのように理解できないのである 96．以前に示した先

行 研 究 の 現 代 訳 語 の 表 に 見 た よ う に ， 少 な く と も ， 上 に 検 討 し て き た

p a r iṇ a t ā の二つの例のような意味で用いられるものには相当しないので

ある．  

 

要するに， √n a m からの造語で，同様な漢訳の「転変」「変異」に関

して，本 M A V−V . 1 1 a b に用いられるものの他，前述の，識転変説に用い

られるものと，逆説的に用いられるものとがある．すなわち，三つの異

なる用例があり，それぞれ完全に異なる意味を有するように思える．  

以上が，長尾の注記を起因として， √n a m から造語された言葉の意味

を検討してきた結果であり，瑜伽行派の教学において，従来の変異・転

変という漢訳語の意味内容については，注意が必要であることを提示し

た．   

 

 

1 . 1 . 1 . 3 . 3 同学派の随法行と M A V の随法行の特殊性  

 

さて，前述の六種無散乱と十種無顛倒のそれぞれについては「禅定す

べ き 法 」 と 「 知 る べ き 法 」 と い う 二 点 が M A V の 「 随 法 行 」

                                                                    
96 上 述 の 無 顛 倒 の 項 目 に つ い て の 理 解 は 本 偈 と 世 親 釈 に 従 う ． 安 慧 釈 も 相 違 は な

い が ，同 注 釈 に お い て は ，世 俗 と 勝 義 と い う 観 点 で ，十 種 無 顛 倒 の そ れ ぞ れ を 説

明 す る 際 ，「 こ れ は 世 俗 と し て で あ り ，勝 義 と し て で は な い ．勝 義 と し て の 無 顛

倒 は … 」と い う ほ ぼ 同 様 な 文 句 が 繰 り 返 し 用 い ら れ る ．つ ま り ，安 慧 釈 に お い て

は ，勝 義 的「 無 顛 倒 」は ，そ の 説 明 す る 言 葉 を 超 え て 理 解 す べ き で あ る ．こ の 点

で は 逆 説 的 意 味 と も 見 ら れ る が ，文 脈 か ら は ，そ の 安 慧 釈 は 世 俗 と 勝 義 を 視 点 に

し ， p a r i ṇ a t a を 念 頭 に お く の で は な い ．  

こ こ に 言 及 す る 安 慧 釈 に お け る 世 俗 と 勝 義 と の 解 釈 に 関 し て は ，各 無 顛 倒 の 最 後

の 文 章 を 参 照 さ れ た い が ， 例 と し て ， 音 節 無 顛 倒 （ k ā  1 4） の み を 挙 げ て お く ．  

' v i p a r y ā s o  v y a ñ j a n e  v e d i t a v y a  i t i  s aṃ v ṛ t t y ā  n a  t u  p a r a m ā r t h a t a ḥ  /  

p a r a m ā r t h e n ā v i p a r y ā s a s y a  n i r v i k a l p a t v ā d  i t y  a n e n ā v i p a r y ā * s e n a  b o d h i s a t t v a ḥ  

ś a b d ā r t h a r a h i t ā n  s a r v a d h a r m ā n  p r a t i v i d h y a t i  /  そ れ は 音 節 に 関 し て の 無 顛 倒 で

あ る と 知 ら れ る べ き で あ る と は ， 世 俗 と し て で あ り ， 勝 義 と し て で は な い ． 勝

義 と し て の 無 顛 倒 は 無 分 別 な る〔 智 〕で あ る か ら で あ る ．そ れ ゆ え ，こ の 無 顛 倒

に よ っ て 菩 薩 は 語 の 義 を 離 れ て い る 一 切 法 に 通 達 す る ．   
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（ a n u d h a r m a p r a t i p a t t i）の内容であると知られた．本節には，この項目に

関する同学派におけるものを考察する．まず，「随法行」といえば従来

の法随法行（ d h a r m ā n u d h a r m a p r a t i p a t t i）の省略であると考えられる．このよ

うな用語は M A V だけではなく， M S A においても見られ，この点に関し

てはすでに指摘された通りである 97．また，この M A V の「随法行」の複

合語に関しても，M S A のように「法にかなった実践行」を意味すると考

えられる 98．  

同学派における法随法行に関しては，まず， B B h「力種姓品」第４項

目に説かれる「法随法行」は，①身②口③意の三業によって世尊の指示

通りに実践する修行，④正しい思惟（ s a m y a k c i n t a n ā）と，⑤修習（ b h ā v a n ā）

と い う 五 項 で あ る 99． 既 に ， 早 島 理 ［ 1 9 7 6］ の 指 摘 の よ う に ， こ の 法 随

法行は聞思修を背景すると考えてよい．同研究においてもこのような聞

思修を背景とする法随法行に関して，大乗仏教の文献に説かれるものに

も同様な趣旨が見出されると指摘される 100．  

しかし，同様，聞思修を背景とする随法行という筋道であっても，論

書によってそれぞれ特色ある解釈を有することが考えられる．なかでも，

M S A−X I I I に説かれる a n u d h a r m a p r a t i p a t t i の特色としては，菩薩道に関

連付けているという点が挙げられる．すなわち，同文献において①〔法

の 〕 意 味 内 容 を 知 る 者 （ a r t h a - j ñ a） ， ②法 を 知 る 者 （ d h a r m a - j ñ a） ， ③法

                                                                    
97 M S A - X I I I に お け る こ の 随 法 行 や 法 随 法 行 に 関 し て ， 岩 本 明 美 ［ 2 0 0 2 : 7 0 及 び 注

3 5 5］ を 参 照 さ れ た い ．   

98  M S A - X I I I や M A V − V に お け る 随 法 行 を 含 む ， 仏 教 一 般 の ， 随 法 行

（ a n u d h a r m a - p r a t i p a t t i）・法 随 法 行（ d h a r m ā n u d h a r m a - p r a t i p a t t i）の 複 合 語 を 広 範

囲 で 検 討 す る の は ， 早 島 理 ［ 1 9 7 6］ 「 法 随 法 行 （ d h a r m ā n u d h a r m a - p r a t i p a t t i） ：

そ の 語 義 と 意 義 」 『 南 都 仏 教 ３ ６ 』 で あ る ．  

99 C f .矢 板 秀 臣 ［ 2 0 1 5］ テ キ ス ト p p . 7 3 − 7 6， 和 訳 p . 4 8 − 5 0， 概 要 p . 2 8．  

100 「 法 随 法 行 」 が 聞 思 修 の 三 慧 を 背 景 に す る と い う 点 は ， 早 島 理 ［ 1 9 7 6］ に お い

て ，多 数 の 文 献 か ら 検 討 し た 結 果 ，結 論 づ け ら れ た も の で あ る ．ま た ，同 研 究 に

紹 介 さ れ る W . G e i g e r  [ 1 9 2 0 : 1 1 5 - 1 1 9 ]の 指 摘 ， パ ー リ 文 献 に お け る 「 聴 聞 聖 法

（ s a d d h a m m a - s a v a n a ） － 如 理 作 意 （ y o n i ś o m a n a s i k ā r a ） － 法 随 法 行

（ d h a m m a - a n u d h a m m a - p a ṭ i p a t t i） 」 の 一 連 表 現 も ， 上 述 の 聞 思 修 と の 同 様 な 趣 旨

と し て 理 解 さ れ る ．  
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随法行者（ d h a r m a - a n u d h a r m a - p r a t i p a n n a），④同得行者（ s ām ī c ī - p r a t i p a n n a），

⑤随法実現者（ a n u d h a r m a - c ā r i n）という五種修行者は，修行者のレベルで

段階的に列挙されているのである．そのうち， a n u d h a r m a p r a t i p a t t i はそ

の三番目として説かれているが，聞思修三慧において，また，修行道と

いう一路程においては，その第三の a n u d h a r m a p r a t i p a t t i は他の二者にも

関わることが想定される．この M S A の随法行に関しては，既に上記の

早島理［ 1 9 7 6］や岩本明美［ 2 0 0 2］において詳細に検討されている．  

さて，こういった同学派の文献の中，M A V における「随法行」は，早

島理［ 1 9 7 6］の指摘のように， M A V−V の「行無上」項目のうち，「最

勝行」「作意行」「随法行」という一連の説示で，聞思修が背景にはあ

るが 101，上述の M S A の菩薩道において展開される随法行のようには見ら

れない．つまり，その特色は，「禅定すべきである」六種無散乱と「知

るべきである」十種無顛倒とにあり，上述の内容で止観修習として説明

する文献は他に見られないのである．この六種無散乱と十種無顛倒とい

うものに関しては，M A V においては，学派の教学が完成した上に，それ

らを随法行として見做すようになったと考えられる．  

 

《 小 結 》  

 

以 上 ， M A V - V と 共 に 同 学 派 に お け る 「 随 法 行 」 を 検 討 し て き た ． 従

来の随法行の内容と比較すれば，第 1 1 a b−1 2 偈までに説かれる無散乱の

項目と，第 1 3−2 2 偈までに説かれる無顛倒の項目からなる M A V の「随

法行」は，より豊かな内容があると見て取れる．その無散乱の六種と無

顛倒の十種は同学派の他の文献にも説かれているが，それらを随法行の

内容と見直すのは同論の独特な点であり，特に，無顛倒の内容において，

従来の同学派に確立されてきたさまざまな教説が取り込まれ，菩薩の修

行において「知るべき法」として論述するのは M A V の大きな特色であ

ると言えよう．また，この随法行を検討する際，k . 1 1 a b に説かれる p r aṇ a t ā

の理解を通じて，漢訳の「転変」「変異」の原語を，幾つかの用例から

検討し，その訳語に関する注意点を提示することができた．  

                                                                    
101 C f .  早 島 理 ［ 1 9 7 6］ p p . 9 − 1 0  
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1 . 1 . 1 . 4  離 二 辺 行   

1 . 1 . 1 . 4 . 1 離二辺行の要約  

 

M A V−V の三種無上の一つ「行無上」の，「最勝行」「作意行」「随

法行」の後にある第 4 項目は「離二辺行」（ a n t a d v a y a v a r j a n a - p r a t i p a t t i）

である．この離二辺行には十五種類が説示され，第 2 3 偈から第 2 6 偈に

かけて列挙されている．それらの内容を以下に挙げる 102．  

 

p ṛ t h a k t v a i k a t v a m  a n t a ś  c a  t ī r t h y a ś r ā v a k a y o r  a p i  /  

s a m ā r o p ā p a v ā d ā n t o  d v i d h ā  p u d g a l a d h a r m a y o ḥ  / /  V . 2 3 / /  

v i p a k ṣ a p r a t i p a k ṣ ā n t a ḥ  ś ā ś v a t o c c h e d a s aṃ j ñ i t a ḥ  /  

g r ā h y a g r ā h a k a s aṃ k l e ś a v y a v a d ā n e  d v i d h ā  t r i d h ā  / /  V . 2 4 / /  

v i k a l p a d v a y a t ā n t a ś  c a  s a  c a  s a p t a v i d h o  m a t a ḥ  /  

b h ā v ā b h ā v e  p r a ś ām y e  ' t h a  ś a m a n e  t r ā s y a t a d b h a y e  / /  V . 2 5 / /  

g r ā h y a g r ā h e  ' t h a  s a m y a k t v a m i t h y ā t v e  v y ā p ṛ t a u  n a  c a  /  

a j a n m a s a m a k ā l a t v e  s a  v i k a l p a d v a y ā n t a t ā  / /  V . 2 6 / /  

( 1 )異 な る こ と と 同 一 で あ る こ と は 辺 で あ る ， ま た ( 2 )外 道 と 声 聞 と の 両 者

〔 の 辺 が 〕 あ る ． ( 3 )人 と ( 4 )法 に つ い て ， そ れ ぞ れ に 増 益 と 損 減 と の 辺 は

二 種 が あ る ． （ V . 2 3）  

( 5 )所 対 治 と 能 対 治 の 辺 ， ( 6 )常 住 と 断 滅 と 呼 ば れ る〔 辺 〕，そ し て ( 7 )所 取

と 能 取 に お い て は 二 種 が あ る ， ( 8 )雑 染 と 清 浄 に お い て は 三 種 が あ る ．

（ V . 2 4）  

ま た ，分 別 に お け る 二 様 の 辺 ，そ れ は さ ら に 七 種 が あ る と 考 え ら れ る ．具

体 的 に は ， ( 9 )有 と 無 に つ い て ， ( 1 0 )所 寂 と 能 寂 に つ い て ， ( 1 1 )所 怖 と そ の

能 怖 に つ い て で あ る ． （ V . 2 5）  

ま た ， ( 1 2 )所 取 と 能 取 に つ い て ， ( 1 3 )正 性 と 邪 性 に つ い て ， ( 1 4 )作 用 が あ

る こ と と そ う で な い こ と に つ い て ． ( 1 5 )不 生 と 等 時 に つ い て ，そ れ が 分 別

に お け る 二 様 の 辺 で あ る ． （ V . 2 6）  

 

こ れ ら の 本 偈 に 説 か れ る も の は 十 五 種 の 離 二 辺 行 の 名 称 の み で あ る ．

                                                                    
102 N a  6 9 . 1 8 - 7 0 . 2 ;  T a  4 5 . 1 3 - 4 6 . 3  
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これらに対する世親釈の説明内容は次のようにまとめられる 103．  

 

十 五 種 中 道  世 親 釈 の 説 明 内 容  

一  異 の 辺 ：  

同 一 の 辺 ：  

我 が 色 等 と 異 な る ．  

我 が 色 等 と 同 一 で あ る ．  

二  外 道 の 辺 ：  

声 聞 の 辺 ：  

色 は 常 住 で あ る ．  

色 は 無 常 で あ る ．  

三 ★  人 に つ い て 増 益 の 辺 ：  

人 に つ い て 損 減 の 辺 ：  

有 我 ．  

無 我 ．   

四  法 に つ い て 増 益 の 辺 ：  

法 に つ い て 損 減 の 辺 ：  

心 は 実 在 で あ る ．  

心 は 非 実 在 で あ る ．   

五  所 対 治 の 辺 ：  

能 対 治 の 辺 ：  

不 善 な ど の 諸 法 は 雑 染 で あ る ．  

善 な ど の 諸 法 は 清 浄 で あ る ．  

六  常 住 の 辺 ：  

断 滅 の 辺 ：  

人 と 法 と に つ い て 有 で あ る ．  

人 と 法 と に つ い て 無 で あ る ．  

七 ●  所 取 の 辺 ：  

能 取 の 辺 ：  

無 明 は 所 取 ま た 能 取 ．  

明 も 所 取 ま た 能 取 ．  

（ 1 2 支 縁 起 同 様 ）  

八  雑 染 の 辺 ：  

清 浄 の 辺 ：  

法 界 に つ い て 雑 染 ．  

法 界 に つ い て 清 浄 ．  

九 ★  有 に つ い て 分 別 の 辺 ：  

無 に つ い て 分 別 の 辺 ：  

プ ド ガ ラ の 存 在 に つ い て  

プ ド ガ ラ の 非 存 在 に つ い て  

十  所 寂 に つ い て 分 別 の 辺 ：  

能 寂 に つ い て 分 別 の 辺 ：  

所 寂 に つ い て  

能 寂 に つ い て  

十 一  所 怖 に つ い て 分 別 の 辺 ：  

能 怖 に つ い て 分 別 の 辺 ：  

所 怖 に つ い て  

能 怖 に つ い て  

十 二 ●  所 取 に つ い て 分 別 の 辺 ：  

能 取 に つ い て 分 別 の 辺 ：  

所 取 に つ い て  

能 取 に つ い て  

十 三  正 性 に つ い て 分 別 の 辺 ：  

邪 性 に つ い て 分 別 の 辺 ：  

正 し さ に つ い て  

誤 に つ い て  

                                                                    
103 N a  7 0 . 2 - 7 3 . 1 4 ;  T a  4 6 . 3 - 4 8 . 1 1 .  
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十 四  作 用 に つ い て 分 別 の 辺 ：  

無 作 用 に つ い て 分 別 の 辺 ：  

作 用 に つ い て  

無 作 用 に つ い て  

十 五  不 生 に つ い て 分 別 の 辺 ：  

等 時 に つ い て 分 別 の 辺 ：  

不 生 に つ い て  

等 時 に つ い て  

 

まず，上表の世親釈の概要に示していないものがある．それは，十五

種中道の各々の名称を説明した際，「それらを離れるために中道がある」

（ t a d p a r i v a r j a n ā r t h aṃ  m a d h y a m ā  p r a t i p a t i）という文言があり，その直後に

は『宝積経』「迦葉品」（ K ā ś y a p a p a r i v a r t a :  K P）の代表的な経文を引用し

ていることである．K P における中道説といえば，従来の指摘のように，

無分別智に基づいたものであり 104，すなわち，この「離二辺行」の項目

における中道は無分別智の修習に基盤をおくものである．この十五種中

道と K P との関係についての詳細は次節に譲りたい．  

表で示したように，十五種中道のうち，世親釈では第九中道以降の七

種が，本偈の中道の名に沿っており，それ以上の説明を施されない．ま

た，それらのうち，前半の中道と重複しているものも見られる．例とし

ては，第三中道と第九中道（★），あるいは第七中道と第十二中道（ ●）

が挙げられる 105．ただし，世親釈においては，第九以降の七種中道は「分

別の辺」（ v i k a l p a - a n t a）の語を中道の名に加えており，前半の八種中道

と異なる言い方になっている．これによって，それらの後半の中道は分

別という点から分類するとも理解される．しかし，本項の二辺というの

は分別からなる概念であって，上述の十五種の二辺のすべても分別に基

づくのであり，後半のみを特別に示していると理解すべきでない．つま

り，これらの十五種中道という分類には何らかの背景があると考えられ

る．  

 

 

                                                                    
104 註 1 1 0 に 挙 げ て い る 諸 先 行 研 究 を 参 照 ．  

105 第 三 「 人 に つ い て の 増 益 ・ 損 減 」 と 第 九 「 有 と 無 」 と い う 名 称 が 異 な る が ， 説

明 の 内 容 は ほ ぼ 異 な ら な い ．  
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1 . 1 . 1 . 4 . 2『宝積経』「迦葉品」に基づいた中道説  

 

世親また安慧の注釈書によって，上述の M A V−V の十五中道が，『宝

積経』「迦葉品」（ K P）がルーツとなるのは明らかである．特に，安慧

釈の中に引用されている K P の原文から，これらの十五種中道は同経の

現行本の § § 5 2 - 7 1 に対応することが判明される 106．また，瑜伽行派の文

献のうち，この「離二辺行」の十五種中道と共に，中道という主題の下

に， K P に基づいたものは，『瑜伽論』「摂決択分」の十三種中道と 107，

『仏性論』の六種中道があり 108，『宝積経論』の十三種中道を加えれば 109，

全部で四種類が存在している 110．しかしながら，これらの K P に基づい

た同学派の論書における中道説は数のみならず，内容的にも同様なもの

ではないのである．すなわち，これらの四種は，同じ K P に基づいて中

                                                                    
106 K P に つ い て ， 『 宝 積 経 論 』 に よ れ ば ， 全 体 的 に 十 六 種 の 相 と し て 分 け ら れ る ．

そ の 中 ， 瑜 伽 行 論 書 に 扱 う 中 道 の 課 題 は 第 六 菩 薩 住 正 行 学 戒 相 （ K P .§§ 5 2 - 7 1）

に 当 た る の で あ る ．  

107 C f .  T 1 5 7 9 . 3 0 . 7 4 2 c 1 7 -； 国 訳 瑜 伽 部 5 ,  p . 2 3 1 -．  

108 C f .  T 1 6 1 0 . 3 1 . 8 0 9 a 1 5 − 8 1 0 a 1 8；『 新 国 訳・論 集 部 2：仏 性 論・大 乗 起 信 論 』p . 2 4 2．  

109 C f .  T 1 5 2 3 . 2 6 . 2 1 8 a 1 9 -；大 竹 晋［ 2 0 0 8］『 新 国 訳・釈 経 論 部 1 5・宝 積 経 論 』p p . 2 0 9

− 2 3 2．ま た ，同 書 に お い て も『 瑜 伽 論 』「 摂 決 択 分 」の 所 説 の 漢 蔵 を 収 録 し て い

る （ C f .  大 竹 晋 ［ 2 0 0 8］ p p . 4 7 0 − 4 7 9） ．  

110 こ れ ら の 四 つ ， 特 に 『 瑜 伽 論 』 「 摂 決 択 分 」 の 十 三 種 中 道 と 『 宝 積 経 論 』 の 十

三 種 中 道 を 巡 っ て ど れ が ど れ を 引 用 し て い る か は 以 前 の 学 界 で 問 題 と さ れ た ．そ

の 議 論 の 根 幹 は ，遁 倫（ 約 7 − 8 世 紀 ）『 瑜 伽 論 記 』に お い て ，「 已 下 經 一 卷 ，又

是 釋 寶 積 經 文 ．此 寶 積 經 ．舊 此 間 已 翻 有 三 四 卷 也 ．今 不 見 得 ．寶 積 經 論 四 卷 釋 十

六 種 相 ． 学 者 應 勘 準 之 」 [ T 1 8 2 8 . 4 2 . 7 9 3 c 2 8 - a 2 ]と い う 一 文 で あ る ． こ の 一 文 を 巡

っ て ，月 輪 賢 隆［ 1 9 3 4］は『 宝 積 経 論 』が『 瑜 伽 論 』を 引 用 す る と す る の に 対 し

て ，宇 井 伯 寿［ 1 9 5 8］と 武 内 紹 晃［ 1 9 6 7］は『 瑜 伽 論 』が『 宝 積 経 論 』を 引 用 す

る と 主 張 す る ． さ ら に ， 高 崎 直 道 ［ 1 9 8 9］  は ， 『 宝 積 経 論 』 が 『 瑜 伽 論 』 を 引

用 し て い る と し ， 月 輪 賢 隆 ［ 1 9 3 4］ の 説 に 加 担 す る ． ま た ， K P に 基 づ く 中 道 の

解 釈 に 関 し て は ， M A V の 注 釈 家 で あ る 安 慧 と チ ベ ッ ト 語 訳 伝 『 宝 積 経 論 』 著 者

の 安 慧 と の 問 題 に つ な が る ．同 論 は チ ベ ッ ト 訳 伝 に は 安 慧 著 と さ れ る が ，中 国 訳

伝 は 著 者 欠 名 に な っ て お り ，い ず れ に せ よ ，そ の 安 慧 は『 中 辺 分 別 論 釈 』の 安 慧

と 同 一 の 人 物 で は な い と 諸 学 者 が 認 め て い る（ 以 上 に 加 え て 長 尾 雅 人［ 1 9 7 4］）．   
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道を展開するとしても，M A V の十五種中道と『仏性論』の六種中道をひ

と つ の グ ル ー プ に ， 『 瑜 伽 論 』 「 摂 決 択 分 」 の 十 三 中 道 と 『 宝 積 経 論 』

の十三中道をもう一つのグループに分けることができると考える．注釈

の内容に基づく，各論書と K P との関係を配当して，それらの両系統を

表で示してみると以下のようになる．  

 

表 １ ： 『 宝 積 経 』 「 迦 葉 品 」 「 菩 薩 住 正 行 学 戒 相 」 第 六 に 基 づ い た

M A V - V 十五種中道及び『仏性論』六種中道  

 

『仏性論』  

六種中道  

MAV 十五種中道  KP と対応する内容  

     
正
説  1 異なると同一  	

第
一
段
の
諸
辺 

§ 52 

 2 外道と声聞  § 53/54/55/56 

 3 人についての増益と損減  § 57 

 4 法についての増益と損減  § 58 

 5 所対治と能対治  § 59 

 6 我・法についての常と断  § 60 

 7 所取と能取  § 61/62 

 8 雑染と清浄  § 63 

 9 存在と非存在  	

第
二
段
の
諸
辺 

§ 64（65?）  
正
説
の
た
め
の
比
喩 

1 可滅と滅  10 所寂と能寂  § 66 

2 可畏と畏  11 所怖と能怖  § 67 

3 可執と執  12 所取と能取  § 68 

4 可正と邪  13 正性と邪性  § 69 

5 有作と無作  14 作用と非作用  § 70 

6 不生と同生  15 不生と等時  § 71 

 

 

表２：『宝積経』「迦葉品」「菩薩住正行学戒相」第六に基づいた『瑜

伽論』「摂決択分」及び『宝積経論』の十三種中道  
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このうちまず，表１の中に記した K P の § 5 2〜 § 6 3 は「中道の真実観」

について（正説）， § 6 4〜 § 7 1 はそれらの中道のための比喩（正説のため

の比喩）について，という分類の仕方は武内紹晃［ 1 9 6 7］に指摘されて

いるものである 111．この分類を M A V の十五種中道と結びつけると，ち

ょうどその前半部の第一〜第八中道（ k k . 2 3−2 4）と，後半部の第九〜第

十 五 中 道 （ k k . 2 5 - 2 6） と に 対 応 す る こ と に な る ． こ の 点 を 以 っ て ， 前 節

に 問 題 と し た 十 五 種 中 道 の う ち に 重 複 が あ る 由 来 が 示 唆 さ れ る の で あ

る．  

さらに，上の両表を並べて見れば，M A V の十五種中道は K P のセクシ

ョンと明白に対応している（安慧釈に基づく）．『仏性論』の六種中道

と M A V の十五種中道という数は異なるが，その六種中道の名が十五種

                                                                    
111 K P の 分 類 に 関 し て は ， 武 内 紹 晃 ［ 1 9 6 7］ の 前 に ， F r e i n d l i c h  W e l l e r［ 1 9 6 5 : 6］

の 研 究 も あ る ．同 研 究 の 分 類 に は § 6 4 が 中 道 の 正 説 と な っ て お り ，こ れ に 対 し て ，

武 内 紹 晃 ［ 1 9 6 7］ は 比 喩 の 方 と 見 做 す べ き で あ る と 論 じ て い る （ C f .  武 内 紹 晃

［ 1 9 6 7］ p . 6 2 - 6 4） ．  

 『瑜伽論』「摂決択分」及び『宝積経論』の  

十三種中道  

KP §§52-71 

1 衆生空   § § 52  -  60 

2 是の衆生無我   

3 法空   

4 是の法無我   

5 増益辺   

6 損減辺   

7 法現観   § 61- 62 

8 法現観廻向大菩提性   § 63 

9 如是行者煩悩衆苦不纒繞心性   

10 二無我勝解差別   § 64 - 67 

11 前無我性是後因性   § 68 

12 到邊際空性   § 70 

13 彼威徳   § 71 
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中道の後半の名と対応するため，同系統として理解されるのである 112．

この系統（便宜上以下 M A V 系統）には二辺ということを明記している

のが特徴である（離二辺中道）．一方，「摂決択分」と『宝積経論』と

の 十 三 種 中 道 （ 以 下 「 摂 決 択 分 」 系 統 ） は 中 道 の 名 を 列 挙 し て い る が ，

二辺という区分を明記していない．さらにまた，同じく K P に基づいて

中道説を確立しようとしても，「摂決択分」系統の中道は，経の所説に

きれいに対応していない部分もあり（特に第 1〜第 6 中道），ぴったり

対応する M A V の系統とは異なる，という相違点が指摘できる．これは

上記の二表の分類の基準であり，これによっても同学派内の中道説の伝

承が異なるということが言える．  

 

 

1 . 1 . 1 . 4 . 3  M A V における他の中道  

 

M A V における中道に関しては，まず M A V 自体が中道についての論で

ある．従来の指摘のように，M A V の最終偈において，「実に，中を弁別

する論である」（ ś ā s t r aṃ  m a d h y a v i b h ā g aṃ  h i 	 V - 3 0 a）という明記があるこ

とによって，M A V 論偈の本来の課題は「中を弁別すること」であったと

いうことが知られる．以下に，その偈頌が世親釈においてどのように解

釈されたかを見てみる．  

  

① m a d h y a m ā p r a t i p a t - p r a k ā ś a n ā t  [ / ]  ②  m a d h y ā n t a - v i b h ā g a m  a p y  e t a n  

m a d h y a s y ā n t a y o ś  c a  p r a k ā ś a n ā t  /  ③  ā d y - a p a r a - v a r j i t a s y a  m a d h y a s y a  v ā  /  ①

中 道 を 明 ら か に す る か ら ． ②ま た ， こ れ は 中 と 辺 と を 弁 別 す る 〔 論 〕 で

も あ る ． 中 と 二 辺 を 明 示 す る か ら で あ る ． ③あ る い は ， 始 終 を 離 れ た 中

〔 を 明 示 す る か ら で あ る 〕 ．  

 

この世親釈の三種の理由のうち，M A V（ M a d h y ā n t a v i b h ā g a）という論の

                                                                    
112 『 仏 性 論 』 の 六 種 中 道 と い う 法 数 の 相 違 に つ い て は ， 従 来 の 指 摘 の よ う に ， お

そ ら く 論 の 主 題 に 応 じ て ，経 の 中 道 所 説 の 箇 所 の う ち ，対 応 す る 部 分 の み 採 用 し

て い る と 理 解 さ れ る ．  
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題名は，その第二義に確認される．つまり，現行の M A V（ M a d h y ā n t a v i b h ā g a

『 中 辺 分 別 論 』 あ る い は 『 弁 中 辺 論 』 ） と いう題名は，論本来の題名では

なく，むしろ注釈書に基づいたものであると既に先学によって指摘され

ている 113．しかしながら，M A V 総体の中道の論述方法から考えれば，世

親釈（それに沿った安慧釈も含めて）は，論の趣旨に矛盾するものでは

ない．すなわち，「辺」を弁別するという点をも前面に出すのは，むし

ろ M A V の中道に特有なことと考えられる．それは，直前に考察した十

五 種 の 「 離 二 辺 行 」 の 中 道 に も 確 認 さ れ る ． ま た ， 安 慧 釈 に お い て は ，

上述の M A V の題名の源泉である世親釈の第二義に対して，「中とは不

二の法界である．一方，辺とは増益と損減である 114」と説明され，増益

と損減という二辺を明確に了解することも，中道に近づくことにとって

は重要なのであると理解される．  

さて，M A V の中道説といえば，有名な第 I 章第 1−2 偈の内容にあるこ

とは周知のとおりである．それらは以下のようである．  

 

a b h ū t a p a r i k a l p o  ' s t i  d v a y a n  t a t r a  n a  v i d y a t e  /  

ś ū n y a t ā  v i d y a t e  t v  a t r a  t a s y ām  a p i  s a  v i d y a t e  / /  （ I . 1）  

n a  ś ū n y aṃ  n ā p i  c ā ś ū n y aṃ  t a s m ā t  s a r v aṃ  v i d h ī y a t e  /  

s a t v ā d  a s a t v ā t  s a t v ā c  c a  m a d h y a m ā  p r a t i p a c  c a  s ā  / /（ I . 2）  

虚 妄 分 別 は あ る ． そ こ に 二 つ の も の は 存 在 し な い ． し か し こ こ に 空 性 が 存

在 し ， そ の 〔 空 性 の 〕 中 に ま た ， か れ （ 虚 妄 分 別 ） が 存 在 す る ． （ I . 1）  

そ れ 故 ， 一 切 は 空 で も な く ， 空 で な い の で も な い と い わ れ て い る ． 有 で あ

る か ら ， 無 で あ る か ら ， そ し て 有 で あ る か ら で あ る ． そ し て そ の こ と が 中

道 で あ る ． （ I . 2）  

 

この二偈を以って，学派の教学の様々な側面を考察することができる．

しかし，ここでは M A V の中道説という視点から検討していきたい．す

                                                                    
113 こ れ は 既 に 山 口 益 ［ 1 9 3 5］ や ， 特 に 長 尾 雅 人 ［ 1 9 6 4］ に よ っ て 指 摘 さ れ て い る

点 で あ る ．  

114 t a t r a  m a d h y a m  h y  a d v a y a d h a r m a d h ā t u ḥ  /  a n t a s  t u  s a m ā r o p o  ' p a v ā d a ś  c a  /  
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でに長尾雅人［ 1 9 9 2］ 115の指摘のように，この二偈の内容は， N āg ā r j u n a

の『根本中頌』（ M ū l a m a d h y a m a k a k ā r i k ā :  M M K）第 X X I V 章第 1 8 偈，いわ

ゆる三諦偈の内容と密接な関係を有している．その偈頌は以下のようで

ある．  

 

y a ḥ  p r a t ī t y a s a m u t p ā d a ḥ  ś ū n y a t āṃ  t āṃ  p r a c a k ṣm a h e /  

s a  p r a j ñ a p t i r  u p ā d ā y a  p r a t i p a t  s a i v a  m a d h y a m ā / /   

お よ そ 縁 起 す る と い う ，そ の こ と を 空 性 で あ る と 我 は 説 く ．そ れ は 何 か を

手 が か り に し て 仮 に 説 か れ る こ と（ 因 施 設 ）で あ り ，そ れ こ そ が 中 道 で あ

る 116．  

 

長尾氏は，M A V− I . 1−2 の内容が，この M M K−X X I V . 1 8 を説明している

と考えておられる．氏の分析の通り，意味内容上，両者の類似性を以っ

て，その見解は妥当である．中道の視点からしては，それらが中観学派

の 根 本 テ キ ス ト に 説 か れ る 中 道 と 瑜 伽 行 派 の 代 表 的 中 道 と で あ る と 考

えてもよい．しかしながら，その中道について，なぜ『中論』に論じら

れたのに， M A V が再び主題とすることが必要なのか．これに関しては，

両論の思想背景を前提にして理解しなければならない 117．  

周知のように，中道という主題は仏教の伝統において各々の時代に応

じて課題としていたそれぞれの中道がある 118．例えば，初期経典におけ

る世尊の説法においては，快楽と苦行という極端を離れることが中道で

あり，いわゆる原始仏教における実践修行の態度に基づいた中道である

と考えられる．上述の中観・瑜伽行派という大乗二大学派の中道主題の

                                                                    
115 長 尾 雅 人 ［ 1 9 9 2］ 「 中 観 か ら 唯 識 へ ： 『 中 論 』 と 『 中 辺 分 別 論 』 と 比 較 を 通 じ

て 」 『 仏 教 文 化 研 究 所 紀 要 』 3 1．  

116 本 項 と 前 項 の M A V − I . 1 - 2 は 前 掲 長 尾 雅 人 ［ 1 9 9 2］ よ り 引 用 ．  

117 長 尾 雅 人 ［ 1 9 9 2］ で は ， 「 中 観 か ら 唯 識 へ 」 と い う 視 点 で ， 両 派 前 後 の 影 響 性

と し て 考 察 さ れ て い る ．現 在 の 学 界 上 で も お お よ そ そ の 同 じ 視 点 で 研 究 さ れ て い

る が ， 本 項 は 両 派 の 中 道 を 論 じ る 背 景 を 考 察 す る ．  

118 中 道 思 想 の 主 題 に つ い て 本 格 的 に 論 じ る の は ，1 0 0 0 ペ ー ジ に わ た っ て 多 岐 に 検

討 し て い る 宮 本 正 尊 ［ 1 9 4 4］ の 研 究 が あ る ．   
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うち， M M K に説かれる中道の背景は，同論の背景でもある．従来の研

究で指摘されるように，当時の部派仏教や他教における諸法の実在性の

見解が，その議論の背景であると理解される 119．さらに，上述の X X I V . 1 8

に説かれるように，「中道」は「縁起」「空」「仮名」という語と並ん

でおり，諸法の存在に関しての理解を背景としていることも推測される．

つまり， M M K に言及される中道は，当時の諸法実在の見解を前提とし

て 論 じ て お り ， い わ ゆ る 実 在 論 を 背 景 に し た 中 道 で あ る と 考 え ら れ る ． 

一方，M A V の中道の背景は異なる．従来の指摘のように，上述の二偈

の内容は瑜伽行派の空性理解を現わすものである．すなわち，第一偈に

おいて虚妄分別の存在性が肯定されてから，第二偈で「それ故，一切法

は空でもなく，空でないのでもない」という内容は，瑜伽行派の空性理

解であると考えられる．この点からして，その M A V− I . 1−2 に説かれる中

道の背景は瑜伽行派の空性理解なのである．  

 

以上，大乗の論書における「中道」という共通な課題の背景を比較し

て，そのような大乗二大学派における中道の背景という視点から，M A V

の中道の特徴を理解する一助とした．とはいえ，全く独自の観点でもな

く，新しい発見でもない．だが，仏教思想史上の中道説をなぜ何度も取

り上げて議論する必要があるのか，という問題意識を前提として，M A V

の中道説の説示背景を理解することも，論の特徴をとらえるという点か

らして重要であろう．  

 

 

《 小 結 》  

 

ここまで，「離二辺行」の考察を通じて，  K P との関係を文献学的に

検討して， M A V 全体における中道を考察してきた．その結果， M A V 全

体における中道説を把握することができた．すなわち，M A V における中

道には，第 I 章の最初の二偈における中道と，前述した第 V 章の「離二

                                                                    
119 こ れ に 関 し て の 最 新 情 報 と し て ，桂 紹 隆 ＆ 五 島 清 隆［ 2 0 1 6］が 挙 げ ら れ る ．（ C f .

同 研 究 p p . 1 2 1 − 1 7 3） ．  
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辺行」の中道という二様があるのである．両者の間で，異なる性質があ

ることを認めなければならない．前者（第 I 章）は空性哲学に基づいた

中道で，後者（第 V 章）は K P に説かれる無分別智の修習に基づいた中

道であると理解される．  
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1 . 1 . 1 . 5 & 6 限 定 的 な 行 と 非 限 定 的 な 行  

 

ここに，「最勝行」「作意行」「随法行」「離二辺行」の検討を経て，

M A V−V の「正行無上」の最後の項目として「 5 & 6 .限定的な行と非限定

的な行」（ v i ś i ṣ ṭ ā  c ā ' v i ś i ṣ ṭ ā  c a  p r a t i p a t t i ḥ）の概要を述べる．この項目は，

わずか半偈を以って，十地と十波羅蜜多との関係を論述する．  

 

v i ś i ṣ ṭ ā  c ā ' v i ś i ṣ ṭ ā  c a  j ñ e y ā  d a ś a s u  b h ūm i ṣ u  ( 2 7 a b )  

十 地 に お い て 限 定 的 な〔 行 〕と 非 限 定 的 な〔 行 〕が あ る と 知 る べ き で あ る ．  

 

この限定的な行と非限定的な行は，十地のそれぞれにおいて十波羅蜜

多のすべてを修行するが，そのうち，特定な一つの波羅蜜多を限定的に

修 行 し な が ら （ v i ś i ṣ ṭ ā） ， 他 の 波 羅 蜜 多 を 非 限 定 的 に （ a v i ś i ṣ ṭ ā） ， つ ま

り二次的に修行するという意味である．また，本偈に説かれる「地」に

関しては，どの系統の十地であるとは説かれていないが，同論の第 I I 章

からは 120，『十地経』の十地の系統であると判断される．その地と波羅

蜜多との配当関係は，世親・安慧の註釈からすれば，以下のようである．  

 

十 地  v i ś i ṣ t ā  a v i ś i ṣ t ā  

初 歓 喜 地  布 施 波 羅 蜜 多  他 の ９ 波 羅 蜜 多  

第 二 離 垢 地  持 戒 波 羅 蜜 多  同 上  

第 三 発 光 地  忍 辱 波 羅 蜜 多  同 上  

第 四 炎 慧 地  精 進 波 羅 蜜 多  同 上  

第 五 難 勝 地  禅 定 波 羅 蜜 多  同 上  

第 六 現 前 地  般 若 波 羅 蜜 多  同 上  

第 七 遠 行 地  方 便 波 羅 蜜 多  同 上  

第 八 不 動 地  願 波 羅 蜜 多  同 上  

第 九 善 慧 地  力 波 羅 蜜 多  同 上  

                                                                    
120 M A V - I I に お い て 菩 提 分・波 羅 蜜 多・地 に 対 す る 障 碍 と い う 主 題 で ，十 地 も 十 波

羅 蜜 多 も 示 さ れ て い る （ k k . 1 2 - 1 6） ．  
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第 十 法 雲 地  智 波 羅 蜜 多  同 上  

 

ここに留意したい点がある．すなわち，本偈や世親釈において「十地

において限定的〔な波羅蜜多行〕と非限定的な〔波羅蜜多行〕」のみは

説かれているが，その限定的な波羅蜜多行を十波羅蜜多の順序で，十地

の順に組み合わせるのは，安慧釈の「たとえ」にあるのである．つまり，

十 地 の そ れ ぞ れ の 順 に 十 波 羅 蜜 多 の 順 序 を 配 当 す る と い う 点 を 重 要 視

するものではないということである．あくまで「たとえ」として説明さ

れるからである．  

しかしながら，このような地と波羅蜜多との配当関係は，後述するよ

う に ， 他 の 文 献 に 影 響 を 与 え て い る の で あ る ． こ の 配 当 関 係 は M A V - V

独自のものとして考えられ，その独自性に関わる，この「限定的な行と

非限定的な行」の項目と M A V . V の組織との関係については，本章の次

節「 1 . 2 . 2」に譲りたい．  
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1 . 1 . 2  所 縁 無 上   

 

M A V「無上乗品」の「行無上」の次は「所縁無上」（ ā l a m b a n ān u t t a r y a）

という項目であり，第 2 7 偈 c d 句から第 2 8 偈へかけて十二種の所縁が

列挙されている．以下に本偈の記述と世親安慧釈の要約表を挙げていこ

う．  

 

( 1 ) v y a v a s t h ā n aṃ  ( 2 ) t a t h ā  d h ā t u ḥ  ( 3 ) s ā d h y a ( 4 ) s ā d h a n a ( 5 ) d h ā r a ṇ ā / /  V . 2 7 / /  

( 6 ) a v a d h ā r a ( 7 ) p r a d h ā r ā  c a  ( 8 ) p r a t i v e d h a ḥ  ( 9 ) p r a t ā n a t ā /  

( 1 0 ) p r a g a m a ḥ  ( 1 1 ) p r a s a ṭ h a t v aṃ  c a  ( 1 2 ) p r a k a r ṣ ā l a m b a n aṃ  m a t a m / /  V . 2 8 / /  

( 1 )安 立 ， ま た ( 2 )界 ， ( 3 )所 立 ， ( 4 )能 立 ， ( 5 )受 持 （ V . 2 7 c d）  

( 6 )理 解 受 持 ，( 7 )個 々 受 持 ，( 8 )了 達 ，( 9 )増 長 さ れ る ，( 1 0 )理 解 が 深 め ら れ る ，

( 1 1 )等 運 ， ( 1 2 )最 勝 の 所 縁 で あ る と 考 え ら れ る ． （ V . 2 8）  

 

世 親 ・ 安 慧 釈 の 内 容  

 所 縁 の 名  説 明  

1  安 立 す る も の v y a v a s t h ā n a  波 羅 蜜 多 ・ 菩 提 分 ・ 聖 諦 な ど の 設 定 さ

れ た 諸 法  

2  法 界 d h a r m a d h ā t u  真 如  

3  所 立 s ā d h y a  法 界 を 了 解 す る こ と に よ っ て 波 羅 蜜 多

な ど の 法 を 了 達 す る こ と に な る  4  能 立 s ā d h a n a  

5  受 持 d h ā r a ṇ ā  聞 所 成 の 所 縁  

6  理 解 受 持 a v a d h ā r a ṇ ā  思 所 成 の 所 縁  

7  個 々 受 持 p r a d h ā r a ṇ ā  修 所 成 の 所 縁  

8  了 達 p r a t i v e d h a  初 地 ・ 見 道 に お け る 所 縁  

9  増 長 さ れ る p r a t ā n a t ā  第 二 地 か ら 第 七 地 ・ 修 道 に お け る 所 縁  

1 0  理 解 が 深 め ら れ る p r a g a m a  第 七 地 に お け る 所 縁  

1 1  等 運 p r a ś a ṭ h a  第 八 地 に お け る 所 縁  

1 2  最 勝 p r a k a r ṣ a  第 九 地 に お け る 所 縁  

第 十 地 に お け る 所 縁  

如 来 地 に お け る 所 縁  
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これらの十二種の所縁について，実際は①教法と②真如あるいは法界

を基盤にしたものである．②の法界の後，③ ④ ⑤ ⑥ ⑦の全ては √d h ṛ から

造語されたものであると説明する点は興味深い．その①安立された教法

と②法界あるいは真如との二つに基づいて，後の所縁は向上的修行の路

程に応じるものとして示しているので，十二種の所縁と言っても段階的

修行階位に由来するものであり，基本的はこれらの二種所縁のみである

ということが世親・安慧釈から窺える 121．   

管見の限り，このような所縁の分類に関してはこの M A V 以外瑜伽行

派の文献には見られない．この M A V−V における所縁無上の特殊性は後

の 1 . 2 . 1 に譲りたい．  

 

                                                                    
121 所 縁 （ ā l a m b a n a） と 言 え ば ， 眼 な ど の 感 覚 器 官 の 対 象 ， あ る い は 認 識 対 象 が 浮

か ぶ ．し か し ，本 項 に 言 及 す る 所 縁 と い う も の は ，認 識 対 象 で は な く ，修 行 道 に

お け る 対 象 や 依 り 所 と い う も の で あ る ．  
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1 . 1 . 3  修 証 無 上   

 

三 種 無 上 の 最 後 と な る 「 修 証 無 上 」 （ s a m u d ā g a m ā n u t t a r y a） の 項 目 は ，

第 2 9 の６句からなる一偈で 122，十種の修証が列挙されている．以下にそ

の本偈と世親釈による内容を要約表で示してみる．  

 

a v a i k a l y ā p r a t i k ṣ e p o  ' v i k ṣ e p a ś  c a  p r a p ū r a ṇ ā /  

s a m u t p ā d o  n i r ū ḍ h i ś  c a  k a r m a ṇ y a t v ā p r a t i ṣ ṭ h i t ā /  

n i r ā v a r a ṇ a t ā  t a s y ā p r a s r a b d h i ḥ 	 s a m u d ā g a m a ḥ / /  V . 2 9  / /  

修 証 〔 無 上 〕 は ， ①完 全 無 欠 ， ②不 誹 謗 ， ③不 散 乱 ， ④円 満 ， ⑤生 起 ， ⑥

堅 固 ，⑦柔 軟 堪 能 ，⑧無 住 処 ，⑨無 障 碍 ，そ し て ，⑩そ の 不 息 で あ る ．（ V . 2 9）  

 

 

  世親釈による「十修証無上」  

 十修証の名称  その説明  

1 種姓 gotra 縁が完全無欠であるとは種性という修証である  

2 信解 adhimukti 大乗を誹謗せずとは信解という修証である  

3 発心 cittopāda 小乗に散乱しないとは発心という修証である  

4 行 pratipatti 波羅蜜多を円満するとは行という修証である  

5 入決定 nyāmāvakrānti 聖道が生起するとは入〔正性〕決定という修証である  

6 成熟有情

sattvaparipāka 

善根が堅固であるとは〔修道を〕長期にわたって積み重ねる

ことによって衆生を成熟させるという修証である  

7 国土清浄

kṣetrapariśuddhi 

心が柔軟・堪能である，すなわち国土清浄という修証である  

8 得授記

vyākaraṇalābha 

輪廻にも涅槃にも住しない，すなわち不退転地においての授

記を得るという修証である   

９  仏地 buddhabhūmi 無障碍は仏地という修証である  

10 菩提示現

bodhisaṃdarśana 

その不息とは菩提を示現するという修証である  

                                                                    
122 こ の 三 行 句 に つ い て ，玄 奘 訳 偈 は 一 つ の 偈 の み で あ る ．T a . e d は 2 9 a b - 3 0 に し て

い る ．  
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上述の本偈の内容と表でまとめた世親釈の内容から見れば，本偈は修

証の意味内容を述べ，それらの名称は世親釈によって知られる．この世

親 釈 に 用 い ら れ る そ れ ら の 名 称 か ら 見 れ ば ， 実 に ， こ の 十 種 修 証 は ，

M S A - X I X . k k . 6 1−6 2「 摂 大 乗 」 （ m a h ā y ā n a s aṃ g r a h a） の 項 目 の 内 容 と 一 致

するものである．すなわち，世親釈を経由して， M S A - X I X . k k . 6 1−6 2 に

説かれる内容は，M A V の本偈に説かれるものと一致することが知られる

のである 123．以下はその M S A - X I X . k k . 6 1−6 2 の内容である 124．  

 

 g o t r aṃ  d h a r m ā d h i m u k t i ś  c a  c i t t a s y o t p ā d a n ā  t a t h ā  /  

 d ā n ā d i p r a t i p a t t i ś  c a  n y ām ā v a k r ā n t i r  e v a  c a  / / 1 9 - 6 1  / /  

 s a t v ā n āṃ  p a r i p ā k a ś  c a  k ṣ e t r a s y a  c a  v i ś o d h a n ā  /  

 a p r a t i ṣ ṭ h i t a n i r v ā ṇ aṃ  b o d h i ḥ  ś r e ṣ ṭ h ā  c a  d a r ś a n ā  / / 1 9 - 6 2  / / 125  

①種 姓 と ， ②法 を 信 解 す る こ と と ， ③そ の よ う に 発 心 す る こ と と ， ④布

施 な ど を 行 じ る こ と と ，ま さ に ⑤〔 正 性 〕離 生 に 入 る こ と と で あ る ．（ 1 9 . 6 1） 

⑥衆 生 を 成 熟 せ し め る こ と と ， ⑦国 土 の 浄 化 と ， ⑧無 住 処 涅 槃 と ， ⑨菩

提 が 勝 れ た こ と と ， ⑩〔 菩 提 を 〕 示 顕 す る こ と と で あ る ． （ 1 9 . 6 2）  

 

この箇所の世親釈は「これらの十種によって大乗の全てが包摂される」

という解釈で，上の二偈は「摂大乗」の項目に属するのである．項目の

名称という点では M A V の「修証無上」の内容とは異なっている．  

また，その世親釈において，上述の十種のうち，第五の入正性離生か

らは菩薩の十階位（ b hūm i）の順序として説明されている．M A V−V の十

種の修証の説明においては十地の名が用いられないが，両論は同様な趣

旨を示していると理解されるため，M A V にその十地が言及されなくても，

                                                                    
123 こ の こ と に つ い て は ， 『 中 辺 分 別 論 』 の 和 訳 研 究 で あ る 山 口 本 や 長 尾 本 に も 何

も 記 さ れ て い な い が ，長 尾 氏 の M S A ノ ー ト I V［ 2 0 1 1 : 6 0］に お い て 指 摘 さ れ て い

る ．  

124 こ の 二 偈 は 「 摂 大 乗 」 （ m a h ā y ā n a s aṃ g r a h a） の 項 目 に 属 す る が ， 本 稿 に は そ の

世 親 釈 ま で 議 論 し て い な い ．  

125 L e v i  p . 1 7 2 ;  長 尾 ノ ー ト I V， p p . 5 7 − 5 8．  
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そのような向上的な表現で M S A と同じく理解されるのである．  

ここで注目したい点は，これらの十種の修証すべてが十地に対応する

のではなく，十地はその一部のみを解釈するために用いられていること

である．この点を以って，十種の修証という階位説が，後述の B B h と同

様な趣旨として考えられる．すなわち，大乗経典に伝えられる十地その

ままではなく，論自身の修行階位
．．．．

の内容
．．．

を示しているのである．従って，

こ れ ら の 十 種 の 修 証 無 上 こ そ が ， 同 論 の 修 行 階 位 で あ る と 考 え ら れ る ． 
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1 . 1 . 4  M A V - V に お け る 三 種 無 上 か ら な る 大 乗  

 

以上，行（ p r a t i p a t t i）・所縁（ ā l a m b a n a）・修証（ s a m u d ā g a m a）という

三種無上を検討したので，ここではその三種の無上という意味を考察す

る．同論第 V 章では，声聞乗などの法と異なり，大乗菩薩の特有な優れ

た 修 行 の 法 を ， 「 無 上 」 （ a n u t t a r y a） と い う 語 で 示 し て い る の で あ る ．

このことが冒頭の偈頌及びその注釈において確認される．  

 

ān u t t a r y aṃ  p r a p a t t a u  h i  p u n a r  ā l a m b a n e  m a t a m /  

s a m u d ā g a m a  u d d i ṣ ṭ a m  /  V . 1 a b c /  

t r i v i d h a m  ā n u t t a r y aṃ  m a h ā y ā n e  y e n a i t a d  a n u t t a r aṃ  y ā n a m  p r a t i p a t t y -

ā n u t t a r y a m  /  ā l a m b a n ā n u t t a r y aṃ  /  s a m u d ā g a m ā n u t t a r y aṃ  c a  /  

無 上 な る こ と は ，実 に ，行 に 関 し て ，ま た 所 縁 に 関 し て ，修 証 に 関 し

て 説 か れ た と 考 え ら れ る ． ( V . 1 a b c )  

大 乗 に お い て は ，三 種 類 の 無 上 が あ り ，そ れ に よ っ て ，こ れ（ 大 乗 ）は 無

上 の 乗 と な る ．す な わ ち ，〔 三 種 と は 〕正 行 無 上 と ，所 縁 無 上 と ，修 証 無

上 と で あ る ．  

 

大乗が無上乗とも呼ばれる理由は，これらの三種の内容によるのであ

る．そのうち，次節にも述べるように，「行無上」の内容，すなわち菩

薩行である波羅蜜多教説の内容は，基盤的であり，他の所縁・修証にも

関わるのもある．つまり，所縁無上の項目にも見たように，十二種が列

挙されているが，実質的には法と法界であり，このうちの法は波羅蜜多

などの教説なのである．そして，修証無上の十種類は修行の階梯である

が，菩薩の聖位（第五修証）に至るまでには波羅蜜多を円満することを

前提とするのである 126．このような三種無上について，同論の前章と比

較してみれば，学派の大乗的修行道論の構成としても理解されるのであ

                                                                    
126 波 羅 蜜 多 が 三 種 無 上 と も 関 わ る こ と は ， 次 節 に 引 用 す る 安 慧 釈 で も そ の 趣 旨 に

沿 う の で あ る ．  
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る 127．  

このような三種無上からなる M A V の大乗の観点に関して，安慧釈で

は「仏語」と呼ばれている 128．しかし，その典拠は明確にできず，当時

の同学派の文献には具体的な例も見られないが，類似した分け方として，

おそらく『菩薩地』における三種学道の例が挙げられる．  

すなわち，同学派の『菩薩地』（ B B h）において，「何について学ぶ

か」（ y a t r a  ś i k ṣ a n t e），「どのように学ぶか」（ y a t h ā  ś i k ṣ a n t e），「誰

が学ぶか」（ y e  ś i k ṣ a n t e）という三種の枠組みが説かれるが 129，これと

M A V−V における行・所縁・修証との何らかの類似性が思い浮かぶので

ある．この場合， M A V−V の行は B B h の y a t h ā  ś i k ṣ a n t e と，所縁は y a t r a  

ś i k ṣ a n t e と，修証は y e  ś i k ṣ a n t e との対応が暫定的に想定されるが，それ

らの両者の関係は，同一系統や同様な用例とは決して言えない．しかし，

そのような構成は，おそらく，学派の修行道を整合させる目的で，文献

の構成は同学派の修道論の構成でもあると示すためであり，このような

意図は両者の間で同様なのではないかと思われる 130．  

                                                                    
127 M A V − I V に お け る 三 乗 共 通 の 修 行 の 法 に つ い て も「 対 治 修 習 」・「 修 習 の 行 境 」・

「 修 習 の 果 」 と い う 三 つ の カ テ ゴ リ ー で 説 か れ て い る ．  

128 C f .  第 V 章 の 冒 頭 偈 の 解 釈 箇 所 ， Y a . 2 0 1 . 9 − 1 0．  

129 B B h に お け る 三 種 学 道 に 関 し て は ， 早 島 理 ［ 1 9 7 3］ の 指 摘 以 来 ， よ く 知 ら れ て

い る ． そ れ ら が 現 れ る 箇 所 は B B h の I . 3「 自 利 利 他 品 」 I . 8「 力 種 姓 品 」 I . 1 8「 菩

薩 功 徳 品 」 で あ る ．  

130 こ こ に ， 三 種 学 道 に 関 し て 言 及 し な け れ ば な ら な い こ と が あ る ． す な わ ち ， 前

注 の 早 島 理［ 1 9 7 3］で 指 摘 さ れ る ， B B h に お い て 説 か れ た 三 種 学 道 の 範 囲 に つ い

て は ， B B h の 全 体 に か か わ る か ， そ の 一 部 に か か わ る か の 理 解 が 二 分 し て い る ．

こ の 議 論 に 関 す る 情 報 は 上 野 隆 平［ 2 0 1 5 : 2 0 − 2 3］に 詳 し い ．本 稿 で は ， B B h と い

う 書 物 の 成 立 問 題 に つ い て の 疑 義 を 含 め て ，こ れ ら の 二 様 の 理 解 に つ い て ど れ が

正 解 か は 別 に す る が ，B B h の 造 論 目 的 を 考 え る に は ，B B h の 最 後 の 章 に 記 述 さ れ

る こ と を 尊 重 し な け れ ば な ら な い ． 便 宜 上 ， 既 に 指 摘 さ れ た そ の B B h の 最 後 章

の 記 述 を 次 に 挙 げ て お く ．  

T 1 5 7 9 . 3 0 . 0 5 7 5 b 0 7 - 1 0 :如 是 圓 満 顕 示 一 切 菩 薩 学 道 及 学 道 果 ．名 菩 薩 地 ．具 説 一 切 菩 薩

学 道 及 学 道 果 ， 一 切 種 教 實 依 處 故 ． 又 此 菩 薩 地 亦 名 菩 薩 藏 摩 怛 理 迦 ． 亦 名 攝 大

乘 ． W o g i h a r a . 4 0 9 ;  D u t t . 2 8 2 ： i t y  a y aṃ  p a r i p ū r ṇ o  b o d h i s a t t v ā n āṃ  ś i k ṣ ām ā r g a ḥ  

ś i k ṣ ām ā r g a p h a l a ñ  c a  p r a k ā ś i t a m  /  s a r v a b o d h i s a t t v a - ś i k ṣ ām ā r g a s y a  
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また，その行・所縁・修証といった構成は， M A V−V を先行とするも

のとして，同学派の論書の構成における行・境・果も挙げられる 131．そ

の行・境・果という修行道の三つのカテゴリーは類似しており，それら

が M A V−V を先行とした可能性もあると考えられる．  

以上， M A V−V の行・所縁・修証の三乗からなる大乗については，学

派の大乗的修行道論の構成として理解する．この検討の中，その M A V−V

の構成と類似する例として，『成唯識論』の行・境・果，あるいは B B h

の「何について学ぶか」（ y a t r a  ś i k ṣ a n t e），「どのように学ぶか」（ y a t h ā  

ś i k ṣ a n t e），「誰が学ぶか」（ y e  ś i k ṣ a n t e）の三種学道を挙げるに止めて

おく． M A V - V や B B h などのように，学派の修道論を整理することが同

学派の造論目的である可能性が高い．しかし，これを議論するためには，

初期瑜伽行派の文献の構成内容などを広く検討する必要がある．  

 

 

                                                                                                                                                                                                         
ś i k ṣ ām ā r g a p h a l a s y a  c a  s a r v ā k ā r a s y a  n i r d e ś ā y a  a d h i ṣ ṭ h ā n a b h ū t a m /  s ā  k h a l v  i y aṃ  

b o d h i s a t t v a b h ūm i ḥ  b o d h i s a t t v a p i ṭ a k a m ā t ṛ k e t y  a p y  u c y a t e  /  m a h ā y ā n a s aṃ g r a h a  i t y  

a p y  u c y a t e  / …  

こ れ は B B h と い う 書 物 の 名 称 を 解 釈 す る 文 章 で あ る ．そ こ で は ，繰 り 返 し た「 学

道 」 と 「 学 道 果 」 と の 二 つ の み で あ る ． 前 述 の 三 種 学 道 と 合 わ せ て 考 え れ ば ，

こ の 前 者 ， す な わ ち 「 学 道 」 に お い て ， y a t h ā  ś i k ṣ a n t e と y a t r a  ś i k ṣ a n t e と が 包 括

さ れ て い る と 理 解 さ れ る ． こ れ に よ れ ば ， 上 述 の 三 種 学 道 の 範 囲 を 判 断 で き な

い 点 が あ る に も か か わ ら ず ， こ の 「 菩 薩 の 学 道 と そ の 学 道 の 果 」 に 包 摂 さ れ た

そ の 三 種 学 道 は B B h の 全 体 を 指 す と 理 解 さ れ る ．  

131 世 親 の 『 三 十 頌 』 の 解 釈 と さ れ た 玄 奘 訳 『 成 唯 識 論 』 に お け る 用 語 で あ る ． ま

た ，長 尾 氏 の M S g の 章 構 成 に も ，こ の 行・境・果 の 三 種 を 以 っ て 分 類 し て い る ．  
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1 . 1 . 5 ま と め  

 

以上，第 V 章「無上乗品」の内容を大まかに考察してきた．同章の大

半を占める「行無上」における諸項目の考察に力を注いだ結果，「最勝

行」「作意行」「随法行」「離二辺行」「限定的非限定的な行」からな

る「行無上」の各項目を検討する際，次の諸点を指摘できる．  

「最勝行」においては，p a r a m a の語に関わって p ā r a m i t ā の語源説が見

出され，特に安慧釈に見られるその p ā r a m i t ā の n i r u k t i - n y āy a という語は

重要な手がかりであって，瑜伽行派の観点としての波羅蜜多の語源説を

提示できた．  

「作意行」の項目において，従来の同学派における作意行の記述をも

比較して検討した結果，専ら禅定修行に言及する作意行と学派の教学を

知 る べ き /把 握 す べ き と い う よ う な ニ ュ ア ン ス で 広 い 意 味 を 示 す 作 意 行

があり，前者は ŚB h や M S A - X I V に説かれるもので，後者は M S A - X I や

本 M A V - V に説かれるものであると指摘できた．  

「随法行」の項目において，無散乱と無顛倒からなるこの項目の説示

を考察した上， k . 1 1 a b に表れる p r aṇ a t ā / p a r iṇ a t ā などの √n a m から作られ

た語から，漢訳の転変・変異を巡って論じた．用例から，この語には幾

つかの異なる意味があるが，いずれも修道論に関わる「変わる」（転依）

の意味ではないということを，従来の漢訳によって誤解された点に注意

しようとして提示した．  

「離二辺行」の項目において，同学派の同じく K P に基づいた中道を

説く「摂決択分」や『宝積経論』と比較してから， M A V−V に説かれる

ものは二辺の区別と K P との対応という点で，より明白であり，異なる

系統の根拠としても理解される．また，この離二辺行の中道と同論第 I

章における中道には異なる性質があり，教学に関する中道と無分別智の

修行に関する中道という二様があると指摘できた．  

また，五項目からなる「行無上」の構成について考えれば，その前三

者は，従来の「聴聞正法」「如理思惟」「法随法行」という一連表現を

枠組みにして，同学派の教学を修行道として編成しようとしている可能

性もある．これらの三者と，後の二者，すなわち無分別智に基づいた中

道を示す「離二辺行」と地・波羅蜜多の配当関係を示す「限定的非限定
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的な行」と併せて，「行無上」という大乗的修行道が編成されてきたと

考えられる．この「行無上」の各項目をまとめて，その総括的な項目を

思想史的視点で考察したが，それらの内容の中，触れる余裕のない所も

あるので，それらは今後の課題とする．  

さらにまた，その五項目からなる「行無上」と共に，十二種の所縁の

解釈からなる「所縁無上」と，十種の修証の解釈からなる「修証無上」，

という三種無上からなる「無上乗品」の内容は，大乗の修行とその修行

の結果であり， M A V−V における大乗的修行道論の総体としても考えら

れるのである．  
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1.2	MAV−V における波羅蜜多説 	

1 . 2 . 1 包 括 的 波 羅 蜜 多  

 

波 羅 蜜 多 と 言 え ば 菩 薩 の 実 践 行 で あ る 六 波 羅 蜜 多 を 指 す こ と が 多 い

が ， 瑜 伽 行 派 の 文 献 に は 六 波 羅 蜜 多 や 十 波 羅 蜜 多 と も 説 か れ て い る ．

M A V−V「無上乗品」の場合は，主に十波羅蜜多と言えるが，同学派の他

論書と異なって，波羅蜜多それぞれの徳目を詳細に説明してはいないの

である 132．しかしながら，前に述べているように，同文献におけるその

十波羅蜜多からは幾つかの特殊な点が見出せる．そのうち，波羅蜜多の

語源解釈はその一つであり，また，前述の「限定的非限定的な行」の項

目において，後に詳論するように，その十波羅蜜多が菩薩の十地に配当

されるという理解はもう一つの特徴である．本節では，同文献に見られ

る波羅蜜多の包括的性格を以下に考察する．   

 

行無上，所縁無上，修証無上の三種からなる M A V−V の無上乗品の中，

すでに見たように，本章の大きな分量を占めているのは「行無上」であ

る．その章の冒頭の k . 1 a b c においても三無上の名称が列挙されてから，

その「行無上」が説かれている．そこに，本偈の形式からしても，世親

釈からしても，その六項目からなる「行無上」における波羅蜜多の独特

な性格が見られる．本偈と世親釈を含めて，以下にその箇所を示す．  

 

t a t r a  p r a t i p a t t y ā n u t t a r y aṃ  d a ś a p ā r a m i t ā p r a t i p a t t i t o  v e d i t a v y a m /  

p r a t i p a t t iḥ  t u  ṣ aḍ v i d h ā / /  V . 1 d / /  

t ā s u  p ā r a m i t ā s u /   

p a r a m ā t h a  m a n a s k ā r e ,  a n u d h a r m e  ' n t a v a r j a n e /  

v i ś i ṣ ṭ ā  c ā v i ś i ṣ ṭ ā  c a  /  V . 2 a b c /  

                                                                    
132 波 羅 蜜 多 に つ い て の 解 釈 は ， 瑜 伽 行 派 の 中 ， 『 瑜 伽 師 地 論 』 「 菩 薩 地 」 を 初 め

と し て ，多 く の 論 書 に 解 釈 さ れ る ．そ の 中 ，M S A，M S g，A S B h は 同 様 に ，数 s aṃ k h y ā，

相 l a k ṣ a ṇ a，次 第 a n u k r a m a，釈 名 n i r u k t i，修 b h ā v a n ā，差 別 p r a b h e d a，摂 s aṃ g r a h a，

所 対 治 v i p a k ṣ a，功 徳 g u ṇ a v a r ṇ a，相 互 決 択 a n y o n y a v i n i ś c a y a t ām と い う 十 項 目 で ，

詳 細 に 説 明 す る ． （ c f . 2 . 0 の 表 ）  
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i t y  e ṣ ā  ṣ a ḍ v i d h ā  p r a t i p a t t i r〈 後 略 〉 133  

そ の 中 ，行 無 上 な る こ と と は 十 波 羅 蜜 多 を 行 ず る こ と と し て で あ る と 知 ら

れ る べ き で あ る ．  

而 し て 行 は 六 種 が あ る ． （ V . 1 d）  

そ れ ら の 波 羅 蜜 多 に つ い て ，  

①最 勝 〔 行 〕 と ， ②作 意 に 関 す る 〔 行 〕 ， ③随 法 に 関 す る 〔 行 〕 ， ④

離 〔 二 〕 辺 に 関 す る 〔 行 〕 ， ⑤限 定 的 な 〔 行 〕 と ⑥非 限 定 的 な 〔 行 〕

で あ る ． （ V . 2 a b c）  

と い う ． こ れ ら が 六 種 の 行 で あ る ．  

 

まず，下線部で示したように，世親釈では「行無上」は十波羅蜜多を

行ずることと明記されている．この箇所の安慧釈は言うまでもなくその

世親釈と同様であり 134，またさらに，この理解は他の箇所にも確認でき

る．例として以下のようである．  

 

k iṃ  p u n a s  t a n  m a h ā y ā n aṃ ,  e t a d  e v a  t r i t a y aṃ  p r a t i p a t t i r  ā l a m b a n aṃ  

s a m u d ā g a m a ś  c a  /  t a t r a  p r a t i p a t t e r  ā n u t t a r y aṃ  d a ś a p ā r a m i t ā n i ṣ p ā d a k a t v aṃ  /  

p ā r a m i t ā n i ṣ p ā d a k a t v e  b o d h i s a t t v a p r a t i p a t t i r  ā n u t t a r y a m  u c y a t e /： ま た ， そ の

大 乗 と は 何 か ，ま さ に こ の 行 と 所 縁 と 修 証 と の 三 種 で あ る ．そ の 中 で ，行

無 上 と は 十 波 羅 蜜 多 を 完 成 さ せ る こ と で あ る ．［ 十 ］波 羅 蜜 多 を 完 成 す る

こ と に お い て 菩 薩 の 行 を 無 上 と 称 す る 135．  

 

要するに，「行無上」が十波羅蜜多行であることについては世親釈に

も安慧釈にも同様な理解が見られる．しかしながら，前述のように「行

無上」の項目は， 1 .「最勝行」， 2 .「作意行」， 3 .「随法行」， 4 .「離二

辺行」， 5 & 6 .「限定的 /非限定的な行」の六種であり，そのうち，波羅蜜

多に言及する箇所は 1 .「最勝行」と 5＆ 6 .「限定的 /非限定的な行」のみ

である．世親・安慧はどの根拠を以って，そのような「行無上」のすべ

                                                                    
133 M A V B h  [ S k t :  N a  6 0 . 1 0 - 1 8 ;  T a  3 7 . 9 - 1 5 ]  

134 C f . Y a .  2 0 1 . 1 1 - 2 2 ;  M s . 6 3 b 7 - 6 4 a 1 .  

135 [ Y a 1 9 9 , 1 9 - 2 3 ; P a 1 4 9 , 2 0 - 2 2 ; M s 6 3 a 5； P 3 3 4 a 1 - 2 ;  D 2 8 7 b 4 - 5 ]  
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ては十波羅蜜多の行であると解釈するのか．これについて，本偈の原意

を考察してみたい．  

前に引用している第 2 偈において，「行無上」の六種はその第１偈の  

p r a t i p a t t i を後分とする複合語として理解されるべきである．その中， 1

と 5 & 6 で は k a r m a d h ā r a y a と し て 用 い ら れ る の に 対 し て ， 2 , 3 , 4 で は

t a t p u r u ṣ a として用いられている．すなわち，これらのうち，前者の 1 と

5 & 6 は p r a t i p a t t i と直接的な関係，後者の 2 , 3 , 4 は間接的な関係として示

されているのである．では，なぜ同様な行無上の中に，そのような異な

る形式で表示されるのかという疑問が生じてくる．すなわち，「行無上」

の行（ p r a t i p a t t i） は 単 に 行 じ る・修行する の 意味 だと すれば， 2 .「作意

行」の， 3 .「随法行」の， 4 .「離二辺行」の「行」と， 1 .「最勝行」 5 & 6 .

「限定的 /非限定的な行」の行が異なって示されたのは何故かという疑問

である．これについては，前述の世親釈・安慧釈のように，その p r a t i p a t t i

は p ā r a m i t ā の p r a t i p a t t i であるということが適切な答えであると考えら

れる．  

また，この観点に関して， M A V−V の大きな分量を占めている「行無

上」の中で，最初の 1 .「最勝行」と最後の 5 & 6 .「限定的 /非限定的な行」

の位置は注目に値する．参照の便宜上，そのシノプシスの「行無上」の

部分のみをここに再び掲載する．  

 

1 .  最勝行   

1 . 1 最勝行      V .  2 d - 4 a b  

1 . 2 最勝行である十波羅蜜多   	 	 	  V .  4 c d - 6  

2 .  作意行   

2 . 1 三種慧及びその徳性    V .  7 - 8 a b  

2 . 2 十種法行及びその功徳    V .  8 c d - 1 0  

3 .  随法行（総説）     V .  1 1 a b  

3 . 1  無散乱転変     V .  1 1 c d - 1 2  

3 . 2  無顛倒転変     V .  1 3 - 2 2  

4 .  離二辺行      V .  2 3 - 2 6  

5 & 6 .   限定的 /非限定的な行    V .  2 7 a b  
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この「行無上」の構成で，特に「限定的 /非限定的な行」の位置から見

れば，六種の行を一つに結びつけ，「行無上」のすべてを波羅蜜多行と

関係させているように見える．すなわち，最初の 1 .「最勝行」は波羅蜜

多説に言及し，次の「作意行」など（ 2 , 3 , 4）は様々な教学を収め，そし

て最後の 5 & 6「限定的 /非限定的な行」は再び波羅蜜多説を説いているの

である．これも第 2 偈から示されたものとして考えられる 136．  

要するに，本偈においても世親釈・安慧釈においても，六項目からな

る行無上のすべては波羅蜜多行に包括されると理解されるのである．こ

のような波羅蜜多の包括的な性格は，同学派の大乗的修行道論を考察す

る際，見逃してはいけない点であると考えられる．  

 

ところで，同論では，三種無上の中，波羅蜜多は「行無上」だけでな

く，「所縁無上」とも関係づけられている．このことは当該箇所の説明

（ k k . 2 7 c d - 2 8 の 世 親 釈）にも見られるが，要約したものは以下の安慧釈に

確認できる．  

 

ā l a m b a n a s y a  p u n a ḥ  p ā r a m i t ā d a y o  d h a r m ā  d h a r m a d h ā t u ś  c a ,  a n e n a  h y  

ā l a m b a n e n a  b o d h i s a t t v ā n ām  a ś e ṣ a p a r ā r t h a k a r a ṇ a s ām a r t h y aṃ  b h a v a n t ī t y  a t a ḥ  

p a r ā r t h a k a r a ṇ a s ām a r t h y a h e t u t v a m  ā l a m b a n ā n u t t a r y aṃ  /  k iṃ  k ā r a ṇ aṃ ,  

t a d v a t t v ā t  t a d  ā l a m b a n aṃ  b o d h i s a t t v ā n ām  ā n u t t a r y a m  u c y a t e / 137  

そ し て 所 縁〔 無 上 〕は 波 羅 蜜 多 な ど で あ る 諸 法 お よ び 法 界 で あ る ．す な わ

ち ，こ の 所 縁 に よ っ て 菩 薩 た ち に は 利 他 を 残 り 無 く 達 成 す る 能 力 が 生 じ る ，

そ れ 故 に ，所 縁 無 上 と は 利 他 を 達 成 す る 能 力 の 原 因 で あ る こ と で あ る ．何

                                                                    
136 ま た 実 際 ， 「 作 意 行 」 な ど の 2 , 3 , 4 の 項 目 は 波 羅 蜜 多 に 包 括 さ れ る と い う ， 波

羅 蜜 多 説 と の 関 係 は ，こ の 他 に も 散 見 さ れ る ．例 え ば ，「 作 意 行 」の 世 親 釈 の 中

で は ， 次 の よ う に 解 釈 さ れ る ． [ N a . 6 3 , 4 - 6 ;  T a . 3 9 , 1 6 - 1 7 ]： d ā n ā d ī n y  a d h i k ṛ t y a  

y a t h ā p r a j ñ a p t ā n āṃ  s ū t r ā d i d h a r m ā ṇ āṃ  m a h ā y ā n e  m a n a s i k a r a ṇ a m  a b h ī k ṣ ṇ aṃ  

ś r u t a c i n t ā b h ā v a n ām a y y ā  p r a j ñ a y ā  m a n a s i k ā r a p r a t i p a t t i ḥ  /大 乗 に お い て 施 設 さ れ た

通 り の 経 な ど の 法 の 中 の 布 施 等 に つ い て ，聞 く こ と・思 考 す る こ と・修 習 す る こ

と か ら な る 慧 を 以 っ て 繰 り 返 し て 作 意 す る こ と は 作 意 行 で あ る ．  

137 S k t .  [ Y a 1 9 9 , 2 3 - 2 0 0 , 5 ;  P a 1 4 9 , 2２ - 2 5 ;  M s 6 3 a 6 - 7 ]； T i b .  [ P  3 3 4 a 2 - 4 ;  D  2 8 7 b 5 - 7 ]   
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故 な ら ば ，諸 菩 薩 は そ れ（ 利 他 を 達 成 す る 能 力 ）を 有 す る か ら そ の 所 縁 を

無 上 と 称 す る ．   

 

つまり，三種無上からなる第 V 章の中，「行無上」も「所縁無上」も

波 羅 蜜 多 と 関 わ っ て い る の で あ る ． 実 際 ， M A V の 全 体 か ら 見 れ ば ， 第

I V 章では声聞・独覚・菩薩という三乗共通の法行である三十七菩提分法

が述べられるのに対して，第 V 章では，菩薩のみの法行を説示している．

その法行（ p r a t i p a t t i）が所縁及び修証と相俟って，大乗の修行道体系と

しての「無上乗品」が構成されているのである 138．  

 

以上の検討から， M A V−V における波羅蜜多説は包括的な性格をもつ

も の と し て 説 か れ て い る と 言 え る ． 従 来 の 波 羅 蜜 多 の 説 明 と 異 な っ て ，

同文献における波羅蜜多説は，菩薩の行（ p r a t i p a t t i）であり，その行と

しての波羅蜜多の性質の方が強調されているということである．これが

同論における波羅蜜多教説の一つの特徴として考えられ，波羅蜜多の本

来の意味で，究極的，完成したなどのような意味であると理解されよう． 

また，直前に見た世親・安慧の註釈のように，波羅蜜多は行無上のみ

ならず，他の二つにも関わっているという点に，同論の修行道上に占め

る波羅蜜多の重要な位置づけが見出されるであろう．同論の第 I V 章と

併せて考えれば，従来の三乗共通の修行道に対して，不共なる菩薩の修

行道を波羅蜜多として意図的に区別した，大乗の特有の教学である波羅

蜜多説は，学派の大乗的修行道の基盤として考えられるのである．  

 

                                                                    
138 こ の M A V −V に お け る ， p r a t i p a t t i を 波 羅 蜜 多 と し て 説 明 す る こ と は ， 学 派 の 伝

統 に お い て 一 貫 し た も の で あ る ． （ 例 え ば ， M S A - I I I . 6； ）  
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1 . 2 . 2 波 羅 蜜 多 と 地 と の 関 係 か ら 見 た 瑜 伽 行 派 と D B S と の 関 係  

 

さて， M A V−V における独特な点に関して，本項では，前述 k . 2 7 a b に

説かれる十地と十波羅蜜多との配当関係（ 十 地 に お い て 限 定 的 な 〔 波 羅 蜜

多 行 〕と 非 限 定 的 な〔 波 羅 蜜 多 行 〕が あ る と 知 る べ き で あ る v i ś i ṣ ṭ ā  c ā v i ś i ṣ ṭ ā  c a  

j ñ e y ā  d a ś a s u  b h ūm i ṣ u  /  / V . 2 7 a b / /）を検討したい．実際，このような地と波

羅蜜多の説明に関しては，後述のように，管見の限り，瑜伽行派文献内

で M A V−V に初出するのである．以前の 1 . 1 . 1 . 5 & 6 にも述べたように，

この配当関係，特に十地の順序それぞれに十波羅蜜多の順序が配当され

るという点は， M A V−V において重要視されるものではない．それを強

調するのは教義的に違和感を与えることもあるが，当時活躍した瑜伽行

派はどのような勢力があったかを確認でき，当時のインド仏教の様子を

も窺えると考える．  

実は，その地と波羅蜜多との関係について，彼らの間に伝わっていた

ものが学派の文献に存在しており，また他に影響を与えているのである

139．これを検討するきっかけは，後述するように，現行の D B S にも記述

されるが，そもそも D B S の所説なのではない．それは，初期瑜伽行派の

間で伝わったものが D B S に逆に取り込まれる可能性もあると考えるか

らである．以下にそれを論証する．  

 

1 . 2 . 2 . 1  D B S に お け る 地 と 波 羅 蜜 多 と の 配 当 状 態  

 

まず，現行の D B S には十地の各地に十波羅蜜多のそれぞれを配当する

ことが説かれている 140．荒牧典俊［ 1 9 7 4  p . 3 8 0 註 2 と p . 3 9 4 註 5 2］が指

                                                                    
139 こ の 次 に 言 及 す る 現 存 サ ン ス ク リ ッ ト 『 十 地 経 』 と ， 本 稿 の 第 2 章 で 言 及 し て

い る 瑜 伽 行 派 内 の 文 献 の 他 ，チ ャ ン ド ラ キ ー ル テ ィ の『 入 中 論 』に お い て も こ の

地 と 波 羅 蜜 多 と の 配 当 関 係 が 記 述 さ れ て い る （ C f .瓜 生 津 ［ 2 0 1 2： 3 5 − 4 5］； 太 田

蕗 子 ［ 2 0 1 3： 1 1 − 2 1］ ） ． こ の 『 入 中 論 』 の 地 と 波 羅 蜜 多 と の 関 係 を ， チ ャ ン ド

ラ キ ー ル テ ィ の 菩 薩 道 思 想 と し て 捉 え る 研 究 も 存 在 し て い る （ C f． d e  l a  V a l l é e  

P o u s s i n [ 1 9 0 8 ]； C . W .  H u n t i n g t o n  [ 1 9 8 9 : 6 9 - 1 0 4 ] ;  太 田 蕗 子 ［ 2 0 1 3］ の 要 約 に も あ

る ） ．  

140  [ R y u k o  K o n d o .  p . 2 6 , 1 3 - 1 4 ] :  t a s y a  d a ś a b h y a ḥ  p ā r a m i t ā b h y o  d ā n a p ā r a m i t ā t i r i k t a t a m ā  
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摘するように，その配当関係は初期漢訳 D B S には見られない．現存の諸

本において，その配当関係については，以下の二通りのものが確認され

る．  

一つ目は，旧漢訳の①竺法護（ D h a r m a r a k ṣ a ,  2 3 0 ? - 3 1 6）訳『漸備一切智

徳経』T . 2 8 5  v o l . 1 0，②鳩摩羅什（ K u m ā r a j ī v a ,  3 4 4 - 4 1 3）訳『十住経』T . 2 8 6  

V o l . 1 0，③仏陀跋陀羅（ B u d d h a b h a d r a ,  - 4 0 6 -）訳『大方廣仏華厳経』（ 六

十 華 厳） T . 2 7 8  V o l . 9 であり，これら三本における地と波羅蜜多との配当

は部分的である．これを以下暫定的に形式 A と命名する 141．二つ目は，

この形式 A に対し，現行梵文 D B S 及び實叉難陀（ Ś i k ṣ ā n a n d a ,  - 6 9 5 -）訳

『大方広仏華厳経』（ 八 十 華 厳 ） T . 2 7 9  V o l . 1 0 などのように，十地と十

波羅蜜多とが一対一で配当されているものである．これを以下に形式 B

と命名する 142．  

 

 
                                                                                                                                                                                                         

b h a v a t i  /  n a  c a  p a r i ś e ṣ ā s u  n a  s a m u d ā g a c c h a t i  /  そ の 〔 菩 薩 〕 は 十 波 羅 蜜 多 の う ち で

は ，布 施 波 羅 蜜 多 を 重 点 的 に 修 行 す る ．と は い っ て も 他〔 の 波 羅 蜜 多 〕を 修 行 し

な い の で は な い ．  

	 同 様 な 言 い 方 で ， 後 の 各 地 に 各 波 羅 蜜 多 を 説 く 際 に も 繰 り 返 し て 使 わ れ て い る ．  

141 こ の 形 式 A に 関 し て 詳 細 な 検 討 は 本 稿 第 2 章 （ 2 . 1 . 3 . 1） に 譲 り た い ．  

142 こ れ ら の 両 表 に 用 い ら れ る 記 号 に 関 し て ， ◎ は 地 に 特 定 の 波 羅 蜜 多 を 修 習 し な

が ら 他 の 波 羅 蜜 多 も 修 習 ，● は 第 三 地 の み ，○ は 地 に 特 定 の 波 羅 蜜 多 の 修 習 ，△

は 地 に 波 羅 蜜 多 の 語 を も た な い が そ の 徳 目 の 修 習 ，と い う 説 示 形 式 を 指 す の で あ

る ．ま た ，＊ に つ い て 表 に 記 し た ロ ケ ー シ ョ ン は 松 田 和 信［ 1 9 9 6］の 写 本 A の み

を 代 表 と し て 挙 げ る ．  
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この配当関係の二通りの形式の問題に関して，世親『十地経論』の記

述は，形式 B と一致する．この点から荒牧典俊［ 1 9 7 4 同上］の指摘のよ

うに，『十地経論』が後の D B S に影響を及ぼした可能性もある．  

しかし，松田和信［ 1 9 9 6  p p . x v i - x v i i i］によって D B S の写本 A の成立

年代が 5 - 7 世紀頃と推定されている．これによれば，世親の『十地経論』

はこの梵本の影響を受けたと推測することもできる．つまり，世親の活

躍年代と写本 A の年代の前後が判断できないため，D B S と関連文献にお

い て ， ど の 文 献 か ら そ の 配 当 関 係 が 始 ま る か は 判 断 し が た い の で あ る ．

この問題を解決するため，以下は違う方法論で，D B S の思想内容を考察

する．  

 

1 . 2 . 2 . 2  D B S に お け る 地 と 波 羅 蜜 多 と の 関 係 に つ い て  

 

まず，上の A と B の二形式のうち，「 ◎」で示したものに注目したい．

つまり，形式 A の一部，第二地と戒波羅蜜多との関係のようなものが，

形式 B の全体に展開されているように見える．その十地と十波羅蜜多と

の配当関係が D B S 自体の思想であるならば，なぜ最初期に説かれないの

かという大きな問題が生じるであろう．さらに，この第二地と戒波羅蜜

多との配当関係の内容を検討すると，次の通りである．  

 

《 鳩 摩 羅 什 訳 》 T 2 8 6 . 1 0 . 5 0 5 c 2 9 - 5 0 6 a 5： 住 是 離 垢 菩 薩 地 中 ． 多 百 ・ 多 千 ，

乃 至 無 量 百 千 萬 劫 離 慳 貪 破 戒 垢 故 ，浄 修 布 施 持 戒 ．菩 薩 爾 時 ，於 四 攝 法 中 ，

愛 語 偏 多 ． 十 波 羅 蜜 中 ， 戒 波 羅 蜜 偏 勝 ． 餘 波 羅 蜜 非 不 修 集 ， 但 隨 地 増 長 ．

諸 佛 子 ． 是 名 菩 薩 摩 訶 薩 第 二 離 垢 地 ． 143  

                                                                    
143 《 竺 法 護 訳 》 『 漸 備 一 切 智 徳 経 』 T 2 8 5 . 1 0 . 4 6 7 b 8 - 1 4： 菩 薩 如 是 在 此 開 士 離 垢 之

地 ，於 無 央 數 億 百 千 姟 兆 載 劫 中 所 受 身 形 ，不 懷 貪 嫉 犯 戒 垢 濁 無 益 之 業 ，行 於 四 恩 ．

惠 施 仁 愛 ．利 人 等 利 ．救 濟 合 聚 衆 生 ．拔 衆 危 厄 ．十 度 無 極 勤 修 精 進 ，戒 度 無 極 悉

爲 具 足 不 使 乏 少 ． 又 族 姓 子 ． 菩 薩 已 能 奉 此 初 第 一 住 ． 有 第 二 住 名 曰 離 垢 ．  

《 仏 馱 跋 陀 羅 訳 》 T 2 7 8 . 9 . 5 5 0 a 1 7 - 2 1： 住 離 垢 地 ，若 干 百 千 乃 至 無 量 百 千 萬 劫 ，遠 離

慳 貪 破 戒 垢 故 ． 浄 修 布 施 持 戒 功 徳 ． 菩 薩 爾 時 於 四 攝 法 愛 語 偏 多 ， 十 波 羅 蜜 戒 波

羅 蜜 偏 勝 ， 餘 波 羅 蜜 亦 皆 修 集 ， 隨 地 増 長 ． 仏 子 ． 是 名 菩 薩 摩 訶 薩 第 二 離 垢 地 ．  
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これは離垢地の名を説明するものである．戒波羅蜜多が第二地に登場

する理由は，戒律の無犯が離垢であるからである．形式 A の「 ◎」はこ

の第二地のみである．  

次に，形式 A の「 ○」について，そこで示した般若波羅蜜多が第六地

に登場するの別のパターンとしてである．次はその一節の諸本を掲載す

る．   

 

《 竺 法 護 訳 》T 2 8 5 . 1 0 . 4 7 7 a 1 0 - 1 1 :行 智 度 無 極 號 無 礙 慧 門 ，漸 修 熟 志 学 至 照 曜 ．  

《 鳩 摩 羅 什 訳 》 T 2 8 6 . 1 0 . 5 1 5 b 2 8 - 2 9 :  即 時 得 無 障 礙 般 若 波 羅 蜜 光 明 現 在 前 ．  

《 佛 馱 跋 陀 羅 訳 》 T 2 7 8 . 0 9 . 5 5 9 b 1 1 - 1 2 :  即 得 無 障 礙 般 若 波 羅 蜜 光 明 現 在 前 ．  

[ K o n d o . e d . 1 0 3 , 1 - 2 ;  M a t s u d a .  M s . A . 2 8 b 5 ] :  t a s m i m  a s aṃ g a j ñ ā n ā b h i m u k h o  n ām a  

p r a j ñ ā p ā r a m i t ā v i h ā r a  ām u k h ī b h a v a t y  a v a b h ā s a y o g e n a  /  彼 に は 「 無 着 智 の 現

前 」と い う 名 の ，般 若 波 羅 蜜 多 の 行 が 現 在 前 と な る ，明 ら か に 顕 現 す る か

ら で あ る ．  

 

こ の 箇 所 で は ， 梵 文 の ロ ケ ー シ ョ ン で 示 さ れ た よ う に ， 上 記 の

M a t s u d a . e d の ロ ケ ー シ ョ ン と 前 述 の 形 式 B に 示 し た も の （ M s . A . 2 9 b 5 ;  

K o n d o . 1 0 5） と は 異 な っ て い る ． し か も ， 旧 訳 に お い て ， こ の 箇 所 は 般

若波羅蜜多の語が現れるところである．すなわち，形式 B に示した般若

波羅蜜多と現前地との対応関係は，旧本の形式 A から発展したものでは

なく，挿入されたものであると判断できる 144．  

さらにまた，その地と波羅蜜多との配当関係に関して，もう一つの重

要な根拠は，その形式 A の「 ●」で示した第三地に対して忍辱と精進の

二つの波羅蜜多を配当することが挙げられる．よってこのパターンに基

づいては，各地に各波羅蜜多が配当されるという発展はできないのであ

                                                                    
144 筆 者 は ， 拙 稿 ［ 2 0 1 6 : 1 4 9］ に お い て ， こ の 箇 所 は 第 六 現 前 地 の 名 を 解 釈 す る 箇

所 と し て 理 解 し た ． し か し ， 今 回 諸 本 を 対 照 し な が ら 改 め て 読 む と ， 「 現 在 前 」

や 般 若 波 羅 蜜 多 の 語 が 現 れ て い る が ，第 六 現 前 地 の 名 を 解 釈 す る 所 で は な い と 解

っ た ． い ず れ に せ よ ， 十 地 と 十 波 羅 蜜 多 と の 配 当 関 係 は D B S の 本 来 の も の で な

い と い う 論 証 の 根 拠 に あ る も の で あ る が ，そ の 誤 読 に つ い て こ こ に 訂 正 さ せ て い

た だ き た い ．  
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る．  

 

要するに，上述の形式 A に見られる三つのパターンから，同経におけ

る地と波羅蜜多との関係はどのようなものかがわかるのである．すなわ

ち，D B S 自体には本来，そのような地と波羅蜜多との配当関係が意図さ

れていないのである．また第二離垢地と戒波羅蜜多を除いては，形式 B

に示された「 ◎」のものはすべて挿入されたものであると言える．しか

も，第二離垢地と戒波羅蜜多との関係については，その第二離垢地の名

称を解釈するものであるため，このようなパターンで，他の地に応用す

ることはできない 145．それ故，この第二地のパターンから他の地にも同

様に展開されるとは言えないのである．   

そして，注目したいもう一点は，十地を主題とする D B S において，波

羅蜜多をどのように扱うかであり，それがこの問題の鍵となる．しかし，

同経には十地が主に説かれているが，その十波羅蜜多はあくまで他のも

のと並記される一つの法行であり，特に重要視されていない．また，波

羅蜜多の法数も六や十あるいは諸波羅蜜多と一定しない 146．これらの点

を以って，D B S 自体は，各地に各波羅蜜多を配当する特別の意図をもた

ないと想定され，それは他の伝承から挿入されたものであると考えられ

る．  

 

1 . 2 . 2 . 3 瑜 伽 行 派 か ら 『 十 地 経 』 へ の 論 証  

 

以上のように，形式 B の地と波羅蜜多との配当関係は他の文献から取

り込まれたものであると推測される．これについて，世親の『十地経論』

がその形式 B と一致するため，荒牧典俊［ 1 9 7 4］は同論に説かれるもの

が本経へ取り込まれた可能性があると指摘している．  

                                                                    
145 D B S の 地 の 名 称 を 解 釈 す る 文 脈 で 波 羅 蜜 多 と 関 連 す る も の は ， こ れ ら の 二 つ の

み で あ る ．伊 藤 瑞 叡「 十 地 経 に お け る 十 地 の 名 称 に つ い て 」［ 1 9 7 2］（ 上 ）［ 1 9 7 4］

（ 中 ） ［ 1 9 7 4］ （ 下 ） の 一 連 の 研 究 が あ る ．  

146 本 稿 2 . 1 . 3 . 1 註 1 7 7 を 参 照 ．  
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し か し な が ら ， 世 親 の 生 没 年 代 と 同 経 の 最 古 の 梵 文 写 本 147（ M a t s u d a

［ 1 9 9 6］）の推測される年代はほぼ同時である．この場合，二つの可能

性が推測される．すなわち，その地と波羅蜜多との配当関係は世親以前

既に説かれていた可能性もあるのである．しかし，その文献の年代順が

たとえ想定可能だとしても，直前に述べたように，D B S 自体が波羅蜜多

という法行を重要視していない，つまり，波羅蜜多という素材がないた

め，そのような地と波羅蜜多との配当関係へ発展する根拠がないのであ

る．また，たとえその第二の可能性として，他の文献からの理解を併せ

て世親が十地と十波羅蜜多との配当関係を解釈したと仮に推測する．こ

の場合，世親が独自に解釈していたと理解される．しかしながら，その

ような世親の勝手な解釈に対して D B S の担い手が容易に認めて経典へ

持ち込んだとは考えがたいのである 148．  

以上の点をもって，十地と十波羅蜜多との配当関係は瑜伽行派の伝統

から持ち込まれていることを提示する．この場合，瑜伽行派の修行道論

の構成要素に注目したい．一般に，修行道論といえば，基本的には修行

する方法とその修行によって獲得される結果（階位）という方式で考え

てよい 149．後述するように，学派の初期文献（ B B h など）から，瑜伽行

派における波羅蜜多行は菩薩（修行者）の基盤的な修行であると確信さ

れ る ． ま た ， そ れ ら の 文 献 に お い て も 修 行 階 位 （ b hūm i） と し て 十 地 に

言 及 さ れ る こ と も 確 認 さ れ る ． 瑜 伽 行 派 に お け る こ れ ら の b hūm i 説 と

p ā r a m i t ā 説の要素をもって，その十地と十波羅蜜多との配当関係は，同

学派の修行道論において確立されたものであって，D B S に持ち込まれた

可能性がある．  

では，同学派の文献といえば，いったいどの文献であるのか．同学派

の波羅蜜多説に関しては，後に述べるように，六波羅蜜多と十波羅蜜多
                                                                    
147 D B S の す べ て の 写 本 の 年 代 に 関 し て は ，A . Y u y a m a  [ 1 9 9 6 ]や 金 京 南［ 2 0 0 9］な ど

の 研 究 が あ る ．  

148 こ の 十 地 と 十 波 羅 蜜 多 と の 配 当 関 係 に つ い て は ，高 崎 直 道「 1 9 8 3： 2 6 − 2 7」に お

い て も 言 及 さ れ て い る ．し か し ，同 論 文 は ，十 波 羅 蜜 多 が『 十 地 経 』の 第 七 地 や

「 離 世 間 品 」の 記 述 に 見 ら れ る こ と に 止 ま る ．十 波 羅 蜜 多 に つ い て は 本 稿 第 2 章

に 論 じ る ．  

149 C f .「 序 論 」 註 5．  
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という法数の問題が存在している．しかし，前述の M A V においては，

十波羅蜜多が主となり，その条件を満たしていると考えられる．  

つまり，同学派の B B h などにおいて実践行の波羅蜜多と十地が重要視

されたことがその背景にあり，当時インド仏教（ C E . 3 - 5）においてその

ような理解は一般的な知識になっていたため，それが世親の著作におい

ても D B S においても現れるようになったと理解される．すなわち，十地

と十波羅蜜多との配当関係は，修行階位と波羅蜜多説を重要視している

初期瑜伽行派の伝統に基づくものと見なすべきである．その起源として，

十波羅蜜多を重視する M A V，前に示したその第 V 章，極めて簡潔な一

句，「 十 地 に お い て 限 定 的 な 〔 波 羅 蜜 多 行 〕 と 非 限 定 的 な 〔 波 羅 蜜 多 行 〕 と

知 る べ き で あ る v i ś i ṣ ṭ ā  c ā v i ś i ṣ ṭ ā  c a  j ñ e y ā  d a ś a s u  b h ūm i ṣ u  /  /」という第 2 7 偈

a b 句が挙げられる．  

 

  

1 . 2 . 3 ま と め  

 

以上の， M A V−V における波羅蜜多の独特な点として， 1 . 2 . 1 と 1 . 2 . 2

を以って， M A V−V における波羅蜜多の特徴を指摘した．  

その 1 . 2 . 1 波羅蜜多が包括的な性格を有することに関して，世親・安

慧釈から本偈まで考察して，1 .「最勝行」，2 .「作意行」，3 .「随法行」，

4 .「離二辺行」，5 & 6 .「限定的 /非限定的な行」の六種からなる「行無上」

のすべては波羅蜜多行であることを見出した．  

そして，その 1 . 2 . 2 において， D B S における十地と十波羅蜜多との配

当関係は M A V−V に説かれるものから始まるという点に関して， D B S に

おける十地と十波羅蜜多説との関係を検討した．その結果，確かに十地

も十波羅蜜多も D B S の思想であるが，その「十地と十波羅蜜多との配当

関係」はそもそも D B S の思想ではないとし，その起源として大乗修行道

論が確立されていた瑜伽行派の M A V の記述を提供できた．   
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1.3 小 結 	

 

本 章 で は ， 『 中 辺 分 別 論 』 第 V 章 「 無 上 乗 品 」 の 研 究 と い う 大 ま か

な 課 題 で ， 主 に そ の テ キ ス ト の 内 容 や 関 連 す る い く つ か の テ ー マ を 概

観 す る こ と に 止 ま っ た ．  

ま ず ， 1 . 1 に お い て「 行 無 上 」「 所 縁 無 上 」「 修 証 無 上 」と い う「 無

上 乗 品 」の 内 容 の 全 て を 考 察 す る こ と は そ の 重 点 で あ る ．だ が ，「 1 . 1 . 5

ま と め 」 に も 述 べ た よ う に ， 本 稿 で は そ れ ら の 内 容 を よ り 詳 細 に 検 討

す る こ と が で き な か っ た ． 一 方 で ， そ こ に M A V −V の 全 体 の 内 容 が 要

約 さ れ ， そ の 内 容 に 関 わ る 問 題 点 ， 同 学 派 の 先 行 文 献 に お け る 関 連 記

述 や ， そ の 思 想 史 背 景 が 明 ら か に な っ た ．  

そ の 1 . 1 を ふ ま え て ， 1 . 2 で は M A V −V に 見 ら れ る 波 羅 蜜 多 説 の 特 殊

性 と し て ， 包 括 的 な 性 格 を 有 す る 波 羅 蜜 多 教 説 と ， 十 地 ・ 十 波 羅 蜜 多

の 配 当 関 係 に つ い て の 二 点 を 論 じ た ． そ の 結 果 と し て 直 前 に も 述 べ た

よ う に ， 波 羅 蜜 多 の 包 括 的 な 性 格 か ら 大 乗 的 な 修 行 と 見 做 す こ と は ，

大 乗 の 修 行 階 位 と 相 俟 っ て ，大 乗 的 修 行 道 論 が 成 立 す る こ と と 繋 が る ．

こ の よ う な 瑜 伽 行 派 に お け る 地 ・ 波 羅 蜜 多 の 関 係 を 以 っ て ， D B S に お

け る 十 地 と 十 波 羅 蜜 多 の 配 当 は ，瑜 伽 行 派 の 間 に 伝 わ っ て い た も の が ，

経 典 に 取 り 込 ま れ た ， と い う 論 か ら 経 へ の 影 響 を 提 示 す る こ と が で き

た ．  

  

序 論 に も 述 べ た 長 尾 氏 の 指 摘 で ，第 I 章「 相 品 」と 第 I I I 章「 真 実 品 」

と こ の 第 V 章 が M A V の 重 要 な 箇 所 で あ る こ と は ， 瑜 伽 行 派 の 教 学 で

あ る 唯 識 説 ・ 三 性 説 ・ 菩 薩 道 と い う 三 基 軸 が そ れ ら の 三 品 に 対 応 し て

い る と い う こ と で あ る ． そ れ 以 来 ， こ の 第 V 章 を 独 立 の 研 究 対 象 と す

る 試 み は な さ れ て い な か っ た が ， 同 論 に お け る 菩 薩 道 思 想 の 解 明 に あ

た り ， こ の 第 V 章 を 見 逃 す こ と は 決 し て あ り え な い ． ま た 同 学 派 の 大

乗 的 修 行 道 論 の 形 成 と 展 開 と い う 視 点 で こ の 章 を 検 討 す る こ と は 妥 当

で あ る と 改 め て 思 わ れ る ． 次 の 第 二 章 や 第 三 章 で は そ の 同 学 派 の 大 乗

的 修 行 と そ の 修 行 に よ っ て 得 ら れ る 階 位 を よ り 深 く 考 察 す る ．  
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第 ２ 章  瑜 伽 行 派 に お け る 波 羅 蜜 多 教 説  

 

2 . 0 	 波 羅 蜜 多 説 の 概 観 	

 

仏教の文献において波羅蜜多という概念には複雑な課題がある．以前

に 述 べ た よ う に ， 波 羅 蜜 多 （ p ā r a m i t ā） の 語 源 ・ 語 義 に つ い て も そ の 課

題が現れており，到彼岸か完成行かあるいは勝れた実践行かという意味

を支持する文献がそれぞれ存在しているので，文献ごとの解釈によって

理解すべきである．おそらくこの語源・語義の複雑さに伴って，「波羅

蜜多を行じる」と表現する例もあり，時には「波羅蜜多を得る」と表現

する例もしばしば見られる．これは波羅蜜多の広義さと二側面を意味し

ているのである 150．  

既に先学によって指摘されたように 151，仏教文献において，この波羅

蜜多の語は，非常に早い時期に現れるといわれている．それが仏伝文学

における菩薩行の概念の根幹でもあり，また，その波羅蜜多の一つであ

る般若波羅蜜多は，大乗経典特に般若経典群では骨子の概念としても知

られている．瑜伽行派においては，前にも述べたように，菩薩道思想が

導入された B B h 以来，「波羅蜜多」という概念もその思想において大切

な要素となっている．冒頭の「種姓品」において，波羅蜜多が菩薩の「種

姓の相」として示され 152，その後の各章においてもしばしばそれらの波

                                                                    
150 こ の 「 行 ず る 」 と 「 得 る 」 と い う 波 羅 蜜 多 の 二 側 面 に 関 し て ， M S g に お け る 浄

勝 意 楽 の 語 の 検 討 で 論 じ て い る の で ，本 稿 の 3 . 2 . 1 . 2 浄 勝 意 楽 に 関 し て の M S g の

用 例 を 参 照 さ れ た い ．  

151 こ れ に 関 し て ， 代 表 と し て ， 山 田 龍 城 ［ 1 9 5 9 : 1 5 0 − 1 5 8］ や ， 平 川 彰 ［ 1 9 6 8］ な

ど の 研 究 が あ る ． そ れ ら の 要 約 と し て ， 三 枝 充 悳 ［ 1 9 8 1： 1 3 4 − 1 4 0］ が 挙 げ ら れ

る ．ま た ，波 羅 蜜 多 の 系 譜 を 主 題 と し て 初 期 仏 教 か ら 大 乗 仏 教 の 文 献 へ の 検 討 は

鈴 木 広 隆 ［ 1 9 9 9］ が あ る ．  

152 C f . [ W o g i h a r a . p . 4 ,  1 3 - 1 5 ] ;  [ T 1 5 7 9 . 3 0 . 4 7 9 a 1 1 - 1 2 ]：[ W o g i h a r a .  p . 4 ,  1 3 - 1 5 ] :  ṣ a ḍ  i m ā n i  

b o d h i s a t t v a s y a  p ā r a m i t ā n āṃ  g o t r a l i ṅ g ā n āṃ  s a m p a d y a n t e .  y a i r  e v aṃ  p a r e  s aṃ j ā n a t e  

b o d h i s a t t v o  ' y a m  i t i ;  [ T 1 5 7 9 . 3 0 . 4 7 9 a 1 1 - 1 2 ] :  又 諸 菩 薩 有 六 波 羅 蜜 多 種 姓 相 ． 由 此

相 故 令 他 了 知 眞 是 菩 薩 ．   
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羅蜜多が説かれているのである．また特に，その B B h において六波羅蜜

多 が 六 章 と し て 広 く 説 明 さ れ て い る ． こ の 波 羅 蜜 多 の 解 釈 に 関 し て は ，

B B h の他，同学派の文献においても重要視され，波羅蜜多の様々な側面

が詳細に解釈されている．それらの文献において解釈されたものを要約

にすれば，次のような表で示される 153．  

 

 

瑜 伽 行 派 諸 論 書 に お け る 波 羅 蜜 多 解 釈 の 組 み 合 わ せ の 表  

 

 

 

これは，類似の解釈として，『解深密経』（ S aṃ d h i n i r m o c a n a  S ū t r a :  S N S）

と「摂決択分」（ V i n i ś c a y a s aṃ g r a h a ṇ ī :  V i S g）は一つのグループに，『大

乗荘厳経論』（ M a h ā y ā n a s ū t r ā l aṁ k ā r a：M S A），『阿毘達磨集論』（ A S / A S B h），

『摂大乗論』（ M S g）は別のグループに分類されるのである．  

さて，波羅蜜多の法数に関しては，それぞれの伝統によってさまざま

な数が存在しているので，非常に複雑な状況である．既に先学によって

                                                                    
153 本 表 は ， 本 稿 第 一 章 「 1 . 1 . 1 . 1 . 1」 に 掲 載 し た も の で も あ る ．  

ƿ�ȴƜ5��EƚȐȲñÈą5.�0ʫV .  A n hʬ  
 

 

���

�ƿ�ȴƜɓɑų5��EƚȐȲñȿɽ6Ȅ=ÏH'6ȶ  

 

 

��Ȩȭç�
�Ø�5Ɍ�FEȨȭ6»r�2»ç6ɼȏȶ  
ƿ�ȴƶȠʎ�Ñ  �»çȅ�2Ȇ9  

ʰǪø� � gotra-vihāra  
ʱ¸ȿȴ� � adhimukti-caryā-vihāra  
ʲƆƎÞ� � pramudita-vihāra ƎÞʫ554c6-556b18ʬ 
ʳîcņ� � adhiśīla-vihāra ʕéʫ556b28-557a13ʬ 
ʴîcĴ� � adhicitta-vihāra ǋ�ʫ557a14-558a4ʬ 
ʵȻ¨ǔĶîcŁ�  
� bodhi-pakṣa-pratisaṃyukto 'dhiprajñā-vihāra 

ƪŁʫ558a5-b22ʬ  

ʶɓɒǔĶîcŁ�  
� satya-pratisaṃyukto 'dhiprajñā-vihāra 

ʖ¸ʫ558b23-559a20ʬ  

ʷȌɞƝɥƏĺǔĶîcŁ�  
pratītya-samutpāda-pravṛtti-pratisaṃyukto 
'dhiprajñā-vihāra 

ƽ¯ʫ559a21-c18ʬ  

ʸŶ³ȴŶ²ǂƫǔ�  
� sābhisaṃskāraḥ sābhogo nirnimitto vihāra 

ɷȴʫ559c19-560c12ʬ  

ʰʯƫ³ȴƫ²ǂƫǔ�  
� � anabhisaṃskāro 'nābhogo nirnimitto vihāra 

e·ʫ560c13-561b14ʬ 

ʰʰƫǟȿ�� � pratisaṃvid-vihāra ÝŁʫ561b15-c11ʬ 

 SNSʫ705a4-707c10ʬ 
ViSgʫ730c4-733b4 
 
1ȉɌ 
2büŇŔ 
3ǦůŇŔ 
4tǪǔĶĩü 
5 ƫƢƫî 
6ßƫƢƫî 
7ƍǴ 
8Øʤė« 
9ɽÑ 
10ğòǶtǔ 
11ážƫč 
12ŀȲʙŀĬž 
13Ŵ¸ùĳ 
14á^ž^Ȓ¬ 
15ȳǁȠƅɳô 
16~ȣȤÇɓƙƫȠĹĹ 
17bǪƚȐȲñ 

 
 

MSA. 
XVI 

AS / 
ASBh.§131 
 

MSg.IV 

1Ŝ saṃkhyā k. 2-7 pp. 640-
643 

pp. 
115- 

2ǔ lakṣaṇa k. 8-13 pp. 645-
647 

pp. 
120- 

3ƍǴ anukrama k. 14 pp. 649-
651 

pp. 
124- 

4ɽÑ nirukti k. 15 pp. 653-
659 

pp. 
125- 

5� bhāvanā k. 16 pp. 661-
671 

pp. 
129- 

6ė« prabheda k.17-
28 

pp. 673-
677 

pp. 
141- 

7Ŕ saṃgraha k. 29 p. 679 pp. 
145- 

8ŇĈƘ vipakṣa k.30-
35 

p. 681 pp. 
147- 

9²ĳ guṇavarṇa k.36-
70 

p. 681 pp. 
148- 

10ǔsƗŉ
anyonyaviniścayatām 

k. 71 pp. 683-
685 

pp. 
151- 
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指摘されたように，初期経典や，南伝パーリ文献 154，また阿毘達磨部派

仏教においても，波羅蜜多の法数はそれぞれ異なっており，また，その

法数の相違に関する議論も存在している．例えば，有部系の文献『大毘

婆沙論』において，四波羅蜜多（ 布 施 ・ 持 戒 ・ 精 進 ・ 般 若）と六波羅蜜多

の二説とが挙げられる 155．そのうち，六波羅蜜多は，カシュミール有部

の 四 波 羅 蜜 多 に 忍 辱 と 静 慮 あ る い は 忍 辱 と 聞 を 加 え る も の で あ る と い

う二説がある．またそれらは有部の四波羅蜜多に包括されるのであると

解釈されている 156．  

大乗の文献には，初期以来『六波羅蜜経』という経名さえあり 157，六

波羅蜜多が主として定着しているように思われる．しかしながら，その

大乗経典では，六波羅蜜多のみならず，十波羅蜜多という法数も存在し

ており，この両者は瑜伽行派において混合されている．とはいえ，後述

するように，瑜伽行派における波羅蜜多説は六波羅蜜多か十波羅蜜多か

いずれかの法数を支持するわけではない．同学派における波羅蜜多説は，

前章に見た M A V−V の波羅蜜多説のように，「勝れた菩薩実践行」とい

う意味で，波羅蜜多が包括的な性格を有していると言える．このような

                                                                    
154 パ ー リ 仏 教 文 献 に お け る 波 羅 蜜 多 に つ い て ， 勝 本 華 蓮 ［ 2 0 0 2］ な ど の 研 究 に よ

れ ば ，十 種 や 三 十 種 の 波 羅 蜜 多 も あ る ．す な わ ち ，十 波 羅 蜜 多 と は（ 1）施 d ā n a，

（ 2） 戒 s ī l a， （ 3） 出 離 n e k k h a m m a， （ 4） 慧 p a ñ ñ ā， （ 5） 精 進 v i r i y a， （ 6） 忍

k h a n t i，（ 7）真 実 s a c c a，（ 8）決 定 a d h i ṭ ṭ h ā n a，（ 9）慈 m e t t ā，（ 1 0）捨 u p e k k h ā

で あ る ． こ れ ら の 十 種 に は そ れ ぞ れ p ā r a m i t ā（ 波 羅 蜜 多 ） ，  u p a p ā r a m i t ā（ 副 次

的 /増 上 波 羅 蜜 多 ）， p a r a m a t t h a p ā r a m i t ā（ 最 上 の 波 羅 蜜 多 ）と い う 三 段 階 が あ り ，

全 て で 三 十 波 羅 蜜 多 と な る と い う 注 釈 も あ る ．   

155 こ の 議 論 を 扱 う の は ， 三 枝 充 悳 ［ 1 9 8 1］ な ど で あ る ．  

156 T 1 5 4 5 . 2 7 . 8 9 2 b 2 1 - c 4 :  外 國 師 説 ．有 六 波 羅 蜜 多 ．謂 於 前 四 加 忍 靜 慮 ．迦 濕 彌 羅 國

諸 論 師 言 ．後 二 波 羅 蜜 多 即 前 四 所 攝 ．謂 忍 攝 在 戒 中 ．靜 慮 攝 在 般 若 ．戒 慧 満 時 即

名 彼 満 故 ．復 有 別 説 ．六 波 羅 蜜 多 ．謂 於 前 四 加 聞 及 忍 ．若 時 菩 薩 能 遍 受 持 如 來 所

説 十 二 分 教 ．齊 此 聞 波 羅 蜜 多 名 爲 圓 満 ．若 時 菩 薩 自 稱 忍 辱 被 羯 利 王 割 截 支 體 ．曾

無 一 念 忿 恨 之 心 ．反 以 慈 言 誓 饒 益 彼 ．齊 此 忍 波 羅 蜜 多 名 爲 圓 満 ．此 二 亦 在 前 四 中

攝 ．忍 如 前 説 ．聞 攝 在 慧 ．雖 諸 功 徳 皆 可 名 爲 波 羅 蜜 多 ．而 依 顕 了 増 上 義 説 ．故 唯

有 四 ．  （ 国 訳 毘 曇 部 1 6 , p . 6 9 を 参 照 ．と こ ろ で ，佐 々 木 閑［ 2 0 0 5］の 対 照 表 に よ

れ ば ， こ の 箇 所 は 他 の 婆 沙 論 と 対 応 す る 部 分 で な い ） ．  

157 『 六 波 羅 蜜 経 』 に 関 し て の 研 究 は 平 川 彰 ［ 1 9 6 8］ ［ 1 9 7 1］ な ど が あ る ．  
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波羅蜜多の性格は，般若波羅蜜多の性格でもある．これと関連して，実

際の思想史上，同学派の後期の文献においても，般若波羅蜜多のみを主

に言及するということがある 158．つまり，同学派の波羅蜜多説は最終的

に般若波羅蜜多であると見なされるのである．  

本章では，瑜伽行派における波羅蜜多教説に関わるいくつかの問題を

検討していく．  

 

                                                                    
158 例 え ば ， D i g n ā g a の P P P S， J ñ ā n a g a r b h a の b h ā v a n ā v a t ā r a ,  R a t n a k ā r a ś ā n t i の P P U

な ど に お い て 見 ら れ る ．  
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2.1	瑜伽行派の十波羅蜜多説の起源 	

 

前に述べたように， B B h 以来，瑜伽行派において波羅蜜多説が重要視

されている．しかし，この文献に説かれる波羅蜜多には六と十の法数が

混在している．六波羅蜜多の方が主要なものであるが，なぜか十波羅蜜

多も説かれている．その十波羅蜜多がどんな文献から影響されたのかを

明らかにすることが本項の目的である．その起源背景を探求するために，

以下は同学派で初めて十波羅蜜多の定義を説いた『菩薩地』「行品」の

一節を取り上げ，その内容を考察する．   

 

 

2 . 1 . 1『 菩 薩 地 』「 行 品 」 に お け る 十 波 羅 蜜 多 の 後 四 の 説 相  

 

B B h「行品」において十波羅蜜多の後四は次のように説かれている．  

 

t a t r a  ṣ a ṭ  c a  p ū r v a n i r d i ṣ ṭ ā ḥ  p ā r a m i t ā ḥ  /  u p ā y a k a u ś a l y a p ā r a m i t ā  c a  

p r a ṇ i d h ā n a p ā r a m i t ā  c a  b a l a p ā r a m i t ā  c a  j ñ ā n a p ā r a m i t ā  c a  /  i t īm ā  d a ś a p ā r a m i t ā  

a b h i s a m a s y a  p ā r a m i t ā c a r y e t y  u c y a t e  /  t a t r a  ①  d v ā d a ś ā k ā r aṃ  p ū r v a n i r d i ṣ ṭ aṃ  

u p ā y a k a u ś a l y a m  u p ā y a k a u ś a l y a p ā r a m i t ā  /  p a ñ c a  p ū r v a n i r d i ṣ ṭ ā n i  p r a ṇ i d h ā n ā n i  

p r a ṇ i d h ā n a p ā r a m i t ā  /  d a ś a b a l a p r a y o g a v i ś u d d h i r  b a l a p ā r a m i t ā  /  s a r v a d h a r m e ṣ u  

y a t h ā v a d v y a v a s t h ā n a j ñ ā n aṃ  j ñ ā n a p ā r a m i t ā  /  t a t r a  p a r a m ā r t h a g r a h a ṇ a p r a v ṛ t t ā  

p r a j ñ ā  p r a j ñ ā p ā r a m i t ā  /  s aṃ v ṛ t i g r a h a ṇ a p r a v ṛ t t ā  p u n a ḥ  j ñ ā n a p ā r a m i t ā  /  i t y  

a y a m  a n a y o r  v i ś e ṣ a ḥ  /   

② a p a r a ḥ  p a r y ā y a ḥ  /  a p r a m ā ṇ a j ñ ā n a t ā  u p ā y a k a u ś a l y a p ā r a m i t ā  /  

u t t a r o t t a r a j ñ ā n a v a i ś e ṣ i k a t ā p r ā r t h a n ā  p r a ṇ i d h ā n a p ā r a m i t ā  /  s a r v a m ā r a i r  

m ā r g ā n ā c c h e d y a t ā  b a l a p ā r a m i t ā  /  y a t h ā v a j j ñ e y ā v a b o d h a t ā  j ñ ā n a p ā r a m i t ā / 159  

そ し て そ の 中 ，前 に 説 か れ た 六 波 羅 蜜 多 と 方 便 善 巧 波 羅 蜜 多 と 願 波 羅 蜜 多

と 力 波 羅 蜜 多 と 智 波 羅 蜜 多 ，と い う こ れ ら の 十 波 羅 蜜 多 は 総 括 し て 波 羅 蜜

多 行 と 呼 ば れ る ． そ の 中 ， ①前 に 説 か れ た 十 二 行 相 の 方 便 善 巧 160が 方 便 善

                                                                    
159 磯 田 1 9 9 5  p p . 2 7 0 - 2 7 2 ;  W o g i h a r a . p . 3 7 1 , 4 - 1 8 ;  D u t t .  2 5 6 , 5 - 1 5 .  

160 『 瑜 伽 論 ・ 菩 薩 地 』 「 菩 提 分 品 」 T 1 5 7 9 . 3 0 . 0 5 4 0 a 1 0 - b 0 1 を 参 照 ．  
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巧 波 羅 蜜 多 で あ る ．前 に 説 か れ た 五 つ の 願 161が 願 波 羅 蜜 多 で あ る ．加 行 清

浄 で あ る 十 力 162が 力 波 羅 蜜 多 で あ る ．一 切 法 に 対 し て 如 実 に 確 定 す る 智 が

智 波 羅 蜜 多 で あ る ．こ こ に ，勝 義 の 了 解 か ら 生 じ る 智 慧 が 般 若 波 羅 蜜 多 で

あ り ，一 方 ，世 俗 の 了 解 か ら 生 じ る の が 智 波 羅 蜜 多 で あ る ，と い う こ と が

両 者 の 差 異 で あ る ．  

②ま た 他 の 異 門 が あ る ．無 量 智 た る こ と が 方 便 善 巧 波 羅 蜜 多 で あ る ．上 々

へ の 智 慧 が 優 れ る こ と を 誓 願 す る こ と が 願 波 羅 蜜 多 で あ る ．一 切 の 魔 に よ

っ て 道 を 破 壊 さ れ な い こ と が 力 波 羅 蜜 多 で あ る ．如 実 に 所 知 を 了 悟 す る こ

と が 智 波 羅 蜜 多 で あ る ．  

 

これは「行品」における十波羅蜜多の後四の説明であり，二説が挙げ

られている．第一説（①）では特に，方便・願・力の諸項目が他章に説

かれているものの要約として示されている．また，そこに第六般若波羅

蜜多と第十智波羅蜜多を「勝義の了解」と「世俗の了解」として説明す

ることは注目に値する．そして，第二説（②）では「他の異門」（他説）

という形で示されるが，その「他の異門」はいったいどんな文献のもの

であるのか．この疑問を以って，次に， 2 . 1 . 2 において，波羅蜜多という

概念をもっとも重視する『般若経』群，そして 2 . 1 . 3 において，十とい

う波羅蜜多の法数に関係あると推測される『十地経』系の文献を検討す

る．   

 

 

2 . 1 . 2『 般 若 経 』 類 に 説 か れ る 波 羅 蜜 多 の 法 数 に つ い て 163 

 

まず，波羅蜜多の法数について，渡邊章悟［ 2 0 1 3］は，『八千頌般若

経』の最古層部分に説かれた波羅蜜多が六波羅蜜多であるとは断言でき

                                                                    
161 『 瑜 伽 論 ・ 菩 薩 地 』 「 菩 提 分 品 」 T 1 5 7 9 . 3 0 . 0 5 4 3 b 0 8 - c 0 6 を 参 照 ．  

162 『 瑜 伽 論 ・ 菩 薩 地 』 「 建 立 品 」 T 1 5 7 9 . 3 0 . 0 5 6 9 a 0 4 - 0 9 を 参 照 ．  

163 本 節 の 検 討 は K i m u r a  e d . P s P 巻 末 に あ る A  C o m p a r a t i v e  T a b l e  o f  a l l  V e r s i o n s  o f  

t h e  P a ñ c a v iṃś a t i s ā h a s r i k ā  P r a j ñ ā p ā r a m i t ā と い う 対 照 表 ， お よ び 渡 邊 章 悟 ［ 2 0 1 3］

の 表 （ p p . 1 0 6 - 1 0 7 及 び p p . 1 1 0 - 1 1 1） に 基 づ い て 行 う ．  
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ないと指摘する．   

 

六 波 羅 蜜 は 小 品 系 の 初 期 に 成 立 し た 箇 所 に は み ら れ ず ，第 二 期 に 増 広 さ れ

た 箇 所 か ら 登 場 し て い る ．こ の こ と か ら 見 る と ，最 初 に 六 波 羅 蜜 が 成 立 し

て ，そ の 中 の 般 若 波 羅 蜜 が 独 立 し た の で は な く ，最 初 に 般 若 波 羅 蜜 が 説 か

れ ，そ の 後 に 六 波 羅 蜜 が ま と め ら れ た の か ，あ る い は 最 初 か ら 般 若 波 羅 蜜

を 説 き ， そ の 後 に 六 波 羅 蜜 が 引 用 さ れ た と 考 え る べ き で あ ろ う 164．  

 

つまり，渡邊氏の理解によれば，『般若経』における波羅蜜多は般若

波 羅 蜜 多 か ら 六 波 羅 蜜 多 へ と 展 開 し て い っ た こ と が 裏 付 け ら れ る で あ

ろう．  

さて，十波羅蜜多という法数については，『大品系』 165以降の現存梵

本と諸漢訳及び論書類のそれぞれの相違を以下に検討していく．  

 

《 経 典 類 》  

①鳩摩羅什（ K u m ā r a j īv a ,  3 4 4 - 4 1 3）訳『摩訶般若波羅蜜経』は，六波

羅蜜多のみを用い，方便・願・力・智波羅蜜多の名称は用いない 166．  

②これに対して，玄奘訳『大般若波羅蜜多経』第二会ではそのような

名称が見られるようになる．ただし，これは十波羅蜜多の後四とは言え

ない 167．  

③ 一 方 ， 現 存 サ ン ス ク リ ッ ト 本 『 二 万 五 千 頌 般 若 経 』

（ P a ñ c a v iṃś a t i s ā h a s r i k ā  P r a j ñ a p ā r a m i t ā： P s P）には，十波羅蜜多の後四であ

                                                                    
164  渡 邊 章 悟 ［ 2 0 1 3： 1 3 4 − 1 3 5］ ．  

165  こ の 名 称 ， ま た 本 節 の 般 若 経 典 群 の 分 類 は 渡 邊 章 悟 ［ 2 0 1 3］ に よ る ．  

166 同 経 「 遍 歎 品 」 に は 様 々 な 概 念 を 波 羅 蜜 多 と し て 説 く と い う 限 定 的 な 一 品 が あ

る が ， そ こ に も 方 便 ・ 願 ・ 力 の 波 羅 蜜 多 は 見 ら れ な い ．  

167  こ の 箇 所 に は 方 便 ・ 願 ・ 力 ・ 智 波 羅 蜜 多 の 名 称 が 説 か れ る が ， 漢 訳 本 で は 第 六

般 若 波 羅 蜜 多 と 願 な ど の 間 に ，最 勝 神 通 波 羅 蜜 多 が 説 か れ ，こ の 神 通 波 羅 蜜 多 が

P s P で は 第 十 智 波 羅 蜜 多 の 後 に 位 置 づ け ら れ る ． つ ま り ， 十 で は な く ， 十 一 波 羅

蜜 多 が 説 か れ る の で あ る ． 〔 T 0 2 2 0 . 0 7 . 0 4 2 2 a 2 4 - b 0 1 〕 ， [ P s P .  V I - V I I I .  

p p . 1 6 3 , 2 8 - 1 6 4 , 8 ]．  
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る方便・願・力・智波羅蜜多の名称が多くの箇所に見いだされる 168．  

④これに応じて『十万頌系』 169，すなわち，玄奘訳『大般若波羅蜜多

経』第一会にはしばしば布施から智までという十波羅蜜多の名称が用い

られ 170，さらに，同第一会には波羅蜜多を定義するために十波羅蜜多の

一々の名称が示されている 171．   

 

《 論 書 類 》  

『般若経』の注釈については，①まず，龍樹著とされる鳩摩羅什訳『大

                                                                    
168  P s P  I I - I I I .  p . 1 8 2 , 1 0 - 1 4 :  （  T 0 2 2 3 . 0 8 . 0 3 1 0 c 2 5 :第 六 ま で；T 0 2 2 0 . 0 7 . 0 2 0 0 c 2 5 - 2 6 :  布

施 波 羅 蜜 多 乃 至 般 若 波 羅 蜜 多 ） ．  

P s P  I I - I I I .  p . 1 8 3 ,  2 2 :  （ T 0 2 2 3 . 0 8 . 0 3 1 1 b 0 1 :  第 六 ま で； T 0 2 2 0 . 0 7 . 0 2 0 1 b 6 - 7 :  於 布 施

波 羅 蜜 多 乃 至 般 若 波 羅 蜜 多 不 與 不 捨 ） ．  

P s P  I V .  p .  7．こ の 箇 所 は 鳩 摩 羅 什 訳「 遍 歎 品 」に 相 当 す る が ，後 四 波 羅 蜜 多 は 漢

訳 諸 本 に は 欠 い て い る ． 鳩 摩 羅 什 訳 （ T 0 2 2 3 . 0 8 . 0 3 1 3 a 1 5 ） ， 無 羅 叉 訳

（ T 0 2 2 1 . 0 8 . 0 6 9 a 1 7） 玄 奘 訳 （ T 0 2 2 0 . 0 7 . 2 0 3 c 1 7） ．  

P s P  I V .  p .  1 0 0 ,  2 1 - 2 5（ T 0 2 2 3  /  T 0 2 2 1 全 欠 ， T 2 2 0 . 0 7 . 0 2 4 7 a 1 0 第 六 ま で ） ．  

P s P  V I - V I I I .  p .  5 3 ,  2 5 - 3 0： （ T 0 2 2 3 . 0 8 . 0 3 9 4 b 0 1 の あ た り に 欠 ， T 0 2 2 1 . 0 8 . 0 1 2 7 a 1 4

の あ た り に 欠 ，  T 0 2 2 0 . 0 7 . 0 3 7 4 a 7 の あ た り に 欠 ） 以 下 の P s P  V I - V I I I も 漢 訳 諸 本

に は 欠 い て い る ．  

	 P s P  V I - V I I I .  p . 1 4 1 ,  2 6 - 3 0   

	 P s P  V I - V I I I .  p . 1 6 4 ,  4 - 8  

	 P s P  V I - V I I I .  p . 1 7 1 ,  2 1 - 2 3  

	 P s P  V I - V I I I .  p . 1 7 3 ,  2 6 - 3 0  

	 P s P  V I - V I I I .  p . 1 7 4 ,  1 5 - 1 9  

169  注 1 6 5 と 同 様 ．  

170  例 を 挙 げ れ ば ，初 会「 学 観 品 」 T 0 2 2 0 . 0 5 . 0 0 1 9 c 1 3 - 2 0 :「 共 十 地 」と 共 に；「 諸 功

徳 相 」 T 0 2 2 0 . 0 6 . 0 9 6 4 a 0 4 - 0 6 ； 「 諸 法 平 等 」 0 9 8 5 b 1 1 - 1 5 ： 菩 薩 十 地 と 共 に ；

0 9 8 8 b 1 4 - 1 6；  0 9 8 8 b 2 1 - 2 3 :菩 薩 十 地 と 並 ん で い る ； 0 9 9 0 a 1 7 - 1 9 菩 薩 十 地 と 並 ん で

い る ； 「 不 可 動 品 」 T 0 2 2 0 . 0 6 . 1 0 0 1 a 0 2 - 0 4； 「 無 性 自 性 品 」 T 0 2 2 0 . 0 6 . 1 0 4 4 b 8 - 1 2；

特 に 多 数 回 は 「 勝 義 瑜 伽 品 」 「 無 動 法 性 品 」 「 法 涌 菩 薩 品 」 な ど に 存 在 す る ．   

171  T 0 2 2 0 . 0 6 . 0 9 6 6 a 1 4 - 1 6 :  善 現 ． 云 何 名 爲 波 羅 蜜 多 ． 善 現 ． 布 施 浄 戒 安 忍 精 進 靜 慮

般 若 方 便 善 巧 妙 願 力 智 波 羅 蜜 多 ． 善 現 ． 是 名 波 羅 蜜 多 ．  
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智度論』では，菩薩の修行方法として十地 172と並んで波羅蜜多が言及さ

れるが，その数は六である 173．すなわち，この論書における波羅蜜多の

法数は上述の《経典類》の①と違いはないと言える 174．  

②次に，『般若経』に基づいた，修道論の要約と考えられる『現観荘

厳 論 』 （ A b h i s a m a y ā l aṃ k ā r a） で は ， 第 六 地 を 獲 得 す る た め ， 六 波 羅 蜜 多

のすべてを円満すると説かれている．つまり，ここでも六波羅蜜多とい

う法数が支持されているのである 175．  

③一方，後期『般若経』註釈書の代表とされるハリバドラ（ H a r i b h a d r a）

註『現観荘厳光明』（ A b h i s a m a y ā l aṃ k ā r ā l o k a）では，菩薩十地に十波羅蜜

多を配当することが既に指摘されている 176．  

 

以上の般若経典群に説かれた波羅蜜多の数は一から六，ないし六から
                                                                    
172 本 節 に 言 及 す る「 十 地 」と 華 厳 系 統 の「 十 地 」と が 異 な る こ と は ，荒 牧 典 俊［ 1 9 8 3］

な ど の 先 行 研 究 に 詳 し い ．  

173  例 を 挙 げ れ ば ， 以 下 の 箇 所 が あ る ． T 1 5 0 9 . 2 5 . 0 1 3 9 a 1 3 - 1 7： 是 時 有 仏 度 無 量 阿 僧

祇 衆 生 ．然 後 入 無 餘 涅 槃 ．遺 法 在 世 是 人 作 五 戒 優 婆 塞 ．從 比 丘 聞 讃 仏 功 徳 ．於 是

初 發 心 願 欲 作 仏 ．然 後 於 三 阿 僧 祇 劫 ．行 六 波 羅 蜜 ．十 地 具 足 得 作 仏 ．度 無 量 衆 生

已 而 入 無 餘 涅 槃 ． 0 3 5 0 b 1 9 - 2 0 :  菩 薩 住 十 地 中 ． 具 足 六 波 羅 蜜 乃 至 一 切 種 智 ．

0 4 8 8 b 2 1 - 2 2 :  從 初 發 心 行 六 波 羅 蜜 ． 入 菩 薩 位 得 十 地 ．  

174 ま た 『 般 若 経 』 系 統 に 近 い と 思 わ れ る ， 龍 樹 著 達 摩 笈 多 （ D h a r m a g u p t a ,  ? - 6 1 9）

訳『 菩 提 資 糧 論 』の 本 偈 で は ，六 波 羅 蜜 多 と い う 数 が 説 か れ る が ，自 在 比 丘 釈 で

は ，後 四 波 羅 蜜 多 も 言 及 さ れ ，そ の 後 四 が 般 若 波 羅 蜜 多 に 包 括 さ れ る と 解 釈 し て

い る ． つ ま り ， 龍 樹 に 帰 さ れ る 論 書 に は 六 波 羅 蜜 多 の み が 見 ら れ る の で あ る ．

（ T 1 6 6 0 . 3 2 . 0 5 2 3 a 0 5 - 0 9） ．  

175 d ā n a ś ī l a k ṣ a m ā v ī r y a d h y ā n a p r a j ñ ā p r a p ū r a ṇ ā t  /  

ś i ṣ y a k h a ḍ g a s p ṛ h ā t r ā s a c e t a s āṃ  p a r i v a r j a k a ḥ  / /  1 . 5 7  / /  

y ā c i t o  ' n a v a l i n a ś  c a  s a r v a t y ā g e  ' p y  a d u r m a ṇ ā ḥ  /  

k ṛ ś o  ' p i  n ā r t h i n āṃ  k ṣ e p t ā  ṣ a ṣ ṭ h ī ṃ  b h ūm iṃ  s a m a ś r u t e  / /  1 . 5 8  / /  

	 布 施・戒・忍 辱・精 進・禅 定・般 若 波 羅 蜜 の 円 満 に よ り ，〔 そ し て 〕弟 子（ 声 聞 ）

と 独 覚 を 羨 み ・ 恐 れ る 心 を 捨 て る ， 乞 食 を 怠 ら ず ， 一 切 〔 の 財 物 〕 を 捨 て て も

悲 嘆 し な い ，貧 し く て も 乞 う 者 た ち を 見 捨 て な い 者 た ち は ，第 六 地 を 獲 得 す る ．

（ 底 本 と 和 訳 兵 藤 一 夫 ［ 2 0 0 0］ ）  

176 c f .渡 邊 章 悟 ［ 2 0 1 3  p . 1 3 4］ ． ま た 当 該 箇 所 は W o g i h a r a . p . 9 8 , 1 6 - 1 7 に あ る ．  
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十へと変化していることが知られる．『小品系』から『十万頌系』にか

けて，諸本における波羅蜜多の法数の推移はおおむね次の表の通りであ

る．  

 

 波羅蜜多の法数の推移（年代順）  

 

 

小品系  大品系  十万頌系  

無羅叉訳 /羅什訳  玄奘訳  梵文 PsP 

般若波羅蜜多  

から六波羅蜜多へ  

前六から後四を伴った形へと展開する段階  十波羅蜜多  

 

 

この中，注目すべきは，『大品系』である．その段階で大乗の主要な

諸学説が成立し，特に十地思想も導入されたのである．しかし，そこに

おける十波羅蜜多は前に確認したように，旧訳には存在していない．そ

れ故，『般若経』群の十波羅蜜多は瑜伽行派の十波羅蜜多の源泉である

とは言えないであろう．   

 

 

2 . 1 . 3 十 地 思 想 系 の 文 献 群 に お け る 波 羅 蜜 多  

2 . 1 . 3 . 1  波 羅 蜜 多 の 法 数 及 び そ れ と 十 地 と の 関 係 に つ い て  

 

十 地 思 想 の 文 献 群 に 波 羅 蜜 多 が ど の よ う に 説 示 さ れ る の か を 検 討 す

るためには，最初に『華厳経』の古層とされる『十地経』に着目すべき

である．まず，同経に十波羅蜜多が説かれることは衆目の一致する所で

ある．しかしながら，先行研究が指摘するように，『十地経』の成立に

は段階がある．その中，前章に述べたように，十地の一々に十波羅蜜多

を配当するということは後代になって挿入されたものであり，同経の旧

訳にはそのような配当が見出されていない．本節には，前章で詳しく論

じることができなかった点を踏まえて，十地思想文献群における波羅蜜

多の位置づけを考察していく．  
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《 経 典 類 》  

 

①まず，竺法護（ D h a r m a r a k ṣ a ,  2 3 0 ? - 3 1 6）訳『漸備一切智徳経』に注目

したい．この書物は，六波羅蜜多を説きながら 177十の数も併説している．

地と波羅蜜多との配当関係について，第二地に戒波羅蜜多を 178，第三地

に忍辱・精進波羅蜜多を 179，第六地に般若波羅蜜多を 180，第七地に方便

波羅蜜多を 181配当する．  

②次に，鳩摩羅什訳『十住経』は「諸波羅蜜多」もしくは「十波羅蜜

多」を説いている．地と波羅蜜多との配当関係は第二地に戒波羅蜜多を

182， 第 三 地 に 忍 辱 ・ 精 進 波 羅 蜜 多 を 183， 第 六 地 に 般 若 波 羅 蜜 多 を 184配 当

している 185．   

③鳩摩羅什と同年代である仏陀跋陀羅（ B u d d h a b h a d r a ,  - 4 0 6 -）が訳した

                                                                    
177 T 0 2 8 5 . 1 0 . 4 5 9 b 1 0 ;  4 6 2 a 1 1 ;  4 6 7 b 2 0 ;  4 9 7 a 1 0 .  

178 T 0 2 8 5 . 1 0 . 4 6 7 b 1 2 - 1 3 :十 度 無 極 ． 勤 修 精 進 ． 戒 度 無 極 ． 悉 爲 具 足 不 使 乏 少 ．  

179 T 0 2 8 5 . 1 0 . 4 7 0 a 9 - 1 2 :彼 以 四 恩 ．而 宣 愛 敬 ．行 益 利 義 内 志 篤 厚 ．十 度 無 極 ．忍 辱 精

進 ．所 度 無 極 ．慇 懃 修 此 ．亦 復 勸 化 餘 諸 菩 薩 ．謹 愼 清 浄 ．是 爲 菩 薩 諸 大 士 等 第 三

住 法 ． 名 曰 興 光 ．  

180 T 0 2 8 5 . 1 0 . 4 7 7 a 2 9 - b 0 1 :彼 住 菩 薩 ． 目 見 道 地 ． 智 度 無 極 ． 益 復 超 異 ．  

181 T 0 2 8 5 . 1 0 . 4 7 9 a 1 6 - 1 8 :是 菩 薩 大 士 ． 當 勤 修 学 善 權 方 便 智 度 無 極 ． 因 便 得 入 第 七 道

地 住 第 七 地 ．  

182  『 十 住 経 』 T 0 2 8 6 . 1 0 . 5 0 6 a 2 - 5：菩 薩 爾 時 ．於 四 攝 法 中 ．愛 語 偏 多 ．十 波 羅 蜜 中 ．

戒 波 羅 蜜 偏 勝 ．餘 波 羅 蜜 ．非 不 修 集 但 隨 地 増 長 ．諸 仏 子 ．是 名 菩 薩 摩 訶 薩 第 二 離

垢 地 ．   

183 T 0 2 8 6 . 1 0 . 5 0 8 b 2 2 - 2 5 :爾 時 菩 薩 ． 於 四 攝 法 中 ． 愛 語 利 益 偏 多 ． 十 波 羅 蜜 中 ． 忍 辱

波 羅 蜜 ．精 進 波 羅 蜜 轉 多 ．餘 助 菩 提 法 ．皆 轉 明 浄 ．諸 仏 子 ．是 名 諸 菩 薩 第 三 明 地 ．  

184 T 0 2 8 6 . 1 0 . 5 1 5 c 1 5 - 1 7 :是 菩 薩 ． 住 現 前 地 ． 於 般 若 波 羅 蜜 中 ． 得 轉 勝 行 ． 得 第 三 上

順 忍 ． 以 順 是 法 ． 無 有 違 逆 故 ．  

185 竺 法 護 訳 の よ う に ， 第 七 地 に も 方 便 と の 配 当 修 習 が 説 か れ る が ， 「 波 羅 蜜 多 」

の 語 は 存 在 し な い ． T 0 2 8 6 . 1 0 . 5 1 7 b 9 - 2 8 :  菩 薩 摩 訶 薩 ．已 具 足 第 六 地 行 ．若 欲 入 第

七 菩 薩 地 者 ．從 方 便 慧 ．〈 中 略 〉菩 薩 摩 訶 薩 ．具 足 六 地 行 已 ．修 此 妙 行 ．得 入 七

地 ． 諸 仏 子 ． 如 是 方 便 慧 現 前 ． 故 名 爲 入 七 地 ．  
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『 大 方 廣 仏 華 厳 経 』 （ 六 十 華 厳 ） 「 十 地 品 」 も 同 様 に ， 「 諸 波 羅 蜜 多 」

もしくは「十波羅蜜多」を説く．地と波羅蜜多との配当関係も第二地に

戒波羅蜜多を 186，第三地に忍辱・精進波羅蜜多を 187，第六地に般若波羅

蜜多を 188配当している 189．  

④これに対して，實叉難陀（ Ś i k ṣ ān a n d a ,  - 6 9 5 -）訳『大方廣仏華厳経 190』

（八十華厳経）や尸羅達摩（ Ś ī l a d h a r m a， 7 8 5 - 8 0 4）訳『仏説十地経 191』

では，十地に十波羅蜜多が完全に配当されるようになった．  

 

《 論 書 類 》  

続いて，菩薩十地思想を説く論書群の検討に移りたい．龍樹著とされ

る鳩摩羅什訳『十住毘婆沙論』「入初地品」では「六波羅蜜多」，「諸

波羅蜜」が説かれているが 192，地に波羅蜜多を配当している箇所は見当

たらない．  

                                                                    
186 T 0 2 7 8 . 0 9 . 5 5 0 a 1 9 - 2 1 :菩 薩 爾 時 於 四 攝 法 ． 愛 語 偏 多 ． 十 波 羅 蜜 ． 戒 波 羅 蜜 偏 勝 ．

餘 波 羅 蜜 ． 亦 皆 修 集 ． 隨 地 増 長 ． 仏 子 ． 是 名 菩 薩 摩 訶 薩 第 二 離 垢 地 ．  

187 T 0 2 7 8 . 0 9 . 5 5 2 b 2 2 - 2 5 :菩 薩 爾 時 於 四 攝 法 ．愛 語 利 益 偏 多 ．十 波 羅 蜜 ．忍 辱 波 羅 蜜 ．

精 進 波 羅 蜜 偏 勝 ． 餘 助 菩 提 法 ． 皆 轉 明 浄 ． 諸 仏 子 ． 是 名 略 説 菩 薩 第 三 明 地 ．  

188 T 0 2 7 8 . 0 9 . 5 5 9 b 2 8 - 2 9 :是 菩 薩 住 現 前 地 ．於 般 若 波 羅 蜜 偏 勝 ．得 明 上 順 忍 ．〈 後 略 〉 

189 注 1 8 5 同 じ く ， 第 七 地 に も 方 便 と の 配 当 修 習 が 説 か れ る が ， 「 波 羅 蜜 多 」 の 語

は 存 在 し な い ． T 0 2 7 8 . 0 9 . 5 6 1 a 1 6 - b 0 5 :菩 薩 摩 訶 薩 已 具 足 第 六 地 ． 欲 入 第 七 地 ． 從

方 便 慧 起 十 妙 行 〈 中 略 〉 菩 薩 摩 訶 薩 修 此 妙 行 ． 如 是 方 便 慧 現 前 故 ． 名 爲 入 七 地 ． 

190  『 大 方 廣 仏 華 厳 経 』 T 0 2 7 9 . 1 0 . 1 8 3 a 1 0 - 2 1 :  仏 子 ．菩 薩 住 此 歡 喜 地 已 ．〈 中 略 〉是

菩 薩 ．十 波 羅 蜜 中 ．檀 波 羅 蜜 増 上 ．餘 波 羅 蜜 ．非 不 修 行 ．但 隨 力 隨 分 ．（ 後 地 の

所 説 に も 各 地 に 同 様 な 文 章 を 用 い る ）  

191  『 仏 説 十 地 経 』 T 0 2 8 7 . 1 0 . 5 4 0 b 4 - 1 5 :  菩 薩 住 此 極 喜 地 中 〈 中 略 〉 於 此 十 種 波 羅 蜜

多 施 到 彼 岸 而 得 増 上 ．餘 到 彼 岸 隨 力 隨 分 ．非 不 修 行 ．（ 後 地 の 所 説 に も 各 地 に 同

様 な 文 章 を 用 い る ）  

192  T 1 5 2 1 . 2 6 . 0 0 2 3 c 1 3 - 1 6： 善 知 識 者 ． 菩 薩 雖 有 四 種 善 知 識 ． 此 中 所 説 能 教 入 大 乘 ．

具 諸 波 羅 蜜 ．能 令 住 十 地 者 ．所 謂 諸 仏 菩 薩 及 諸 聲 聞 ．能 示 教 利 喜 大 乘 之 法 令 不 退

轉 ．  

	 T 1 5 2 1 . 2 6 . 0 0 2 5 b 3 - 4：復 次 如 名 六 波 羅 蜜 所 謂 布 施 持 戒 忍 辱 精 進 禪 定 智 慧 ．以 是 六 法

來 至 仏 地 故 名 爲 如 來 ．   
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ところで，十地を主題とするテキストではないが，同じく龍樹著とさ

れる『宝行王正論』（ R a t n āv a l ī :  R ā）第 V 章では，菩薩十地の説明箇所

に波羅蜜多が説かれる 193．そこでの地と波羅蜜多との関係は，初地に布

施波羅蜜多を，第二地に持戒波羅蜜多を配当している．そして，第三地

においては波羅蜜多の語を用いないが，忍辱・精進が述べられている 194．

                                                                    
193 当 該 箇 所 で は ， 波 羅 蜜 多 を 菩 薩 行 と し て で は な く ， そ の 行 の 成 就 ， す な わ ち 結

果 （ v i p ā k a） と し て 言 及 す る ． こ れ は 波 羅 蜜 多 の 特 徴 で あ り ， 菩 薩 の 実 践 行 で あ

り な が ら ，体 得 す べ き も の で も あ る ．瑜 伽 行 派 の 用 例 は 前 者 の 方 が 多 い ．本 稿 ３ .

２ 節 で 扱 う 『 十 地 経 』 中 第 七 地 に 説 か れ る 波 羅 蜜 多 も R a t n ā v a l ī と 同 じ く 後 者 の

意 味 で 用 い ら れ る ．  

194  M i c h e a l  H a h n .  p p . 1 4 6 - 1 5 1 :   

y a t h ā  ś r ā v a k a y ā n e  ' ṣ ṭ ā v  u k t ā ḥ  ś r ā v a k a b h ūm a y a ḥ  /   

m a h ā y ā n e  d a ś a  t a t h ā  b o d h i s a t t v a s y a  b h ūm a y a ḥ  / / R ā  5 . 4 0 / /  

t ā s āṃ  p ū r v aṃ  p r a m u d i t ā  b o d h i s a t t v a p r a m o d a n ā t  /   

s aṃ y o j a n a t r a y a j y ā n e s  t a t h ā g a t a k u l o d b h a v ā t  / / R ā  5 . 4 1 / /  

j ā y a t e  ' s y ā  v i p ā k e n a  d ā n a p ā r a m i t ā p a r a ḥ  /   

l o k a d h ā t u ś a t ā k a m p ī  j a m b ū d v ī p a m a h e ś v a r a ḥ  / / R ā  5 . 4 2 / /  

d v i t ī y ā  v i m a l ā  n ām a  k ā y a v ā k c i t t a k a r m a ṇ ām  /   

d a ś ā n ām  a p i  v a i m a l y ā t  p r a k ṛ t y ā  t e ṣ v  a v a s t h i t e ḥ  / / R ā  5 . 4 3 / /  

j ā y a t e  ' s y a  v i p ā k e n a  ś ī l a p ā r a m i t ā p a r a ḥ  /   

s a p t a r a t n a p r a b h u ḥ  ś r īm āṃ ś  c a k r a v a r t ī  j a g a d d h i t a ḥ  / / R ā  5 . 4 4 / /  

p r a b h ā k a r ī  t ṛ t ī y ā  t u  ś ā n t a j ñ ā n a p r a b h o d b h a v ā t  /   

d h y ā n ā b h i j ñ ā s a m u t p ā d ā d  r ā g a d v e ṣ a p a r i k ṣ a y ā t  / / R ā  5 . 4 5 / /  

j ā y a t e  ' s y ā  v i p ā k e n a  k ṣ ā n t i v ī r y ā d h i k a k r i y a ḥ  /   

k ṛ t ī  m a h e n d r o  d e v ā n āṃ  k ām a r ā g a n i v a r t a k a ḥ  / / R ā  5 . 4 6 / /  

た と え ば ，声 聞 乗 に お い て 八 声 聞 地 が 説 か れ る よ う に 大 乗 に お い て は 菩 薩 の 十 地 が

説 か れ る ． （ 5 . 4 0）  

そ の う ち ，第 一〔 地 〕は 歓 喜〔 と い わ れ る 〕．菩 薩 が 歓 喜 す る か ら ．な ぜ な ら ，

三 種 の 結 縛 （ 三 結 ） を 断 っ て ， 如 来 の 種 性 と し て 生 ま れ る か ら で あ る ． （ 5 . 4 1） 

そ の 報 い と し て ， 布 施 波 羅 蜜 多 に す ぐ れ ， 百 の 世 界 が 振 動 し ， 閻 浮 洲 の 大 自 在

者 と な る で あ り ま し ょ う ． （ 5 . 4 2）  

第 二 〔 地 〕 は 無 垢 と い わ れ る ． 身 ・ 口 ・ 心 に よ る 十 重 業 は す べ て 汚 れ が な い か

ら ． な ぜ な ら ， 自 然 に そ れ ら 〔 の 戒 〕 に 安 住 す る か ら で あ る ． （ 5 . 4 3）  
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また，同論に説かれた波羅蜜多の数は六のみである．  

これに対して，世親造，菩提流支（ B o d h i r u c i，? - 5 2 7）訳『十地経論 195』

で は ， 十 地 と 十 波 羅 蜜 多 と の 対 応 関 係 が 明 確 に 説 か れ る よ う に な っ た ． 

 

上に検討した中で，地と波羅蜜多との配当関係については，段階的に

成 立 し た と 言 え る ． す な わ ち ， 《 経 典 類 》 の ① ② ③で は 第 二 地 を 「 十 波

羅蜜中，戒波羅蜜偏勝．餘波羅蜜非不修集，但隨地増長」 196という形式

で説明するのは，竺法護訳，鳩摩羅什訳，仏陀跋陀羅の三本ともに一致

するのである．そしてそれらの三本においても，第六地に般若波羅蜜多

を特別に修習することのみを説くが，他の波羅蜜多を二次的に修習する

ことは説かない．そして，第三地に限って，忍辱と精進の二つの波羅蜜

多 を 配 当 す る 説 き 方 は ① ② ③と 『 宝 行 王 正 論 』 の 所 説 に 共 通 す る ． 要 す

るに，地と波羅蜜多との配当が菩薩十地思想の文献において段階的に成

立することは，これらの書物の中に確認できるのである．これは，瑜伽

行 派 に お け る 地 と 波 羅 蜜 多 と の 配 当 関 係 に 先 行 す る も の で あ る と 推 測

される．  

以 下 は こ れ ま で 地 と 波 羅 蜜 多 と の 部 分 的 配 当 に つ い て の 要 約 を 表 で

整理しておく 197．  

                                                                                                                                                                                                         
そ の 報 い と し て ， 戒 波 羅 蜜 多 に す ぐ れ ， 栄 光 あ る 七 大 宝 の 主 と し て 世 界 を 利 益

す る 転 輪 聖 王 と な る で あ り ま し ょ う ． （ 5 . 4 4）  

第 三 地 は 発 光 〔 と い わ れ る 〕 ． 寂 浄 な る 智 慧 の 光 が 生 じ る か ら ． な ぜ な ら ， 禅

定 と 神 通 が 生 じ ， ま た 貪 り と 怒 り が 滅 尽 す る か ら で あ る ． （ 5 . 4 5）  

そ の 報 い と し て ，忍 耐 と 努 力 を と く に 修 め て ，〔 三 十 三 〕天 の 大 自 在 神 と な り ，

巧 み に 欲 〔 界 〕 の 貪 欲 を 断 つ で あ り ま し ょ う ． （ 5 . 4 6）  

上 の 引 文 の 中 ，第 三 地 の 説 明（ k k . 4 5 - 4 6）で は 忍 辱 と 精 進 と も 説 か れ ，波 羅 蜜 多

と い う 語 が 用 い ら れ な い が ，前 二 地 の 説 明 と 同 様 に「 v i p ā k e n a」と い う 表 現 が 用

い ら れ る ． こ れ は 後 述 の よ う に ， 《 経 典 類 》 の ① ② ③ 所 説 と 類 似 す る 傾 向 で あ

る と 考 え ら れ る ．   

195 『 十 地 経 論 』 T 1 5 2 2 . 2 6 . 0 1 4 3 b 2 3 - 2 4 :  是 菩 薩 十 波 羅 蜜 中 檀 波 羅 蜜 増 上 ． 餘 波 羅 蜜

非 不 修 集 ． 隨 力 隨 分 （ 後地の所説にも各地に同様な文章を用いる）  

196 こ の 形 式 は 初 期 瑜 伽 行 派 の 文 献 や 梵 文 『 十 地 経 』 な ど に 用 い ら れ る ．  

197 ◎ は 『 十 地 経 論 』 ， 梵 文 『 十 地 経 』 ， 『 八 十 華 厳 経 』 の よ う に ， 地 に 特 定 な 波

羅 蜜 多 を 修 習 し な が ら 他 の 波 羅 蜜 多 を も 修 習 す る ，と い う 完 成 し た 配 当 形 式 を 指
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  旧訳『十地経』 Rā 

法護  羅什  仏陀  

第一地  布施     ○ 

第二地  持戒  ◎ ◎ ◎ ○ 

第三地  忍辱・精進  ○ ○ ○ △ 

第六地  般若  ○ ○ ○  

第七地  方便  ○ △ △  

 

 

次 に ， 波 羅 蜜 多 の 法 数 に つ い て ， 上 述 《 経 典 類 》 の ① ② ③の 三 本 と も

に第七地の説明においては，十波羅蜜多と規定している．その三本の中，

竺法護訳のみは六波羅蜜多という法数を説きながら十も説示するが，こ

こで注目したいのは，その最初期の漢訳において十波羅蜜多が説かれて

いると確認できたことである．   

実際，先行研究が指摘するように 198，『華厳経』系における十波羅蜜

多は『十地経』のみではなく，同経の他品に説かれる十波羅蜜多もあり，

「離世間品」はその一例である 199．しかし，その「離世間品」の中，特

に後四波羅蜜多の内容は瑜伽行派が用いるものと違いがある 200．したが

                                                                                                                                                                                                         
す ．○ は 地 に 特 定 の 波 羅 蜜 多 の 修 習 を 指 す ．△ は 地 に 波 羅 蜜 多 の 語 を 持 た な い が ，

そ の 徳 目 の 修 習 を 指 す ．  

198 C f .高 崎 直 道 ［ 1 9 8 3］ ．  

199 他 章 に も 十 波 羅 蜜 多 が 説 か れ る が ， 旧 訳 は 確 認 で き な い ．  

200 こ の 箇 所 に 言 及 す る 波 羅 蜜 多 の 項 目 と 名 称 は 瑜 伽 行 派 の 波 羅 蜜 多 と 同 様 で あ る

が ， 内 容 上 の 説 明 ， 特 に 後 四 波 羅 蜜 多 の 説 明 の 相 違 が 次 の 引 用 に 見 ら れ る ．  

	 仏 馱 跋 陀 羅 訳『 大 方 廣 仏 華 嚴 経 』「 離 世 間 品 」T 0 2 7 8 . 0 9 . 0 6 3 5 b 2 3 - c 0 3 :菩 薩 摩 訶 薩 ．

有 十 種 波 羅 蜜 ． 何 等 爲 十 ． 所 謂 檀 波 羅 蜜 ． 捨 一 切 有 故 ． 尸 波 羅 蜜 ． 浄 仏 戒 故 ．

羼 提 波 羅 蜜 ． 具 足 仏 忍 故 ． 精 進 波 羅 蜜 ． 於 一 切 時 不 退 轉 故 ． 禪 波 羅 蜜 ． 正 念 不

亂 故 ． 般 若 波 羅 蜜 ． 觀 一 切 法 悉 如 如 故 ． 智 波 羅 蜜 ． 深 入 仏 力 故 ． 願 波 羅 蜜 ． 普

賢 菩 薩 願 行 満 故 ． 神 力 波 羅 蜜 ． 示 現 一 切 神 通 力 故 ． 法 波 羅 蜜 攝 取 一 切 法 故 ． 仏

子 ． 是 爲 菩 薩 摩 訶 薩 十 種 波 羅 蜜 ． 若 菩 薩 摩 訶 薩 安 住 此 法 ． 則 得 如 來 無 上 究 竟 智
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って，瑜伽行派文献に関わるものは，『十地経』系に説かれたものであ

ると推測される．次節ではこの点を明らかにしたい．  

 

2 . 1 . 3 . 2 十 波 羅 蜜 多 説 か ら 見 た 『 十 地 経 』 と B B h と の 関 係  

 

直前に示した，『十地経』の第七地における十波羅蜜多を以下に取り

上げ 201，『菩薩地』「住品」および「行品」との関係を指摘しておきた

い．  

 

t a s y a  c i t t o t p ā d a i r  d a ś ā n āṃ  b o d h i s a t t v a p ā r a m i t ā n āṃ  s a m u d ā g a m a p a r i p ū r i ḥ  

s a m u d ā g a c c h a t i  /  t a t k a s m ā d  d h e t o s  t a t h ā  h i  s a  b o d h i s a t t v a ḥ  s a r v ā ś  c i t t o t p ā d ā n  

u t p a n n o t p a n n ā n  m a h ā k a r u ṇ ā p ū r v a k ā n  b u d d h a d h a r m a s a m u d ā g a m ā y a  t a t h ā g a -

t a j ñ ā n ā y a  c a  p a r i ṇ ām a y a t i  /  t a t r a  y a s  t a s y a  m a h ā k a r u ṇ a y ā  s a t t v ā n  

m a n a s i k u r v a t o  ' s m ā d  ā r aṃ v a ṇ a s y a  k u ś a l a m ū l a s y a  s a t t v e b h y a  u t s a r g o  b u d -

d h a j ñ ā n a p a r y e ṣ a m ā ṇ a s y e y a m  a s y a  d ā n a p ā r a m i t ā  /  y a ḥ  p r a ś a m a ḥ  s a r v a k l e ś a -

p a r i d ā h ā n ām  i y a m  a s y a  ś ī l a p ā r a m i t ā  /  y ā  k ṛ p ām a i t r ī p ū r v aṃ g a m ā  s a r v a s a t t v e ṣ u  

k ṣ āṃ t i r  i y a m  a s y a  k ṣ āṃ t i p ā r a m i t ā  /  y a  u t t a r o t t a r a k u ś a l a d h a r m ā t ṛ p t a y ā r aṃ b h a ḥ  

p a r ā k r a m a  i y a m  a s y a  v ī r y a p ā r a m i t ā  /  y ā v i p r a t i s ā r y a v i s ṛ t a m ā r g a t ā  

s a r v a j ñ a j ñ a n ā b h i m u k h a t e y a m  a s y a  d h y ā n a p ā r a m i t ā  /  y ā  s a r v a d h a r m ā ṇ āṃ  

p r a k ṛ t y a n u t p ā d ā b h i m u k h ī  k ṣ āṃ t i r  i y a m  a s y a  p r a j ñ ā p ā r a m i t ā  /  y o  

' p r a m ā ṇ a j ñ ā n ā b h i n i r h ā r a  i y a m  a s y o p ā y a k a u ś a l y a p ā r a m i t ā  /  y a  u t t a r o t t a r a -

p r a ṇ i d h ā n a j ñ ā n a s p h a r a ṇ ā b h i n i r h ā r a  i y a m  a s y a  p r a ṇ i d h ā n a p ā r a m i t ā  /  y ā  

s a r v a p a r a p r a v ā d i m ā r a s aṃ g h a i r  m ā r g ā n ā c c h e d y a t e y a m  a s y a  b a l a p ā r a m i t ā  /  y ā  

y a t h ā v a t s a r v a d h a r m a j ñ ā n a n i s t ī r a ṇ a t e y a m  a s y a  j ñ ā n a p ā r a m i t ā  /  e v a m  a s y a  b h a -

v aṃ t o  j i n a p u t r ā  b o d h i s a t t v a s y a  d ū r aṃ g a m ā y āṃ  b o d h i s a t t v a b h ūm a u  

s t h i t a s y e m ā  d a ś a p ā r a m i t ā ḥ  k ṣ a ṇ e  k ṣ a ṇ e  p a r i p ū r y a n t e  /  

                                                                                                                                                                                                         
波 羅 蜜 ． （ 竺 法 護 訳 『 度 世 品 経 』 T 0 2 9 2 . 1 0 . 0 6 2 1 c 2 0 - 2 8）  

201 K o n d o . p p . 1 1 6 , 1 5 - 1 1 7 , 1 0 .  

	 漢 訳 は 竺 法 護 訳『 漸 備 一 切 智 徳 経 』  T 0 2 8 5 . 1 0 . 0 4 7 9 b 1 2 - 2 9；鳩 摩 羅 什 訳『 十 住 経 』

T 0 2 8 6 . 1 0 . 0 5 1 7 c 2 0 - a 5；仏 馱 跋 陀 羅 訳『 大 方 廣 仏 華 嚴 経 』 T 0 2 7 8 . 0 9 . 0 5 6 1 b 2 3 - c 0 8 に

相 当 す る ．  
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彼（ 菩 薩 ）に と っ て 発 心 に よ り ，菩 薩 の 十 波 羅 蜜 多 の 修 証 の 円 満 が 生 じ る ．

そ の 理 由 は 何 か ． す な わ ち ， そ の 菩 薩 は す べ て の 発 心 を ， 起 こ す ご と に ，

大 悲 を 首 と し て ， 仏 徳 の 獲 得 と 如 来 の 智 慧 へ と 廻 向 す る ． そ こ に お い て ，

①彼〔 の 菩 薩 〕が 大 悲 に よ っ て 衆 生 の こ と を 念 い ，そ う し て 得 ら れ た 善 根

を 衆 生 の た め に 施 捨 す る こ と ，仏 智 を 求 め つ つ あ る こ の 者（ 菩 薩 ）に と っ

て ，こ れ が 布 施 波 羅 蜜 多 で あ る ．②一 切 の 煩 悩 や 熱 悩 の 寂 滅 ，こ れ が 彼 の

戒 波 羅 蜜 多 で あ る ．③悲 愍 と 慈 愛 に 基 づ い て ，一 切 衆 生 に 対 し て 忍 耐 す る

こ と ，こ れ が 彼 の 忍 辱 波 羅 蜜 多 で あ る ．④上 々 と 善 法 を 倦 む こ と な く 行 う

こ と ，つ ま り 勇 猛 ，こ れ が 彼 の 精 進 波 羅 蜜 多 で あ る ．⑤後 悔 す る こ と な く

道 か ら 逸 れ る こ と も な く ，一 切 智 者 の 智 を 常 向 す る こ と ，こ れ が 彼 の 禅 定

波 羅 蜜 多 で あ る ．⑥一 切 諸 法 の 本 性 不 生 な る こ と を 目 の 当 た り 認 知 す る こ

と ，こ れ が 彼 の 般 若 波 羅 蜜 多 で あ る ．⑦無 量 智 を 現 成 す る こ と ，こ れ が 彼

の 善 巧 方 便 波 羅 蜜 多 で あ る ．⑧上 々 と 誓 願 す る こ と に よ っ て ，智 が 遍 満 す

る こ と を 現 成 す る こ と ，こ れ が 彼 の 願 波 羅 蜜 多 で あ る ．⑨一 切 の 外 道 師 や

魔 衆 に よ っ て 道 を 破 壊 さ れ な い こ と ，こ れ が 彼 の 力 波 羅 蜜 多 で あ る ．⑩如

実 に 一 切 法 に つ い て の 知 が 円 満 に 成 就 す る こ と ，こ れ が 彼 の 智 波 羅 蜜 多 で

あ る ．  

仏 子 の 皆 さ ん ， こ の よ う に ， こ の 菩 薩 が 「 遠 行 と い う 菩 薩 地 」 に あ る 時 ，

こ れ ら 十 波 羅 蜜 多 は 刹 那 刹 那 に 円 満 さ れ る の で あ る ．   

  

第一に，『十地経』系の諸本が一致して，第七地を説明する中で十波

羅蜜多を説示するのは，『菩薩地』「住品」の第九住すなわち第七地に

相当する箇所で，一見唐突に十波羅蜜多の語が現れることと完全に一致

する 202．つまり，瑜伽行派は「住品」を説明する際，この『十地経』を

念頭においていると考えられる．  

第二に，上に記載した『十地経』の波羅蜜多と B B h「行品」に見える

後四波羅蜜多に関する「他説」（ a p a r a ḥ  p a r y ā y a ḥ）を比較してみると，そ

れ ら の 関 係 が 明 ら か に な る ． つ ま り ， 「 行 品 」 所 説 の 根 拠 は 『 十 地 経 』

であると考えられるのである．両本の説示の類似が容易に見出されるよ

                                                                    
202 こ の 点 に 関 し て は 第 2 章 （ 2 . 2 . 2） を 参 照 さ れ た い ．  
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うに以下の表を示しておく．  

 

『十地経』及び『行品』に説かれる「他説」の対照表  

 『十地経』  BBh『行品』に説かれる「他説」  

7 apramāṇajñānābhinirhāra 無量智を現成する  apramāṇajñānatā 無量智  

8 uttarottarapraṇidhānajñānaspharaṇābhinirhāra 上々と

誓願することによって，智が遍満することを現成す

る  

uttarottarajñānavaiśeṣikatāprārthanā

上々への智慧が優れることを誓願

する  

9 sarvaparapravādimārasaṃghair mārgānācchedyatā 一切

の外道師や魔衆によって道を破壊されない  

sarvamārair mārgānācchedyatā 一切の

魔によって道を破壊されない  

10 yathāvatsarvadharmajñānanistīraṇatā 如実に一切法に

ついての知が円満に成就する  

yathāvajjñeyāvabodhatā如実に所知を

了悟する  

 

そして第三に，前にも示した，第六般若波羅蜜多と第十智波羅蜜多に

ついての「行品」の定義を，この経の一節と比較して見ると，同経に説

かれていない二諦説は，瑜伽行派が独自に第六般若波羅蜜多及び第十智

波羅蜜多と関係させたものであることがわかる．  

 

2 . 1 . 4 ま と め  

 

直前の三点の指摘により本節（ 2 . 1）に呈した課題を解決することがで

きた．つまり，瑜伽行派の十波羅蜜多説の起源は『十地経』に説かれる

ものであると言えるのである．また，波羅蜜多を地に配当させることが，

当時の菩薩十地思想文献群において，段階的に成立していったというこ

とは，瑜伽行派の十地と十波羅蜜多との配当に関して，重要な根拠とな

ると想定できよう．  

最後に，本稿で検討してきた『般若経』系における波羅蜜多という十

の法数については，瑜伽行派の十波羅蜜多の典拠ではないが，瑜伽行派

の波羅蜜多説の構成は同経からの影響がないとは決して言えない．これ

について，前述の M A V−V の波羅蜜多の包括的性格や，後に提示する同

学派の無分別智と般若波羅蜜多との関係という点から見れば，同学派の

波羅蜜多教説は，般若経典の波羅蜜多説に基づいているに違いない．  
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2 . 2 	 瑜 伽 行 派 に お け る 十 波 羅 蜜 多 の 法 数 に つ い て 	

2 . 2 . 1 瑜伽行派文献に見られる十波羅蜜多の定着過程  

 

前述の十波羅蜜多は B B h の「行品」において見られる．しかし， B B h

の中では，六波羅蜜多が主となっている．本節は，瑜伽行派の代表的な

文献において，「十」波羅蜜多の法数がどのように受容され，定着した

のかを理解するために，同学派の初期以来無着著とされるまでの諸文献

を対象として検討していきたい．後述の資料に基づいて結論を先に言え

ば，同学派の十波羅蜜多説は，『十地経』の十階位に言及する際に，十

波羅蜜多が共に説かれているのである．この両者の親近性は次のような

文献順に見られる．  

 

【 資 料 １ ： 『 菩 薩 地 』 「 住 品 」 】  

まず，学派の基本文献である『菩薩地』において「十波羅蜜多」とい

う語が初めて現れる箇所は「住品」である．そこで唐突に「彼の〔菩薩〕

は刹那心において十波羅蜜多を主とし，一切菩提分法が殊勝に円満され

る 203」と言及するが，その十波羅蜜多が何かは具体的に説かれていない．  

 

【 資 料 ２ ： 『 菩 薩 地 』 「 行 品 」 】  

次に「行品」では以前の六波羅蜜多と共に，後の方便・願・力・智波

羅蜜多を加えて並べており，また前述 2 . 1 のように，波羅蜜多はこの「行

品」において本格的に十の数で表されるようになった．ただし，全品の

                                                                    
203  [ W o g i h a r a .  p . 3 4 7 ,  9 - 1 0 ] :  t a s y a  c i t t a k ṣ a ṇ e  d a ś a p ā r a m i t ā ḥ  p r a m u k h ā ḥ  s a r v e  

b o d h i p a k ṣ y ā  d h a r m ā ḥ  p a r i p ū r y a n t e  v i ś e ṣ e ṇ a  /  [ T 1 5 7 9 . 3 0 . 5 6 0 a 6 - 7 ] :  彼 於 一 一 心 刹 那

中 ． 十 波 羅 蜜 多 而 爲 上 首 ． 一 切 菩 提 分 法 圓 満 殊 勝 ． （ 曇 無 讖 （ 3 8 5 – 4 3 3） 訳 『 菩

薩 地 持 經 』 と 求 那 跋 摩 （ 3 6 7 – 4 3 1） 訳 『 菩 薩 善 戒 經 』 に も 存 在 す る ． 磯 田 煕 文 ・

古 坂 紘 一 ［ 1 9 9 5  p . 1 7 4］ を 参 照 ） .   

こ の「 住 品 」で は ，瑜 伽 行 派 の 菩 薩 階 位 を 説 き な が ら『 十 地 経 』所 説 の 菩 薩 十 地

の 階 位 と 結 合 さ せ て い る ．引 用 し た こ の 箇 所 は「 有 加 行 有 功 用 無 相 住 」第 九 ，す

な わ ち 第 七 遠 行 地 と 相 応 す る ．  
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波羅蜜多の構成から見れば 204，同品の観点は，十を説いたにも関わらず

六を支持している．すなわち，同品では波羅蜜多の「建立する三種の理

由」を説示する際，「他の波羅蜜多はこの六波羅蜜多に包摂される 205」

としており，また，「三学所摂」の項目において，戒・心・慧という基

盤教学に基づいて「波羅蜜多は六のみである 206」と明言されているので

ある．  

 

【 資 料 ３ ： 『 解 深 密 経 』 （ S N S） 】  

その波羅蜜多の六と十との混在は『解深密経』にも見られる．同経は

前六の「無減無増」を支持しながら直後に後四の「無減無増」をも説い

ている 207．十波羅蜜多との関係について，後述するように，「助伴」と

し て 後 四 そ れ ぞ れ が 前 六 の い ず れ か を 助 伴 す る と 解 釈 し て い る ． ま た ，

同経では十地と波羅蜜多両説の親近性が発展していると言える．すなわ

ち，「地波羅蜜多」品において，その漢訳の品名の通り，十地の説明と

同時に十波羅蜜多を解釈していることは言うまでもない．この他，波羅

蜜多の「広大など五相 208」を解釈する際には，第八不動地と仏地に言及

している．また特に「三種波羅蜜多 209」の解釈では①波羅蜜多は勝解行

                                                                    
204 「 行 品 」 に お け る 波 羅 蜜 多 所 説 の 構 成 は 次 の 四 点 か ら と 言 え る ．  

① 十 波 羅 蜜 多 の 説 示 ．  

② 波 羅 蜜 多 の 語 に つ い て ．  

③ 波 羅 蜜 多 を 建 立 す る 三 種 理 由：対 治 に よ る（ p r a t i p a k ṣ a t a ḥ）生 起 に よ る（ u t p a t t i t a ḥ）

異 熟 果 に よ る （ p h a l a v i p ā k a t a ḥ）  ．  

④ 三 学 所 摂 ．   

205 C f .  B B h  W o g i h a r a  p . 3 7 2 ,  1 8； 国 訳 瑜 伽 部 3 ,  p . 2 5 6．  

206 C f .  B B h  W o g i h a r a  p . 3 7 3 . 2 2 - ;  国 訳 瑜 伽 部 3 ,  p . 2 5 7 .  

207 S N S に 説 か れ た 波 羅 蜜 多 の 1 7 項 目 の 中 第 5＆ 6 目（ 本 稿 第 2 章「 2 . 0」の 表 を 参

照 ） ．  

208 S N S に 説 か れ た 波 羅 蜜 多 の 1 7 項 目 の 中 第 1 0 目（ 本 稿 第 2 章「 2 . 0」の 表 を 参 照 ）．  

209 こ の よ う な 波 羅 蜜 多 の 三 種 分 類 に つ い て ， 同 学 派 の 文 献 に お い て ， 特 に 「 近 波

羅 蜜 多 」 の 名 は ， 『 大 品 系 般 若 経 』 に お い て ， 「 須 菩 提 ． 菩 薩 摩 訶 薩 作 如 是 行 ．

能 具 足 檀 那 波 羅 蜜 近 阿 耨 多 羅 三 藐 三 菩 提 」 [ T 0 2 2 3 . 0 8 . 0 3 4 7 c 1 - 3 ]と い う 一 節 が そ の
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地に，②近波羅蜜多（ n y e  b a ' i  p h a  r o l  t u  p h y i n  p a）は初地以上に，③大波

羅蜜多（ p h a  r o l  t u  p h y i n  p a  c h e n  p o）は第八地以上において修習するとい

う，菩薩の段階的な修行が見られる 210．要するに，同経では菩薩の階位

に 菩 薩 の 実 践 行 を 修 習 す る と い う 地 と 波 羅 蜜 多 の 結 合 が 明 言 さ れ る よ

うになったのである．ただし，それらの地と波羅蜜多との関係は，十地

の各地に十波羅蜜多のそれぞれが配当されているのではない．  

 

【 資 料 4： 『 中 辺 分 別 論 』 （ M A V） 】  

前章に述べたように，弥勒論書とされる『中辺分別論』は波羅蜜多を

重視しているが，そこに六波羅蜜多という法数は用いられず，十が主に

なっている．波羅蜜多の説示は第 I I 章と第 V 章に見られるが，そのうち，

偈頌において菩薩の十地に配当するのは後者である．そして，十地と十

波羅蜜多との配当関係がこの第 V 章に現れることも既に述べている．こ

のような地と波羅蜜多との配当関係で，M A V と同趣旨をより詳しく説明

するのは『摂大乗論』第 V 章である．以下にその一節を示して考察する．  

 

                                                                                                                                                                                                         
「 近 波 羅 蜜 多 」 の 用 語 と 何 ら か の 類 似 性 が 想 起 さ れ る ．  

210 [ L a m o t t e .  p p . 1 4 4 - 1 4 5 ] :  ① ' d i  l a  b y a n g  c h u b  s e m s  d p a '  d u s  d p a g  t u  m e d  p a  n a s  y o n g s  

s u  b s g o m s  p a ' i  s b y i n  p a  l a  s o g s  p a  d g e  b a ' i  c h o s  r n a m s  d a n g  l d a n  p a ' a n g  y i n  l a  /  d e  l a  

n y o n  m o n g s  p a ' a n g  k u n  ' b y u n g  z h i n g  d e  z i l  g y i s  g n o n  p a r  n i  m i  n u s  k y i  /  d e s  z i l  g y i s  

g n o n  p a r  ' g y u r  b a  ' d i  l t a  s t e  /  m o s  p a s  s p y o d  p a ' i  s a  l a  m o s  p a  c h u n g  n g u  d a n g  ' b r i n g  l a  

z h u g s  p a  d e  n i  p h a  r o l  t u  p h y i n  p a  z h e s  b y a ' o  /  /  ② y a n g  d u s  d p a g  t u  m e d  p a  n a s  c h e s  

y o n g s  s u  b s g o m s  p a ' i  d g e  b a ' i  c h o s  d e  d a g  n y i d  d a n g  l d a n  z h i n g  d e  l a  n y o n  m o n g s   

p a ' a n g  k u n  t u  ' b y u n g  l a  /  d e  z i l  g y i s  g n o n  c i n g  d e s  z i l  g y i s  g n o n  p a r  m i  ' g y u r  b a  ' d i  l t a  

s t e  /  s a  d a n g  p o  n a s  b z u n g  b a  d e  n i  n y e  b a ' i  p h a  r o l  t u  p h y i n  p a  z h e s  b y a ' o  /  /  ③ y a n g  

d u s  d p a g  t u  m e d  p a  n a s  c h e s  s h i n  t u  y o n g s  s u  b s g o m s  p a ' i  d g e  b a ' i  c h o s  d e  d a g  n y i d  

d a n g  l d a n  z h i n g  d e  l a  t h a m s  c a d  k y i  t h a m s  c a d  d u  n y o n  m o n g s  p a  k u n  t u  m i  ' b y u n g  b a ' i  

c h o s  c a n  d u  g y u r  p a  ' d i  l t a  s t e  /  s a  b r g y a d  p a  n a s  b z u n g  b a  d e  n i  p h a  r o l  t u  p h y i n  p a  

c h e n  p o  z h e s  b y a ' o  /  / 	 [ T 0 6 7 6 . 1 6 . 7 0 7 c 2 - 1 0 ]： ① 若 諸 菩 薩 經 無 量 時 ． 修 行 施 等 成 就

善 法．而 諸 煩 惱 猶 故 現 行．未 能 制 伏 然 爲 彼 伏．謂 於 勝 解 行 地 軟 中 勝 解 轉 時．是 名

波 羅 蜜 多．② 復 於 無 量 時 修 行 施 等．漸 復 増 上 成 就 善 法．而 諸 煩 惱 猶 故 現 行．然 能

制 伏 非 彼 所 伏．謂 從 初 地 已 上．是 名 近 波 羅 蜜 多．③ 復 於 無 量 時 修 行 布 施 等．轉 復

増 上 成 就 善 法．一 切 煩 惱 皆 不 現 行．謂 從 八 地 已 上．是 名 大 波 羅 蜜 多．（ 国 訳 経 集

部 3 , p . 1 1 2） ．  
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【 資 料 ５ ： 『 摂 大 乗 論 』 ： M S g】  

主 要 性 の 点 か ら い え ば （ g t s o r  n a ,  * p r a d h ā n a t a s） ， 十 の 階 位 に お い て 十

波 羅 蜜 多 が 修 習 せ ら れ る ．六〔 の 階 位 〕に お い て は ，既 に 説 い た 六 種〔 の

波 羅 蜜 多 〕が 修 習 せ ら れ る ．後 の 四 つ〔 の 階 位 〕に お い て は ，四 つ〔 の 波

羅 蜜 多 が 別 々 に 〕 あ る ．  

《 中 略 》  

ま た ，す べ て の 階 位 に お い て す べ て の 波 羅 蜜 多 が〔 同 時 に 〕修 習 せ ら れ

な い わ け で は な い ．そ れ は〔 十 階 位 を 説 く 〕こ の 法 門 は ，波 羅 蜜 多 の 蔵 に

属 す る か ら で あ る 211．  

 

引用した前半部と後半部との対応関係から見れば，前半部には，それ

ぞれの地に限定的な波羅蜜多が修習されるといい，後半部では「すべて

の 階 位 に す べ て の 波 羅 蜜 多 が 修 習 せ ら れ る 」 と い う ． こ の よ う な 説 明 ，

特 に 前 者 の 言 い 方 は ， 先 行 文 献 の 中 『 中 辺 分 別 論 』 以 外 に は 見 ら れ ず ，

この点から『摂大乗論』は『中辺分別論』に影響されたと言える．この

ように，十波羅蜜多を十地思想と組み合わせて解釈するのは，『顕揚聖

教 論 』 の 記 述 に も 見 ら れ ， 学 派 に お い て 定 着 し て い っ た と 考 え ら れ る ． 

 

【 資 料 ６ ： 『 顕 揚 聖 教 論 』 】  

『顕揚聖教論』は波羅蜜多を主に説示するものではなく，同論の場合，

ある箇所には六波羅蜜多と説いてあるが，十地と伴う所説箇所ではない．

また十地を伴う説示の場合は疑いなく「波羅蜜多者，謂十波羅蜜多」と

いう．同論においてその十波羅蜜多を十地に配置して修習するのは，『中

辺分別論』『摂大乗論』を踏襲していると言える 212．  

                                                                    
211 [ N a g a o .  e d .  p p . 8 2 - 8 3 ] :  g t s o r  n a  s a  b c u  d a g  t u  [ P 3 6 a 1 ]  p h a  [ D 3 1 a 2 ]  r o l  t u  p h y i n  p a  

b c u  b s g o m  p a r  ' g y u r  t e  /  d r u g  t u  n i  d r u g  j i  s k a d  d u  b s t a n  p a  r n a m s  s o  /  /  p h y i  m a  b z h i r  

n i  b z h i  s t e  /      / / . . . / /   s a  t h a m s  c a d  d u  p h a  r o l  t u  p h y i n  p a  t h a m s  c a d  b s g o m  p a r  

m i  ' g y u r  b a  [ P 3 6 a 6 ]  y a n g  m a  y i n  t e  /  c h o s  k y i  r n a m  g r a n g s  d e  p h a  r o l  t u  p h y i n  p a ' i  s d e  

s n o d  k y i s  b s d u s  p a ' i  p h y i r  r o  /  /   

[ T 1 5 9 4 . 3 1 . 1 4 6 a 1 1 - 2 4 ]： 由 増 勝 故 ． 説 十 地 中 別 修 十 種 波 羅 蜜 多 ． 於 前 六 地 所 修 六

種 波 羅 蜜 多．如 先 已 説．後 四 地 中 所 修 四 者．…〔 中 略 〕…．又 於 一 切 地 中 非 不 修

習 一 切 波 羅 蜜 多 ． 如 是 法 門 是 波 羅 蜜 多 藏 之 所 攝 ． C f .  長 尾 訳 ， 下 p p . 1 8 0 - 1 8 2 .  

212 『 顕 揚 聖 教 論 』 [ T 1 6 0 2 . 3 1 . 4 9 2 a 1 - b 1 4 ] :  波 羅 蜜 多 者 ，謂 十 波 羅 蜜 多 ．廣 説 如 経 *．
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以上の瑜伽行派の六つの資料から十波羅蜜多説を検討した結果，十波

羅蜜多の受容，またその定数が確立されることについて，それらの資料

から四つの転換点が挙げられる．①『菩薩地』「住品」では唐突に十波

羅蜜多の語が用いられる．②「行品」は初めて十波羅蜜多の名，特に十

の後四の名称を明示する．③『解深密経』では後四と前六の十波羅蜜多

の数を合理化し，またそこに，菩薩の階位において菩薩の実践行である

波羅蜜多を修習するという，地と波羅蜜多との親近性が展開される．④

『中辺分別論』・『摂大乗論』などでは十地と十波羅蜜多との配当に言

及されてくるように窺える．  

実際，同学派の文献では十地思想と関連しない箇所では波羅蜜多は六

になり，本稿第 2 章「 2 . 0」の表に示したように『大乗荘厳経論』（ M S A）

第 X V I 章と『阿毘達磨集論』（ A b h i d h a r m a s a m u c c a y a / - b h ā ṣ y a :  A S / A S B h）§ 1 3 1

と『摂大乗論』第 I V 章は同様な傾向にある．一方，十地と関連する箇

所 に お い て は 十 波 羅 蜜 多 が 用 い ら れ る こ と と な り ， M S A 第 X X 章 k k .  

2 9 - 3 0 や前述の『摂大乗論』その例として挙げられる．つまり，六波羅

蜜 多 と 十 波 羅 蜜 多 の い ず れ が 同 学 派 の 主 た る 波 羅 蜜 多 の 法 数 で あ る か

は決められないのである．これについてどのように理解すべきかは後に

論じる．  

 

 

2 . 2 . 2 十 波 羅 蜜 多 法 数 の 解 釈  

 

瑜伽行派の文献においてそのような波羅蜜多の法数の，六と十の混在

について，管見の限り，次のような二つの解釈がある．  

 
                                                                                                                                                                                                         
…〈 中 略 〉… ．如 是 十 波 羅 蜜 多 ．於 一 切 地 中 皆 具 修 習 ．若 増 上 者 ．施 波 羅 蜜 多 唯

在 初 地 ． 如 其 次 第 乃 至 智 波 羅 蜜 多 在 第 十 地 應 知 ．  

（ *『 顕 揚 聖 教 論 』 に 説 か れ る 十 波 羅 蜜 多 は 「 廣 説 如 経 」 に つ い て ， そ の 「 経 」 は

何 経 で あ る の か ． 同 論 の 地 と 波 羅 蜜 多 と の 配 当 関 係 で 説 明 す る と い う 点 で ， お

そ ら く 『 中 辺 分 別 論 』 と い う 書 物 が 「 経 」 と 呼 ば れ た も の で あ ろ う ． こ の 理 解

は 早 島 理 ［ 2 0 0 5］ の 研 究 に も 矛 盾 し な い ． ）  
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《 前 六 の 助 伴 で あ る 後 四 》  

『解深密経』「地波羅蜜多品」第七には 213，後四波羅蜜多は前六波羅

蜜多の助伴（ g r o g s  s u  g y u r  p a ,  * s a h āy ī - b hū t a）として説明されている．具

体的には方便波羅蜜多は布施・持戒・忍辱の波羅蜜多を伴い助ける，同

じく願波羅蜜多は精進波羅蜜多を，力波羅蜜多は禅定波羅蜜多を，智波

羅蜜多は般若波羅蜜多を伴い助ける 214，というように説明される．助伴

の意趣については，前の『摂大乗論』に，後四波羅蜜多それぞれは前六

波羅蜜多全体を助けると言及され 215，また M A V 第 V 章安慧釈でも『摂

大 乗 論 』  と 同 様 に 解 釈 さ れ て い る 216． つ ま り ， 助 伴 と い う 意 趣 は 継 承

しているが，『解深密経』のように具体的に分けることを支持していな

いのである．  

 

《 般 若 波 羅 蜜 多 か ら 現 し 出 さ れ る 後 四 》  

十波羅蜜多の存在についての解釈は，上述のような十波羅蜜多の合理

化としての解釈に対して，『中辺分別論』第 I I 章「障品」安慧釈では後

四はどこから生じたかを問題として，次のように解釈されている．  

 

a t r a  c a  d r a v y a t a ḥ  ṣ a ṭ  p ā r a m i t ā ,  n ām a t o  d a ś a ,  p r a j ñ ā p ā r a m i t ā p r a b h ā v i t a t v ā c  

c a t a s ṛ ṇ ām  p ā r a m i t ā n āṃ  /  t a t r a  p r a j ñ ā p ā r a m i t ā  l o k o t t a r a n i r v i k a l p a j ñ ā n aṃ ,  
                                                                    
213 チ ベ ッ ト 訳 の 相 当 の 品 名 は S p y a n  r a s  g z i g s  d b a n g  p h y u g  g i  l e ' u  s t e  d g u  b a ' o  （『 観

音 請 問 品 』 第 九 ） で あ る （ L a m o t t e .  p p . 1 2 2 - 1 4 8） ．  

214 C f .チ ベ ッ ト 語 訳 [ L a m o t t e .  p p . 1 3 2 - 1 3 4 ]；玄 奘 訳 [ T 0 6 7 6 . 1 6 . 7 0 5 b 1 0 - c 3 ]．ま た ，『 相

續 解 脱 地 波 羅 蜜 了 義 経 』 T 0 6 7 8 . 1 6 . 7 1 6 a 1 4 - 2 7  求 那 跋 陀 羅 （ 3 9 4 - 4 6 8） 訳 に も 同 内

容 が 説 か れ る ． さ ら に ま た ， 『 瑜 伽 論 』 「 摂 決 択 分 」 に も 引 用 さ れ る

（ T 1 5 7 9 . 3 0 . 7 3 1 a 6 - 2 7） ．   

215  C f .  長 尾 訳 ， 下  p . 1 8 1 ． チ ベ ッ ト 語 訳 [ N a g a o .  e d .  p p . 8 2 - 8 3 ] ， 漢 訳

[ T 1 5 9 4 . 3 1 . 0 1 4 6 a 1 4 - 2 2 ]．   

216 [ Y a . p . 2 0 8 , 7 - 9 ] :  t a s y a  k ṛ t o p a c i t ā n āṃ  d ā n ā d ī n āṃ  m ā h a b o d h i p a r i ṇ ām a n a y ā  

k ṣ a y a k a r a ṇ aṃ  k a r m a /  [ P 1 3 9 a 3 - 4 ;  D 2 9 2 a 7 ] :  d e ' i  l a s  n i  s b y i n  p a  l a  s o g s  p a  b y a s  s h i n g  

b s a g s  p a  r n a m s  b y a n g  c h u b  c h e n  p o r  y o n g s  s u  b s n g o s  p a s  m i  z a d  p a r  b y e d  p a ' o  /  /  か

れ （ 方 便 波 羅 蜜 多 ） の 働 き は  作 ら れ 積 集 さ れ た 布 施 等 を 大 菩 提 に 回 向 す る こ と

に よ っ て 無 尽 な る こ と と す る の で あ る ．（ 以 降 の 波 羅 蜜 多 に も「 布 施 等 」と い う

語 で 説 明 さ れ る ． ）  



2 .2 瑜伽行派における十波羅蜜多の法数について  

 117  

t e n a  j ñ ā n e n a  k r a m e ṇ a  s a r v ā v a r a ṇ a p r a h ā ṇ aṃ  /  

u p ā y a p r a ṇ i d h ā n a b a l a j ñ ā n a p ā r a m i t ā ḥ  p u n a r  

l o k o t t a r a m ā r g a p ṛ ṣ ṭ h a l a b d h a j ñ ā n a s aṃ g ṛ h ī t ā ḥ  / 217	  

こ こ で 実 質 的 に は 六 波 羅 蜜 多 で あ り ，名 と し て は ，十〔 波 羅 蜜 多 〕で あ る ．

〔 後 〕 四 波 羅 蜜 多 は ， 般 若 波 羅 蜜 多 か ら 現 し 出 さ れ た も の だ か ら で あ る ．

そ の う ち ，般 若 波 羅 蜜 多 は ，出 世 間 で あ る 無 分 別 智 で あ り ，そ の 智 に よ っ

て 順 次 に 一 切 の 障 碍 を 断 じ る ．一 方 ，方 便・願・力・智 波 羅 蜜 多 は ，出 世

間 道 の 後 得 智 に 包 括 さ れ る も の で あ る ．  

 

ここで，安慧の言及している般若波羅蜜多は，出世間なる無分別智で

あり，方便・願・力・智波羅蜜多がその出世間道の後に得られる智に包

摂される 218，すなわち，般若波羅蜜多というものには二側面があると理

解される．では，この第六般若波羅蜜多が何故そのような包摂性を有す

るのか． M S A などの解釈によれば，「次第 a n u k r a m a」の項目が注目に

値する．それが次のような解釈である． 219  

 

a n u k r a m a v i b h ā g e  ś l o k a ḥ  /  

p ū r v o t t a r a v i ś r a y a t a ś  c o t p a t t e s  t a t k r a m e ṇ a  n i r d e ś a ḥ  /  

h ī n o t k a r ṣ a s t h ā n ā d  a u d ā r i k a s ū k ṣm a t a ś  c ā p i  / /  X V I - 1 4  / /  

次 第 を 弁 別 し て 一 偈 が あ る ．  

①後 の も の が 前 の も の を 依 り 所 と し て 生 起 す る か ら ， そ の よ う な 順 序 で

［ 波 羅 蜜 多 は ］説 か れ て い る ．②前 と 後 と は ま た 劣 れ る と 勝 れ た る と で あ

る か ら で あ り ，ま た ③粗 大 な る と 微 細 な る と で も あ る か ら で あ る ．（ 1 6 . 1 4） 
                                                                    
217 [ Y a .  p p . 9 6 . 2 4 - 9 7 . 4 ;  松 下 p . 1 5 4 ]； [ T i b .  P 7 5 b 5 - 7 ;  D 2 3 6 a 6 - b 1 ] :  ' d i  l a  r d z a s  s u  n i  p h a  

r o l  t u  p h y i n  p a  d r u g  g o  /  /  m i n g  d u  n i  b c u  s t e  /  p h a  r o l  t u  p h y i n  p a  b z h i  n i  s h e s  r a b  k y i  

p h a  r o l  t u  p h y i n  p a  l a s  r a b  t u  p h y e  b a ' i  p h y i r  r o  /  / d e  l a  s h e s  r a b  k y i  p h a  r o l  t u  p h y i n  

p a  n i  ' j i g  r t e n  l a s  ' d a s  p a  r n a m  p a r  m i  r t o g  p a ' i  y e  s h e s  t e  /  y e  s h e s  d e s  s g r i b  p a  t h a m s  

c a d  r i m  g y i s  s p a n g  n g o  /  /  t h a b s  d a n g  /  [ D 2 3 6 b 1 ]  s m o n  l a m  d a n g  /  s t o b s  d a n g  /  y e  s h e s  

k y i  p h a  r o l  t u  p h y i n  p a  n i  ' j i g  r t e n  l a s  ' d a s  p a ' i  l a m  g y i  r j e s  l a s  t h o b  p a ' i  y e  s h e s  k y i s  

b s d u s  s o  /  /  

218 後 四 波 羅 蜜 多 は ， 般 若 波 羅 蜜 多 に 包 摂 さ れ る と い う 解 釈 は 『 菩 提 資 糧 論 』 の 自

在 比 丘 釈 も 同 様 で あ る ． （ T 1 6 6 0 . 3 2 . 0 5 2 3 a 0 5 - 0 9）  

219 [ L é v i .  p .  1 0 1 ,  1 1 - 1 3 ]， 〔 和 訳 長 尾 2 0 0 9〕  
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これは，六波羅蜜多の次第を前提としたものである．「前のもの」「後

のもの」は「因」と「果」，「劣る」と「勝れる」，「粗大」と「微細」

と い う よ う な も の と 同 じ 本 質 で 説 か れ て い る の で あ る ． 早 島 理 ［ 1 9 8 3］

に指摘されたように，この M S A 第 X V I 章「度摂品」の「次第」と，「相

互決定」（ a n y o n y a v i n i ś c a y a 220）との二項目では 221，六波羅蜜多の解釈に

よって十波羅蜜多に適用して理解することができる．すなわち，前五の

波羅蜜多を順次に修習してから第六般若波羅蜜多が生じて，そして十波

羅蜜多の後四がその「第六般若波羅蜜多」から生じるものとなるのであ

る．  

 

以上で，十波羅蜜多の後四についての解釈として，管見の限り，その

方便・願・力・智は，「前六波羅蜜多を助伴する」と，「般若波羅蜜多

から現わし出されたもの」であるという二種の解釈が挙げられた．しか

しながら，このような解釈から，波羅蜜多教説における六と十の法数の

混在を整理するのは，当時の課題であったことが示唆される．それは上

に引用した安慧釈の「実質的には六波羅蜜多であり」という文章に，そ

の根幹があるからである．すなわち，菩薩道思想が導入されて以来，六

波羅蜜多という法数が，基本の教学である戒・心・慧の三学と結合整理

され 222，また，大乗仏教の文献に根付いた六波羅蜜多があって，同学派

                                                                    
220 [ L é v i .  p .  1 1 5 ,  1 5 - 1 7 ] :  a n y o n y a v i n i ś c a y a v i b h ā g e  ś l o k a ḥ  

	 a n y o n y aṃ  s aṃ g r a h a t a ḥ  p r a b h e d a t o  d h a r m a t o  n i m i t t ā c  c a  /  

	 ṣ a ṇ ṇ āṃ  p ā r a m i t ā n āṃ  v i n i ś c a y a ḥ  s a r v a t h ā  j ñ e y a ḥ  / /  X V I .  7 1  / /  

	 相 互 決 定 を 弁 別 し て 一 偈 が あ る ．  

	 相 互 に 包 摂 す る こ と に よ り ，類 別 に よ り ，教 法 に よ り ，ま た 因 相 に よ っ て ，あ ら

ゆ る 面 で 六 つ の 波 羅 蜜 多 は 確 認 さ れ る と 知 る べ き で あ る ． ( 1 6 . 7 1 )  〔 和 訳 長 尾

［ 2 0 0 9］ 〕  

221 こ の よ う な 二 点 は  M S A だ け で な く ，本 稿 の「 2 . 0」に 示 し た 他 の 文 献 も 踏 襲 し

て 解 釈 し て い る ．S N S  は そ れ ら の 文 献 の 波 羅 蜜 多 十 種 解 釈 と 異 な る が  a n u k r a m a

と い う 解 釈 （ 第 六 目 ） が 存 在 す る ．  

222 C f .前 述 の「 行 品 」．ま た ，戒・心・慧 の 三 学 所 摂 は S N S 第 二・三 項 目 に も あ る ．

（ S N S の 六 波 羅 蜜 多 と の 配 当 が 「 行 品 」 と 多 少 の 相 違 が あ る こ と は 清 水 ［ 1 9 8 6］
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の 波 羅 蜜 多 の 法 数 と 言 え ば ， 六 波 羅 蜜 多 が 優 勢 と な っ て い る の で あ る ． 

 

2 . 2 . 3 瑜 伽 行 派 の 波 羅 蜜 多 法 数 の 理 解 ： 結 び の 代 わ り に   

 

前述の 2 . 2 . 1 と 2 . 2 . 2 で，『十地経』の十階位に言及することを背景に

波 羅 蜜 多 の 法 数 と し て 十 波 羅 蜜 多 を 用 い る こ と に な り ， 学 派 に は 本 来 ，

六波羅蜜多があったにもかかわらず，十波羅蜜多の数も導入されるよう

になったのである．同学派において，菩薩の修行階位の概念も提供した

『十地経』がどのような勢力を有するかは後に考察するが，六波羅蜜多

があったにもかかわらず，十波羅蜜多をも用いることから，この段階は

学派の思想史上，重要な一歩であると考えられる．  

しかしながら，このような波羅蜜多法数の変遷に関しては，その波羅

蜜多教説に問題がある．すなわち，一貫性を欠いているのである．実際

に，同学派においては，六波羅蜜多か十波羅蜜多かのいずれかが支持さ

れるのではない．その根拠として以下の二つを挙げる．  

まずは，前章に見た M A V−V の波羅蜜多説である．同論には十波羅蜜

多が波羅蜜多の法数として全論で統一されている．しかし，十波羅蜜多

と言ってもそれらの詳細を説明しておらず，第 V 章において p r a t i p a t t i

という点を波羅蜜多として見做すことが既に確認されたように，波羅蜜

多の包括的な性格の方を重要視するのである．  

そして，前述の六波羅蜜多の「次第」の項目で示されたように，「因

から果」「劣るから勝れる」「粗大から微細」というような関係で，最

終 的 に は 般 若 波 羅 蜜 多 を 重 要 視 す る こ と が 知 ら れ る ． こ の こ と は ま た ，

M S g− I I に お い て も 般 若 波 羅 蜜 多 に 言 及 す る 際 に 前 五 波 羅 蜜 多 か ら な る

ものであるという表現で確認される．  

 

要するに，菩薩行として p r a t i p a t t i という意味で示されることと，最終

的に般若波羅蜜多で包括的に示されること，という二点が，同学派の波

                                                                                                                                                                                                         
に 詳 し い ） ． 他 に M S A . X V I . 7「 数 」 の 項 目 に も 三 学 を も っ て 解 釈 さ れ て い る ．  

と こ ろ で ， そ の 三 学 は ， 波 羅 蜜 多 と 結 合 整 理 す る だ け で な く ， B B h「 住 品 」 に 説

か れ る 菩 薩 階 位 と し て の 十 二 住 に も そ れ ら の 三 学 法 が 配 当 さ れ て い る ．   
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羅蜜多説の本質であると見て取れ，波羅蜜多のどの法数であるかは重要

なことではないと見做すべきである．  
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2.3	般若波羅蜜多と無分別智との関係 	

 

以 前 の 検 討 で ， 瑜 伽 行 派 の 修 道 論 に お け る 波 羅 蜜 多 の 教 説 に 関 し て 最

も重要なものは般若波羅蜜多（ p r a j ñ āp ā r a m i t ā）であると確認した．この

般 若 波 羅 蜜 多 と い う 菩 薩 の 実 践 行 は ， 同 学 派 の 文 献 に お い て ， 無 分 別 智

（ n i r v i k a l p a j ñ ān a）と結合して説明されている．瑜伽行派の修行道論を主

眼するという点から，本節において，これらの両者の関係を検討する 223．

同 学 派 に お け る 般 若 波 羅 蜜 多 と 無 分 別 智 と の 両 者 の 関 係 を 考 察 す る こ と

は ， 瑜 伽 行 派 の 般 若 波 羅 蜜 多 の み な ら ず ， 無 分 別 智 の 理 解 に も 通 じ る と

考 え ら れ る ． ひ い て は ， 同 学 派 に お け る 修 行 道 論 の 編 成 の 一 端 を も う か

がえると予想される．   

 

2 . 3 . 1  無 分 別 智 と 等 置 さ れ る 般 若 波 羅 蜜 多  

 

ま ず ， 般 若 波 羅 蜜 多 と 無 分 別 智 を 等 置 す る こ と を 明 言 す る の は 『 摂 大

乗論』（ M S g）である．同論の第 I V章第 9節では，般若波羅蜜多の「品類

差 別 」 （ p r a b h e d a） と い う 項 目 に お い て ， 般 若 波 羅 蜜 多 は 三 段 階 の 智 慧 ，

す な わ ち ① 無 分 別 加 行 慧 （ * n i r v i k a l p a - p r a y o g a - p r a j ñ ā ） ， ② 無 分 別 慧

（ * n i r v i k a l p a - p r a j ñ ā），③無分別後得慧（ * n i r v i k a l p a - p ṛ ṣ ṭ h a l a b d h a - p r a j ñ ā）で

あ る と 規 定 さ れ て い る 224． 智 慧 に 三 段 階 が あ る こ と は ， 同 学 派 の 文 献 で

ある『解深密経』（ S N S）とそれを引用する『瑜伽論』「摂決択分」（ V i S g），

そ し て 『 大 乗 荘 厳 経 論 』 （ M S A） な ど に お け る 般 若 波 羅 蜜 多 の 「 品 類 差

別 」 の 項 目 に も 見 ら れ る ． こ れ ら の 文 献 は い ず れ も ①世 俗 〔 諦 〕 を 所 縁

とする慧，②勝義〔諦〕を所縁とする慧，③饒益有情を所縁とする慧を説

                                                                    
223 現 在 ， 同 学 派 に お け る 無 分 別 智 に つ い て の 先 行 研 究 は 確 認 さ れ る が ， 般 若 波 羅

蜜 多 に つ い て の 研 究 は 確 認 さ れ な い ． そ の 無 分 別 智 の 研 究 に つ い て は 袴 谷 憲 昭

［ 1 9 8 5］池 田 道 浩［ 1 9 9 9］な ど が 挙 げ ら れ る ．こ の 中 ，前 者 は 同 学 派 に お け る 無

分 別 智 の 規 定 の 文 献 を 紹 介 し ， 後 者 は 「 瑜 伽 行 派 に お け る 自 性 分 別 と 無 分 別 智 」

と い う 題 目 で ，中 観 派 の 視 点 か ら も 検 討 し て い る ．し か し ，瑜 伽 行 派 の 無 分 別 智

に つ い て こ れ ま で 十 分 な 研 究 が な さ れ て い る と は 言 い が た い ．   

224 r n a m  p a r  m i  r t o g  p a r  s b y o r  b a  d a n g  /  r n a m  p a r  m i  r t o g  p a  d a n g  /  r n a m  p a r  m i  r t o g  

p aḥ i  r j e s  l a  t h o b  p aḥ i  s h e s  r a b  p o  /  ［ N a g a o  I I . p . 7 7］  
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い て い る 225， そ れ ら の 「 世 俗 」 「 勝 義 」 「 饒 益 有 情 」 と い う 三 慧 と M S g

の 無 分 別 加 行 慧 ・ 無 分 別 慧 ・ 無 分 別 後 得 慧 と は ， 内 容 的 に 異 な ら な い ．

し か し ， 無 分 別
． ． ．

の 智 慧 を 以 っ て 般 若 波 羅 蜜 多 を 説 明 す る と い う 点 は 異 な

っ て お り ， 同 学 派 の う ち ， そ の 般 若 波 羅 蜜 多 と 無 分 別 智 と の 等 値 的 な 関

係で説明するのは， M S gの特色である．  

さらにまた，M S gにおいて，般若波羅蜜多を無分別智と同一視すること

は，同論の三学（戒・心・慧）の一つ，第 V I I I章「増上慧学」（ * a d h i p r a j ñ ā）

に お い て 明 確 に 示 さ れ る ． ま ず ， 同 章 の 冒 頭 に お い て ， 章 の 主 題 で あ る

増 上 慧 学 は 無 分 別 智 に 他 な ら な い と 説 か れ て い る 226． そ し て ， そ の 増 上

慧である「無分別智」の「伴侶」について（ V I I I . 9），次のように述べら

れている 227．  

 

菩 薩 に と っ て の 無 分 別 智 の 伴 侶 と な る も の は ， 二 つ の 道 228で あ る と 言 わ れ

                                                                    
225 そ れ ら の 諸 経 論 に 記 述 さ れ る 般 若 波 羅 蜜 多 の 「 品 類 差 別 」 項 目 の 解 釈 は 以

下 の 表 の よ う に 整 理 で き る ．  

SNS.T676.16.705c23-24	 ViSg.T1579.30.731b15-17	 MSABh.XVI.27-28 	 ASBh(O.H.	p.673)	

一者縁世俗諦慧 	

二者縁勝義諦慧 	

三者縁饒益有情慧 	

一者縁世俗諦慧 	

二者縁勝義諦慧 	

三者縁饒益有情慧 	

trividhā	prajñā:	

1.laukika	 	

2.hīnalokottara	 	

3.mahālokottara	

prajñā	

1.saṃvṛtyālaṃbanā	

2.paramārthālaṃbanā	

3.sattvārthālaṃbanā	

 

226 l h a g  p a ' i  s h e s  r a b  k y i  k h y a d  p a r  j i  l t a r  b l t a  z h e  n a  /  r n a m  p a r  m i  r t o g  p a ' i  y e  s h e s  k y i  

n g o  b o  n y i d  d a n g  /  . . .  z a b  p a  n y i d  k y i s  k y a n g  r n a m  p a r  m i  r t o g  p a ' i  y e  s h e s  n i  /  l h a g  

p a ' i  s h e s  r a b  k y i  k h y a d  p a r  d u  b l t a  b a r  b y a ' o  /  /［ N a g a o . I I . p . 9 2］  

「 高 度 の 慧〔 学 〕の 勝 れ た 点 を 如 何 に 見 る べ き か ．無 分 別 智 に つ い て ，《 … 中 略

… 》〔 そ れ ら 〕に よ っ て 無 分 別 智 こ そ は 高 度 の 慧 学 の 勝 れ た 点 で あ る こ と を 知 る

べ き で あ る 」 ．  

227 /  b y a n g  c h u b  s e m s  d b aḥ  r n a m s  k y i  s h e s  / / r n a m  p a r  r t o g  p a  m e d  p a ’ i  g r o g s  /  

	 /  l a m  g n y i s  s u  n i  b r j o d  p a  s t e  / / p h a  r o l  p h y i n  l n g a ’ i  r a n g  b z h i n  n o  /  （ V I I I . 9）

［ N a g a o . I I . p . 9 5］ ．  

228 こ の 二 つ の 道 に 関 し て ， 世 親 釈 に よ れ ば 直 後 に 言 及 さ れ る 五 つ の 波 羅 蜜 多 の う
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る ． そ れ は 五 つ の 波 羅 蜜 多 か ら な る 〔 も の で あ る 〕．  

 

こ こ で の ， 「 五 つ の 波 羅 蜜 多 か ら な る 」 と い う も の は 何 か ． 前 節 に も 触

れ た M S Aな ど に お い て は ， そ れ が 般 若 波 羅 蜜 多 を 指 す の で あ り 229， 無 分

別 智 の 伴 侶 は 般 若 波 羅 蜜 多 で あ る と 知 ら れ る ． そ し て ， そ の 後 の 同 章

V I I I . 2 1に お い て ， 「 般 若 波 羅 蜜 多 と 無 分 別 智 と は 異 な ら な い ［ …］ 」 と

明 言 さ れ て い る 230． つ ま り ， 「 増 上 慧 学 」 の 章 に お い て ， そ の 主 題 と な

る 無 分 別 智 が 般 若 波 羅 蜜 多 と 同 じ も の と さ れ て い る こ と に 疑 い は な い の

である．   

瑜 伽 行 派 に お い て ，般 若 波 羅 蜜 多 を 無 分 別 智 と し て 解 釈 す る 例 は ，

デ ィ グ ナ ー ガ （ D i g n ā g a ， 陳 那 ） の 『 般 若 円 集 要 義 論 』

（ P r a j ñ ā p ā r a m i t ā p i ṇ ḍ ā r t h a s aṃ g r a h a：P P P S）冒 頭 第 1偈 に も 確 認 さ れ る 231．

そ こ に 説 か れ る 無 二 智（ a d v a y aṃ  j ñ ā n aṃ）と い う 般 若 波 羅 蜜 多 の 意 味

は ， 既 に 服 部 正 明 ［ 1 9 6 1］ で 指 摘 さ れ た よ う に ， 唯 識 学 派 の 三 性 説

を 契 機 と す る 所 取 ・ 能 取 を 離 れ る と い う 無 分 別 智 で あ る ． つ ま り ，

こ の 論 書 に お い て も ， 般 若 波 羅 蜜 多 と 無 二 智 と 無 分 別 智 と は 同 義 と

し て 並 記 さ れ る の で あ る ．  

 

要 す る に ， 瑜 伽 行 派 に お い て 般 若 波 羅 蜜 多 は 無 分 別 智 と し て 理 解

さ れ て い る こ と が 知 ら れ る の で あ る ． し か し ， 後 述 す る よ う に ， 同

                                                                                                                                                                                                         
ち ，布 施・持 戒・忍 辱・精 進 の 四 波 羅 蜜 多 は 資 糧 道 ，禅 定 波 羅 蜜 多 は 依 止 道 ，と

い う 二 道 で あ る ． c f .長 尾 雅 人 ［ 1 9 8 7： 2 5 9］ ．  

229 前 に 示 さ れ た M S A −X V I - 1 4「 次 第 」 の 内 容 を 参 照 ． ま た こ の 「 次 第 」 の 項 目 を

以 っ て 解 釈 す る 文 献 は ， 本 稿 第 2 章 「 2 . 0」 の 表 を 参 照 さ れ た い ．  

230 s h e s  r a b  k y i  p h a  r o l  t u  p h y i n  p a  d a n g  /  r n a m  p a r  m i  r t o g  p a ’ i  y e  s h e s  n i  k h y a d  p a r  

m e d  d e /（ V I I I . 2 1） ［ N a g a o . I I . p . 9 9， 同 和 訳 p . 2 8 7 を 参 照 ］  

231 p r a j ñ ā p ā r a m i t ā  j ñ ā n a m  a d v a y aṃ  s ā  t a t h ā g a t aḥ /  

s ā d h y ā  t ā d a r t h y a y o g e n a  t a c c h a b d y aṃ  g r a n t h a m ā r g a y o ḥ  / / 1 / /（ F r a u w a l l n e r  1 9 8 2 : 1 4 0）  

般 若 波 羅 蜜 多 は 無 二 知 で あ る ．そ れ は 如 来 で あ り ，〔 菩 薩 た ち に よ っ て 〕証 得 さ

れ る べ き も の で あ る ．〔 然 し ま た ，般 若 経 の 〕本 文 と〔 無 二 知 を 証 得 す る 為 に 修

習 す べ き 〕 道 も ， 〔 無 二 知 と 〕 意 義 を 同 じ く す る の で ， 〔 般 若 波 羅 蜜 多 と い う 〕

同 一 語 で 言 詮 さ れ る の で あ る ． （ 服 部 正 明 ［ 1 9 6 1］ 和 訳 ）  
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学 派 の 初 期 文 献 で あ る 『 菩 薩 地 』 （ B B h） に お い て は ， こ の 両 者 は

必 ず し も し っ か り 結 び つ い て は い な い ．その両者の関係は，学 派 の 教

学 を 完 成 す る と 共 に ， そ の 修 行 道 論 を 整 合 さ せ る た め ， 後 に 等 置 さ

れるようになったのではないかと思われる．  

 

2 . 3 . 2  初 期 文 献 に お け る 般 若 波 羅 蜜 多 と 無 分 別 智 と の 関 係  

 

で は ， 初 期 同 学 派 の 文 献 に 説 か れ る 般 若 波 羅 蜜 多 が 無 分 別 智 と ど の よ

う な 関 係 に あ る か を 考 察 す る ． お そ ら く 同 学 派 に お い て 最 初 に 般 若 波

羅 蜜 多 が 詳 説 さ れ る の は ， B B h「 慧 品 」 （ P r a j ñ ā - p a ṭ a l a） で あ る ． 他

の 「 施 品 」 な ど と 同 じ く ， こ の 「 慧 品 」 で は 般 若 波 羅 蜜 多 を 九 項 目

に 分 け て 説 明 す る ．す な わ ち ①自 性 慧 ，②一 切 慧 ，③難 行 慧 ，④一 切

門 慧 ， ⑤善 士 慧 ， ⑥一 切 種 慧 ， ⑦遂 求 慧 ， ⑧此 世 他 世 楽 慧 ， ⑨清 浄 慧

で あ る ． 中 で も 無 分 別 に 関 し て は ， ②一 切 慧 の 中 232， 「 真 如 通 達 」

の 解 釈 項 目 に お い て ， 智 慧 は 「 無 分 別 」 ， 「 戯 論 を 離 れ 」 ， 「 諸 法

に お い て 平 等 性 を 悟 る 」な ど と 説 明 さ れ て い る 233．管 見 の 限 り ，「 慧

品 」 全 体 に お い て 無 分 別 と い う 語 に 言 及 す る の は ， こ の 箇 所 だ け で

あ る 234．  
                                                                    
232 ② 一 切 慧 の 解 釈 に は 世 間 慧 と 出 世 間 慧 が あ る と 説 か れ ，さ ら に そ の 直 後 に ，（ 1）

真 如 通 達（ 2）五 明 と 三 聚 に お い て 決 定 善 巧 慧（ 3）有 情 利 益 と い う 三 つ の 意 味 も

追 加 し て 説 明 し て い る ．  

233  y ā  b o d h i s a t t v ā n ām  a n a b h i l ā p y aṃ  d h a r m a n a i r ā t m y a m  ā r a b h y a  s a t y ā v a b o d h ā y a  v ā  

s a t y ā v a b o d h a k ā l e  v ā  s a t y ā b h i s aṃ b o d h ā d  v ā  ū r d h v aṃ ( 1 )  p r a j ñ ā  p a r a m a p r a ś a m a -

v y u p a s t h ā n ā ( 2 )  n i r v i k a l p ā  s a r v a p r a p a ñ c ā p a g a t ā ( 3 )  s a r v a d h a r m e ṣ u  s a m a t ā n u g a t ā  

m a h ā s ām ā n y a l a k ṣ aṇ a p r a v i ṣ ṭ ā  j ñ e y a p a r y a n t a g a t ā  s a m ā r o p ā p a v ā d ā n t a d v a y a v i v a r j i t ā ( 4 )  

m a d h y a m a p r a t i p a d a n u s ā r i ṇ ī  /  i y aṃ  b o d h i s a t t v ā n āṃ  t a t t v ā n u b o d h a p r a t i v e d h ā y a  p r a j ñ ā  

v e d i t a v y ā  / 〔 B B h . W o . p . 2 1 2 . 1 2 - 2 0 ;  D u t t . p . 1 4 6 . 1 1 - 2 2 〕 （ ( 1 ) d u t t : u r d d h aṃ ;  

( 2 ) d u t t : p r a t y u p a s t h ā n ā ;  ( 3 ) d u t t : … c ā g a t ā ;  ( 4 ) d u t t : v i v a r j i t a t v ā n）  

234 た だ し ，こ れ ら の 般 若 波 羅 蜜 多 と 無 分 別 智 の 対 象 領 域 の 観 点 か ら し て ，B B h「 真

実 義 品 」に お い て 全 く 関 係 な い わ け で は な い ．す な わ ち ，同 品 の「 菩 薩 の 実 践 行 」

（ 高 橋 晃 一 ［ 2 0 0 5］ テ キ ス ト 「 4 . 1 0」 ） に お け る 般 若 波 羅 蜜 多 の 実 践 で は ，「 聡

明 者 が ， 最 高 の 真 実 を 知 る 者 で あ る 」 （ v i c a k ṣ aṇ a ś  c a  b h a v a t i  p a r a m a t a t t v a j ñ aḥ）

と 説 か れ る ．そ し て ，注 2 4 4 の よ う に ，無 分 別 智 は 勝 義 を 対 象 領 域 と す る も の と

し て 説 か れ て い る ．つ ま り ，両 者 が 同 様 な 対 象 内 容 を 有 す る こ と が 確 認 さ れ る の
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一 方 M S Aで は ， 無 分 別 が 般 若 波 羅 蜜 多 の 性 質 と し て 用 い ら れ る 例

は 容 易 に 見 出 さ れ る ．例 え ば ，同 論 第 X V I章「 度 摂 品 」（ P ā r a m i t ā d h i k ā r a）

中 の 波 羅 蜜 多 の 「 数 」 と い う 項 目 に お い て は ， 無 分 別 が 般 若 波 羅 蜜

多 の 言 い 換 え と し て 用 い ら れ る 235． ま た 特 に ， 同 品 を 総 括 す る 最 終

偈 に お い て も こ の よ う な 関 係 が 確 認 で き る ． 以 下 は そ の 本 偈 及 び 世

親 釈 で あ る ．  

 

以 上 の 如 く ， ①常 に そ の 知 が 財 物 に 執 着 せ ず ， ② ③ ④静 寂 と 制 御 と

努 力 と を 以 て 彼 岸 に 往 き ， ⑤自 ら を 確 立 し ， ⑥存 在 と 対 境 の 因 相 に

対 し て 無 分 別 （ b h a v a v i ṣ a y a n i m i t t a n i r v i k a l p a） で あ る 彼 は ， 衆 生 聚

を 摂 受 す る 者 な の で あ る ． （ X V I . 7 9）  

こ の 偈 に よ っ て は ，上 述 の よ う な 六 波 羅 蜜 多 に 住 す る 菩 薩 の 摂 事 の 修

習 を 示 す ． 順 次 に 諸 波 羅 蜜 多 に よ っ て ， ま た 諸 摂 事 に よ っ て ， 自 と 他

の 利 益 を 成 就 す る か ら で あ る
236．  

 

こ こ に 偈 の 「 彼 」 が ， 世 親 釈 に お い て 六 波 羅 蜜 多 に 住 す る 菩 薩 で

あ る と 説 明 さ れ ， ⑥の 「 無 分 別 」 は 般 若 波 羅 蜜 多 と 相 応 す る こ と が

理 解 さ れ る ． さ ら に ま た ， 「 功 徳 品 」 （ G u ṇ ā d h i k ā r a） X I X . 7 237な ど の 世

                                                                                                                                                                                                         
で あ る ． こ れ 故 に ， 後 の 同 学 派 に お い て 整 合 さ せ ら れ る で あ ろ う ．   

235 b h o g e ṣ u  c ā n a b h i r a t i s  t ī v r ā  g u r u t ā  d v a y e  a k h e d a ś  c a  /  

	 y o g a ś  c a  n i r v i k a l p a ḥ  s a m a s t a m  i d a m  u t t a m aṃ  y ā n aṃ  / / X V I . 5 / /  

ま た ① 資 材 を 喜 ぶ こ と な く ，② 深 く 恭 敬 の 念 が あ り ，③ ④ 二 つ の こ と に お い て 倦 み

疲 れ る こ と が な く ， そ し て ， ⑤ 禅 定 が あ り ， ⑥ 無 分 別 （ n i r v i k a l p a） が あ る ． こ

れ が 上 乗 の す べ て で あ る ． （ X V I . 5） ［ L é v i  p . 9 9 ,  長 尾 ノ ー ト I I I  p . 1 3］  

236 i t i  s a t a t a m  a s a k t a b h o g a b u d d h iḥ  ś a m a y a m a n o d y a m a p ā r a g aḥ  s t h i t ā t m ā /  

b h a v a v i ṣ a y a n i m i t t a n i r v i k a l p o  b h a v a t i  s a  s a t v a g a ṇ a s y a  s aṃ g ṛ h ī t ā  / / X V I . 7 9 / /  	 e t e n a  

y a t h o k t ā s u  ṣ a ṭ s u  p ā r a m i t ā s u  s t h i t a s y a  b o d h i s a t t v a s y a  s aṃ g r a h a v a s t u p r a y o g aṃ  

d a r ś a y a t i  s v a p a r ā r t h a s aṃ p ā d a n ā t  p ā r a m i t ā b h i ḥ  s aṃ g r a h a v a s t u b h i ś  c a  y a t h ā k r a m aṃ  /

［ L é v i  p . 1 1 7， 長 尾 ノ ー ト I I I  p . 1 0 0］ ． ま た ， こ の 箇 所 を 詳 細 に 検 討 す る 先 行 研

究 に 関 し て は 若 原 雄 昭 ［ 2 0 0 6］ p p . 1 2 8 - 1 2 9 を 参 照 ．  

237 M S A . X I X . 7 で は 偈 に お い て 「 智 は 無 分 別 で あ る 」 と い い ， 世 親 釈 に は そ の 偈 は

波 羅 蜜 多 に 関 し て 説 か れ て い る と 説 明 さ れ る ．以 下 ，世 親 が 六 波 羅 蜜 多 と し て 解

釈 す る 偈 頌 を 挙 げ て お く ．  
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親 釈 に お い て も こ の よ う な 般 若 波 羅 蜜 多 の 性 質 と し て の 無 分 別 が よ く 見

ら れ る ． こ れ ら の 内 容 か ら し て ， 「 無 分 別 」 が 般 若 波 羅 蜜 多 と 言 い

換 え ら れ る こ と は 明 ら か で あ る ．   

 

要 す る に ， 初 期 瑜 伽 行 派 の B B hに お い て ， 「 無 分 別 」 と い う 語 は

般 若 波 羅 蜜 多 を 説 明 す る 際 に 用 い ら れ て は い る が ， 般 若 波 羅 蜜 多 と

同 義 で は な い ． 一 方 M S Aで は ， 上 述 の よ う に ， 無 分 別 を 般 若 波 羅 蜜

多 の 性 質 と し て 用 い て い る ． こ の 点 か ら ， 両 文 献 の 間 で ， 般 若 波 羅

蜜 多 の 解 釈 に つ い て 大 き く 異 な る 点 が 見 て 取 れ る ．   

以 上 ， 前 章 の 考 察 を 踏 ま え る と ， 般 若 波 羅 蜜 多 と 無 分 別 智 と の 関

係 が 徐 々 に 深 ま っ て い く の は ，B B h，M S A，M S gな ど と い う 順 序 で あ

る と 推 測 さ れ る ． で は ， な ぜ そ の 順 で ， 般 若 波 羅 蜜 多 の 説 明 に お い

て 無 分 別 を 重 要 視 す る よ う に な る の か 238．ま た ，一 般 に 智 慧（ 般 若 ）

と は ， 了 別 す る ・ 判 別 す る と い う 意 味 で 用 い ら れ る が ， 般 若 波 羅 蜜

多 の 性 質 と し て の 無 分 別 に つ い て は ど の よ う に 理 解 す べ き か ． こ の

問 題 は 同 学 派 に お け る 無 分 別 智 に も 関 わ っ て く る ， 以 下 は そ れ に つ

い て 検 討 す る ．  

 

 

2 . 3 . 3  実 践 修 行 に お け る 無 分 別 と 般 若 波 羅 蜜 多 と の 接 点  

2 . 3 . 3 . 1『 声 聞 地 』 に お け る 修 行 に よ り 獲 得 し た 無 分 別  

 

                                                                                                                                                                                                         
① a r t h i ṣ v  a p a k ṣ a p ā t a ś  c a  ② ś ī l a s y ā k h a ṇ ḍ a n ā  d h r u v aṃ  /  

 ③ k ṣ ā n t i ḥ  s a r v a t r a  ④ s a r v ā r t h aṃ  v ī r y ā r aṃ b h o  m a h ā n  a p i  / / X I X . 6 / /  

 ⑤ d h y ā n aṃ  c a  k u ś a l aṃ  n i t y aṃ  ⑥ p r a j ñ ā  c a i v ā v i k a l p i k ā  /  

 v i j ñ e y ā  b o d h i s a t v ā n āṃ  t ā s v  e v a  s a m a c i t t a t ā  / /  X I X . 7  / /［ L é v i  p . 1 6 1 ,  長 尾 ノ ー ト I V  

p .６ ］  

238 無 分 別 と い う 用 語 は 般 若 経 典 な ど に お い て も し ば し ば 説 か れ て い る ． し か し な

が ら ， 「 無 分 別 智 」 の 語 が 見 ら れ な い ． ま た 同 経 の 無 分 別 の 概 念 が ， M S A の よ

う な ，般 若 波 羅 蜜 多 の 限 定 的 な 意 味 と し て 言 及 さ れ る と は 言 え な い ．般 若 経 典 に

お け る 般 若 波 羅 蜜 多 に つ い て の 研 究 は 渡 邊 章 悟 ［ 1 9 9 7］ な ど に 詳 し い ．  
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同学派の最初期における無分別の用例に関して，B B hの先行文献と考え

られる『瑜伽論』「声聞地」（ Ś rā v a k a b hūm i :  ŚB h）内の「第二持瑜伽処」

に お い て ， 有 分 別 影 像 ・ 無 分 別 影 像 ・ 事 辺 際 性 ・ 所 作 成 弁 と い う 四

種 遍 満 所 縁 の う ち 239，無 分 別 影 像（ n i r v i k a l p a - p r a t i b i m b a）は 次 の よ う に

説 明 さ れ る ．  

 

無 分 別 の 影 像 と は 何 か ．つ ま り ，こ こ で こ の 瑜 伽 者 は ，影 像 な る 相 を

受 け 取 り ，し か し 観 察 せ ず ，思 択 せ ず ，簡 択 せ ず ，尋 思 せ ず ，思 惟 し

な い ．そ う せ ず に ，そ の 同 じ 所 縁 を 捨 て ず に ，止 の 行 相 に よ っ て そ の

心 を 寂 静 に す る ．そ れ は ，心 を 安 住 さ せ る〔 次 の 〕九 つ の 行 相 に よ っ

て で あ る ． つ ま り ， 心 を 内 住 さ せ ， 等 住 さ せ ， 安 住 さ せ ， 近 住 さ せ ，

調 伏 し ，寂 静 に し ，息 滅 さ せ ，一 体 に さ せ ，等 持 さ せ る ．そ の 者 に と

っ て ，そ の 時 に 無 分 別 で あ る そ の 影 像 が 所 縁 で あ る ．そ の 者 が ，一 境

の 念 を 専 注 さ せ る の が ， 所 縁 で あ る ． 〈 後 略 〉
240  

 

無 分 別 影 像 は ，影 像 を 受 け 取 る が ，思 考 な ど は せ ず ，そ の 影 像（ 所

縁 ） も 捨 て ず に ， 止 の 行 相 に よ っ て 心 を 寂 静 に す る ． つ ま り ， こ こ

に 説 か れ る 無 分 別 は 止 修 習 の 結 果 と し て 理 解 さ れ る の で あ る 241．ŚB h

                                                                    
239 瑜 伽 行 派 に お け る 四 種 の 遍 満 所 縁 の 位 置 付 け は ，釈 恵 愍 B h i k k h u  H u i - M i n［ 1 9 9 4］

p . i i に 言 及 さ れ て い る ．  

240［ - I I - 3 - a - ( 1 ) - i i  M s . 7 0 a 4 L ,  S h .  1 9 4 - 2 1 ,  S a . 6 - 4 ,  W . 8 6 - 9 ,  P . 9 1 a 4 ,  D . 7 5 b 5 ,  N . 7 9 b 5 ,  

C o . 8 0 b 3 ,  C h . 4 2 7 b 1 5］ :   

n i r v i k a l p aṃ  p r a t i b i m b aṃ  k a t a m a t  /  i h ā y aṃ  y o g ī  p r a t i b i m b a n i m i t t a m  u d g ṛ h y a  n a  p u n a r  

v i p a ś y a t i ,  v i c i n o t i ,  p r a t i v i c i n o t i ,  p a r i v i t a r k a y a t i ,  p a r i m īm āṃ s ām  ā p a d y a t e  /  a p i  t u  

t a d  e v ā l a m b a n a m  a m u k t o  ś a m a t h ā k ā r eṇ a  t a c  c i t t aṃ  ś a m a y a t i  /  y a d u t a  n a v ā k ā r a y ā  

c i t t a s t h i t y ā d h y ā t m a m  e v a  c i t t aṃ  s t h ā p a y a t i ,  s aṃ s t h ā p a y a t i ,  a v a s t h ā p a y a t i ,  

u p a s t h ā p a y a t i ,  d a m a y a t i ,  ś a m a y a t i ,  v y u p a ś a m a y a t i ,  e k o t ī k a r o t i ,  s a m ā d h a t t e  /  t a s y a  

t a s m i n  s a m a y e  n i r v i k a l p aṃ  t a t  p r a t i b i m b a m  ā l a m b a n aṃ  b h a v a t i  /  y a t r ā s ā v  

e k āṃ ś e n a i k ā g r āṃ  s m ṛ t i m  a v a s t h ā p a y a t i ,  t a d  ā l a m b a n a m  /〈 後 略 〉 （ テ キ ス ト 及 び

和 訳 は 声 聞 地 研 究 会 I I . p p . 4 4 - 4 6 に よ る ）  

241 四 種 の 遍 満 所 縁 の 内 ， 有 分 別 影 像 は 観 修 習 に 規 定 さ れ て い る ． こ の よ う に 無 分

別 と 分 別 を 止 と 観 に 規 定 す る こ と は ，S N S「 分 別 瑜 伽 品 」（ T 0 6 7 6 . 1 6 . 6 9 7 c 2 4 - 2 5）

に お い て も 同 様 で あ る ．   
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の 上 述 箇 所 の 後 ，所 作 成 弁 と い う 第 四 の 遍 満 所 縁 の 説 示 に お い て も ，

こ の 無 分 別 の 用 語 が 説 か れ て い る ．  

 

こ の 内 で 所 作 成 弁 と は 何 か ．か の 瑜 伽 者 が 止 観 を 熱 心 に 行 じ ・ よ く 行

じ ・ 多 く 行 じ る こ と に よ っ て ， 影 像 を 所 縁 と す る 〔 行 者 の 〕 作 意 が 完

全 な も の と な る ． そ し て ， そ の 〔 作 意 が 〕 完 全 な も の に な る こ と に よ

っ て ， 依 り 所 が 転 ず る （ 転 依 を 得 る ） ． そ し て ， 一 切 の 麁 重 （ 惑 ） が

消 滅 す る ． さ ら に 依 り 所 が 転 ず る か ら ， 影 像 を 越 え て ， か の 知 ら れ る

べ き 事 柄 に つ い て ， 無 分 別 な 現 量 な る 知 と 見 が 生 じ る ． 《 後 略 》
242  

 

こ の 箇 所 の 説 示 は ， 後 の 瑜 伽 行 派 の 転 依 説 や 認 識 論 の 現 量 と 関 連 す る

も の と し て よ く 知 ら れ て い る 243． 前 の 無 分 別 影 像 に 見 ら れ る 無 分 別 は ，

止 修 習 の 結 果 と し て 用 い ら れ ， こ の 所 作 成 弁 に お い て は ， 対 象 に 対 し て

生じる知・見の状態，止観修習の結果として用いられる．また修 行 の 結

果 と し て の 意 味 内 容 に は ， 両 者 の 間 に 共 通 点 が あ る ． 従 っ て ， 初 期

瑜 伽 行 派 に お け る 無 分 別 は ， 修 行 に よ っ て 到 達 す る 一 つ の 認 識 の あ

り 方 を 意 味 す る と考えられる．  

以 上 ， 無 分 別 の 語 が 同 学 派 に お い て 最も古い文献に用いられている

こ と を 確 認 し た ． こ れ は 無 分 別 の 基 本 的 な 意 味 で あ る か も し れ な い が ，

そ の 意 味 内 容 は 後 の 同 学 派 に お け る 無 分 別 智 の 無 分 別 と か な り 異 な っ て

                                                                    
242［ - I I - 3 - a - ( 1 ) - i v  M s . 7 0 b 1 R ,  S h . 1 9 6 - 1 2 ,  S a . 8 - 8 ,  P . 9 2 a 1 ,  D . 7 6 a 7 ,  N . 8 0 b 1 ,  C o . 8 1 a 5 ,  

C h . 4 2 7 c 8 ］ ： t a t r a  k ā r y a p a r i n i ṣ p a t t iḥ  k a t a m ā  /  y a d  a s y a  y o g i n a  ā s e v a n ā n v a y ā d  

b h ā v a n ā n v a y ā d  b a h u l ī k ā r ā n v a y ā c  c h a m a t h a v i p a ś y a n ā y ā  y a ḥ  p r a t i b i m b ā l a m b a n o  

m a n a s k ā r aḥ  s a  p a r i p ū r y a t e  /  t a t p a r i p ū r y ā ś  c ā ś r a y aḥ  p a r i v a r t a t e  /  s a r v a d a u ṣ ṭ h u l y ā n i  c a  

p r a t i p r a ś r a b h y a n t e  /  ā ś r a y a p a r i v ṛ t t e ś  c a  p r a t i b i m b a m  a t i k r a m y a  t a s m i n n  e v a  j ñ e y e  

v a s t u n i  n i r v i k a l p aṃ  p r a t y a k ṣ aṃ  j ñ ā n a d a r ś a n a m  u t p a d y a t e  /（ テ キ ス ト 及 び 和 訳 は 声

聞 地 研 究 会 I I . p . 4 8 よ る ）  

243 こ の 箇 所 の 転 依 説 に 関 し て は ， 佐 久 間 秀 範 ［ 2 0 1 2］ p . 3 6 に 言 及 さ れ て い る ．  

現 量 に 関 し て ，文 脈 上 に お い て ，そ れ は 無 分 別 と 共 に 知 ・ 見 の 形 容 詞 と し て 用 い ら

れ て い る ． こ の よ う な 現 量 は ， 認 識 論 に お け る p r a t y a k ṣ a の 規 定

（ P r a m ā ṇ a s a m u c c a y a - I . 3 c d : p r a t y a k ṣ aṃ  k a l p a n ā p o ḍ h a m： 現 量 除 分 別 ） と 類 似 し て

お り ，ŚB h に お い て こ の よ う な 現 量 と 無 分 別 と の 用 例 が 他 に も 見 ら れ る こ と が 指

摘 さ れ て い る ． （ 矢 板 秀 臣 ［ 2 0 0 5］ p . 8 注 2 0 を 参 照 ）  



2 .3 般若波羅蜜多と無分別智との関係  

 129  

いる．その点を以下に検討する．  

 

2 . 3 . 3 . 2 大 乗 的 の 修 行 に よ り 獲 得 し た 無 分 別  

 

ま ず ，同 学 派 の 文 献 に 用 い ら れ た 無分別・無分別智の語については，  

B B h「 真 実 義 品 」に お い て ，無 分 別 と い う 所 知（ n i r v i k a l p a j ñ e y a）と ，

勝 義 を 対 象 領 域 と す る 無 分 別 智 と し て 言 及 さ れ て い る 244． 池 田 道 浩

［ 1 9 9 9］ で 指 摘 さ れ る よ う に ， 無 分 別 の 智 が 対 象 を 要 す る と い う 点

は ， 後 に 中 観 派 の 清 弁 に よ っ て 批 判 さ れ る こ と と な る 245． B B hに は 無 分

別 ・ 無 分 別 智 の 概 念 に 関 す る こ れ 以 上 の 記 述 が 見 ら れ な い の で ， 同 文 献

の み で 同 学 派 の 無 分 別 智 を 理 解 す る こ と は 困 難 で あ る と 池 田 氏 も 認 め て

いる．  

実 際 ， 同 学 派 に お い て 無 分 別 ・ 無 分 別 智 の 語 が 頻 繁 に 用 い ら れ る の は

M S Aである．B B hと比較すると非常に詳しく，同学派の無分別智の概念を

集 大 成 し て い る と 言 え る 246． 中 で も ， 三 性 説 を 契 機 と す る 入 無 相 方 便 に

関 わ る 同 学 派 の 無 分 別 智 の 基 本 的 な 意 味 に つ い て の 記 述 は ， 第 X I V章 第
                                                                    
244 そ の 二 箇 所 の う ち ， 前 者 は 同 品 の 「 所 知 障 浄 化 の 知 の 活 動 領 域 」

（ j ñ e y ā v a r aṇ a v i ś u d d h i j ñ ā n a g o c a r a［ 高 橋 晃 一 ［ 2 0 0 5］ テ キ ス ト 2 . 2 . 4 . 2］ ） と い う

項 目 に お い て 「 無 分 別 と い う 所 知 」 （ n i r v i k a l p a j ñ e y a） が 説 か れ て い る ． 後 者 は

増 益・損 減 を 離 れ た 自 性 の 存 在 を 議 論 す る 箇 所 で あ り ，以 下 に そ れ を 引 用 し て お

く ． （ … 〈 前 略 〉 … s a  p u n aḥ  p ā r a m ā r t h i k aḥ  s v a b h ā v aḥ  s a r v a d h a r m ā ṇ āṃ  

n i r v i k a l p a s y a i v a  j ñ ā n a s y a  g o c a r o  v e d i t a v y aḥ / / 	 そ し て ， そ れ が 一 切 諸 法 の 勝 義 的

自 性 で あ り ，他 な ら ぬ 無 分 別 智 の 対 象 領 域 で あ る と 理 解 す べ き で あ る［ 高 橋 晃 一

［ 2 0 0 5］ テ キ ス ト 5 . 1］ ） ．   

245 池 田 道 浩 ［ 1 9 9 9 : 2 4 7］ は ， 清 弁 が 瑜 伽 行 派 の 円 成 実 性 を 批 判 す る 文 脈 を 引 用 す

る ．な お 清 弁 が ，無 分 別 智 の 対 象 と い う こ と に 言 及 す る 際 に は ，「 対 象 の な い 仕

方 で 」 （ y u l  m e d  p a ’ i  t s h u l  g y i s） 対 象 と す る と 説 か れ る ． こ れ に 関 し て は 齋 藤 明

［ 1 9 9 9］ p p . 7 2 - 7 3 な ど に 詳 し い ．  

246 同 論 に 説 か れ る 無 分 別 は ， 本 章 で 扱 わ れ る も の の 他 ， 三 性 説 の う ち の 円 成 実 性

の 特 徴 と し て （ X I . 4 1） ， 転 依 し た 状 態 と し て （ I X . 4 2 ,  X I . 4 5） ， 大 乗 に お け る 菩

薩 ・ 仏 陀 の 優 れ た 徳 性 （ X V I I . 6 5） な ど と し て ， 数 多 く 見 ら れ る ． ま た ， 同 論 に

お い て ， B B h に 見 ら れ な か っ た 無 分 別 智 と そ の 後 得 智 の 二 智 （ I X . 1 2； X I I I . 6；

X I V . 4 2 ;  X V I I I . 6 1 な ど ） と し て も 数 回 言 及 さ れ て い る ．  
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2 3 - 2 9偈で，いわゆる悟入見道の修習内容において次のように説かれてい

る．  

 

そ の 後 そ の よ う に な っ た ， 〔 三 昧 に 〕 集 中 し た 彼 の 菩 薩 は ， 意 言 を 離 れ た

い か な る 対 象 も み な い ． （ X I V . 2 3）  

法 の 光 明 を 増 大 す る た め に ， 心 堅 固 に 精 進 し 始 め る ． そ し て 法 の 光 明 を 増

大 す る こ と に よ っ て ， 唯 心 に 位 置 す る ． （ X I V . 2 4）  

そ れ 故 ， 心 に お い て 一 切 の 対 象 が 顕 わ れ て い る こ と を 見 る ． そ の と き 彼 に

と っ て ， か の 所 取 の 散 乱 を 捨 て ら れ る ． （ X I V . 2 5）  

そ れ 故 ，彼 に は ，能 取 の 散 乱 の み が 残 る ．そ し て そ の と き さ ら に ，即 座 に ，

無 間 三 昧 に 触 れ る ． （ X I V . 2 6）  

な ぜ な ら ， そ の 〔 三 昧 の 〕 直 後 に 能 取 の 散 乱 が 捨 て ら れ る か ら で あ る ． こ

れ ら は 順 次 に 煖 位 な ど で あ る ， と 知 ら れ る べ き で あ る ． （ X I V . 2 7）  

そ の 後 彼 は ， 二 取 を 離 れ た ， 無 上 の ， 出 世 間 の ， 無 分 別 の （ n i r v i k a l p a） ，

汚 れ を 離 れ た 智 慧 を 獲 得 す る ． （ X I V . 2 8）  

そ れ が ， 彼 の 転 依 で あ り 初 地 で あ る ， と 認 め ら れ る ． 彼 の そ れ （ 転 依 ） は

無 量 劫 を 経 て ， 極 め て 清 浄 と な る ． （ X I V . 2 9） 247  

                                                                    
247 t a t a ś  c ā s a u  t a t h ā b h ū t o  b o d h i s a t t v a ḥ  s a m ā h i t a ḥ  /  

m a n o j a l p ā d  v i n i r m u k t ā n  s a r v ā r t h ā n  n a  p r a p a ś y a t i  / /  X I V . 2 3  / /  

d h a r m ā l o k a s y a  v ṛ d d h y a r t h aṃ  v ī r y a m  ā r a b h a t e  d ṛ ḍ h aṃ  /  

d h a r m ā l o k a v i v ṛ d d h y ā  c a  c i t t a m ā t r e  ' v a t i ṣ ṭ h a t e  / /  X I V . 2 4  / /  

s a r v ā r t h a p r a t i b h ā s a t v aṃ  t a t a ś  c i t t e  p r a p a ś y a t i  /  

p r a h ī n o  g r ā h y a n i k ṣ e p a s  t a d ā  t a s y a  b h a v a t y  a s a u  / /  X I V . 2 5  / /  

t a t o  g r ā h a k a v i k ṣ e p a ḥ  k e v a l o  ' s y ā v a ś i ṣ y a t e  /  

ā n a n t a r y a s a m ā d h iṃ  c a  s p ṛ ś a t y  ā ś u  t a d ā  p u n a ḥ  / /  X I V . 2 6  / /  

y a t o  g r ā h a k a v i k ṣ e p o  h ī y a t e  t a d a n aṃ a t a r aṃ  /  

j ñ e y ā n y  u ṣm a g a t ā d ī n i  e t ā n i  h i  y a t h ā k r a m aṃ  / /  X I V . 2 7  / /  

d v a y a g r ā h a v i s aṃ y u k t aṃ  l o k o t t a r a m  a n u t t a r aṃ  /  

n i r v i k a l p aṃ  m a l ā p e t aṃ  j ñ ā n aṃ  s a  l a b h a t e  t a t a ḥ  / / X I V . 2 8 / /  

s ā s y ā ś r a y a p a r ā v ṛ t t i ḥ  p r a t h a m ā  b h ūm i r  i ṣ y a t e  /  

a m e y a i ś  c ā s y a  s ā  k a l p a i ḥ  s u v i ś u d d h iṃ  n i g a c c h a t i  / / X I V . 2 9 / /  



2 .3 般若波羅蜜多と無分別智との関係  

 131  

 

こ こ で 注 目 し た い の は ， 無 分 別 の 智 の 修 習 が 所 取 ・ 能 取 の 二 取 に 密 接

に 関 わ る 文 脈 で あ る と い う 点 で あ る ． す な わ ち ， 同 学 派 の 独 自 な 止 観 修

習 ， 唯 心 説 に 結 び 付 け た 修 行 内 容 が 説 か れ て い る の で あ る ． ま た ， 言 及

さ れ る 文 脈 は 瑜 伽 行 者 が 順 決 択 分 と い う 修 行 段 階 を 経 て ， 見 道 の 階 位 ，

す な わ ち 初 歓 喜 地 に 到 達 す る も の で あ り ， い わ ゆ る 大 乗 に お い て 修 行 到

達した階位であると明示される．  

要するに，前述の ŚB hにおける止観修習をして得た無分別と，上のよう

な 二 取 を 離 れ た 無 分 別 と い う 文 脈 を 比 較 す れ ば ， 前 者 に 見 ら れ な い 二 取

の 観 想 と い う 点 ， ま た 無 分 別 智 が 獲 得 さ れ る 初 地 ・ 見 道 と い う 点 で は ，

修 行 の 内 容 も 到 達 し た 階 位 も 完 全 に 異 な っ て お り ， 声 聞 の 領 域 と ， 大 乗

菩 薩 の 領 域 と の 記 述 に お け る 相 違 点 が 明 ら か で あ る ． こ の よ う な 無 分 別

智 は ， 思 想 的 に 発 展 し た 同 学 派 独 自 な も の で あ る と 考 え ら れ ， 後 代 ま で

継 承 さ れ て い る も の で あ る ． し か し な が ら ， い ず れ も 修 行 者 に よ る 止 観

修 習 と そ の 結 果 を 意 味 し ， 修 行 者 の 転 依 を 課 題 と し た の は ， 両 者 の 共 通

点である．  

以 上 に 述 べ た と こ ろ は ， 無 分 別 智 が 獲 得 す べ き 目 的 を 意 味 す る ． 「 無

分 別 」 は 「 智 」 を 修 飾 す る 機 能 を 持 つ の で ， 獲 得 す べ き 目 的 を も 意 味 す

る ． ま た こ の 無 分 別 は ， そ れ 自 体 で 完 結 し た 自 動 詞 的 な は た ら き を も つ

語 と し て 用 い ら れ る と 理 解 さ れ る ． M S Aに 説 か れ る 無 分 別 に つ い て ， さ

ら に も う 一 つ 注 目 し た い の は ， そ の 無 分 別 が 行 為 の 対 象 内 容 を と る 点 で

あ る 248． す な わ ち ， 無 分 別 は あ る 対 象 を 「 分 別 し な い 」 と い う 他 動 詞 的

な は た ら き を も つ 語 と し て 理 解 す べ き 用 例 が あ る と い う こ と で あ る ． こ

の 点 を 以 っ て ， 菩 薩 利 他 行 の 要 素 が 同 学 派 の 無 分 別 の 概 念 に 組 み 込 ま れ

ていったと考えられる．以下にそれを検討する．  

 
                                                                                                                                                                                                         
（ テ キ ス ト 校 訂 及 び 和 訳 は 岩 本 明 美 ［ 2 0 0 2］ を 参 照 ）  

248 本 稿 に お い て 般 若 波 羅 蜜 多 と 無 分 別 智 と の 関 係 と い う 主 題 の 下 に 考 察 す る た め ，

無 分 別 智 の 無 分 別 の み を 考 察 す る が ，実 際 は ，瑜 伽 行 派 に お い て ，上 述 の 他 ，無

分 別 と い う も の ，す な わ ち ，単 独 の 名 詞 と し て 用 い ら れ る 例 が 存 在 す る ．そ れ は

M S A - X I . 4 1 に 示 さ れ る 円 成 実 性 の 性 質 で あ り ， B B h「 真 実 義 品 」 に 示 さ れ る 無 分

別 と い う 所 知（ n i r v i k a l p a j ñ e y a）で も あ る ．こ れ に つ い て は 別 の 機 会 に 譲 り た い ．  
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2 . 3 . 3 . 3 仏 陀 ・ 菩 薩 の 行 為 と し て の 無 分 別  

 

M S Aに お い て ， 無 分 別 が 目 的 語 を と る 他 動 詞 的 な は た ら き を も つ 語 と

して用いられる例が数多く見られる．その「分別しない」の対象は，人・

法の自体 249，分別構想 250，行為主体・行為対象・行為そのものという三者

な ど で あ り ， こ れ ら の 用 例 に よ っ て ， 無 分 別 は 菩 薩 や 仏 陀 の 行 為 と し て

示 さ れ て い る ． そ の う ち ， 特 に 最 後 の 行 為 主 体 ・ 行 為 対 象 ・ 行 為 そ の も

の の 三 者 を 分 別 し な い こ と は ， 三 輪 清 浄 と 呼 ば れ る ． こ の 「 分 別 し

な い 」と い う 無 分 別 智 の 他 動 詞 的 な は た ら き は ，以下の引用の箇所に

おいて確認できる．  

 

智（ j ñ ā n a）と は ，無 分 別（ n i r v i k a l p a）〔 智 〕で あ り ，そ れ に よ っ て 三 輪 清

浄 な る 布 施 を 与 え る ．施 者 と 施 物 と 受 者 と を 分 別 し な い（ a v i k a l p a n a）か ら

で あ る 251．  

 

こ れ は ， 波 羅 蜜 多 の 功 徳 無 上 の 八 義 の う ち ， 「 智 」 に つ い て 説 明 す る

箇 所 で あ る ． 実 際 ， 同 論 に 説 か れ る 智 や 無 分 別 智 に 対 し て の 世 親 釈 に は

三 者 を 分 別 し な い と い う 三 輪 清 浄 に 関 連 し て 説 明 さ れ る 例 が 少 な く な い

252． 要 す る に ， M S Aに お い て 三 輪 清 浄 の 意 味 内 容 で あ る 三 者 を 分 別 し な

                                                                    
249  X V I I I . 7 8 c ： ś ū n y a t ā s a m ā d h i r  n i r v i k a l p aḥ  /  p u d g a l a d h a r m ā t m a n o r  a v i k a l p a n ā t /  

［ L é v i . p . 1 4 8 ,  長 尾 ノ ー ト I I I . p . 2 7 8］ 空 性 三 昧 は 「 無 分 別 」 で あ る ． 人 ・ 法 の 自

体 を 分 別 す る こ と は な い か ら で あ る ．  

250 p a ś y a t āṃ  k a l p a n ām ā t r aṃ  s a r v a m  e t a d  y a t h o d i t aṃ  /  

	 a k a l p a b o d h i s a t v ā n āṃ  p r ā p t ā  b o d h i r  n i r u c y a t e  / / I X . 8 1  / /  

k a l p a n ām ā t r aṃ  t v  e t a t  s a r v a m  i t i  p a ś y a t āṃ  t a s y ā p i  k a l p a n ām ā t r a s y ā v i k a l p a n ā d  

a k a l p a b o d h i s a t v ā n ām  a n u t p a t t i k a d h a r m a k ṣ ā n t i l ā b h ā v a s t h ā y ām  a r t h a t a ḥ  p r ā p t a i v a  

b o d h i r  i t y  u c y a t e / /  

［ テ キ ス ト 校 訂 ま た 和 訳 内 藤 昭 文 ［ 2 0 0 9］ p p . 1 3 0 - 1 3 1 を 参 照 ］  

251  X V I . 5 2 ： j ñ ā n aṃ  n i r v i k a l p aṃ  y e n a  t r i m aṃḍ a l a p a r i ś u d d h aṃ  d ā n aṃ  d a d ā t i  

d ā t ṛ d e y a p r a t i g r ā h a k ā v i k a l p a n ā t /［ L é v i . p . 1 1 2 . 3 - 4 ,長 尾 ノ ー ト I I I . p . 7 5］  

252 た と え ば ， M S A - X I I I . 2 9 菩 薩 が 次 第 に 無 上 の 成 就 へ と 進 む た め の 方 便 で あ

る 無 分 別 の 智 を 解 釈 す る 箇 所 ， X V I I . 5 仏 供 養 の 功 徳 無 上 の 八 義 の う ち 智 を 解
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い と い う こ と は ， 無 分 別 智 の あ り 方 と し て 理 解 さ れ る の で あ る ． こ の よ

う な 三 輪 清 浄 と 無 分 別 智 と の 関 係 は ， 同 論 の 第 X V 章 「 業 伴 品 」

（ U p ā y a s a h i t a k a r m a）の第四偈においても確認できる 253．  

 

常 に 無 分 別 な る 者 （ s a d ā v i k a l p a ḥ） は ， 三 通 り に ， 行 為 者 ， 行 為 対 象 ，

行 為 の は た ら き を 見 な い ． 従 っ て ， 彼 は そ の 方 便 を 把 握 せ る が 故 に ，

そ の 行 為 は 無 限 で あ り ， 清 浄 な る 彼 岸 に 到 達 せ る も の で あ る （ X V 第

四 偈 ） ．  

こ の 第 四 の 偈 頌 に よ っ て は ， 行 為 者 ・ 行 為 対 象 ・ は た ら き を 認 知 し な い か

ら ， 〔 三 〕 輪 清 浄 で あ る と い う 点 で ， 行 為 に 関 す る 清 浄 な る 方 便 が 示 さ れ

て い る ． 「 無 限 で あ る 」 と は ， 不 滅 〔 で あ る と の 意 味 〕 で あ る 254．  

 

こ こ で ， 行 為 者 ・ 行 為 対 象 ・ 行 為 の は た ら き を 「 見 な い 」 ・ 「 認 知 し

な い 」 こ と の 意 味 内 容 は 「 分 別 し な い 」 と い う 語 の 置 き 換 え に 他 な ら な

い で あ ろ う ． そ の 「 見 な い 」 ， 「 認 識 し な い 」 ， 「 分 別 し な い 」 と い う

動 作 の 主 体 は ， 無 分 別 と い う 状 態 に 常 に 住 し て い る 者 （ 常 に 無 分 別 な る

者）であると述べられる．この者は，前に考察した同 M S A - X I V . 2 9に説か

れ る 初 地 ・ 見 道 に お い て 無 分 別 智 を 獲 得 し た ， 初 地 以 降 の 菩 薩 を 示 し て

い る と も 理 解 さ れ る ． つ ま り ， 「 無 分 別 」 が 目 的 語 を と っ て 他 動 詞 的 な

                                                                                                                                                                                                         
釈 す る 箇 所 ，X V I I . 8 最 高 供 養 の う ち 無 分 別 智 を 解 釈 す る 箇 所 に お い て 数 多 く 見 ら

れ る ．（ 岩 本 明 美［ 2 0 0 2］ p p . 2 2 5 - 2 2 7，能 仁 正 顕［ 2 0 1 3］ p . 4 0，同 p . 4 4 を 参 照 ）  

253 三 輪 清 浄 が M S A に お い て は 詳 し く 説 か れ て い る ． 一 般 に ， 三 輪 清 浄 が 波 羅

蜜 多 説 に 関 わ る こ と は 知 ら れ て い る が ，布 施 な ど の 特 定 の 波 羅 蜜 多 に 限 ら ず ，こ

の 偈 頌 に 示 さ れ る よ う に ， 無 分 別 な る 者 の 行 為
． ． ． ． ． ． ． ． ．

と い う 特 徴 は 注 目 す べ き で あ る ．

M S A に お け る 三 輪 清 浄 に 関 し て は ， 岩 本 明 美 ［ 2 0 0 2］ 注 4 0 5 ,  p p . 2 2 5 - 2 2 6 に 論 述

さ れ る ．  

254 n a  k a r m i ṇ aṃ *  k a r m a  n a  k a r m a ṇ a ḥ  k r i y āṃ  s a d ā v i k a l p a ḥ  s a m u d i k ṣ a t e  t r i d h ā /  

  t a t o  ' s y a  t a t k a r m a  v i ś u d d h i p ā r a g aṃ  b h a v a t y  a n a n t aṃ  t a d  u p ā y a s aṃ g r a h ā t / /  X V . 5 / /  

  a n e n a  ś l o k e n a  c a t u r t h e n a  v i ś u d d h y u p ā y aṃ  k a r m a ṇ o  d a r ś a y a t i  /  m a ṇ ḍ a l a p a r i ś u d d h i t a ḥ  

k a r t ṛ k a r m a k r i y ā ṇ ām  a n u p a l a m b h ā t  /  a n a n t a m  i t y  a k ṣ a y aṃ  /  ［ L é v i . p . 9 8 ,長 尾 ノ ー ト

I I I . p . 8］ （ * L é v i ,  長 尾 ノ ー ト に は k a r m i ṇ a で あ る が ， 舟 橋 尚 哉 ［ 1 9 8 4］ で 指 摘

さ れ る よ う に ， 写 本 （ N s 7 9 b 1） に は k a r m i ṇ aṃ で あ る ） ．  
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は た ら き の 意 味 と し て 用 い ら れ る 場 合 に は ， そ れ ら の 聖 者 の 行 為 と し て

理解されるのである．  

 

2 . 3 . 3 . 4 無 分 別 の 二 側 面 及 び そ の 役 割  

 

以上の 2 . 3 . 3 . 1と 2 . 3 . 3 . 2と 2 . 3 . 3 . 3を踏まえると，同学派における無分別は

二 つ の 側 面 か ら な る も の で あ る と 考 え ら れ る ． 一 つ は ， そ れ 自 体 で 完 結

した自動詞的なはたらきをもつ語で，獲得すべき目的として用いられる，

修 行 に よ り 獲 得 す べ き も の で あ る ． も う 一 つ は 目 的 語 を と っ て 他 動 詞 的

な は た ら き の 意 味 と し て 用 い ら れ る ， 仏 陀 ・ 菩 薩 の 働 き ， 無 分 別 智 の あ

り方である．このうち，獲得すべき目的の意味としての例は，ŚB h・B B h・

M S Aに も 用 い ら れ る 一 方 ， 目 的 語 を と っ て 他 動 詞 的 な は た ら き の 意 味 と

しての例は， ŚB h・ B B h  に見られなかったため， M S A独自なものである

と 理 解 さ れ る ．  

それら両者の内，特に 2 . 3 . 3 . 3に見たように，後者は聖者の行為として，

無 分 別 の 記 述 の 中 で ， 行 為 者 ・ 行 為 対 象 ・ 行 為 の は た ら き と い う 三 種 が

波 羅 蜜 多 の 性 質 で も あ る こ と か ら ， そ れ ら の 三 種 を 以 っ て 無 分 別 智 と 般

若 波 羅 蜜 多 と の 関 係 性 を 有 す る こ と と な る ． す な わ ち ， こ の 三 種 は ， 瑜

伽行派の無分別智と般若波羅蜜多との連鎖の要因であると言える．  

また上述の無分別の二点は，更なる二つの観点からしても理解できる．

す な わ ち ， ①修 道 の 段 階 的 に は ， 到 達 す べ き 目 的 と し て 示 さ れ る 無 分 別

に 到 達 し て か ら ， そ の 者 は 「 分 別 し な い 」 と い う 他 動 詞 的 な は た ら き の

意 味 で 示 さ れ る 無 分 別 の 境 地 に 進 む こ と を 意 味 す る ． ②思 想 史 的 に は ，

止 観 修 習 に よ り 到 達 す べ き も の と い う 学 派 の 従 来 の 思 想 を 継 承 発 展 し た

も の の 上 に ， 大 乗 経 典 の 教 学 か ら 伝 わ っ た 菩 薩 行 の 要 素 を 導 入 し ， 両 者

を 整 合 さ せ る 作 業 の 筋 道 か ら も 示 さ れ る ． こ の う ち ， 後 者 （ ②） は 学 派

の修行道論の編成を理解する一助となると考えられる 255．  
                                                                    
255 と こ ろ で ， 無 分 別 智 の 二 側 面 は ， 同 学 派 の 『 解 深 密 経 』 に お け る 菩 薩 修 行 道 の

二 側 面 と 合 意 す る ．す な わ ち ，従 来 の 研 究 で は ，瑜 伽 行 派 の 修 行 道 論 を 考 察 す る

際 ，特 に『 解 深 密 経 』に 基 づ い て ，止 観 行 を 説 い た「 分 別 瑜 伽 品 」と 地 ・ 波 羅 蜜

多 を 説 い た「 地 波 羅 蜜 多 品 」と い う 二 品 を 以 っ て ，瑜 伽 行 派 の 大 乗 的 の 修 行 道 論

は 二 系 統 か ら 編 集 さ れ て い た と い う こ と が ， 勝 又 俊 教 ［ 1 9 6 8］ p . 4 0 6 な ど に よ っ
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2 . 3 . 4  ま と め  

 

以 上 検 討 し た 通 り ， 無 着 や 陳 那 が 般 若 波 羅 蜜 多 と 無 分 別 智 と を 等 置

す る こ と を き っ か け と し て ， そ の 般 若 波 羅 蜜 多 と 無 分 別 智 と の 関 係 を 考

察 し て き た ． 直 前 に 述 べ た ， 獲 得 す べ き 目 的 の 意 味 と し て 示 さ れ る 無 分

別 と ， 目 的 語 を と っ て 他 動 詞 的 な は た ら き の 意 味 で 示 さ れ る 無 分 別 の 二

側 面 に つ い て ， 特 に 後 者 ， す な わ ち 三 輪 清 浄 を も た ら す 菩 薩 の 行 為 と し

て の 無 分 別 は ， 無 分 別 智 と 般 若 波 羅 蜜 多 と を 同 一 視 す る 直 接 的 な 要 因 で

あ る と 指 摘 で き る ． そ の 無 分 別 の 二 側 面 を 通 し て ， 学 派 独 自 の 修 行 道 と

大 乗 教 法 か ら 伝 わ っ た 菩 薩 行 を 合 流 さ せ ， 学 派 の 新 た な 修 行 道 論 を 完 成

する道筋がうかがえる．これは，初期文献である B B h「慧品」における般

若 波 羅 蜜 多 の 記 述 と ， 自 派 の 思 想 が 確 立 し た 弥 勒 論 書 で あ る M S Aの 記 述

との相違点から見て取れるのである．   

 

                                                                                                                                                                                                         
て 指 摘 さ れ る ．   
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2.4	小結 	

 

瑜 伽 行 派 の 波 羅 蜜 多 説 に 関 す る 諸 問 題 を 扱 う 本 章 の 検 討 で ， 全 て が 解

明 で き て し ま う わ け で は な い ． し か し ， こ の 検 討 を 通 じ て ， 幾 つ か の 明

らかになった点を得られた．それらを再び要約すれば，次のようである．  

まず， 2 . 1において，瑜伽行派の最初に説かれる十波羅蜜多は「行品」

に あ り ， そ の 十 波 羅 蜜 多 の 解 釈 は 『 十 地 経 』 の 十 波 羅 蜜 多 の 解 釈 と 一 致

す る と 看 破 し た ． こ れ は 学 派 の 十 波 羅 蜜 多 説 の 起 源 に と っ て 重 要 な 根 拠

であり，それが『十地経』のものからであると指摘できた．  

2 . 2においては，学派の文献では十波羅蜜多がどのような背景で説かれ

る か と い う 点 で 検 討 し た 結 果 ， 十 地 に 言 及 す る 際 に 十 波 羅 蜜 多 を 用 い る

と い う こ と が 見 出 さ れ た ． こ の 菩 薩 の 階 位 と 菩 薩 の 実 践 行 が 相 俟 っ て ，

そ の 親 近 性 か ら ， 十 地 に 十 波 羅 蜜 多 が 配 当 さ れ る よ う に な る の で は な い

かと考えている．   

2 . 3においては，その波羅蜜多説の基盤的なものである般若波羅蜜多と

無 分 別 智 と の 関 係 を 主 眼 に し た ． M S gや P P P Sな ど に お い て そ の 両 者 が 等

値 さ れ る き っ か け と し て ， 実 践 修 行 に 基 づ い た 無 分 別 の 二 側 面 の う ち ，

三 輪 清 浄 の 性 格 を 有 す る 無 分 別 は そ の 両 者 の 関 係 の 要 因 と し て 挙 げ ら れ

た ． こ の 般 若 波 羅 蜜 多 と 無 分 別 智 と の 配 当 に 沿 っ て は ， 瑜 伽 行 派 に お け

る修行道論の編成の筋道をも見て取れる．  

 

また，2 . 1と 2 . 2に見たように，本章で主に問題としたものは波羅蜜多の

法 数 で あ る ． そ こ で の 主 要 な 議 論 は 十 波 羅 蜜 多 に 関 す る も の で あ り ， 本

来 は 六 波 羅 蜜 多 が あ っ た の に 十 階 位 を 伴 っ て 十 波 羅 蜜 多 を も 用 い る よ う

に な る の だ が ， 同 学 派 の 波 羅 蜜 多 説 は そ の 六 か 十 か の い ず れ か を 重 要 視

す る わ け で は な い ． 実 践 行 （ p r a t i p a t t i） と い う 包 括 的 性 格 を 有 し ， そ し

て ， 最 終 的 な 般 若 波 羅 蜜 多 の 方 は 学 派 の 波 羅 蜜 多 の 中 核 的 教 説 で あ る と

考えられる．  

 

 

第 1章に述べた瑜伽行派の修行道論の要素，いわゆる「学道」と「学道

の 結 果 」 が あ り ， 本 章 を 以 っ て そ の 修 行 道 論 の 一 つ の 要 素 で あ る 実 践 行
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に つ い て の 課 題 を 吟 味 し た ． そ し て ， 修 行 道 論 に 不 可 欠 な も う 一 つ の 要

素 で あ る ， そ の 実 践 修 行 に よ っ て 得 ら れ る 階 位 に つ い て は 次 章 に 考 察 し

ていく．  
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第 3 章  瑜 伽 行 派 に お け る 修 行 階 位 の 確 立 と 展 開  

3.0	大 乗経典における修行階位諸相の概観 	

 

修 行 階 位 と 言 え ば ， 一 般 的 に 十 階 位 （ 十 地 ） が 知 ら れ て い る ． そ の

十 地 説 に つ い て ， 経 典 に よ っ て 異 な る こ と も 周 知 の よ う で あ り 256， 従

来 の 研 究 に よ る と 十 階 位 は 三 つ の 系 統 で 分 け ら れ る ． 具 体 的 に は ， 般

若 経 系「 三 乗 共 十 地 」と 華 厳 経 系「 菩 薩 十 地 」と M a h ā v a s t uの「 本 生 十

地 257」 と の 三 つ で あ る ． こ の 三 種 の う ち ， 三 乗 共 十 地 と 他 の 両 者 と の

関 係 は た だ 十 階 位 と い う 数 の み で あ り ， 本 質 は 異 な る と 言 え る 258．  

                                                                    
256 こ れ に つ い て 従 来 の 日 本 学 者 の 先 行 研 究 が 数 多 く あ り ， 代 表 的 に は 山 田 龍 城

［ 1 9 5 9］ ， 水 野 弘 元 ［ 1 9 5 3］ ， 荒 牧 典 俊 ［ 1 9 8 3］ 平 川 彰 ［ 1 9 8 9］ な ど の 論 文 を

挙 げ ら れ る ．  

257 本 生 十 地 は ど の よ う な 経 典 群 に 所 属 す る か に つ い て は ，水 野 弘 元［ 1 9 5 3］p . 3 2 1

に お い て 議 論 さ れ る ．  

258 し か し ， 般 若 経 典 系 の 階 位 説 は ， 華 厳 経 系 の も の や M a h ā v a s t u の も の と 無 関

係 で は な い ．た と え ば ，M a h ā v a s t u の 四 種 行 と『 八 千 頌 』の 四 種 住 と の 関 係 や ，

そ の『 八 千 頌 』の 四 種 住 と 本 業 華 厳 の 菩 薩 十 地 と の 関 係 性 に つ い て は ，既 に 水

野 弘 元［ 1 9 8 1］に よ っ て 指 摘 さ れ て い る ．以 下 は 参 照 の た め ，水 野 氏 の 論 文 に

よ る そ れ ら の 対 照 表 を 転 載 し て お く ． （ c f .水 野 弘 元 ［ 1 9 8 1］ p p . 2 0 - 2 1）  

四 種 行 と 四 種 住 の 対 照  四 種 住 と 菩 薩 十 地 と の 対 照  
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さ ら に ま た ， 華 厳 経 系 の 「 菩 薩 十 地 」 は 階 位 の 名 か ら 二 系 統 に 分 け

る こ と が で き る ．す な わ ち ，『 十 地 品 』系（『 十 地 経 』 D a ś a b h ūm i k a - s ū t r a

に よ る
259）と『 十 住 品 』系（ 『 入 法 界 品 』 G a ṇ ḍ a v y ū h aに よ る 260）の 二 者 で

あ る ． こ の 二 者 の う ち ， 『 十 住 品 』 系 の 菩 薩 十 地 は 本 生 十 地 と 類 似 す

る 部 分 が あ り ， 他 の 大 乗 経 典 に も 見 ら れ る と い う 点 か ら ， 菩 薩 十 地 の

成 立 に 関 し て ， 『 十 地 品 』 系 と 『 十 住 品 』 系 の 前 後 関 係 が 既 に 議 論 さ

れ て い る 261．  

 

諸 経 典 に お け る 十 階 位 は ， 大 筋 で 以 上 の よ う に 分 け ら れ る ． そ の 十

階 位 の 大 ま か な 分 類 を 次 の 表 で 整 理 し て お く ．  

  

                                                                    
259 現 存 す る サ ン ス ク リ ッ ト 語 『 十 地 経 』 系 の 十 地 と は ほ ぼ 同 様 な も の で あ り ，

訳 語 の み の 多 少 な 相 違 は ， 新 国 訳 『 十 住 経 』 p . 1 4 を 参 照 ．  

260 具 体 的 な 対 照 表 は 水 野 弘 元［ 1 9 5 3］「 菩 薩 十 地 説 の 発 展 に つ い て 」『 印 仏 研 』

p . 6 8 註 6 を 参 照 ． こ の 系 統 は 『 本 業 経 』 系 と も 呼 ば れ る ． 支 謙 （ 2 2 3 – 2 5 3） 訳

『 菩 薩 本 業 経 』，竺 法 護（ D h a r m a r a k ṣ a，2 3 0 ? – 3 1 6）訳『 菩 薩 十 住 行 道 品 』N o . 2 8 3  

V o l . 1 0，祇 多 蜜（ G ī t a m i t r a：謌 友 ，4 世 紀 ）訳『 仏 説 菩 薩 十 住 經 』N o . 2 8 4  V o l . 1 0，

竺 仏 念（ 4 世 紀 ）訳『 最 勝 問 菩 薩 十 住 除 垢 斷 結 經 』N o . 3 0 9  V o l . 1 0，竺 仏 念 訳『 菩

薩 瓔 珞 經 』 N o . 6 5 6  V o l . 1 6， 法 天 （ D h a r m a d e v a ,  9 7 3 – 9 8 1） 訳 『 大 方 廣 總 持 寶 光

明 經 』 N o . 2 9 9  V o l . 1 0 は 同 系 統 ．   

261 水 野 弘 元 ［ 1 9 5 3］ な ど を 参 照 ．  
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 三 乗 共 十 地  菩 薩 十 地  本 生 十 地  

 大 品 般 若 発 趣 品  十 地 品 系   十 住 品 系  M a h ā v a s t u  

1  乾 慧 地 	 	  

ś u k l a v i d a r ś a n a  

歓 喜 地  

p r a m u d i t ā  

初 発 心 住

p r a t h a m a c i t t o t p ā d i k a  

難 登  

d u r ā r o h ā  

2  姓 地  

g o t r a  

離 垢 地  

v i m a l ā  

治 地 住  

ā d i k a r m i k a  

結 慢  

b a d d h a m ā n ā  

3  八 人 地  

a ṣ ṭ a m a k a  

発 光 地  

p r a b h ā k a r ī  

修 行 住  

y o g ā c ā r a  

百 花 荘 厳  

p u ṣ p a m a ṇ ḍ i t ā  

4  見 地  

d a r ś a n a  

焔 慧 地  

a r c i ṣm a t ī  

生 貴 住  

j a n m a j a  

明 輝  

r u c i r ā  

5  薄 地  

t a n ū -  

難 勝 地  

s u d u r j a y ā  

具 足 方 便 住  

p ū r v a y o g a s a m p a n n a  

広 心   

c i t t a v i s t a r ā  

6  離 欲 地  

v ī t a r ā g a  

現 前 地  

a b h i m u k h ī  

正 心 住 262  

ś u d d h ā d h y ā ś a y a  

妙 相 具 足  

r ū p a v a t ī  

7  已 作 地  

k ṛ t ā v ī -  

遠 行 地  

d ū r a ṅ g a m ā  

不 退 転 住  

a v i v a r t y a  

難 勝  

d u r j a y ā  

8  辟 支 仏 地  

p r a t y e k a b u d d h a  

不 動 地  

a c a l ā  

童 真 住  

k u m ā r a b h ū t a  

生 誕 因 縁  

j a n m a n i d e ś a  

9  菩 薩 地  

b o d h i s a t t v a  

善 慧 地  

s ā d h u m a t ī  

法 王 子 住  

y a u v a r ā j y a t ā  

王 子 位  

y a u v a n ā j y a  

1 0  仏 地  

b u d d h a  

法 雲 地  

d h a r m a m e g h ā  

灌 頂 住  

a b h i ṣ e k a p r ā p t a  

灌 頂 位  

a b h i ṣ e k a  

 

と こ ろ で ， 般 若 経 系 の 階 位 説 に つ い て は ， 本 来 的 に は 四 種 住 の み で

あ る こ と が 指 摘 さ れ て い る 263． 大 品 系 で は ， 三 乗 共 十 地 と 菩 薩 十 地 と

                                                                    
262 旧 訳 三 本（「 正 心 住 」（ 六 十 華 厳 経「 住 品 」）・「 行 登 」（『 菩 薩 本 業 経 』）・

「 阿 耆 三 般 」 （ 『 菩 薩 十 住 經 』 『 菩 薩 十 住 行 道 品 』 ） か ら み れ ば a d h y ā ś a y a で

あ る べ き が ， 現 存 G a ṇ ḍ h a v y u h a の サ ン ス ク リ ッ ト は ś u d d h ā d h y ā ś a y a と な っ て

い る ．  

263 前 註 2 5 6 に 述 べ ら れ た 先 行 研 究 を 参 照 ． と こ ろ で ， こ の 四 種 住 に 関 し て ， 旧

八 千 頌 の 記 述 は 不 完 全 の 状 況 で あ る と 指 摘 さ れ て い る ．（ C f .庄 司 史 生［ 2 0 1 6 : 2 0 2
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の 両 系 統 と も 共 存 し て い る 264． ま た ， 『 大 品 般 若 』 に 言 及 さ れ る 菩 薩

の 十 地 の 名 称 か ら し て ，そ の 十 階 位 は『 十 地 品 』の 十 地 で は な く ，『 十

住 品 』 の 十 地 で あ る と 見 ら れ る 265． こ れ に 対 し て ， 『 大 智 度 論 』 や 玄

奘 訳 の 『 大 般 若 』 に は 『 十 地 品 』 の 十 地 の 名 称 が 見 ら れ る ． こ の よ う

な 般 若 経 典 の 増 広 に よ っ て ， 十 種 の 階 位 説 が 華 厳 系 の 階 位 説 に 近 づ く

よ う に な る の で あ る ． こ れ は ， 従 来 の 研 究 で は 注 目 さ れ て い な い 点 で

あ る ．  

以 上 ， 大 乗 経 典 に お け る 主 要 な 修 行 階 位 を 概 説 し た ．  

 

 

                                                                                                                                                                                                         
− 2 0 3］ ）  

264 三 乗 共 十 地 の 諸 名 称 に つ い て ， 上 の 表 で 『 大 品 般 若 』 に よ っ て 示 さ れ る が ，

そ の 漢 訳 諸 本 の 訳 語 収 録 は 宮 崎 展 昌 ［ 2 0 1 5 : 2 4 0］ に 詳 し い ．  

と こ ろ で ， こ れ ら を 「 共 十 地 」 と 「 菩 薩 十 地 」 と 呼 ば れ る の は 『 大 智 度 論 』 以

来 で あ る と 想 定 さ れ る ．（ C f .  T 1 5 0 9 . 2 5 . 0 4 1 1 a 2 6 - b 0 1 :  地 有 二 種 ．一 者 但 菩 薩 地 ．

二 者 共 地 ．共 地 者 ．所 謂 乾 慧 地 乃 至 仏 地 ．但 菩 薩 地 者 ．歡 喜 地 離 垢 地 有 光 地 増

曜 地 難 勝 地 現 在 地 深 入 地 不 動 地 善 根 地 法 雲 地 ． 此 地 相 如 十 地 經 中 廣 説 ） ．  

265 『 大 品 』 に 言 及 す る 菩 薩 十 地 は G a ṇ ḍ h a v y ū h a 系 統 の も の で あ る ． た と え ば ，

「 從 初 發 意 地 乃 至 十 地 」（ T 0 2 2 3 . 0 8 . 0 2 7 6 c 0 7 - 0 8）と い う 表 現 が 見 ら れ ，ま た し

ば し ば 「 阿 惟 越 致 地 」 と い う の で あ る ．  
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3.1	『菩薩地』における修行階位 	

 

さて，本節では大乗仏教の一派である瑜伽行派の初期の修行階位を検

討したい．従来，瑜伽行派のみならず，大乗仏教一般の修行階位と言え

ば，『十地経』の十地を指すことは常識である．しかしながら，後述す

るように，初期瑜伽行派の文献である B B h の場合は，そのように断言で

きない．それは次のようであるからである．  

 

 

3 . 1 . 1  B B h の 「 住 品 」 と 「 地 品 」 と の 二 種 修 行 階 位 の 概 要  

 

B B h の 修 行 階 位 に 関 し て は 「 住 品 」 （ V i h ā r a - p a ṭ a l a） と 「 地 品 」

（ B hūm i - p a ṭ a l a）があると知られる 266．そのうち， I I . 4「住品」に説かれ

るのは，従来の研究が指摘するように，『十地経』に基づいて，同学派

の修行階位を再構築するものである 267．すなわち，「住品」では『十地

経』を解釈することによって，十地に対応して十三住が説かれるのであ

る．そして，同論の I I I . 3「地品」において七地が説かれる際に，その「住

品 」 の 十 三 住 を 七 地 の 内 容 に し て い る の で あ る ． こ の こ と は ， 「 地 品 」

の冒頭において説かれている．  

 

［ B B h .  磯 田 な ど p p . 2 5 4 - 2 5 6 ； W o  e d .  p . 3 6 7 ； D u t t 	 e d .  p . 2 5 3 ］ ： e ṣ u  

y a t h ā - v a r ṇ i t e ṣ u  t r a y o d a ś a s u  v i h ā r e ṣ u  a n u g a t ā ḥ  s a p t a - b h ūm a y o  v e d i t a v y ā ḥ  /  ṣ a ṭ  
                                                                    
266 B B h . I I . 4「 住 品 」 に お い て 「 地 」 （ b h ūm i） と 「 住 」 （ v i h ā r a） と い う 二 語 が 次

の よ う に 定 義 さ れ て い る ．（ W o .  p p . 3 3 2 - 3 3 3： t a t r a  b o d h i s a t t v ā n āṃ  p a r i g r a h ā r t h e n a  

b h ūm i r  i t y  u c y a t e  /  u p a b h o g a v ā s ā r t h e n a  p u n a r  v i h ā r a  i t y  u c y a t e［ T 1 5 7 9 . 3 0 . 0 5 5 6 b 1 7 −

1 8］：應 知 此 中 ，由 能 攝 持 菩 薩 義 故 説 名 爲 地 ．能 爲 受 用 居 處 義 故 説 名 爲 住 ）．し

か し ，こ れ は あ く ま で「 住 品 」の 説 明 で あ り ，本 稿 に 議 論 す る「 修 行 階 位 」で は

そ の 地 や 住 の 意 義 が 異 な ら な い と 理 解 す る ．   

267 B B h . I I .「 住 品 」 に お け る 菩 薩 の 階 位 は 十 で は な く 十 三 階 位 で あ り ， そ の 階 位 の

名 称 も D B S の も の で は な く ， 異 な る 名 称 が 用 い ら れ て い る が ， そ の 名 称 は 『 十

地 経 』 の 各 地 の 説 明 す る 内 容 で あ る ． 例 え ば ， 第 2 - 6 地 ， す な わ ち 第 4 - 8 住 の 五

階 位 は ，戒・心 ，そ し て 慧 に 関 す る 三 階 位 で あ る 覚 分・諦・縁 起 と 名 付 け ら れ て

い る ． こ れ に つ い て は 山 田 龍 城 ［ 1 9 5 9］ な ど に よ っ て よ く 知 ら れ る ．   
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b o d h i s a t v a - b h ūm a y a ḥ  /  e k ā  v y ām i ś r ā  b o d d h i s a t v a - t a t h ā g a t ī  b h ūm i ḥ  /  

g o t r a b h ūm i ḥ  /  a b h i m u k t i c a r y ā b h ūm i ḥ  ś u d d h ā d h y ā ś a y a b h ūm i ḥ  /  

c a r y ā p r a t i p a t t i b h ūm i ḥ  /  n i y a t ā  b h ūm i ḥ  /  n i y a t a c a r y ā b h ūm i ḥ  /  

n i ṣ ṭ h ā g a m a n a b h ūm i ś  c a  i t īm ā ḥ  s a p t a  b o d h i s a t t v a b h ūm a y a ḥ  /  ā s āṃ  p a ś c i m ā  

v y ām i ś r ā  /  t a t r a  g o t r a v i h ā r o  ' d h i m u k t i c a r y ā v i h ā r a ś  c a  d v e  b h ūm ī  /  p r a m u d i t o  

v i h ā r a ḥ  ś u d d h ā d h y ā ś a y ā  b h ūm i ḥ  /  a d h i ś ī l ā d h i c i t t a v i h ā r a u  t r a y a ś  

c ā d h i p r a j ñ a v i h ā r ā ḥ  s ā b h o g a ś  c a  n i r n i m i t t o  v i h ā r a ś  c a r y ā p r a t i p a t t i b h ūm i ḥ  /  

a n ā b h o g o  n i r n i m i t t o  v i h ā r o  n i y a t ā  b h ūm i ḥ  /  t a s y āṃ  b h ūm a u  b o d h i s a t t v a s  

t ṛ t ī y a n i y a t i p ā t a p a t i t o  b h a v a t i  /  p r a t i s aṃ v i d v i h ā r o  n i y a t a c a r y ā b h ūm i ḥ  /  p a r a m o  

v i h ā r a s  t ā t h ā g a t a ś  c a  n i ṣ ṭ h ā g a m a n a b h ūm i ḥ  /：前 に 説 か れ た よ う な そ の 十 三 住

に 対 し て ，〔 そ れ ら に 〕応 じ た 七 地 が あ る と 知 ら れ る べ き で あ る ．〔 前 の 〕

六 つ は 諸 々 の 菩 薩 の 地 で あ り ， 〔 後 の 〕 一 つ は 菩 薩 〔 の 地 〕 と 如 來 の 地 ，

す な わ ち ， 複 合 し た 地 で あ る ． つ ま り ， ①種 性 地 ， ②信 解 行 地 ， ③浄 勝 意

楽 地 ， ④行 正 行 地 ， ⑤決 定 地 ， ⑥決 定 行 地 ， ⑦到 究 竟 地 と い う ， こ れ ら が

七 つ の 菩 薩 地 で あ る ．こ れ ら の う ち 最 後 の も の が 複 合 し た 地 で あ る ．そ の

う ち ，種 姓 住 と 信 解 行 住 は〔 そ れ ぞ れ 種 姓 地 と 勝 解 行 地 と の 〕二 地 で あ る ．

歡 喜 住 は 浄 勝 意 楽 地 で あ る ．増 上 戒 住 と 増 上 心 住 と 三 種 の 増 上 慧 住 と 有 功

用 無 相 住 は 行 正 行 地 で あ る ．無 功 用 無 相 住 は 決 定 地 で あ る ．そ の 地 に お い

て 菩 薩 が 第 三 の 決 定 飛 翔 に 進 み 入 り 268， 無 礙 解 住 は 決 定 行 地 で あ る ． そ し

て ，最 上〔 菩 薩 〕住 と 如 來〔 住 〕は 到 究 竟 地 で あ る ．（ T 1 5 7 9 . 3 0 . 5 6 4 c 2 8 - 5 6 5 a 1 0） 

 

これは，「地品」において，「住品」の十地・十三住と「地品」自身

の七地という修行階位の関係を説明する箇所である．この記述から，そ

れぞれの階位を対照させると，以下の様にまとめられる．  

 

                                                                    
268 三 種 の「 決 定 へ の 飛 翔 」（ n i y a t a p ā t a）は「 功 徳 品 」に お い て 説 か れ た ( 1 )種 姓 に

住 す る 決 定 飛 翔（ g o t r a s t h a n i y a t i p ā t a），( 2 )発 心 の 決 定 飛 翔（ c i t t o t p ā d a n i y a t i p ā t a），

( 3 )確 実 な る〔 饒 益 〕行 の 決 定 飛 翔（ a b a n d h y a c a r y ā n i y a t i p ā t a）の 三 種 で あ る ．（ 矢

板 秀 臣 ［ 2 0 1 3］ p p . 7 4 − 7 5 ; 9 3 - 9 4 を 参 照 ） ．   
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要するに，B B h において二種の修行階位が存在していることが確認さ

れるのである 269．以下，便宜的に「住品」の修行階位と「地品」の修行

階位と呼ぶ．ところで，ここで注目したい点は，十地・十三住説を七地

説と対応させると，歓喜地が浄勝意楽地に相当する階位になることであ

る．なぜ初期瑜伽行派が初地を聖位とするのかという問題に対して，こ

の浄勝意楽地の思想背景が重要な鍵であると予想されるからである．  

さて，上の「住品」の修行階位と「地品」の修行階位という両者によ

って，B B h の修行階位をどのように捉えるべきか．以下に B B h 全体にお

ける修行階位を検討してみたい．  

 

 

3 . 1 . 2  B B h に お け る 主 流 の 修 行 階 位  

 

実は， B B h の「住品」以外の他章を検討すれば，『十地経』の十地の

名称は存在していない．一方，「地品」に説かれる七地の名称は同文献

の各章において散在していることがわかる．参照のため，それらの用例

を資料としてあげてみると以下のようである．  

                                                                    
269 そ の 理 由 は 別 の 問 題 で あ り ，い わ ゆ る B B h の 成 立 に 関 す る 課 題 で あ る ．し か し ，

本 稿 で は B B h に お け る 修 行 階 位 の 様 子 を 中 心 に し て お り ， そ の B B h の 成 立 に つ

い て は 議 論 し な い ．  

� 7 Z � � � � $ R ù 6 � R ( ù 6  � _ Z � � ' ù 6  

 1 ¸g7  � gotra-v ihā ra  1 ¸g_ gotra-bhūmi 

 2 QÛÖ7  � adhimukt i -caryā -  2 QÛÖ_ adhimukt icaryā -  

1 � \ pramuditā  3 � � \ 7  � pramudita-  3   Q y � _ śuddhādhyāśaya-  

2 ü` vimalā  4 b)~7  � adhiś ī la -   

 

4 Ö�Ö_ caryāpra t ipa t t i -  

3 ±? prabhākar ī  5 b)r7  � adhic i t ta -  

4 £{ arc iṣmat ī  6 ØG´tb){7ą�Ć adhipra jñā -  

5 ýQ sudur jayā  7 áà´tb){7ą�Ć adhipra jñā -  

6 «L abhimukh ī  8 Èê�í�v´tb){7ą�Ć adhipra jñā -  

7 óÖ dū raṃgamā  9 �N¯¤´7 sābhogo n i rn imi t to  -  

8 *P aca lā  10 ¤N¯¤´7 anābhogo n i rn imi t to  -   5 �k_ niya tā -  

9 [{ sādhumat ī  11 ¤¶Û7� � pra t i saṃvid-  6 �kÖ_ niya tacaryā -  

10�þ dharmameghā  12 �)7  � �  paramo-  7 J¹»_ niṣ ṭhāgamana-  

 13 f�7      ta thāgata-  
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【 例１】： B B h . I . 6「成熟品」（ P a r i p ā k a - p a ṭ a l a）において，衆生を成熟

させる者（ p a r i p ā c a k a - p u d g a l a）として六種菩薩が説かれている．  

 

t a t r a  p a r i p ā c a k ā ḥ  p u d g a l ā ḥ  k a t a m e  /  s a m ā s a t a ḥ  ṣ a ḍ  b o d h i s a t t v ā ḥ  ṣ a ṭ s u  

b o d h i s a t t v a b h ūm i ṣ u  v y a v a s t h i t ā ḥ  s a t t v ā n  p a r i p ā c a y a n t i  /  

① a d h i m u k t i c a r y ā b h ūm i s t h i t o  ( D u t t  6 0 )  b o d h i s a t t v o  ' d h i m u k t i c ā r ī  /  

② ś u d d h ā d h y ā ś a y a b h ūm i s t h i t o  b o d h i s a t t v a ḥ  ś u d d h ā d h y ā ś a y a ḥ  /  

③ c a r y ā p r a t i p a t t i b h ūm i s t h i t o  b o d h i s a t t v a ś  ( W o  8 5 )  c a r y ā p r a t i p a n n a ḥ  /  

④ n i y a t a b h ūm i s t h i t o  b o d h i s a t t v o  n i y a t a - p a t i t a ḥ  /  

⑤ n i y a t a c a r y ā p r a t i p a t t i b h ūm i s t h i t o  b o d h i s a t t v o  n i y a t a c a r y ā p r a t i p a n n aḥ  /  

⑥ n i ṣ ṭ h ā g a m a n a b h ūm i s t h i t o  b o d h i s a t t v o  n i ṣ ṭ h ā g a t a ḥ  /  270  

そ の う ち 成 熟 さ せ る 者 と は 何 か ．概 略 す る と ，六 の 菩 薩 地 に 住 す る 六〔 種 〕

の 諸 菩 薩 が 諸 衆 生 を 成 熟 さ せ る ． ①信 解 行 地 に 住 す る 菩 薩 は 信 解 を 行 じ

て 〔 諸 衆 生 を 成 熟 さ せ 〕 る ． ②浄 勝 意 楽 地 に 住 す る 菩 薩 は 意 楽 清 浄 に し

て〔 諸 衆 生 を 成 熟 さ せ る 〕．③行 正 行 地 に 住 す る 菩 薩 は 行 を 正 行 し て〔 諸

衆 生 を 成 熟 さ せ る 〕 ． ④決 定 地 に 住 す る 菩 薩 は 決 定 に 達 し て 〔 諸 衆 生 を

成 熟 さ せ る 〕 ． ⑤決 定 行 正 行 地 に 住 す る 菩 薩 は 決 定 行 を 正 行 し て 〔 諸 衆

生 を 成 熟 さ せ る 〕 ． ⑥到 究 竟 地 に 住 す る 菩 薩 は 究 竟 に 達 し て 〔 諸 衆 生 を

成 熟 さ せ る 〕 ．  

 

【例２】：B B h . I . 1 8「菩薩功徳品」（ B o d h i s a t t v a g u ṇ a - p a ṭ a l a）において 271，

「 2 . i 菩薩の五種修行」（ p r a y o g a）のうち，その⑶ ⑷ ⑸の説明においても，

七地のうち，種姓地を除いて，勝解行地以降の名称が見られる．  

 

⑶ p r a t i s aṃ k h y ā n a b a l a p r a y o g a ḥ  p u n a r  a s y a  s a r v a s y ā d h i m u k t i c a r y ā b h ūm a u  

d r a ṣ ṭ a v y a ḥ  /  ⑷ ś u d d h ā d h y ā ś a y a p r a y o g a ḥ  ś u d d h ā d h y ā ś a y a b h ūm a u  

c a r y ā p r a t i p a t t i b h ūm a u  c a  d r a ṣ ṭ a v y a ḥ  /  ⑸ n i y a t i p a t i t a p r a y o g o  n i y a t ā y āṃ  

                                                                    
270 ［ T 1 5 7 9 . 3 0 . 4 9 8 a 1 1 - 1 7；W o g i h a r a  p p . 8 4 - 8 5 ;  D u t t  p p . 5 9 - 6 0；矢 板 秀 臣［ 2 0 1 4］p . 9 5］  

271 I . 1 8「 菩 薩 功 徳 品 」 に お い て は 以 下 の 三 つ の 用 例 が あ る ． 引 用 す る テ キ ス ト ま

た そ の 番 号 は 矢 板 秀 臣 ［ 2 0 1 3］ の 分 類 に 基 づ い た ．   
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b h ūm a u  n i y a t a c a r y ā b h ūm a u  n i ṣ ṭ h ā g a m a n a b h ūm a u  c a  d r a ṣ ṭ a v y a ḥ  / 272  

⑶〔 菩 薩 の 〕思 擇 力 の 加 行（ p r a t i s aṃ k h y ā b a l a p r a y o g a）は ，か の 一 切〔 の 菩

薩 〕 に と っ て の 信 解 行 地 に お け る 〔 と 同 様 〕 に 理 解 す る べ き で あ る ．  

⑷〔 菩 薩 の 〕 清 浄 意 楽 の 加 行 （ ś u d d h ā d h y ā ś a y a p r a y o g a） は ， 〔 菩 薩 の 〕 清

浄 意 楽 地 と 行 正 行 地 と に お け る 〔 と 同 様 〕 に 理 解 す る べ き で あ る ．  

⑸〔 菩 薩 の 〕 決 定 に 達 し た 加 行 （ n i y a t i p a t i t a p r a y o g a） は ， 決 定 地 ， 決 定 行

地 ， そ し て 倒 究 竟 地 に お け る 〔 と 同 様 〕 に 理 解 す る べ き で あ る ．   

 

【例３】：B B h . I . 1 8「菩薩功徳品」「 4 . v i 大乗の七種大性」のうちに 273，

ā ś a y a m a h a t v a に見られるもの．  

 

⑶  a d h i m u k t i m a h a t t v a m ,  t a d  y a t h a i k a t y a s  t a s m i n n  e v a  d h a r m a m a h a t t v e  

' d h i m u k t o  b h a v a t i  /  ⑷ a d h y ā ś a y a m a h a t t v a m ,  t a d  y a t h a i k a t y o  

‘ a d h i m u k t i c a r y ā b h ūm iṃ  s a m a t i k r a m y ā  a d h y ā ś a y a ś u d d h i b h ūm i m  a n u p r a v i ś a t i  

/ 274   

⑶［ 第 三 は ］ 信 解 の 偉 大 性 で あ り ， す な わ ち ， 一 部 の 者 は ま さ に そ の ［ 第

一 の ］法 偉 大 性 に 対 し て 信 解 す る ．⑷［ 第 四 は ］増 上 意 楽 の 偉 大 性 で あ り ，

す な わ ち 一 部 の 者 は 信 解 行 地 を 超 え て 意 楽 清 浄 地 に 趣 入 す る ．  

 

【例４】： B B h . I . 1 8「菩薩功徳品」「 4 . v i i i の十種菩薩」の項目におい

ては 275，行正行地のみが見られないが，この七地の系統に属していると

言える．次はその引用である．   

                                                                    
272 W o :  Y a i t a : 9 0； T 1 5 7 9 . 3 0 . 5 4 6 b 5 - 2 6．  

273  そ の 大 乗 の 七 種 大 性 と は ， ① 法 大 性 （ d h a r m a m a h a t t v a ） ， ② 発 心 大 性

（ c i t t o t p ā d a m a h a t t v a ） ， ③ 勝 解 大 性 （ a d h i m u k t i m a h a t t v a ） ， ④ 増 上 意 楽 大 性

（ a d h y ā ś a y a m a h a t t v a），⑤資 糧 大 性（ s a m b h ā r a m a h a t t v a），⑥時 大 性（ k ā l a m a h a t t v a），

⑦圓 証 大 性 （ s a m u d ā g a m a m a h a t t v a） の 七 種 で あ る ［ c f . T 1 5 7 9 . 3 0 . 5 4 8 c 1 2 - 2 7］ ．  

274 Y a i t a : 1 0 1 ;  T 1 5 7 9 . 3 0 . 0 5 4 8 c 1 6 - 1 8．  

275 こ こ に 列 挙 す る 十 種 菩 薩 は ， B B h の 特 有 系 統 の 七 地 説 を 以 っ て 十 種 類 を 展 開 す

る ．こ れ に つ い て ，同 学 派 の『 顕 揚 聖 教 論 』「 摂 浄 義 品 第 二 」に も 同 様 な 説 明 が

見 ら れ る （ c f .  T 1 6 0 2 . 3 1 . 5 2 1 a 4 − 2 0） ．  
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k e  p u n a s  t e  b o d h i s a t t v ā  y e  e v aṃ  ś i k ṣ a m ā ṇ ā  a n u t t a r āṃ  s a m y a k s aṃ b o d h i m  

a b h i s aṃ b u d h y a n t e  /  t e  s a m ā s a t o  d a ś a v i d h ā  v e d i t a v y ā ḥ  /  ① g o t r a s t h a ḥ  /  

② a v a t ī r ṇ a ḥ  /  ③ a ś u d d h ā ś a y a ḥ  /  ④ ś u d d h ā ś a y a ḥ  /  ⑤ a p a r i p a k v a ḥ  /  ⑥ p a r i p a k v a ḥ  /  

⑦ a n i y a t i p a t i t a ḥ  /  ⑧ n i y a t i p a t i t a ḥ  /  ⑨ e k a j ā t i p r a t i b a d d h a ḥ  /  

⑩ c a r a m a b h a v i k a ś c e t i  /  t a t r a  g o t r a s t h o  b o d h i s a t t v a ḥ  ś i k ṣ a m ā ṇ a ś  c i t t a m  

u t p ā d a y a t i  s o  ' v a t ī r ṇ a  i t y  u c y a t e  /  s a  e v a  p u n a r  a v a t ī r ṇ o  y ā v a c  

c h u d d h ā ś a y a b h ūm i m  a p r a v i ṣ ṭ o  b h a v a t i  t ā v a d  a ś u d d h ā ś a y a  i t y  u c y a t e  /  p r a v i ṣ ṭ a s  

t u  ś u d d h ā ś a y o  b h a v a t i  /  s a  e v a  p u n aḥ  ś u d d h ā ś a y o  y ā v a n  n i ṣ ṭ h ā g a m a n a b h ūm i m  

a p r a v i ṣ ṭ o  b h a v a t i  t ā v a d  a p a r i p a k v a  i t y  u c y a t e  /  p r a v i ṣ ṭ a s  t u  p a r i p a k v o  b h a v a t i  /  

s a  p u n a r  a p a r i p a k v o  y ā v a n  n i y a t āṃ  n i y a t a c a r y ā b h ūm iṃ  v ā  n ā n u p r a v i ṣ ṭ o  

b h a v a t i  t ā v a d  a n i y a t a  i t y  u c y a t e  /  p r a v i ṣ ṭ a s  t u  n i y a t o  b h a v a t i  /  s a  e v a  p u n a ḥ  

p a r i p a k v o  d v i v i d h a ḥ  /  e k a j ā t i p r a t i b a d d h o  y a s y a  j a n m a n o  ' n a n t a r a m  a n u t t a r āṃ  

s a m y a k s aṃ b o d h i m  a b h i s aṃ b h o t s y a t e  /  c a r a m a b h a v i k a ś  c a  t a s m i n n  e v a  j a n m a n i  

s t h i t o  ' n u t t a r āṃ  s a m y a k s aṃ b o d h i m  a b h i s aṃ b u d h y a t e  / 276  

ま た ，そ の よ う に 修 学 し て 無 上 正 等 覚 を 証 得 す る 諸 菩 薩 と は い か な る も の

か ．そ れ ら〔 の 菩 薩 〕は 概 略 す れ ば 十〔 種 〕と 知 る べ き で あ る ．〔 十 と は：〕

①種 姓 に 住 す る〔 菩 薩 〕，②趣 入 し た〔 菩 薩 〕，③意 楽（ ā ś a y a ,）が 未 だ 清

浄 で な い〔 菩 薩 〕，④意 楽 清 浄 な る〔 菩 薩 〕，⑤未 だ 成 熟 で な い〔 菩 薩 〕，

⑥成 熟 し た〔 菩 薩 〕，⑦決 定 に 未 到 達 の〔 菩 薩 〕，⑧決 定 に 達 し た〔 菩 薩 〕，

⑨〔 悟 る ま で に は あ と 〕一 生 補 処〔 菩 薩 〕，⑩最 後 身 な る〔 菩 薩 〕で あ る ．  

こ れ ら の う ち ， ①種 姓 に 住 す る 菩 薩 が 修 学 し て は 発 心 す る と 「 ②趣 入 し た

〔 菩 薩 〕 」 と 言 わ れ る ． ま た ， ま さ に ②そ の 趣 入 し た 〔 菩 薩 〕 が 清 浄 意 楽

地 に ま だ 入 っ て い な い 限 り「 ③意 楽 が ま だ 清 浄 で な い〔 菩 薩 〕」と 言 わ れ

る ． 一 方 ，〔 清 浄 意 楽 地 に 〕 入 っ た 〔 菩 薩 〕 が ④意 楽 清 浄 な る 〔 菩 薩 〕 で

あ る ．ま た ，ま さ に そ の 意 楽 清 浄 な る〔 菩 薩 〕が 到 究 竟 地 に 入 っ て い な い

限 り「 ⑤未 だ 成 熟 し て い な い〔 菩 薩 〕」と 言 わ れ る ．一 方 ，〔 到 究 竟 地 に 〕

入 っ た 〔 菩 薩 〕 が ⑥成 熟 し た 〔 菩 薩 〕 で あ る ． ま た ， そ の ⑤未 だ 成 熟 し て

い な い〔 菩 薩 〕が 決 定 地 あ る い は 決 定 行 地 に 入 っ て い な い 限 り「 ⑦未 だ 決

定 し て い な い 〔 菩 薩 〕 」 と 言 わ れ る ． 一 方 〔 決 定 地 あ る い は 決 定 行 地 に 〕

                                                                    
276 Y a i t a :  1 0 3  
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入 っ た〔 菩 薩 〕が ⑧決 定 に 達 し た〔 菩 薩 〕で あ る ．そ の ⑥成 熟 し た〔 菩 薩 〕

は ，さ ら に 二 種 で あ る ．〔 第 一 は 〕⑨一 生 補 処〔 の 菩 薩 〕で ，彼 の〔 今 の 〕

生 の す ぐ 後 〔 の 生 で 〕 無 上 正 等 覚 を 証 得 す る で あ ろ う ．〔 第 二 は 〕 ⑩最 後

身 の 菩 薩 で ， ま さ に 〔 今 の 〕 こ の 生 に あ っ て 無 上 正 等 覚 を 証 得 す る 277．  

 

【 例  ５ 】 ： さ ら に ま た ， B B h . I I . 3「 増 上 意 楽 品 」 （ 浄 心 品 （ 曇 ） ・ 定

心 品（ 求 ）A d h y ā ś a y a - p a ṭ a l a）において，十五種の意楽が列挙されている 278．

そのうち後半の第 1 1 から 1 3 までの意楽において，それらの七地の名称

も次のように見られる．  

 

（ 1 1） a d h i m u k t i c a r y ā b h ūm a u  y o  ' d h y ā ś a y o  b o d h i s a t t v ā n āṃ ,  s o  ' ś u d d h ā ś a y a  i t y  

u c y a t e  /  （ 1 2）ś u d d h ā ś a y a b h ūm i m  u p ā d ā y a  y ā v a n  n i y a t a c a r y ā b h ūm e r  a d h y ā ś a y o  

b o d h i s a t t v ā n āṃ  ś u d d h ā ś a y a  i t y  u c y a t e  /  （ 1 3）n i ṣ ṭ h ā g a m a n a b h ūm ā v  a d h y ā ś a y o  

b o d h i s a t t v ā n āṃ  s u ś u d d h ā ś a y a  i t y  u c y a t e  / 279  

（ 1 1）勝 解 行 地 に お け る 諸 菩 薩 の 増 上 な る 意 楽 そ れ は ，「 不 清 浄 意 楽 」と

呼 ば れ る ．（ 1 2）浄 勝 意 楽 地 乃 至 決 定 行 地 に お け る 増 上 意 楽 は ，諸 菩 薩 の

「 清 浄 意 楽 」と 呼 ば れ る ．（ 1 3）到 究 竟 地 に お け る 増 上 意 楽 は ，諸 菩 薩 の

「 善 清 浄 意 楽 」 と 呼 ば れ る ． 〈 後 略 〉  

 

【例  ６】：B B h . I I I . 5「三十二相八十種好品」（ L a k ṣ a ṇ ā n u v y a ñ j a n a - p a ṭ a l a

「 建 立 品 」） 280．  

 

上 掲 の そ れ ら の 七 階 位 の 名 称 に 関 す る 用 例 を 表 に ま と め れ ば 次 の 様

になる．  

 

 

  説 示 背 景  階 位 の 名  

                                                                    
277 こ れ ら の 【 例 2 / 3 / 4】 の 和 訳 は ， 矢 板 秀 臣 ［ 2 0 1 3］ を 参 考 し た ．  

278 本 稿 「 3 . 2 . 1」 註 3 0 8 を 参 照 さ れ た い ．  

279 W o : 3 1 4 ;［ T 1 5 7 9 . 3 0 . 5 5 2 b 7 - 1 5］ ;国 訳 瑜 伽 3， p . 2 0 8．  

280 本 稿 「 3 . 2 . 1 . 1」 の 引 用 文 を 参 照 さ れ た い ．  
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例 1  1 . 6「 成 熟 品 」  

p a r i p ā k a - p a ṭ a l a  

衆 生 を 成 熟 さ せ る 六

種 菩 薩 （ p a r i p ā c a k a）  

信 解 行 地 ，浄 勝 意 楽 地 ，行 正

行 地 ，決 定 地 ，決 定 行 正 行 地 ，

到 究 竟 地  

例 2  I . 1 8  

「 菩 薩 功 徳 品 」  

b o d h i s a t t v a g u ṇ a -  

A :菩 薩 五 種 加 行 の 内 ，

第 ⑶ ⑷ ⑸の 説 明 に お い

て  

信 解 行 地 ，清 浄 意 楽 地 ，行 正

行 地 ，決 定 地 ，決 定 行 地 ，倒

究 竟 地  

例 3  B :大 乗 七 種 大 性 の 内 ，

ā ś a y a m a h a t v a に お い て  

信 解 行 地 を 超 え て 意 楽 清 浄

地 に 趣 入 す る  

例 4  C : 十 種 菩 薩 を 説 明 し

た 後 ，菩 薩 の 階 位 と 結

ぶ 箇 所 に お い て  

種 姓 は ①，趣 入 は ②，清 浄 意

楽 地 は ③と ④， 到 究 竟 地 は ⑤

と ⑥と ⑨と ⑩， 決 定 地 ， 決 定

行 地 は ⑦と ⑧  

例 5  I I . 3「 増 上 意 楽 品 」

a d h y ā ś a y a -   

十 五 種 意 楽 の 内 第 1 1

か ら 1 3 ま で 意 楽 に お

い て  

勝 解 行 地 ，浄 勝 意 楽 地 よ り 乃

至 決 定 行 地 ， 到 究 竟 地  

例 6  I I I . 5 「 相 好 品 」

L a k ṣ a ṇ ā n u v y a ñ j a n a  

菩 薩 の 相 好 の ス テ ッ

プ ア ッ プ  

種 性 地 ，勝 解 行 地 ，清 浄 増 上

意 楽 地 ， 諸 餘 上 地  

 

 

このうち，階位の名称から見れば，種姓地を数える例と数えない例が

ある 281．また，信解行地でなく趣入という名で用いられる例もある．し

かし，それ以降，浄勝意楽地などの階位の名称は一致する．また，「功

徳品」に説かれる十種菩薩があるが，『十地経』の十階位でなく，「地

品」の階位の名称と結びつけられている．つまり，上の表にまとめた修

行階位は，「地品」の階位説に属するものであると確認され， B B h にお

いて「地品」の修行階位の系統が頻繁に用いられることが知られる．こ

れに対して，「住品」の階位説の名称は，「住品」以外には見られない．

                                                                    
281 「 成 熟 品 」 に お い て ， 菩 薩 で あ る 「 成 熟 し た 者 」 の 特 徴 は 六 種 の み で ， 種 姓 住

と い う 階 位 は ，「 種 姓 に 住 す る 者 達 」も 成 熟 さ せ る 対 象 と し て 用 い ら れ る ．す な

わ ち ， 種 姓 は 実 質 的 な 菩 薩 と し て 数 え ら れ な い と 知 ら れ る ． （ 矢 板 秀 臣 ［ 2 0 1 4］

p . 9 6 参 照 ） ．  
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この点を勘案すれば， B B h における階位説には，七地説の方が根底にあ

ったと想定される 282．  

さて，その七地説の名称からして， B B h 独自のものであるのか，もし

くは当時の大乗仏教徒の間に共通するものかを次に検討する．  

 

 

3 . 1 . 3  B B h と 他 の 文 献 か ら 見 た 修 行 階 位 の 共 通 点  

 

ま ず ， 同 学 派 の 菩 薩 五 種 人 説 に つ い て 検 討 す る ． M S A - X I X「 功 徳 品 」

（ G u ṇ ā d h i k ā r a） k . 6 3 以降の十偈を以って菩薩のいくつかの側面が説明さ

れている．そのうち，最初の偈において菩薩の五種人が説かれている 283．

この五種行人は M S g−V . 6 や A S においても確認できる．以下は，M S A の

記述である 284．   

 

                                                                    
282 こ の B B h の 二 様 の 修 行 階 位 に 関 し て ， N o r i t o s h i  A r a m a k i［ 2 0 0 0］ に お け る B B h

の 旧 層 新 層 説 の 先 行 研 究 が あ る ．本 研 究 は B B h 全 体 を 検 討 し た 結 果 で ，「 地 品 」

の 七 地 説 の ほ う が 根 強 い も の で あ っ た と 想 定 す る が ，B B h 各 章 の 前 後 関 係 に 関 し

て は 論 じ な い ．   

283 M S g - V［ T 1 5 9 4 . 3 1 . 1 4 6 a 2 5 - b 0 4］ :  復 次 凡 經 幾 時 修 行 諸 地 可 得 圓 満 ． 有 五 補 特 伽

羅 經 三 無 數 大 劫 ，謂 ① 勝 解 行 補 特 伽 羅 ，經 初 無 數 大 劫 修 行 圓 満 ．② 清 浄 増 上 意 楽

行 補 特 伽 羅 ，及 ③ 有 相 行・④ 無 相 行 補 特 伽 羅 ，於 前 六 地 及 第 七 地 ．經 第 二 無 數 大

劫 修 行 圓 満 ，即 此 ⑤ 無 功 用 行 補 特 伽 羅 ．從 此 已 上 至 第 十 地 ．經 第 三 無 數 大 劫 修 行

圓 満 ． （ 和 訳 は 長 尾 訳 下 V . 6 , p . 1 8 7 を 参 照 ） ．  

ま た ，『 大 乗 阿 毘 達 磨 集 論 』（ A S）に お い て は 諸 々 の 補 特 伽 羅 を 列 挙 す る 際 ，菩 薩

の 補 特 伽 羅 に 関 し て ， こ の 五 種 補 特 伽 羅 の 説 明 も 確 認 で き る （ O . H a y a s h i m a  

[ 2 0 0 3 : 7 4 4 - 7 4 5 ]）．し か し ，A S に は「 五 種 」の 菩 薩 補 特 伽 羅 と い う 分 類 は さ れ て

い な い ． （ 同 文 献 の 菩 薩 の 種 類 は 「 欲 色 界 菩 薩 補 特 伽 羅 」 を 加 え て 六 種 菩 薩 と

数 え る 場 合 も あ る（ C f .芳 村 修 基［ 1 9 7 0］「 菩 薩 思 想 の 考 察 方 法 」『 印 仏 研 』1 9 ( 1 ) ,  

3 5 - 4 0））．こ の よ う な 諸 々 の 菩 薩 の 名 称 を 以 っ て ，A S 以 前 も し く は 当 時 に 存 在

し て い た そ れ ら の 菩 薩 の 階 位 の 名 称 の 位 置 も 推 測 さ れ る ．   

284  M S A − I V「 発 心 品 」 （ c i t t o p ā d ā d h i k ā r a） に 説 か れ る 四 種 発 心 に も ， こ れ ら の

a d h i m o k ṣ i k a  と ś u d d h ā d h y ā ś a y i k a と い う 語 が 用 い ら れ る ．こ の 四 種 発 心 と B B h「 地

品 」 の 七 地 説 に 関 し て は 舟 橋 尚 哉 ［ 1 9 8 8］ に 論 及 さ れ る ．   
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① ā d h i m o k ṣ i k a  e k a ś  c a  ② ś u d d h ā d h y ā ś a y i k o  ' p a r a ḥ  /  

③ n i m i t t e  ④ c ā n i m i t t e  c a  c ā r y  a p y  ⑤ a n a b h i s aṃ s k r t e  /  

b o d h i s a t t v ā  h i  v i j ñ e y ā ḥ  p a ñ c a i t e  s a r v a b h ūm i ṣ u  / / 1 9 - 6 3  / /  

①第 一 は 信 解 を 具 す る 者（ 信 行 人 ），他 は ②浄 勝 意 楽 を 具 す る 者（ 浄 心

行 人 ），ま た ③因 相 を 伴 う と ④因 相 を 伴 わ な い と に お い て 行 ず る 者（ 相

行 人 と 無 相 行 人 ），⑤作 為 な き に お い て も〔 行 ず る 者 〕（ 無 作 行 人 ）で

あ る ．実 に あ ら ゆ る 階 位 に お い て 菩 薩 た ち は こ れ ら の 五 つ で あ る と 知 る

べ き で あ る ． （ X I X . 6 3） 285  

 

ここに五種人が説かれるが，それらは「あらゆる階位において」知る

べきであるという．その「あらゆる階位」が，どのような階位であるか

は別の問題であるが 286，その名称の限りには，それらの五つのうち，①

信 行 人 （ ā d h i m o k ṣ i k a） ， ②浄 心 行 人 （ ś u d d h ā d h y ā ś a y i k a） の 名 称 は ， B B h

「地品」の信解行地（ ā d h i m o k ṣ a b h ūm i）と浄勝意楽地（ ś u d d h ā d h y ā ś a y a b h ūm i）

のものと同様であると見て取れる 287．つまり，この二つは五種人説と七

地説とに共通なものであると理解されるのである．  
                                                                    
285 括 弧 の 中 は 同 論 の 漢 訳 語 で あ る ． 参 照 の た め 以 下 に そ の 漢 訳 の 全 文 を 上 げ て お

く ．  

信 行 及 浄 行 	 相 行 無 相 行  及 以 無 作 行 	 差 別 依 諸 地 	 釋 曰 ．菩 薩 有 五 人 差 別 ．一 信

行 人 ， 謂 地 前 一 阿 僧 祇 劫 ． 二 浄 心 行 人 ， 謂 入 初 地 ． 三 相 行 人 ， 謂 二 地 至 六 地 ．

四 無 相 行 人 ， 謂 第 七 地 ． 五 無 作 行 人 ， 謂 後 三 地 已 説 菩 薩 五 人 差 別 ．

（ 【 T 1 6 0 4 . 3 1 . 0 6 5 5 a 1 0 − 1 5】 ）  

286  世 親 釈 に よ れ ば そ れ は 『 十 地 経 』 の 階 位 に 対 応 さ せ て 説 明 し て い る ． （ t a t r a  

n i m i t t a c ā r ī  d v i t ī y aṃ  b h ūm i s a m u p ā d ā y a  y ā v a t  ṣ a ṣ ṭ h y āṃ  /  a n i m i t t a c ā r ī  s a p t a m y āṃ  /  

a n a b h i s aṃ s k ā r a c ā r ī  p a r e ṇ a  /  ś e ṣ aṃ  g a t ā r t h aṃ  / /  そ の 内 で ， 因 相 を 伴 っ て 行 ず る 者

は ，第 二 を 始 め と し て 第 六 に 至 る 諸 地 に お い て で あ る ．因 相 を 伴 わ な い で 行 ず る

者 は ，第 七〔 地 〕に お い て で あ る ．加 行 な く し て 行 ず る 者 は ，そ れ 以 上〔 の 地 に

お い て 〕 で あ る ． そ の 他 は 意 味 が 明 白 で あ る ） ．  

し か し ， 上 に 言 及 す る ① と ② の 他 ， ③ と ④ と ⑤ に 関 し て は ， そ の 名 称 は 「 住 品 」 の

十 三 住 に あ る も の と 類 似 し ， こ の 五 種 人 は 別 の 修 行 階 位 の 系 統 か ら 分 類 さ れ る

可 能 性 も あ る ．  

287 こ れ ら「 信 地 」と「 浄 心 地 」と い う 漢 訳 語 は ， M S A 漢 訳 の 他 ，曇 無 讖 訳 の『 菩

薩 地 持 經 』 に も 見 ら れ る ． お そ ら く そ れ は 玄 奘 以 前 の 訳 語 で あ ろ う ．   
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実は，この信解行地（信地）と浄勝意楽地（浄心地）を通じて，『金

剛般若論』の修行階位がもう一例として挙げられる 288．   

 

T 1 5 1 0 . 2 5 . 7 5 9 a 1 0 - 1 3：何 者 地 ．此 地 有 三 種 ，謂 ①信 行 地 ②浄 心 地 ③如 來 地 ．

於 中 十 六 住 處 顕 示 信 行 地 ． 証 道 住 處 是 浄 心 地 ． 究 竟 住 處 是 如 來 地 ．  

何 者 か 地 な る ．此 の 地 に 三 種 有 り て ，謂 わ く ，①信 行 地 と ②浄 心 地 と ③如

來 地 と な り ． 中 に 於 い て ， 十 六 住 處 は 信 行 地 を 顕 示 し ， 証 道 と い う 住 處

は 是 れ 浄 心 地 な り ． 究 竟 な る 住 處 は 是 れ 如 來 地 な り ． （ 新 国 訳 p . 2 1 8）  

 

この箇所は，同論の一部 289，「地」という修行階位の説示である．そ

の 「 信 地 」 （ 信 行 地 ） ， 「 浄 心 地 」 ， 「 如 来 地 」 と い う 三 つ の 階 位 は ，

前に検討した階位の名称と比較すれば，最も簡単なものであると知られ

る．中でも特に「信行地」（信解行地）と「浄心地」（浄勝意楽地）は

すべての文献において共通するものであると言える．  

さらにまた，漢訳文献における「信地」，「浄心地」などの名称を以

って修行階位を示す用例として，『大乗起信論』が確認される．同論に

おいては，これらの「信行地」・「浄心地」の名称がしばしば言及され

ている 290．それらに対して，従来の『十地経』の階位と配当して解釈さ

                                                                    
288 『 金 剛 般 若 論 』 は 無 著 造 達 磨 笈 多 （ D h a r m a g u p t a ,  ? – 6 1 9） 訳 と し て 伝 え ら れ る ．

同 論 の 文 献 情 報 な ど は 大 竹 晋 ［ 2 0 0 9］ の 要 約 に 詳 し い ．  

289 同 論 に は ， 般 若 経 を 七 句 義 と し て 分 類 す る 中 ， 第 六 句 義 で あ る 「 地 」 と い う 修

行 階 位 が 説 か れ て い る （ 渡 辺 章 悟 ［ 2 0 0 9 : 2 5 5 − 2 6 0］ を 参 照 ） ． そ の 地 は 信 行 地 ，

浄 心 地 ， 如 来 地 と い う 三 種 で あ る ． ま た ， 大 竹 晋 ［ 2 0 0 9 : 4 1］ に お け る 『 金 剛 般

若 論 』 の 内 容 の 概 要 の よ う に ， 同 論 の 第 三 句 義 に 説 か れ る 十 八 種 の 「 行 所 住 処 」

の 内 ，前 の 十 六 住 処 は 信 行 地 に 対 応 し ，第 十 七 住 処 で あ る「 証 道 住 処 」は「 浄 心

地 」 ， 最 後 の 「 究 竟 住 処 」 は 「 如 来 地 」 に 対 応 す る と い う こ と で あ る ．  

290 同 論 に お い て 最 も 具 体 的 な 階 位 の 名 称 が 列 挙 さ れ る の は ， 次 の 箇 所 で あ る ．  

真 諦 訳 T 1 6 6 6 . 3 2 . 5 7 7 c 0 7 - 1 5： 染 心 者 有 六 種 ． 云 何 爲 六 ． 一 者 執 相 應 染 ． 依 二 乘 解

脱 及 信 相 應 地 遠 離 故 ．二 者 不 斷 相 應 染 ．依 信 相 應 地 修 学 方 便 漸 漸 能 捨 ．得 浄 心 地

究 竟 離 故 ．三 者 分 別 智 相 應 染 ．依 具 戒 地 漸 離 ．乃 至 無 相 方 便 地 究 竟 離 故 ．四 者 現

色 不 相 應 染 依 色 自 在 地 能 離 故 ．五 者 能 見 心 不 相 應 染 ．依 心 自 在 地 能 離 故 ．六 者 根

本 業 不 相 應 染 ． 依 菩 薩 盡 地 得 入 如 來 地 能 離 故 ． （ 新 国 訳 p . 4 3 8 - 4 3 9）  
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れているにもかかわらず，『起信論』自身には，『十地経』の階位の名

称が全く見られない 291．  

これまで検討した諸文献における階位説を要約してみれば，次のよう

な表で示される．  

 

M S A / M S g / A S 五種人  『金剛般若論』  『大乗起信論』  

①信 行 人  ①信 行 地  ①信 相 應 地  

②浄 心 行 人  ②浄 心 地  ②浄 心 地  

③相 行 人  ③如 來 地  具 戒 地 ， 無 相 方 便 地 ， 色

自 在 地 ， 心 自 在 地 ， 菩 薩

盡 地 ， 入 如 來 地  

④無 相 行 人  

⑤無 作 行 人  

 

これらの用例を以って，B B h 以外の文献においてそれらの修行階位の

名称がそれぞれ異なった系統にあったと推測される．またそれらの修行

階位において，「信地」（信解行地）「浄心地」（浄勝意楽地）の名称

は共通するものであり，ある伝承においてこれらが一般的なものであっ

たと想定される．  

 

 

                                                                                                                                                                                                         
實 叉 難 陀 訳 の 相 当 箇 所 T 1 6 6 7 . 3 2 . 5 8 6 a 2 2 - b 0 1：此 所 生 染 心 有 六 種 別 ．一 執 相 應 染 ．聲

聞 縁 覺 及 信 相 應 地 諸 菩 薩 能 遠 離 ． 二 不 斷 相 應 染 ． 信 地 菩 薩 勤 修 力 能 少 分 離 ． 至

浄 心 地 永 盡 無 餘 ． 三 分 別 智 相 應 染 ． 從 具 戒 地 乃 至 具 慧 地 能 少 分 離 ． 至 無 相 行 地

方 得 永 盡 ． 四 現 色 不 相 應 染 ． 此 色 自 在 地 之 所 除 滅 ． 五 見 心 不 相 應 染 ． 此 心 自 在

地 之 所 除 滅 ． 六 根 本 業 不 相 應 染 ． 此 從 菩 薩 究 竟 地 入 如 來 地 之 所 除 滅 ． （ 国 訳

p . 5 3 8 - 5 3 9）  

ま た ， 『 起 信 論 』 と の 関 係 が 深 い と さ れ る 『 釈 摩 訶 衍 論 』 に お い て も ， 『 起 信 論 』

の 修 行 階 位 説 が 見 ら れ る （ 『 釋 摩 訶 衍 論 』 T 1 6 6 8 . 3 2 . 6 3 1 a 2 4 - b 0 3） ．  

291 『 起 信 論 』 に 関 す る 著 者 や 成 立 問 題 は 判 定 不 可 の 状 況 に あ る と 知 ら れ る が ， 従

来 の 研 究 者 の 間 で は ，同 論 の 思 想 は イ ン ド 仏 教 か ら 伝 え ら れ て き た も の で あ る こ

と が ほ ぼ 一 致 し て い る ．同 論 の 修 行 階 位 に 関 し て は ，大 竹 晋［ 2 0 0 2］の 研 究 が 確

認 さ れ る が ，当 然 ，『 起 信 論 』の 修 行 階 位 の 観 点（ 行 位 説 ）が 瑜 伽 行 派 と 一 致 す

る こ と に 止 ま っ て い る ．  
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3 . 1 . 4  ま と め  

 

以上，B B h における修行階位を検討してきた，初期瑜伽行派において，

修行階位は『十地経』の十階位であるとは決して言えない．それは B B h

において，『十地経』の階位のほか，「住品」の修行階位と「地品」の

修行階位との二種類があるからである．それらのうち，「地品」の七地

説が圧倒的に多く用いられることも確認できた．またそれらの名称に関

しては，当時の他の文献において類似な名称があって，この系統の修行

階位の影響度は興味深い点である．  

 

一般に，大乗仏教における修行階位は D B S の十地である．瑜伽行派の

世親・安慧，いわゆる註釈書期においても，おそらく経証ということが

重要視されるため，あらゆる階位説が『十地経』の十地に一致させて解

釈されているが，上述のように，初期瑜伽行派では必ずしもそうではな

い．このような初期の同学派の階位説の様子から，同学派の修行道論の

確立の道筋が見て取れると考えられる．その一例として，次に，その階

位説のうち，最初の階位の様子を検討していく．   
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3.2	初地を見道・聖位とする経緯 	

 

修行階位について『十地経』の十地を主なる柱とした伝統のうち，瑜

伽行派では，初地は聖位とされ，修行階位の中で，一番重要な転換段階

であると知られる．本稿の問題の所在にも述べたように，大乗仏教の間

では，十地においてどれが重要な階位であるかの視点の相違が存在して

いる．この問題に対して，なぜ初期瑜伽行派は初地を重要な階位とした

かは，当然初地の記述によっては判断できないため，当時における修行

階位の確立が背景にあると考えられる．  

この際，前節に確認した，瑜伽行派の文献である B B h の記述において，

初地と等置するものは浄勝意楽地（ ś u d d h ā d h y ā ś a y a - b h ūm i）であり，また

後 述 す る よ う に ， そ の 初 地 に 等 置 さ れ る の は 入 正 性 離 生

（ s a m y a k t v a n i y ām ā v a k r ā n t i /  - n y ām a - / - n i y a m a -）という階位である．この両者

の 名 称 は 初 期 瑜 伽 行 派 の 文 献 に お い て 初 地 の 言 い 換 え と し て も 見 ら れ

る 292．この両者に沿って初地の成立する背景が予想される．以下に，そ

れらを考察する．   

 

 

3 . 2 . 1  「 浄 勝 意 楽 地 」 の 観 点 か ら  

3 . 2 . 1 . 1  B B h に お け る 浄 勝 意 楽 地 の 意 味 内 容  

 

浄 勝 意 楽 地 （ ś u d d h ā d h y ā ś a y a - b h ūm i） の 意 味 内 容 に 関 し て ， 前 の 3 . 1 . 3

に述べたように，『金剛般若論』において，「証道という住處は浄心地

である」と規定されている．すなわち，浄勝意楽地という菩薩の階位に

おいては，ある程度で「証道」とされるのである 293．  
                                                                    
292 本 節 の 内 容 は 3 . 2 . 1 と 3 . 2 . 2 に 論 じ る が ，即 座 に 例 を 挙 げ て み れ ば 次 の よ う な 記

述 が 挙 げ ら れ る ．  

「 住 品 の 決 択 」［ T 1 5 7 9 . 3 0 . 7 3 8 a 9 - 1 1］：問 ，於 此 諸 地 云 何 而 得 ．答 ，若 諸 菩 薩 証

入 菩 薩 正 性 離 生 又 復 証 得 清 浄 意 楽 ， 爾 時 頓 得 一 切 諸 地 ．  

あ る い は ，攝 大 乘 論 釋（ 世 親 造  眞 諦 訳 ）T 1 5 9 5 . 3 1 . 2 2 9 c 4 - 6：未 入 初 地 不 得 正 定 名 ．

此 不 清 浄 意 行 人 ． 若 見 眞 如 即 入 清 浄 意 行 地 ．  

293 『 起 信 論 』に お い て も ，同 様 な 説 示 が 見 ら れ る ．（ 真 諦 訳 T 1 6 6 6 . 3 2 . 0 5 8 1 a 2 6 - 2 9；
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では B B h において，その「浄勝意楽地」（浄心地）の内容はどうなの

か． B B h - I . 1 7「菩提分品」（ B o d h i p a k ṣ a - p a ṭ a l a）において次のような表現

が見られる 294．  

 

e v aṃ  c a  t ā v a d  a n a d h y ā ś a y a ś u d d h o  b o d h i s a t t v a ḥ  a d ṛ ṣ ṭ a s a t y o  v ā  ś r ā v a k a y ā n ī y o  

n i r v ā ṇ a m  a d h i m u k t o  b h a v a t i  /  e v a ñ  c ā b h i d a d h ā t i ,  ś ā n t aṃ  n i r v ā ṇ a m  i t i  /  n a  

c ā s y a  t a s m i n  n i r v ā ṇ e  y a t h ā b h ū t ā v a g a m o  y a t h ā v a j j ñ ā n a d a r ś a n aṃ  p r a v a r t a t e  /  

a s t i  t v  e ṣ a  y o n i ś o m a n a s k ā r a ḥ  / 295  

そ し て ，そ の よ う に ，ま ず ，未 だ 清 浄 な る 増 上 の 意 楽 を 得 て い な い 菩 薩 あ

る い は ，未 だ〔 聖 〕諦 を 見 て い な い 声 聞 乗 の 者 は ，涅 槃 を 信 解 し ，そ し て ，

そ の よ う に「 涅 槃 は 寂 靜 で あ る 」と 語 る ．け れ ど も ，彼 に は そ の 涅 槃 に つ

い て 如 実 の 了 解 も ， 如 実 の 知 見 も 起 こ ら な い が ， か の 如 理 作 意 が あ る ．   

 

こ の 箇 所 で 注 目 し た い 点 は ， 未 得 清 浄 増 上 意 楽 （ a n a d h y ā ś a y a ś u d d h a）

の菩薩と，未見諦（ a d ṛ ṣ ṭ a s a t y a）の声聞という表現である．それらが並ん

で用いられ，それぞれ，大乗と声聞乗におけるまだ聖位を証得していな

い者を示している．周知のように，「見諦」（ d ṛ ṣ ṭ a s a t y a）というのは，

声 聞 の 修 行 に お い て ， 最 初 の 聖 位 ， 四 聖 諦 を 見 る と い う 見 道 位 で あ る ．

ここに「未見諦」と並び，「未得清浄増上意楽」を以って，「見諦」は

声 聞 の 最 初 聖 位 と し て 用 い ら れ る た め ， 「 清 浄 増 上 意 楽 」 （ 浄 勝 意 楽

a d h y ā ś a y a ś u d d h a）は菩薩の最初の階位として用いられると理解される．  

この様な菩薩の最初の階位としての浄勝意楽の意味内容は，B B h の他

の 品 に お い て も 散 見 さ れ る ． そ の う ち ， I I I . 5「 三 十 二 相 八 十 種 好 品 」

                                                                                                                                                                                                         
新 国 訳 p . 4 5 6； 實 叉 難 陀 訳 T 1 6 6 7 . 3 2 . 0 5 8 9 c 1 3 - 1 6； 新 国 訳 p . 5 5 6： 証 發 心 と は ， 浄

心 地 よ り ，乃 至 ，菩 薩 究 竟 地 ま で な り ．何 れ の 境 界 を 証 す る や ．謂 う 所 は 眞 如 な

り ． 轉 識 に 依 る を 以 て 説 い て 境 界 と 爲 す も ， 而 も 實 に は 証 の 中 に 境 界 の 無 相 し ．

此 の 菩 薩 は ，無 分 別 智 を 以 て 離 言 説 の 眞 如・法 身 を 証 す る が 故 に ）．こ れ に 関 し

て は 大 竹 晋 ［ 2 0 0 2］ や 高 崎 直 道 ［ 1 9 9 1］ p . 1 6 8 な ど に 詳 し い ．  

294 こ の 箇 所 は 同 章 の 最 終 偈 に 説 か れ る 四 種 法 の 解 釈 の 内 ， 涅 槃 に つ い て の 解 釈 の

箇 所 で あ る ．同 文 献 は こ の 箇 所 の 後 ，そ の 内 容 の た め の 比 喩 文 に お い て も そ の 両

語 が 再 び 用 い ら れ る ．  

295 B B h - I . 1 7 , D u t t : 1 9 0 − 1 9 1 ; W o : 2 8 1 ;  T 1 5 7 9 . 3 0 .  5 4 5 a 0 1 ;『 国 訳 』 瑜 伽 ３ p . 1 8 2．  
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（ L a k ṣ a n ā n u v y a ñ j a n a - p a ṭ a l a）をもう一例としてあげる．  

 

B B h - I I I . 5「 三 十 二 相 八 十 種 好 品 」 ：  i t y  e t ā n i  l a k ṣ a ṇ ā n u v y a ñ j a n ā n i  b h a d r ā ṇ i  

ś u d d h ā ś a y a b h ūm i p r a v i ṣ ṭ o  b o d h i s a t t v o  v i p ā k a t a ḥ  p r a t i l a b h a t e  /  t a t a s  t ’ ū r d h v a m  

e ṣ āṃ  ś u d d h i r  u t t a r o t t a r ā  y ā v a d  b o d h i m a ṇ ḍ a n i ṣ a d a n ā d  v e d i t a v y ā  / 296  

そ れ ゆ え ， 浄 勝 意 楽 地 に 入 っ た 菩 薩 は 異 熟 と し て こ れ ら の 立 派 な 〔 三 十 二 〕

相 〔 八 十 種 〕 随 好 を 獲 得 す る ． し か も そ の 後 菩 提 座 に 座 る ま で そ れ ら を 次 々

と 浄 化 す る と 知 ら れ る べ き で あ る ．  

 

B B h - I I I . 5 「 三 十 二 相 八 十 種 好 品 」 :  t a t r a  g o t r a b h ūm a u  b o d h i s a t t v ā n ām  

e t a l l a k ṣ a ṇ a b ī j a m ā t r e  ' v a s t h ā n aṃ  v e d i t a v y a m  /  a d h i m u k t i c a r y ā b h ūm a u  p r ā p t y u p ā y e  

v ṛ t t i r  e ṣ āṃ  v e d i t a v y ā  /  a d h y ā ś a y a ś u d d h i b h ūm a u  p r ā p t i r  e ṣ āṃ  v e d i t a v y ā  /  

t a d a n y ā s u  t a d u t t a r o t t a r ā s u  b o d h i s a t t v a b h ūm i ṣ u  v i ś u d d h i r  e ṣ āṃ  ( D u t t  2 6 4 )  

v e d i t a v y ā  /  t ā t h ā g a t y āṃ  n i ṣ ṭ h ā g a m a n a b h ūm a u  s u v i ś u d d h a t a i ṣ āṃ  n i r u t t a r a t ā  c a  

v e d i t a v y ā  / 297  

そ の う ち ， ①種 姓 地 に お い て ， 諸 々 の 菩 薩 た ち は ， そ の 〔 三 十 二 〕 相 の 種 子

の み に 住 す る と 知 ら れ る べ き で あ る ． ②信 解 行 地 に お い て は そ れ ら （ の 相 ）

を 獲 得 す る 手 段 に 対 す る 働 き が あ る と 知 ら れ る べ き で あ る ． ③清 浄 な る 増 上

意 楽 地 に お い て は そ れ ら （ 相 ） を 獲 得 す る と 知 ら れ る べ き で あ る ． そ れ 以 後

の ， そ の 上 々 の 菩 薩 の 諸 地 に お い て は そ れ ら （ 相 ） を 浄 化 す る と 知 ら れ る べ

き で あ る ． 諸 如 来 の 到 究 竟 地 に お い て そ れ ら は 極 め て 清 浄 で あ り ， そ し て 無

上 と な る と 知 ら れ る べ き で あ る ．  

 

これら二個所においても，菩薩の三十二相八十種好を得ることを示し

ているのである．修行の異熟として，浄勝意楽地に入っていた菩薩は初

めて三十二相八十種好を獲得するということである．つまり， B B h にお

いて浄勝意楽地は菩薩の最初に獲得する階位であり，仏道修行において，

凡夫位から菩薩の聖位に初めて入る階位であることが確認される．   

                                                                    
296 D u t t  2 6 0 ;  W o  3 7 7； 古 坂 他 p . 3 0 0 ; T 1 5 7 9 . 3 0 . 5 6 7 a 2 3 - b 0 1； 国 訳 瑜 伽 3  p . 2 5 9．  

297 D u t t  2 6 3 - 2 6 4 ;  W o  3 8 2；古 坂 他 p p . 3 2 3− 3 2 4 ;［ T 1 5 7 9 . 3 0 . 5 6 8 b 1 6 - 2 1］；国 訳 p . 2 6 3．  
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前章に考察した B B h の「地品」において，この浄勝意楽地は十地の初

歓喜地と対応するもので，同学派の伝統においてもこれらの関係は疑わ

れないが，本節のこれまで見た用例には，『十地経』の歓喜地の様子が

全く現れない．これには，前節に論じた B B h 独自の階位説と合わせて考

慮すれば， B B h は『十地経』を受容する前に，自派において独自の階位

説があったか，もしくは『十地経』の階位説を受け止めた上で自派の独

自の階位説を立ち上げたか，という二点が考えられる．このうち，後者

の推測に関して，次のことを論じなければならない．すなわち，その浄

勝意楽（ ś u d d h ā d h y ā ś a y a）とその関連の語（ a d h y ā ś a y a / ā ś a y a）が『十地経』

の初地において用いられるか，またそれがどのような意味なのかである． 

 

3 . 2 . 1 . 2  D B S に お け る 浄 勝 意 楽 に 関 す る 用 語  

 

まず，上述の浄勝意楽（ ś u d d h ā d h y ā ś a y a）と関連するものとして増上意

楽（ a d h y ā ś a y a）と意楽（ ā ś a y a）という語がある．いずれも動詞語根 ā -√ ś ī

から作られた言葉であることが知られる 298． ā ś a y a  /  a d h y ā ś a y a の語は現

行の D B S において全体的に多く用いられる 299．特に，第二地において十

種の c i t t ā ś a y a が説かれており，これらは第二地に入る修行条件として用

いられる 300．また第三地においても十種の c i t t ā ś a y a m a n a s k ā r a がその第三

                                                                    
298 a d h y ā ś a y a の 語 義 に 関 し て は 香 川 孝 雄［ 1 9 7 0］に 詳 し い ．さ ら に ま た ，能 仁 正 顕

［ 1 9 9 0］ ， 同 ［ 2 0 0 4］ 註 1 4 に お い て も 詳 細 に 記 さ れ る ．  

299 C f . J . R a h d e r  [ 1 9 2 8 ]  G l o s s a r y  o f  t h e  D a ś a b h ūm i k a s ū t r a  p . 4 & p . 3 0 .  

300 第 二 地 の 冒 頭 k o n d o  3 7： y o  ' y aṃ  b h a v aṃ t o  j i n a p u t r ā  b o d h i s a t t v a ḥ  p r a t h a m ā y āṃ  

b o d h i s a t t v a b h ūm a u  s u p a r i k a r m a k ṛ t o  d v i t ī y a b o d h i s a t t v a b h ūm i m  a b h i l a ṣ a t i /  t a s y a  

d a ś a c i t t ā ś a y ā ḥ  p r a v a r t a n t e /  k a t a m e  d a ś a  y a d  u t a /  ṛ j v ā ś a y a t ā  c a /   m ṛ d v ā ś a y a t ā  c a /   

k a r m a ṇ y ā ś a y a t ā  c a /   d a m ā ś a y a t ā  c a /   ś a m ā ś a y a t ā  c a /  k a l y ā ṇ ā ś a y a t ā  c a /   

a s aṃ s ṛ ṣ ṭ ā ś a y a t ā  c a /   a n a p e k ṣ ā ś a y a t ā  c a /   u d ā r ā ś a y a t ā  c a /   m a h ā t m y ā ś a y a t ā  c a /   

i m e  d a ś a c i t t ā ś a y ā ḥ  p r a v a r t aṃ t e /  鳩 摩 羅 訳：T 0 2 8 6 . 1 0 . 0 5 0 4 b 1 7 − 2 1 :  爾 時 金 剛 藏 菩 薩

摩 訶 薩 語 解 脱 月 菩 薩 言 ．仏 子 ，諸 菩 薩 摩 訶 薩 已 具 足 初 地 ，欲 得 第 二 地 者 ，當 生 十

心 ．何 等 爲 十 ．一 柔 軟 心 ，二 調 和 心 ，三 堪 受 心 ，四 善 心 ，五 寂 滅 心 ，六 眞 心 ，七

不 雜 心 ， 八 無 貪 悋 心 ， 九 快 心 ， 十 大 心 ． （ 竺 法 護 訳 ： T 0 2 8 5 . 1 0 . 0 4 6 5 c 0 5） .  
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地に入る修行条件として説かれている 301．  

そして，浄勝意楽（ ś u d d h ā d h y ā ś a y a）に類似する用語が，現存するサン

スクリット D B S において数箇所に確認できる．例えば，初地の最初にお

け る s u v i śu d d h ā ś a y a の 語 や ， 第 三 地 の 冒 頭 に お け る

s u p a r i śo d h a n i t ād h y ā ś a y a の 語 302 ， そ し て 第 五 地 に お け る 十 種 の

v i śu d d h y ā ś a y a な ど が 言 及 さ れ て い る 303． そ の う ち ， 初 地 に お け る

s u v i śu d d h ā ś a y a の語に関して興味深い点がある．すなわち，現存するサ

ンスクリットの D B S における s u v i śu d d h ā ś a y a の語は同経の旧訳本には確

認 で き な い と い う こ と で あ る ． 以 下 は そ れ ら を 対 照 さ せ た も の で あ る ． 

 

K o n d o  1 5 - 1 6  竺 法 護 訳

T 0 2 8 5 . 1 0 . 0 4 6 1 a 2 5 :  

鳩 摩 羅 訳

T 0 2 8 6 . 1 0 . 5 0 0 b 0 8 :  

t a t r a  b h a v a n t o  j i n a p u t r ā ḥ  s ū p a c i -

t a k u ś l a m ū l ā n āṃ  /  s u c a r i t a c a r -

a ṇ ā n āṃ  s u s aṃ b h ṛ t a s aṃ b h ā r ā ṇ āṃ  

s u p a r y u p ā s i t a b u d d h o t p ā d ā n āṃ  /  

s u p a r i p i ṇ ḍ i t a ś u k l a d h a r m ā ṇ āṃ  s u -

爾 時 金 剛 藏 菩 薩 大 士 謂 衆 會

者 ． 佛 子 且 察 諸 集 衆 生 ． 積

累 徳 本 所 行 眞 諦 而 無 虚 僞 ．

所 造 行 業 甚 善 將 護 ． 諸 佛 興

世 常 勤 供 養 ． 極 以 合 會 諸 清

金 剛 藏 菩 薩 説 此 偈

已 告 於 大 衆 ， 諸 佛

子 ， 若 衆 生 厚 集 善

根 ． 修 諸 善 行 ． 善

集 助 道 法 ． 供 養 諸

                                                                    
301  第 三 地 冒 頭 k o n d o  p . 5 2： y o  ' y aṃ  b h a v aṃ t o  j i n a p u t r ā  b o d h i s a t t v o  d v i t ī y a y āṃ  

b o d h i s a t t v a b h ūm a u  s u p a r i ś o d h a n i t ā d h y ā ś a y a s  t ṛ t ī y āṃ  b o d h i s a t t v a b h ūm i m  ā k r a m a t i /   

s a  d a ś a b h i ś  c i t t ā ś a y a m a n a s k ā r a i r  ā k r a m a t i /   k a t a m a i r  d a ś a b h i r  y a d  u t a /   

ś u d d h a c i t t ā ś a y a m a n a s k ā r e ṇ a  c a /   s t h i r a c i t t ā ś a y a m a n a s k ā r e ṇ a  c a /   

n i r v i t c i t t ā ś a y a m a n a s k ā r e ṇ a  c a /   v i r ā g a c i t t ā ś a y a m a n a s k ā r e ṇ a  c a /   

a v i v a r t a c i t t ā ś a y a m a n a s k ā r e ṇ a  c a /   d ṛ ḍ h a c i t t ā ś a y a m a n a s k ā r e ṇ a  c a /   

u t t a p t a c i t t a m a n a s k ā r e ṇ a  c a /   a t ṛ p t a c i t t ā ś a y a m a n a s k ā r e ṇ a  c a /   

u d ā r a c i t t ā ś a y a m a n a s k ā r e ṇ a  c a /   m a h ā t m y a c i t t ā ś a y a m a n a s k ā r e ṇ a  c a /   e b h i r  

d a ś a b h i ś  c i t t ā ś a y a m a n a s k ā r a i r  ā k r a m a t i / /  T 0 2 8 6 . 1 0 . 0 5 0 7 a 1 9 − 2 3 :  金 剛 藏 菩 薩 摩 訶 薩 ．

語 解 脱 月 菩 薩 言 ．仏 子 ．諸 菩 薩 摩 訶 薩 深 浄 心 行 第 二 地 已 ，欲 得 第 三 地 ，當 以 十 心

得 入 第 三 地 ．何 等 爲 十 ．一 浄 心 ，二 猛 利 心 ，三 厭 心 ，四 離 心 ，五 不 退 心 ，六 堅 心 ，

七 明 盛 心 ， 八 無 足 心 ， 九 快 心 ， 十 大 心 ． （ 下 線 部 は 後 註 の た め ） ．  

と こ ろ で ， こ の 第 三 地 に お け る 十 種 心 と 類 似 す る 項 目 は ， k o n d o  5 3， 6 0 − 6 1， さ

ら に 第 六 地 （ k o n d o  1 0 3） や 第 九 地 （ k o n d o  1 5 8） の 記 述 に お い て も み ら れ る ．  

302 C f .註 3 0 1 の 下 線 部 ．   

303 こ の 第 五 地 に お け る 十 種 の v i ś u d d h y ā ś a y a は M A VṬ - I I に お い て も 引 用 さ れ る ．  
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p a r i g ṛ h ī t a k a l y ā ṇ a m i t r ā ṇ āṃ  /  s u -

v i ś u d d h ā ś a y ā n āṃ  v i p u l ā -

d h y ā ś a y o p a g ā n āṃ /  

u d ā r ā d h i m u k t i s a m a n v ā g a t ā n āṃ  

k ṛ p ā k a r u ṇ ā b h i m u k h ā n āṃ  

s a t t v ā n āṃ  b o d h ā y a c i t t a m  u t -

p a d y a t e  /  

白 法 ． 恒 以 諮 受 善 知 識 倶 ．

以 除 憂 慼 志 性 寛 弘 ． 篤 信 微

妙 定 意 平 等 ． 面 覩 現 在 愍 念

慈 哀 ． 心 常 志 慕 諸 佛 聖 慧 ．

化 諸 衆 生 悉 發 道 心 ． 皆 令 至

眞 好 一 切 智 ． 其 十 種 力 強 而

有 勢 ．  

佛 ． 集 諸 清 白 法 ．

爲 善 知 識 所 護 ． 入

深 廣 心 ． 信 楽 大 法

心 ． 多 向 慈 悲 ． 好

求 佛 智 慧 ． 如 是 衆

生 ． 乃 能 發 阿 耨 多

羅 三 藐 三 菩 提 心 ．  

 

 

こ の 箇 所 は 304， 初 地 第 一 段 の 内 容 で あ る ． 下 線 部 で 見 た よ う に ，

a d h y ā ś a y a の訳語は存在しているが，s u v i śu d d h ā ś a y a に相当する訳語は存

在していない．管見の限り，初地におけるこの「清浄の意楽」の用例は

この箇所のみである 305．すなわち，これまで述べたように， D B S におい

て，ā ś a y a  /  a d h y ā ś a y a の語が頻繁に用いられることが知られる．しかし，

それらは，後述の大乗経典における ā ś a y a  /  a d h y ā ś a y a の用語のように，

菩薩の志向や求道心などの徳目として用いられる．ここから，瑜伽行派

における浄勝意楽地は初地の言い換えであるということは，D B S から打

ち出されたものではないと推測できる．  

要するに，前述の B B h の階位説と D B S とがどのような関係にあった

かを明らかにできたわけではないが，B B h の階位説における浄勝意楽地

という名称は D B S から取り入れられたものではなく，自派の独自の名称

として用いられていると推測される 306．そこで，瑜伽行派の独自の名称

である浄勝意楽地に関して，瑜伽行派内においてその浄勝意楽に関する

用語がどのように用いられているのかを次に検討する．   

 
                                                                    
304 こ の 箇 所 の 和 訳 に つ い て は 龍 山 章 真 ［ 1 9 3 8 : 2 1］ ， 荒 牧 典 俊 ［ 1 9 7 4 : 3 4］ を 参 照

さ れ た い ．  

305 と こ ろ で ， D B S に お け る 「 清 浄 の 意 楽 」 の 語 に つ い て ， 第 三 地 の 冒 頭 の 記 述 か

ら み れ ば ( C f .注 3 0 1 の 下 線 部 )， そ れ は 第 二 地 の 内 容 で あ る と 理 解 さ れ る ．  

306 こ の「 清 浄 の 意 楽 」の 語 に 関 し て ，現 行 D B S の 初 地 に お け る「 清 浄 の 意 楽 」は

瑜 伽 行 派 の 理 解 か ら 持 ち 込 ま れ た 可 能 性 も 考 え ら れ る ．し か し ，そ れ を 証 明 す る

に は 議 論 を 要 す る た め ， 本 稿 で は ， 上 述 の 点 を 言 及 す る の み に 止 め た い ．  
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3 . 2 . 1 . 3  瑜 伽 行 派 文 献 に お け る 浄 勝 意 楽 に 関 わ る 用 語  

 

《 浄 勝 意 楽 と 増 上 意 楽 》  

上述の浄勝意楽（ ś u d d h ā d h y ā ś a y a）とそれに関連する a d h y ā ś a y a  は B B h

において特に重要な語として用いられる．論の構成の十種項目の一つで

ある 307． B B h - I I . 3「増上意楽品」（ a d h y ā ś a y a - p a ṭ a l a）において，十五種の

意楽（ ā ś a y a）が説かれている 308．上述の śu d d h ād h y ā ś a y a（浄勝意楽）の

語とそれに関連する a d h y ā ś a y a（増上意楽）とは，仏教文献において同

一視される場合もあるが 309， B B h においては，この両者がはっきり区別

されている．既に述べたように， śu d d h ād h y ā ś a y a は菩薩にとって最初の

証道の階位を意味している．その śu d d h ād h y ā ś a y a は，十五種意楽のうち，

śu d d h ā ś a y a の項目に相当する．そして，a d h y ā ś a y a は次の役割を果たして

いる．  

 

《 菩 薩 道 の 基 盤 と し て の a d h yā śa y a》  

B B h - I I . 3「増上意楽品」の内容は三つの項目に分けられる．すなわち，

七種憐愍，十五種意楽，十種事である．このうち，十種事は，十五種意

                                                                    
307 持 ( ā d h ā r a ) ,  相 ( l i ṅ g a ) ,  分  ( p a k ṣ a ) ,  増 上 意 楽 ( a d h y ā ś a y a ) ,  住 ( v i h ā r a ) ,  生  ( u p a p a t t i ) ,  

摂 受 ( p a r i g r a h a ) ,  地 ( b h ūm i ) ,  行 ( c a r y ā ) ,  建 立 ( p r a t i ṣ ṭ h ā )．  

308 十 五 種 意 楽 と は ， ( 1 )最 上 意 楽 （ a g r y ā ś a y a） ， ( 2 )遮 止 意 楽 （ v ṛ t t ā ś a y a） ， ( 3 )波

羅 蜜 多 意 楽 （ p ā r a m i t ā ś a y a） ， ( 4 )眞 實 義 意 楽 （ t a t t v ā r t h ā ś a y a） ， ( 5 )威 力 意 楽

（ p r a b h ā v ā ś a y a）， ( 6 )利 益 意 楽（ h i t ā ś a y a）， ( 7 )安 楽 意 楽（ s u k h ā ś a y a）， ( 8 )解 脱

意 楽 （ v i n i r m u k t ā ś a y a ） ， ( 9 ) 堅 固 意 楽 （ d ṛ ḍ h ā ś a y a ） ， ( 1 0 ) 無 虚 妄 意 楽

（ a v i s aṃ v ā d a n ā ś a y a），( 1 1 )不 清 浄 意 楽（ a ś u d d h ā ś a y a），( 1 2 )清 浄 意 楽（ ś u d d h ā ś a y a），

( 1 3 )善 清 浄 意 楽（ s u ś u d d h ā ś a y a）， ( 1 4 )應 調 伏 意 楽（ n i g ṛ h ī t ā ś a y a）， ( 1 5 )倶 生 意 楽

（ s a h a j a ś c ā ś a y a） で あ る ．   

309 十 住 品 系 の 十 階 位 の 名 称 の 内 ， 第 六 住 の 名 称 と し て ， 旧 訳 の 諸 本 に お い て 「 正

心 住 」（ 六 十 華 厳 経「 住 品 」）・「 行 登 」（『 菩 薩 本 業 経 』）・「 阿 耆 三 般 」（『 菩

薩 十 住 經 』『 菩 薩 十 住 行 道 品 』）と 訳 さ れ る の で（ 水 野［ 1 9 5 3］を 参 照 ），梵 文

は a d h y ā ś a y a と 推 測 さ れ る が ， 現 存 の 梵 本 で は ś u d d h ā d h y ā ś a y a と な っ て い る ．   
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楽のうちに包摂されるものとして説明されている 310．この十五種意楽の

説明において， a d h y ā ś a y a は次のように定義されている．  

 

t a t r a  ś r a d d h ā p ū r v o 311  d h a r m a v i c a y a p ū r v a k a ś  c a  b u d d h a d h a r m e ṣ u  y o  

' d h i m o k ṣ a ḥ  p r a t y a v a g a m o  n i ś c a y o  b o d h i s a t t v a s y a  s o  ' d h y ā ś a y a  i t y  u c y a t e  /  t e  

p u n a r  a d h y ā ś a y ā  b o d h i s a t t v a s y a  s a m ā s a t a ḥ  p a ñ c a d a ś a  v e d i t a v y ā ḥ  /  312  

そ の う ち ，信 を 先 と し ，ま た 法 の 決 択 を 先 と し ，諸 々 の 仏 法 に 対 す る ，菩

薩 の 信 解 ，了 解 ，決 定 ，そ れ が 増 上 意 楽 と 呼 ば れ る ．ま た ，菩 薩 の そ れ ら

増 上 意 楽 は 要 約 す れ ば 十 五 が あ る と 知 る べ き で あ る ．  

 

十五種意楽はそれぞれの名称で用いられるが，下線部のように，これ

らのすべてはその a d h y ā ś a y a に包摂されると考えられる．これは品の名

称にも示され， a d h y ā ś a y a は基盤的な概念として用いられていると理解

される．また，上の引用文において a d h y ā ś a y a は信解（ a d h i m o k ṣ a）など

を 以 っ て 説 明 さ れ て い る ． a d h i m o k ṣ a は 初 地 の 前 段 階 で あ る a d h i m u k t i

（ - b hūm i）とは大きく異ならず，菩薩の修行道程において見道に達する

ための不可欠な段階であることがよく知られている．  

実際，このような B B h の a d h y ā ś a y a の内容は， M S A - X X . 6 においても

見られる．そこには五種のみが説かれるが 313， B B h の a d h y ā ś a y a と比較

                                                                    
310 C f .  国 訳 瑜 伽 部 3， p p . 2 0 8 − 2 0 9．  

311 D u t t . - p ū r v aṃ k o  

312 B B h . w o g i h a r a : 3 1 3； D u t t： 2 1 5 ;  国 訳 瑜 伽 部 3 : 2 0 7．  

313 そ の 内 容 は 次 の よ う に あ る ． a d h y ā ś a y a v i b h ā g e  ś l o k a ḥ  ṣ a ṭ p ā d a ḥ  

p a r a t r e ṣ ṭ a p h a l e c c h ā  c a  ś u b h a v ṛ t t ā v  i h a i v a  c a  /  

 n i r v ā ṇ e c c h ā  c a  d h ī r ā ṇ āṃ  s a t t v e ṣ v  ā ś a y a  i ṣ y a t e  /  

 a ś u d d h a ś  c a  v i ś u d d h a ś  c a  s u v i ś u d d h a ḥ  s a r v a b h ūm i ṣ u  / / 2 0 - 6  / /  

〔 菩 薩 の 〕 増 上 意 楽 の 分 析 に つ い て 六 句 よ り 成 る ． 一 偈 が あ る ．  

堅 固 な る 者 た ち の 有 情 へ の 意 楽 は ， ① 来 世 に お い て ， 望 ま し い 結 果 が あ る よ う

に 願 う こ と と ， ② 今 世 に お い て ， 善 が 生 じ る よ う に 願 う こ と と ， 涅 槃 を 願 う こ

と と で あ り ， ③ 清 浄 で な い と ， ④ 清 浄 で あ る と ， 極 め て 清 浄 で あ る と は ， す べ

て の 地 に お い て で あ る と 考 え ら れ る ．（ 2 0 . 6）C f .上 野 隆 平［ 2 0 1 5］副 論 p p . 3 − 4．  
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すれば，内容的には異ならない．その五種の意味において菩薩の修行道

程のすべてが包括されており，衆生が涅槃への利益安楽を得るように願

い，菩薩の諸地を順次に達成するような意向を示しているのである．  

また M S A において，菩薩の意向を示す際， ā ś a y a や a d h y ā ś a y a がよく

用いられる．その内， M S A - X X . 1 - 2 において菩薩の悲愍（ a n u k a m p ā）を

説明する際 314， ā ś a y a t a s（意向より）という語を以って説明することは，

B B h− I I . 3「増上意楽品」における七種憐愍（ v ā t s a l y a）の解釈と類似する
315．  

 

以上のように，B B h− I I . 3 と関連するものを考察した上で，それらの用

例からみれば，その ā ś a y a  /  a d h y ā ś a y a は菩薩の特質として用いられると

考えられる． 316  

 

《 波 羅 蜜 多 に 関 わ る 用 語 》  

瑜伽行派における śu d d h ād h y ā ś a y a に関して，もう一つの重要な用例が

見られる．それは菩薩の波羅蜜多行に関わるものである． M S g「悟入の

因 と 果 の 章 」 I V .１ に お い て ， 唯 識 性 へ の 悟 入 の 結 果 と し て ， そ の

śu d d h ād h y ā ś a y a の中に摂められた波羅蜜多を証得することが説かれてい

                                                                    
314 e ṣ āṃ  p a ñ c ā n āṃ  l i ṅ g ā n ām  a n u k a m p ā  ā ś a y a t o  v e d i t a v y ā ,  ś e ṣ ā ṇ i  p r a y o g a t a ḥ /こ れ ら の

五 つ の〔 菩 薩 の 〕特 徴 の う ち ，① 悲 愍 は 意 向 と し て ，残 り ② ③ ④ ⑤ の も の は 実 践

と し て で あ る と 知 る べ き で あ る ． C f .上 野 隆 平 ［ 2 0 1 5］ 副 論 p p . 1 − 2．  

315 B B h  [ W o .  3 1 2 ;  d u t t .  2 1 4 ] :  s a p t ā k ā r aṃ  b o d h i s a t t v ā n āṃ  s a t t v e ṣ u  v ā t s a l y aṃ  p r a v a r t a t e  

y e n a  v ā t s a l y e n o p e t ā  b o d h i s a t t v ā ḥ  k a l y ā ṇ ā ś a y ā ḥ  p a r a m a k a l y ā ṇ ā ś a y ā  i t y  u c y a n t e  /  

T 1 5 7 9 . 3 0 . 0 5 5 1 c 1 3 - 1 4 :  謂 諸 菩 薩 於 諸 有 情 深 心 發 起 七 相 憐 愍 ．以 諸 菩 薩 具 憐 愍 故 名

善 意 楽 極 善 意 楽 ．：諸 々 の 菩 薩 は 諸 々 の 有 情 に 対 し て〔 深 心 に 〕七 種 憐 愍 が 発 起

す る ．そ の 憐 愍 を 具 足 し た 諸 菩 薩 は 善 意 楽 を 持 つ 者 ，極 善 意 楽 を 持 つ 者 と 呼 ば れ

る ．（ 下 線 部 は 玄 奘 の み で あ る が（ c f .磯 田 ＆ 古 坂［ 1 9 9 5 :  4 0］），後 の「 善 意 楽 ・

極 善 意 楽 」か ら み れ ば ，そ の 七 種 憐 愍 は 菩 薩 の 善 意 楽・極 善 意 楽 の 性 質 で あ る ）．  

316 こ の 他 ， M S A - X I . 7 4 に お い て 求 法 の 種 類 を 列 挙 す る 際 ， そ の 一 つ は a d h y ā ś a y a

で あ り ，世 親 釈 で は d h a r m a m u k h a s r o t a s ā（〔 仏 陀 か ら の 〕法 門 の 流 伝 と い う 探 求 ）

と 解 釈 さ れ る ． こ の 点 に 関 し て も ， ā ś a y a /  a d h y ā ś a y a は 同 学 派 に お い て 重 要 な 意

味 を 示 す 語 で あ る と 言 え る ．  
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る 317．これによって， śu d d h ād h y ā ś a y a は波羅蜜多を包括すると理解され

る．この場合の波羅蜜多は因的な意味ではなく，ある程度結果的な意味

を示していると理解すべきである．この M S g  I V . 1 のあと，同 I V .２にお

いてその śu d d h ād h y ā ś a y a の七種相（あるいは八種相）が偈頌で説かれて

いる．  

この他，波羅蜜多行を「行ずる」という意味としても，M S g - I I I . 5 A B 318，

I V . 8 A B 319 な ど に お い て 説 か れ て お り ， こ れ ら の 場 合 は 「 意 楽 」

（ ā ś a y a / a d h y ā ś a y a）の語が用いられる．  

ところで，ここに用いる M S g の所説は，本稿の 2 . 0 に言及する波羅蜜

多が，ある時は「行ずる」という因的な意味であるが，ある時は「得る」

と い う 結 果 的 な 意 味 と な る こ と に 関 す る も の で も あ る ． 上 述 の

śu d d h ād h y ā ś a y a の，波羅蜜多行に関する用例から，「行ずる」の波羅蜜

多は ā ś a y a  /  a d h y ā ś a y a の側面に，「得る」の波羅蜜多は śu d d h ād h y ā ś a y a

の側面に用いられることがわかった．これによって，瑜伽行派の菩薩道

において， ā√ ś ī から造られた ā ś a y a  /  a d h y ā ś a y a  /  śu d d h ād h y ā ś a y a の用語

の重要性やその包括的性格が意図されていることが推測される 320．   

 

3 . 2 . 1 . 4 瑜 伽 行 派 の 周 辺 に お け る 用 語  

 

その ā√ ś ī から造られた諸語のうち， a d h y ā ś a y a の語が大乗経典一般に

よく用いられる．上のような B B h - I I . 3 の a d h y ā ś a y a の定義は，浄土経典

などに用いられる a d h y ā ś a y a の意味とはある意味で近く，それらの文献

                                                                    
317 C f .  長 尾 雅 人 ［ 1 9 8 7 : 1 0 4 − 1 0 6］ ． ま た ， こ の 箇 所 に つ い て の 理 解 は ， 既 に 同 書

p p . 1 0 7 − 1 0 9 に お い て 詳 細 に 解 説 さ れ る ．  

318 C f． 長 尾 雅 人 ［ 1 9 8 7 : 1 8 − 2 3］ ．  

319 C f .  長 尾 雅 人 ［ 1 9 8 7 :  1 2 9− 1 4 0］ ．  

320 瑜 伽 行 派 に お け る ā√ ś ī か ら 造 ら れ た 語 に つ い て は ， a d h y ā ś a y a が 大 乗 偉 大 性 の

一 つ の 項 目 と し て 用 い ら れ る こ と に も 関 連 す る（ 大 乗 の 七 種 大 性 の 名 は 前 注 2 7 3

を 参 照 ）．す な わ ち ，大 乗 の 特 質 と し て も 用 い ら れ る が ，瑜 伽 行 派 の 文 献 の う ち ，

B B h や『 顕 揚 聖 教 論 』の み に 記 述 さ れ ，そ の 項 目 に 応 じ た M A V / M S A / A S は 精 進 ・

長 期 間 修 習 と い う 項 目 の 名 に 変 え る た め ， こ こ で は 言 及 し な い ．  



3 .2 初地を見道・聖位とした経緯 	 3 .2 .1 浄勝意楽地から見られるもの  

 165  

における a d h y ā ś a y a に関しては既に先行研究によって指摘されている 321．

また前述の十地経・華厳経系に関わって， M a h āv a s t u 第二地において十

二の a d h y ā ś a y a が列挙される．そして B H S D に指摘された L a l i t a v i s t a r a ,  

G aṇḍh a v yūh a，Rā ṣ ṭ r a pā l a p a r i p ṛ c c hā，S a d d h a r m a p uṇḍa r ī k a などの他，『維

摩詰所説経』（ V i m a l a k ī r t i - N i r d e ś a - S ū t r a）に用いられる ā ś a y a  /  a d h y ā ś a y a

も同経の教義にとって重要な用語である 322．  

また，大乗仏教に限らず，仏教文献一般において ā ś a y a の語は「心の

奥底」，「意」，「意向」，「志力」，「意欲」などの意味が示されて

いる．この語が一般的に用いられることに関しては，例えば，k a r m a - ā ś a y a

が仏教文献と Y o g a sū t r a との交渉の一つの根拠として指摘されることか

らも知られる 323．  

さらにまた，『大毘婆沙論』において， a d h y ā ś a y a が菩薩の定義の文

脈に用いられる興味深い一節がある．以下はその箇所である．  

 

由 此 薩 埵 未 得 阿 耨 多 羅 三 藐 三 菩 提 時 ，以 増 上 意 楽 恒 隨 順 菩 提・趣 向 菩 提 ・

親 近 菩 提・愛 楽 菩 提・尊 重 菩 提・渇 仰 菩 提 ，求 証 欲 証 不 懈 不 息 ，於 菩 提 中

心 無 暫 捨 ． 是 故 名 爲 菩 提 薩 埵 ． （ T 1 5 4 5 . 2 7 . 8 8 7 a 2 7− b 2） 324  

 

ここに，「増上意楽」の語を以って菩薩が定義されていることに疑い

の余地はない．杉本卓州［ 1 9 9 1］においてこの訳語が a b h i p r āy a かどう

かと述べられているが，玄奘の訳語に関しては， B B h などの例に見たよ

うに， a d h y ā ś a y a に相当すると考えてよい．  

 
                                                                    
321 前 の 2 9 8 註 を 参 照 さ れ た い ．  

322 C f .  L a m o t t e  [ 1 9 6 2 ] ,  c h a p t e r  I  § 1 3 ;  A p p e n d i x  n o t e  I I .  

323 C f .  金 倉 円 照 ［ 1 9 5 3］ ． ま た ， こ の K a r m a - ā ś a y a に つ い て の 研 究 は ， 近 藤 伸 介

［ 2 0 0 4］ に も 詳 し い ．  

324 『 大 毘 婆 沙 論 』こ の 箇 所 の 旧 訳 婆 沙 論 に 関 し て ，佐 々 木 閑［ 2 0 0 5］周 柔 合［ 2 0 0 9］

の 婆 沙 論 の 三 本 対 照 の 表 に は 記 さ れ て い な い ．  

と こ ろ で ，旧 本 と 新 本 に お け る こ の a d h y ā ś a y a の 語 に つ い て ，婆 沙 論 と 同 じ く A s P

（『 八 千 頌 般 若 経 』）の 場 合 に も 同 様 な 例 が あ る ．そ こ に お い て ，菩 薩 に 関 わ る

a d h y ā ś a y a の 語 は ほ と ん ど 旧 写 本 に 記 さ れ て い な い ．   
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以上の用例から，ā ś a y a /  a d h y ā ś a y a は瑜伽行派のみならず，当時の仏教

徒の間にも当然用いられている． ā ś a y a は「心の奥底」「意欲」「意向」

などであるから a d h y ā ś a y a は菩薩の増上意楽，向上的な意欲の意味で用

い ら れ ， 修 行 者 や 菩 薩 の 特 質 に 深 く 関 わ る 用 語 で あ る こ と が 知 ら れ る ． 

 

《 小 結 》  

 

以上，B B h における初地と浄勝意楽地との等値の関係に着目して，B B h

における浄勝意楽地の意味内容を明らかにした上で，その浄勝意楽地が

菩薩の最初の聖位として用いられることの起源も考察してきた．D B S の

初地の記述には存在しているが，旧訳本には確認できないため，その初

地の別名である浄勝意楽の階位の名称が D B S に由来していることは決

してありえず，瑜伽行派の独自のものであると言える．  

直 前 に 見 た 学 派 の 内 外 や ， 当 時 の 仏 教 文 献 に お け る 用 例 か ら し て

ā ś a y a /  a d h y ā ś a y a は，瑜伽行派のみではなく，当時の一般的な用語でもあ

る ． 特 に ， 菩 薩 の 意 向 ， 意 欲 を 示 す と い う 点 で そ れ を 強 調 す る こ と は ，

瑜伽行派の śu d d h ād h y ā ś a y a - b hūm i の用語と繋がると考えられる．すなわ

ち ， 実 在 の 人 間 で あ る 修 行 者 の
． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．

意 向 （ ā ś a y a） を 基 盤 と し た 増 上 意 楽

（ a d h y ā ś a y a）が清浄となったもの（ ś u d d h ā d h y ā ś a y a）は，菩薩の修行道程

において初めて聖者となった階位として示されるのである．この意味で，

śu d d h ād h y ā ś a y a が，初期瑜伽行派において，菩薩の最初の聖位として用

いられると理解される．  

この階位の位置づけは，菩薩十地と合流する際，最初の菩薩の階位で

ある初歓喜地に対応するようになり，これによって，瑜伽行派は初歓喜

地を聖位としていたと想定される．  

 

さて，初歓喜地と対応する階位の名称として，もう一つの重要な概念

は入正性離生（ s a m y a k t v a - n i y ām ā v a k r ā n t i）である．この入正性離生は前述

の M A V−V の「修証無上」や，現存のサンスクリット本『十地経』にお

いては，初歓喜地の性格として説明されている．なぜ，菩薩の初地が重

要視されるかに関しては，この入正性離生位との関連を解明する必要が

あると考えられる．次節にそれを検討する．  
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3 . 2 . 2  「 入 正 性 離 生 」 の 観 点 か ら  

3 . 2 . 2 . 1  入 正 性 離 生 の 語 に つ い て  

 

《 入 正 性 離 生 の 意 味 》  

まず，入正性離生（ s a m y a k t v a n i y ām ā v a k r ā n t i /  - n y ām a - / - n i y a m a -）という語

は，仏教の伝統の中，従来の研究で指摘されるように，原始仏教におい

て，最初の聖位の記述に定型的に用いられる 325．この語が仏教修行者に

とって，最初の聖位，凡夫から離れて初めて聖なる果位に達することを

示すことに疑いはない 326．また阿含・ニカーヤ・初期阿毘達磨の文献に

おいてもこの点については一致すると言える 327．  

 

《 入 正 性 離 生 の 同 義 語 》  

「 入 正 性 離 生 」 の 同 義 語 に つ い て は ， 有 部 文 献 で あ る 『 大 毘 婆 沙 論 』

に多く確認される．文脈としては，聖者の見道に関しての議論の中にあ

る 328．有部の「入正性離生」の他は，「入正性決定」「入正性定聚」，

「 入 正 性 任 持 」 ， 「 入 正 性 離 繋 」 ， 「 入 正 性 不 往 」 ， 「 入 正 性 如 理 」 ，

「從平等位入於正性」など諸説の解釈が挙げられている 329．これらのう

ち，「入正性離生」と「入正性決定」という両訳語に関して，瑜伽行派

の註釈家である安慧によって，次のように説明されている．  

 

p r a t h a m a t a  e v ā p ū r v a s y ā r y a m ā r g a s y o t p ā d o  n y ām ā v a k r ā n t i r  b h a v a t i  /  ām a  

u c y a t e  d o ṣ a ḥ  k ṣ a y o  v ā  /  s a  y a t r a  n ā s t i  s ā  n y ām ā  n i v ā t a v a d  a n ā s r a v ā  b h ūm i ḥ  /  

n y ām ā y ām  a v a k r ā n t i r  n y ām ā v a k r ā n t i ḥ  p r a v e ś a  i t y  a r t h a ḥ  /  
                                                                    
325 C f． 水 野 弘 元 ［ 1 9 6 6］ ．  

326 仏 教 用 語 辞 典 に お け る 入 正 性 離 生 ， 入 正 位 ， 入 離 生 ， 正 性 離 生 ， 正 性 ， 離 生 ，

離 生 位 ，正 決 定 ，正 定 繋 な ど の 項 目 を 参 照 ．（ c f .中 村 広 説 仏 教 語 大 辞 典 ，望 月 仏

教 大 辞 典 な ど ）  

327 こ こ に 言 及 す る 初 期 阿 毘 達 磨 と い う の は ， 『 舎 利 弗 阿 毘 曇 論 』 に お け る 「 非 凡

夫 」の 規 定 に 見 ら れ る「 正 決 定 」の 語 で あ る ．（ c f .田 中 教 照［ 1 9 9 3： 3 2 3 − 3 3 0］）  

328 C f . T 1 5 4 5 . 2 7 . 0 0 1 3 a 0 2 - 1 3 b 0 1 :  能 入 正 性 離 生 者 ，謂 此 心 心 所 法 能 入 見 道 ．〈 後 略 〉 

329 C f . T 1 5 4 5 . 2 7 . 0 0 1 3 b 0 1 - 1 3 b 2 6．  
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n i y a m ā v a k r ā n t i p ā ṭ h e  ' p i  n i y a m a *  e v a  n i y a m a ḥ  /  t a t h ā  h y  

u t p a n n a d a r ś a n a m ā r g o  n i y a t o  b h a v a t i  s u g a t a u  n i r v ā ṇ e  c e t i  / 330  前 例 の な い 聖

道 が 初 め て 生 起 す る こ と は 入 離 生 で あ る ．過 失 あ る い は 衰 微 が「 生（ ām a）」

と 呼 ば れ る ．そ れ が 存 在 し な い 場 合 ，そ れ は 離 生（ n y ām a）で あ り ，無 風

場 の ご と く で あ り ， 無 漏 地 で あ る ． 離 生 に 入 る の が 「 入 離 生 」 で あ り ，

悟 入 す る と い う 意 味 で あ る ． 「 入 決 定 」 （ n i y a m a - a v a k r ā n t i） と い う 原 文

に お い て も ， ま さ に 決 定 （ n i y a m a） は 決 定 で あ る ． す な わ ち ， 見 道 が 生

じ た 人 は 善 趣 及 び 涅 槃 に 決 定 し た 人 に な る ．  

 

ここでは，n y ām a と n i y a m a との二つのサンスクリット語が示されてお

り，「正性離生」と「正性決定」という漢訳語は別々の原語から訳出さ

れていることが知られる．すなわち，既に先行研究によって指摘された

ように，それらが本来同一な言葉であったにもかかわらず 331，上の『大

毘婆沙論』や安慧釈などによっては異なる語根をもつ同義語として理解

されていると推測されるのである．しかし，これらの語はいずれも聖者

の位を指し，修行者にとっての修行道程において重要な一段階であると

いう意味は異ならない．  

この入正性離生は，初期経典から大乗論書期にかけての，修行道にお

ける「赤い糸」の役割を果たしていると思われる．以下，その記述に沿

って，初期瑜伽行派における初地の位置のあり方を検討する．  

 

3 . 2 . 2 . 2  瑜 伽 行 派 に お け る 入 正 性 離 生 と 初 地  

 

直前に引用した安慧の入正性離生の解釈は， M A V−V の十種修証の第

五「入正性離生」を注釈する箇所である．その入正性離生という第五修

証無上が，本稿 1 . 1 . 3 で述べたように， M S A - X I X . 6 1−6 2 とも同様に，初

歓喜地の性質として説明されている．  

                                                                    
330 M A VṬ  [ S k t :  Y a  2 5 6 . 2 - 8 ;  P a  1 8 9 . 2 5 - 1 9 0 . 2 ;  M s  8 3 b 3 - 5 ]  

331 B H S D な ど の 従 来 の 指 摘 の よ う に ， P ā l i の n i y ām a / n i y a t a は 「 決 定 」 と い う 共 通

の 意 味 で あ る ．こ の 語 の 語 源 に つ い て ，河 村 孝 照［ 1 9 6 1］「 正 性 離 生 の 智 に つ い

て 」 『 印 仏 研 』 9 ( 1 ) ,  p p . 1 3 2 - 1 3 3 や ， 松 下 俊 英 ［ 2 0 1 4］ に 詳 し い ．  
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同 学 派 に お け る こ の よ う な 入 正 性 離 生 と 初 地 と の 関 係 に つ い て は ，

S N S にまで遡ることできる．  

 

「 分 別 瑜 伽 品 」[ L a m o t t e  1 1 5 ] :  〈 前 略 〉r n a m  p a r  g y e n g  b a  d a g  l a s  s e m s  [ 5 6 b 6 ]  

r n a m  p a r  s b y o n g  b a r  b y e d  p a  d e  l a  n a n g  g i  s o  s o ' i  b d a g  n y i d  l a  s o  s o r  r a n g  r i g  

p a  d e  b z h i n  n y i d  r n a m  p a  b d u n  s o  s o r  r t o g s  p a ' i  s h e s  p a  r n a m  p a  b d u n  s k y e  b a r  

' g y u r  t e  /  d e  n i  d e ' i  [ 5 6 b 7 ]  m t h o n g  b a ' i  l a m  y i n  n o  /  /  d e  t h o b  p a s  b y a n g  c h u b  

s e m s  d p a '  y a n g  d a g  p a  n y i d  s k y o n  m e d  p a  l a  z h u g s  p a  y i n  /  d e  b z h i n  g s h e g s  p a ' i  

r i g s  s u  s k y e s  p a  y i n  /  s a  d a n g  p o  t h o b  [ 5 7 a 1 ]  p a  d a n g  /  

【 玄 奘 訳 T 0 6 7 6 . 1 6 . 0 7 0 2 b 0 1 - 0 5】 ： 於 時 時 間 從 其 一 切 繋 蓋 散 動 善 修 治 心 ．

從 是 已 後 於 七 眞 如 有 七 各 別 ．自 内 所 証 通 達 智 生 名 爲 見 道 ．由 得 此 故 名 入 菩

薩 正 性 離 生 ， 生 如 來 家 証 得 初 地 ． （ 国 訳 経 集 ３ p . 8 7）  

【 菩 提 流 支 （ ? - 5 2 7） 訳 T 0 6 7 5 . 1 6 . 0 6 7 8 c 2 9 − 0 6 7 9 a 0 5】 ： 彌 勒 。 菩 薩 如 是 發

心 修 行 。如 是 多 修 行 。刹 那 刹 那 離 一 切 蓋 。得 清 淨 心 。得 清 淨 心 已 入 七 種 眞

如 。内 身 證 彼 七 種 覺 相 應 知 。彌 勒 。是 名 菩 薩 摩 訶 薩 善 得 見 道 。菩 薩 得 彼 見

道 智 已 。 名 定 聚 菩 薩 。 生 在 佛 家 受 用 初 地 利 益 歡 喜 。   

 

ここに， S N S には初地を得るのは「見道」や「入正性離生」と名付ける

と記述されている．また， S N S において入正性離生が初地と言い換えら

れる例もある．  

 

「 地 波 羅 蜜 多 品 」 （ L a m o t t e  1 2 2 - 1 2 3） :  y a n  l a g  b c u  g c i g  g a n g  z h e  n a  /  s p y a n  

r a s  g z i g s  d b a n g  [ 6 1 a 5 ]  p h y u g  /  /  m o s  p a s  s p y o d  p a ' i  s a  l a  b y a n g  c h u b  s e m s  d p a '  

c h o s  s p y a d  p a  r n a m  p a  b c u  p o  d a g  l a  m o s  p a  s h i n  t u  b s g o m s  p a ' i  p h y i r  b z o d  p a s  

s a  d e  l a s  y a n g  d a g  p a r  ' d a s  [ 6 1 a 6 ]  n a s  b y a n g  c h u b  s e m s  d p a ' i  y a n g  d a g  p a  n y i d  

s k y o n  m e d  p a  l a  ' j u g  g o  /  

【 玄 奘 訳 T 0 6 7 6 . 1 6 . 0 7 0 3 b 2 5 - 2 8】 ： 云 何 名 爲 十 一 種 分 能 攝 諸 地 ． 謂 諸 菩 薩

先 於 勝 解 行 地 ， 依 十 法 行 極 善 修 習 勝 解 忍 故 ． 超 過 彼 地 証 入 菩 薩 正 性 離 生 ．

（ 国 訳 経 集 ３ p . 9 5） ；  

【 菩 提 流 支（ ? - 5 2 7）訳 T 0 6 7 5 . 1 6 . 0 6 8 0 c 0 3 − 0 7】：如 是 十 一 種 分 攝 諸 地 應 知 ．

觀 世 自 在 菩 薩 白 佛 言 。 世 尊 。 世 尊 何 故 説 初 名 歡 喜 地 。 乃 至 佛 地 説 名 佛 地 。

佛 言 。觀 世 自 在 。菩 薩 初 離 生 死 得 出 世 間 大 利 清 淨 勝 妙 歡 喜 踊 躍 是 故 初 地 名
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歡 喜 地 。  

【 求 那 跋 陀 羅（ 3 9 4 – 4 6 8）訳 T 0 6 7 8 . 1 6 . 0 7 1 4 c 2 6 − 2 9】：云 何 十 一 分 。觀 世 音 。

解 行 地 菩 薩 有 十 法 行 。善 修 習 菩 薩 解 脱 忍 。度 此 地 已 菩 薩 超 昇 離 生 彼 分 滿 足 。 

 

ま ず ， 瑜 伽 行 派 の 修 行 階 位 に 関 し て は 勝 解 行 地 の 次 は 初 歓 喜 地 で あ る ．

ここに，「その地（勝解行地）を超えては菩薩正性離生に證入する」と

いい，すなわち入菩薩正性離生の位は初歓喜地を言い換えたものである

と知られる．   

さらにまた，初歓喜地が入正性離生の語で説明され，時にはその地が

入正性離生の語に言い換えられる例は，『瑜伽論』「摂決択分菩薩地」の

解釈においても見られる． 332  

 

【 引 用 1】 :  b y a n g  c h u b  s e m s  d p a '  s a  d a n g  p o r  c h u d  p a  j i  l t a  b u r  g y u r  p a  y i n  p a r  

b r j o d  p a r  b y a  z h e  n a  /  s m r a s  p a  /  s o  s o ' i  s k y e  b o ' i  s a  t h a m s  c a d  l a s  r n a m  p a r  ' d a s  

p a  d a n g  /  b y a n g  c h u b  s e m s  [ 9 9 b 5 ]  d p a ' i  y a n g  d a g  p a  n y i d  k y i  s k y o n  m e d  p a  l a  

z h u g s  p a  d a n g  /  d e r  z h u g s  p a ' i  p h y i r  s o  s o ' i  s k y e  b o  m a  y i n  p a  d a n g  /  ' j i g s  p a  

t h a m s  c a d  l a s  y a n g  d a g  p a r  ' d a s  p a  d a n g  /  b l a  n a  m e d  p a ' i  c h o s  m a  ' d r e s  p a  t h o b  

p a ' i  p h y i r  r t a g  t u  r a b  t u  d g a '  b a r  g n a s  p a  y i n  p a r  b r j o d  p a r  b y a ' o  /  /  ( D . 4 0 3 8  

z i 9 9 b 4 - 5 )  

問 已 入 初 地 菩 薩 當 言 何 相 。 答 當 言 超 過 諸 異 生 地 。 已 入 菩 薩 正 性 離 生 。 由 已 入

故 。 不 名 異 生 超 過 一 切 所 有 怖 畏 。 得 未 曾 得 無 上 法 故 。 常 能 安 住 極 歡 喜 住

( T 1 5 7 9 . 3 0 . 0 7 3 7 b 2 9 - c 3 )  

【 問 】 初 地 に 悟 入 し た 菩 薩 は 如 何 な る 者 と 言 う べ き か ． 【 答 】 諸 々 の 異 生 地

を 超 え た 者 ， 菩 薩 の 正 性 離 生 に 悟 入 し た 者 ， そ れ に 悟 入 し た か ら 異 生 で は な

い 者 ， 全 て の 恐 れ を 完 全 に 超 え た 者 ， 未 曾 有 な る 無 上 法 を 得 る の で 常 に 極 歡

                                                                    
332 こ こ に 引 用 す る 二 箇 所 は B B h の 地 説 を 決 択 す る も の で あ る と 考 え ら れ る ．実 際 ，

B B h - I I . 4「 住 品 」 の 初 地 ， す な わ ち 第 三 住 （ 『 十 地 経 』 の 初 地 を 解 釈 す る 箇 所 ）

に お い て ，初 地（ 第 三 住 ）に 悟 入 す る と い う 意 味 で ，入 正 性 離 生 も 示 さ れ て い る

（ [ W o g i h a r a  p . 3 2 6 . 2 3 - 2 5 ;  D u t t  p . 2 2 3 ]； ［ T 1 5 7 9 . 3 0 . 5 5 5 a 3 - 7］ ） ． し か し ， 現 存 サ

ン ス ク リ ッ ト 本 や 諸 訳 本 の 間 に 異 な っ た 点 が 見 ら れ ，こ れ に つ い て ，瑜 伽 行 派 内

に 思 想 史 的 発 展 と い う こ と を 考 慮 に 入 れ る 必 要 が あ る が ，本 稿 で は そ の た め の 準

備 が 間 に 合 わ な い た め ， 今 後 に 報 告 す る 予 定 で あ る ．   
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喜 に 住 す る 者 で あ る と 言 う べ き で あ る ．  

 

【 引 用 2】:  s a  d e  d a g  g i  ' t h o b  p a  j i  l t a  b u  y i n  z h e  n a  /  s m r a s  p a  /  b y a n g  [ 1 0 0 b 5 ]  

c h u b  s e m s  d p a '  g a n g  g i  t s h e  b y a n g  c h u b  s e m s  d p a ' i  y a n g  d a g  p a  n y i d  k y i  s k y o n  

m e d  p a  l a  ' j u g  c i n g  /  b s a m  p a  r n a m  p a r  d a g  p a  y a n g  ' t h o b  p a  d e ' i  t s h e  n a  s a  

t h a m s  c a d  c i g  c a r  ' t h o b  p a  y i n  n o  /  / ( D . 4 0 3 8  z i 1 0 0 b 4 - 5 )  

［ T 1 5 7 9 . 3 0 . 7 3 8 a 9 - 1 1］： 問 於 此 諸 地 云 何 而 得 ． 答 若 諸 菩 薩 証 入 菩 薩 正 性 離

生 ． 又 復 証 得 清 浄 意 楽 ． 爾 時 頓 得 一 切 諸 地 ．  

【 問 】 こ れ ら の 諸 地 を い か に し て 得 る の か ．【 答 】 菩 薩 が 菩 薩 の 正 性 離 生

に 入 り ， ま た 清 浄 意 楽 を 得 れ ば ， そ の 時 ， す べ て の 地 を 速 や か に 得 る ．  

 

ここに，【引用 1】では初地が入正性離生の語で説明され，【引用 2】

では菩薩はどのように諸地を得るかという疑問に対して，菩薩の正性離

生に悟入すれば，諸地を得ると答える 333．これは初地が入正性離生で言

い換えられる例として理解される．このような初地と入正性離生との言

い換えは，弥勒論書の『大乗荘厳経論』（ M S A）や『中辺分別論』（ M A V）

においても確認できる 334．  

 

以上，瑜伽行派の階位説において，入正性離生は初地の別名であるこ

とを指摘した．『解深密経』，『瑜伽論』「摂決択分」のみならず弥勒

論書の系統にも説かれることから，入正性離生は初地の別名であること

は，『解深密経』以来，学派内において通説であったと知られる．   

 

3 . 2 . 2 . 3  声 聞 の 階 位 と 菩 薩 の 階 位 と の 関 係 か ら 見 た 入 正 性 離 生  

 

直前に揚げた，『瑜伽論』「摂決択分」において，初歓喜地が入正性離

                                                                    
333 こ の 用 例 に 関 し て ， 正 性 離 生 で 初 地 を 言 い 換 え る と い う 表 現 の 他 ， 清 浄 意 楽 も

同 じ 役 割 で あ る が ， こ れ に 関 し て は 3 . 2 の 冒 頭 に 述 べ た 通 り で あ る ．  

334  C f . 1 . 1 . 3 の 内 容 や 3 . 3 . 2 の 表 ． ま た 以 上 引 用 の 他 ， 攝 決 擇 分 中 修 所 成 慧 地 」

T 1 5 7 9 . 3 0 . 0 6 6 8 c 0 4 − 1 6； 「 攝 決 擇 分 中 菩 薩 地 」 T 1 5 7 9 . 3 0 . 0 7 3 8 a 1 7 - 1 9 に お い て 声 聞

の 入 正 性 離 生 が 菩 薩 の 入 正 性 離 生 と 並 ん で 用 い ら れ る 例 も あ る ．  
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生と言い換えられるところ，それに続く文脈において，同じ入正性離生

でも，声聞の入正性離生と，菩薩の入正性離生とは異なるという点につ

いても言及されている．すなわち，法界の多層のうち，声聞の証得は一

分のみで，菩薩の証得は多分であるとして論述されている 335．この議論

から，瑜伽行派の初地の解釈における「入正性離生」は，本来的には声

聞のものであることが示唆される．  

実際，B B h「住品」の最後の部分において 336，次のように記述される．  

 

ś r ā v a k a v i h ā r e  s ā d h a r m y e ṇ a  c a i ṣ āṃ  d v ā d a ś ā n āṃ  b o d h i s a t t v a v i h ā r ā ṇ ām  a n u k r a m o  

v e d i t a v y a ḥ  /  y a t h ā  ś r ā v a k a s y a  s v a g o t r a v i h ā r a s  t a t h ā  ' s y a  p r a t h a m o  v e d i t a v y a ḥ  /  

y a t h ā  t a s y a  [ s a m y a k t v a ] n y ām ā v a k r ā n t i p r a y o g a v i h ā r a ḥ  e v a m  a s y a  d v i t ī y a ḥ  /  

y a t h ā  t a s y a  n y ām ā v a k r ā n t i v i h ā r a ḥ  t a t h ā s y a  t ṛ t ī y o  v i h ā r a ḥ  /  y a t h ā  

t a s y ā v e t y a p r a s ā d a l ā b h i n a ḥ  ā r y a k ā n t ā d h i ś ī l a v i h ā r a  u t t a r i  ā s r a v a k ṣ a y ā y a  

t a t h ā s y a  c a t u r t h o  v i h ā r a ḥ  /  y a t h ā  t a s y ā d h i ś ī l aṃ  

n i ś r i t y ā d h i c i t t a ś i k ṣ ā n i r h ā r a v i h ā r a ḥ  t a t h ā s y a  p a ñ c a m o  v i h ā r a ḥ  /  y a t h ā  t a s y a  

y a t h ā  p r a t i l a b d h a s a t y a j ñ ā n ā d h i p r a ś i k ṣ ā v i h ā r a ḥ  t a t h ā s y a  ṣ a ṣ ṭ h a  s a p t a m ā ṣ ṭ a m ā  

v i h ā r ā  v e d i t a v y ā  /  y a t h ā  t a s y a  s u v i c ā r i t a  

j ñ e y a s y ā n i m i t t a s a m ā d h i p r a y o g a v i h ā r a ḥ  t a t h ā s y a  n a v a m o  v i h ā r a ḥ  /  y a t h ā  t a s y a  

p a r i n i ṣ p a n n o  n i r n i m i t t o  v i h ā r a ḥ  t a t h ā s y a  d a ś a m o  v i h ā r a ḥ  /  y a t h ā  t a s y a  

v y u t t h i t a s y a  v i m u k t y ā y a t a n a v i h ā r a ḥ  t a t h ā s y a i k ā d a ś o  v i h ā r a ḥ  /  y a t h ā  t a s y a  

s a r v ā k ā r o  ' r h a t v a v i h ā r a ḥ  t a t h ā s y a  d v ā d a ś o  v i h ā r o  v e d i t a v y a ḥ  / 337  

こ れ ら の 菩 薩 の 十 二 住 の 順 序 は 声 聞 住 ［ に お け る 順 序 ］ と 共 通 で あ る と

知 る べ き で あ る ． こ の 〔 菩 薩 の 〕 初 住 は 声 聞 の 「 自 ら の 種 姓 住 」 と 同 様 で

あ る と 知 る べ き あ る ． こ の 〔 菩 薩 の 〕 第 二 〔 住 〕 は 彼 の 「 入 正 性 離 生 加 行

                                                                    
335 C f .［ T 1 5 7 9 . 3 0 . 0 7 3 8 a 1 2 - b 1 2， 国 訳 p p . 2 1 4 - 2 1 5］ ．  

336 B B h「 住 品 」 は D B S を 註 釈 す る も の で あ る た め ， 十 地 と 対 応 す る 部 分 ， す な わ

ち ，第 三 住 か ら 第 十 二 住 ま で の 一 つ 一 つ の 階 位 を 同 経 に 沿 っ て 解 釈 し て い る ．そ

れ 以 外 ，す な わ ち ，そ の 前 後 部 分 は 経 典 の 註 釈 で は な く ，学 派 の 独 自 な 理 解 の 通

り に 述 べ て い る も の で あ る ．こ こ に 引 用 し た 部 分 は 後 の 部 分 で あ り ，瑜 伽 行 派 の

独 自 の 理 解 を 示 し て い る 部 分 で あ る ．（ 前 の 部 分 で あ る 最 初 の 種 姓 住 と 勝 解 行 住

の 二 つ の 階 位 に 関 し て の 研 究 は 清 水 海 隆 ［ 1 9 9 7］ な ど が あ る ） ．  

337	 ［ D u t t  2 4 4 ;  W o  3 5 7 − 3 5 8  ;  I s o d a & F u r u s a k a  2 1 0 − 2 1 2］；［ T 1 5 7 9 . 3 0 . 0 5 6 2 c 4 - 1 9］．  
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住 」 と 同 様 で あ る ． こ の 第 三 住 は 彼 の 「 已 入 正 性 離 生 住 」 と 同 様 で あ る ．

こ の 第 四 住 は 証 浄 を 得 た 彼 の 「 聖 所 愛 味 為 尽 上 漏 増 上 戒 学 住 」 と 同 様 で あ

る ． こ の 第 五 住 は 彼 の 「 増 上 戒 に 依 拠 し て 増 上 心 学 を 引 き 起 こ す 住 」 と 同

様 で あ る ． こ の 第 六 第 七 第 八 住 は 彼 の 「 如 其 所 得 諸 聖 諦 智 増 上 慧 学 住 」 と

同 様 で あ る と 知 る べ き で あ る ． こ の 第 九 住 は 彼 の 「 善 く 観 察 す る 所 知 の 無

相 三 摩 地 の 加 行 と い う 住 」 と 同 様 で あ る ． こ の 第 十 住 は 彼 の 「 成 満 無 相 と

い う 住 」 と 同 様 で あ る ． こ の 第 十 一 住 は 出 定 し た 彼 の 「 解 脱 處 住 」 と 同 様

で あ る ． こ の 第 十 二 住 は 彼 の 「 具 一 切 相 阿 羅 漢 住 」 と 同 様 で あ る と 知 る べ

き で あ る ．  

 

上述の菩薩地と声聞地との対応は次の表のように整理される．  

 

 

 

この「住品」の説明から，正性離生は本来，声聞の修行階位に属する

も の で あ る と 知 ら れ る ． 上 の 中 で ， 注 目 し た い 二 点 が あ る ． 一 つ 目 は ，

声 聞 階 位 で あ る 種 姓 住 の 後 ，「 趣 入 正 性 離 生 加 行 住 」 及 び 「 已 入 正 性 離

生住」の二つの階位があり，漢訳諸本の中，特に求那跋摩（ * G u ṇ a v a r m a n）

訳には，それらが順次に「世間第一法」と「苦法忍」と訳されている点

である 338．この両者のうち，後者「已入正性離生住」は菩薩の初地に対

                                                                    
338 C f . T 1 5 8 2 . 3 0 . 1 0 0 7 a 2 0 - 2 1 :  若 得 世 間 第 一 法 名 第 二 行 ． 得 苦 法 忍 名 第 三 行 ．  

 4  

DBS 4 Å ì  BBh
 � á � 4 ȫ Ȱ 4 12 �  ô Ț 3 Ǟ Ī # D ʔ �  

 1 ǯĂ�   ǯĂ�  

 2 ÂɆȶ�   ɨ¦Ɣĺʘǉ¾ȶ�  

1 ƒæ  3 Ɔƒæ�  Ġ¦Ɣĺʘǉ�  

2 ʘí  4 òhŉ�   ɘƬșŌŃÞƺǚhƲòhŉĉ�  

3 Ǖ¥  5 òhĴ�  �òhŉĉħǖòhĴĉ�  

4 Ƶņ  6 Ɂ²ǞĶòhņ�   

ÿ«Ōįɖșɕŵòhņĉ�  5 ʙÂ  7 ɖɕǞĶòhņ�  

6 ǆ»  8 ȋɥƨɭƓļǞĶòhņ�  

7 ɽȶ  9 Ÿ¾ȶŸ½ǊƶǞ�  åɅēŌǤƶǞgŜì¾ȶ�  

8 jÁ  10 ƶ¾ȶƶ½ǊƶǞ�   ňƱƶǞ�  

9 åņ  11 ƶǦɆ�  İƕ±Ġ¦ɆȞȳ�  

10 Ƥʚ  12 ŷh�  ¬e³ǞʎȑƳ�  

 13 ÿŽ�   

	

<$ʰh3ħǊ#D?45 DBS HɆʄ#Dʂ²/52�ʰǈ�ȶƧ4ƾȟ4ǇɆH

ǩ!.�Dʂ²/�D
7
ʱ�4oʰƦǜ!(�{ƴ��Dʱe,ǜ5ʰôȚʔ�/�D

ǯĂ�4Ĭ 
hɨ¦Ɣĺʘǉ¾ȶ��0
Ġ¦Ɣĺʘǉ��4{,4ʔ���Cʰ
Ġ

¦Ɣĺʘǉ��5ȫȰ4µì3ĕĶ#D0���0/�Dʱ'!.ʰ{,ǜ5ʰȫȰ

4ǷÅì5ʰôȚ4ʎȑƳ�3ĕĶ#D0���0/�Dʱ�EB4{ƴH�. 
h�

á�3ɑ�EDôȚ4ʔ�35�Ȉ�Š4�ȶʔ�0�B�4ʌ�ĺ��D0ŀ¢ 

EDʱ  

ĎʖʰµŹǈ�ȶƧ4Ťǀ/52��ʰ:;ɱ�ų�0 EDʰʭƍ4�čȶǅƔ

ɔ�ʮ Ratnāval ī :RāʯǷ}Ǵ3��.ʰÅìHɆʄ#Dŷµ4�ʠ5Ɛ4A�3ɑ�E
                                                             
7 BBh
�á�5 DBS HɌʄ#D?4/�D(>ʰÅì0ĕĶ#Dʂ²ʰ#2G*ʰǷg�

�BǷÅ{�</4e,e,4ʔ�HÖȆ3Ƣ+.Ɇʄ!.�Dʱ'E�öʰ#2G*ʰ

'4»Ĭʂ²5Ȇ­4Ɍʄ4?4/2�ʰĈƧ4ƾȟ2ǇɆ40�C3ɲ9.�D?4/

�Dʱh3ħǊ!(ʂ²5Ĭ4ʂ²/�Cʰ»4ʂ²/�Dŷµ4ǯĂ�0ÂɆȶ�4{

,4ʔ�3ʌ!.5ʰ�ǈ�ɔ�
ôȚì�4ǯĂcɨ¦c±ʘ0���ȶʔ�04ʌ�

�ǩã ED�ʰŻǕȸ4ƄɈ#Dĕɠ5Åì0ʌɶ#D?4/�D(>ʰ�4ʂ²4ɜ

ɔ5!2�ʱʮ�E3,�.4ǥǲ5ƮƝƪʓʵ 1997ʶ21HÊƷʱʯ  
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応するということである．そして二つ目は，菩薩の第十地は，声聞の阿

羅漢住に対応するということである．  

実 際 ， 初 期 瑜 伽 行 派 の 文 献 で は な い が ， ほ ぼ 近 い 時 代 と さ れ る ，『 宝

行王正論』（ R a t nā v a l ī :  R ā 339）第五章において，十地を解釈する最初の偈

頌は次のように説かれる 340．  

 

y a t h ā  ś r ā v a k a y ā n e  ' ṣ ṭ ā v  u k t ā ḥ  ś r ā v a k a b h ūm a y a ḥ  /   

m a h ā y ā n e  d a ś a  t a t h ā  b o d h i s a t t v a s y a  b h ūm a y a ḥ  / / R ā  5 . 4 0 / /  

声 聞 乗 に お い て 八 声 聞 地 が 説 か れ る よ う に ，大 乗 に お い て は 菩 薩 の 十 地

〔 が 説 か れ る 〕 ． （ 5 . 4 0）  

t ā s āṃ  p ū r v aṃ  p r a m u d i t ā  b o d h i s a t t v a p r a m o d a n ā t  /   

s aṃ y o j a n a t r a y a j y ā n e s  t a t h ā g a t a k u l o d b h a v ā t  / / R ā  5 . 4 1 / /  

そ の う ち ，第 一〔 地 〕は 歓 喜〔 と い わ れ る 〕．菩 薩 が 歓 喜 す る か ら で あ

る ．な ぜ な ら ，三 種 の 結 縛（ 三 結 ）を 断 っ て 341，如 来 の 種 姓 と し て 生 ま

れ る か ら で あ る ． （ 5 . 4 1）  

 

こ こ に 声 聞 の 八 地 と 菩 薩 の 十 地 と が 比 較 さ れ 対 照 さ れ て い る こ と か

ら，少なくとも，大乗の修行階位を確立する際，当時伝わっていた修行

階 位 で あ る 八 声 聞 地 の 代 わ り に ，『 十 地 経 』 の 十 地 を 大 乗 の 修 行 階 位 と

みなそうとしていたことが推測される．つまり，声聞の階位を菩薩の階

位に置き換えたということである．先の表と R ā に説かれる八声聞地を

比較すると，以下のような表が示される．   

                                                                    
339 近 年 の 研 究 に よ れ ば 龍 樹 文 献 群 に 属 す る も の で あ る ． （ C f .桂 ＆ 五 島 ［ 2 0 1 6］ ） 

340 M i c h a e l  H a h n  [ 1 9 8 2 : 1 4 6 - 1 4 8 ]  

341 一 般 に ， 阿 含 ・ ニ カ ー ヤ に お い て 預 流 果 で は 三 結 （ 身 見 ・ 戒 禁 取 見 ・ 疑 ） を 断

じ る ．（ 水 野 弘 元［ 1 9 6 6］三 友 健 容［ 1 9 8 0］な ど を 参 照 ）．後 述 す る よ う に 声 聞

の 四 階 位（ 四 果 ）と 八 階 位（ 四 向 四 果 ）に よ っ て ，初 果 の ず れ が あ る が ，本 来 の

声 聞 の 最 初 階 位 に お け る 三 結 断 除 と い う 記 述 が ，初 期 仏 教 に お い て よ く み ら れ る ．

R ā で は ， 初 歓 喜 地 に お い て 三 結 を 断 じ て い る と い う 点 で ， 声 聞 の 初 果 の 内 容 と

類 似 す る ．実 際 ，こ の 三 結 断 除 は『 十 地 経 』に 説 か れ る 初 地 に お い て は 見 ら れ な

い ． よ っ て ， R ā で は 大 乗 菩 薩 の 階 位 を 紹 介 す る に あ た っ て ， 声 聞 の 階 位 に つ い

て の 知 識 が 前 提 と さ れ て い た か と 想 定 さ れ る ．  
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この表と以前に注目した「住品」に説かれる初地と対応する「已入正

性離生住」，及び第十地と対応する「具一切相阿羅漢住」という二点を

合わせて考えれば，「住品」に説かれる「入正性離生」は，八声聞地の

最初の階位の言い換えであると推測される 342．また，「趣入正性離生加

行住」と「已入正性離生住」という二語に関して，「住品」は声聞の階

位における入正性離生を重要視していることが推測される．  

では，「住品」や R ā に説かれる声聞の階位は一体どんな系統の階位

であるのか．以下，その声聞の「入正性離生」に沿って，その階位説の

系統を探求していく．  

  
                                                                    
342 阿 含 ・ ア ビ ダ ル マ 文 献 に 説 か れ る 修 行 階 位 を も っ て 大 乗 の 修 行 階 位 を 解 釈 す る

例 は ，鳩 摩 羅 什 訳『 大 智 度 論 』の 般 若 十 地 の 解 釈 に お い て も 見 ら れ る ．す な わ ち ，

般 若 の 三 乗 共 十 地 の う ち ， 最 初 の 乾 慧 地 （ ś u k l a v i d a r ś a n a - b h ūm i） と 第 二 性 地

（ g o t r a - b h ūm i） は 凡 夫 と さ れ ， 第 三 「 八 人 地 」 （ a ṣ ṭ a m a k a - b h ūm i） と い う 階 位 に

お い て 入 正 性 離 生 ，見 道 十 五 心 が 説 明 さ れ て お り ，第 四「 見 地 」（ d a r ś a n a - b h ūm i）

以 降 は 沙 門 四 果 ， 辟 支 仏 ， 菩 薩 ， 仏 と し て 解 釈 さ れ て い る ．

（ ［ T 1 5 0 9 . 2 5 . 0 5 8 5 c 2 8 - 5 8 6 a 2 4］ を 参 照 ） ．  

つ ま り ，『 大 智 度 論 』で は ，阿 含・ア ビ ダ ル マ に 説 か れ る 修 行 階 位 を も っ て 般 若

十 地 を 解 釈 す る が ，そ の 十 地 の う ち の 一 部 の み に 対 応 し ，上 表 の よ う に 声 聞 の 八

地 を 菩 薩 の 十 地 に 対 応 さ せ る よ う な 解 釈 は し て い な い の で あ る ．  

 

 

F k ç g   DBS !

Y g  

� ; b � ! í ð ! 12 ;  � ; b �� ý � ( ' k ç  Í | �

' Ę :  

  1 Òp;  Òp;  

  2 Xùó;   ĊE«�ěÅVó;  

1 ġ²`  1 ©d  3 ¥©d;   yE«�ěÅ;  

 

2 ġ²   

3 *�`  

4 *�   

5 .ē`  

6 .ē   

7 ėã·`  

2 ěh  4 j-�;   ā´æ��a¿Ë-¶j-�t;  

3 ÈD  5 j-�;  ?j-�t{Éj-�t;  

4 ¹�  6 õMÍ�j-�;  oH�~ÿæþ�j-�t;  

5 ĜX  7 ÿþÍ�j-�;  

6 ÂS  8 âĉ²Čª�Í�j-�;  

7 Ēó  9 �Vó�UÆºÍ;  cøw�ÏºÍ,�gVó;  

8 .W  10 ºVóºUÆºÍ;   �µºÍ;  

9 c�  11 ºÐù;  �¬LyEùèñ;  

8 ėã·   10 °ĝ  12 �-;  I*NÍėã·;  
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3 . 2 . 2 . 4  入 正 性 離 生 の 位 置 づ け を 巡 っ て  

 

《 経 典 に 見 ら れ る も の 》  

まず， 3 . 2 . 2 . 1 に述べたように，初期仏教において，入正性離生・決定

というのは，一般的には，聖位に悟入する，すなわち修行者の修行道程

において初めて聖位に入るという意味で理解されている．しかしながら，

初期仏教においては，最初の聖位が預流果か預流向かという問題がある

343．以下の『入相応経』 ( S N .  2 5 . 1 ,  p a r t  I I I . p . 2 2 5 )の引用は，入正性離生・

決定が預流果の悟入ではなく，預流向に当たるという記述である 344．  

 

y o  b h i k k h a v e  i m e  d h a m m e  e v aṃ  s a d d a h a t i  a d h i m u c c a t i  a y aṃ  v u c c a t i  

s a d d ā n u s ā r ī  o k k a n t o  s a m m a t t a n i y ām aṃ  s a p p u r i s a b h ūm iṃ  o k k a n t o ,  v ī t i v a t t o  

p u t h u j j a n a b h ūm iṃ .  a b h a b b o  t aṃ  k a m m aṃ  k ā t uṃ  y aṃ  k a m m aṃ  k a t v ā  n i r a y aṃ  

v ā  t i r a c c h ā n a y o n iṃ  v ā  p e t t i v i s a y aṃ  v ā  u p a p a j j e y y a .  a b h a b b o  c a  t ā v a  k ā l aṃ  

k ā t uṃ  y ā v a  n a  s o t ā p a t t i p h a l aṃ  s a c c h i k a r o t i 345 .  比 丘 た ち よ ，こ れ ら の 法 を こ

の よ う に 信 じ 信 解 す る な ら ば ， こ の 者 は 随 信 行 者 と 言 わ れ ま す ． か れ は ，

正 性 離 生 ・ 決 定 に 入 り ， 善 人 地 に 入 り ， 凡 夫 地 を 超 え て い ま す ． か れ は ，

そ の 業 を 作 っ て 地 獄 や 畜 生 や 餓 鬼 界 に 生 ま れ 変 わ る 業 を 作 る こ と が あ り

ま せ ん ．又 ，か れ は 預 流 果 を 目 の あ た り 見 な い 限 り ，死 ぬ こ と が あ り え ま

せ ん ． 346  

                                                                    
343 従 来 ， 藤 田 宏 達 ［ 1 9 5 9］ 三 友 健 容 ［ 1 9 8 0］ に は ， 最 初 期 に は 阿 羅 漢 位 ， そ の 次

は 預 流 が 成 立 す る と 想 定 さ れ ，一 来 と 不 還 は 四 沙 門 果 の 最 後 に 成 立 す る ，と い う

初 期 仏 教 の 修 行 階 位 の 確 立 の 段 階 が あ る と 論 じ ら れ る ．こ の よ う な 四 沙 門 果 に 基

づ い て 八 声 聞 位（ 四 向 四 果 ）が 成 立 し た こ と が 従 来 の 研 究 に よ っ て 推 測 さ れ て い

る ． こ れ は 現 在 の 学 界 に お い て 通 説 で あ る ．   

344 こ の 経 典 に 関 す る 文 献 の 情 報 は 周 柔 含 ［ 2 0 0 9］ p p . 1 0 2 - 1 0 5 に 詳 し い ．  

345  C f .  O k k a n t i k a s aṃ y u t t a  S N .  p a r t  I I I  k h a n d h a - v a g g a ,  p . 2 5 5； 和 訳 c f .片 山 一 良

［ 2 0 1 6： 3 6 1］ ．  

346 同 経 は 随 信 行 者 と 共 に 随 法 行 者 を こ の 直 後 に 説 示 す る ． 記 述 の 内 容 は 同 様 で あ

り ， 参 照 の た め に 次 に そ の 原 文 の み を 述 べ て お く ． Y a s s a  k h o ,  b h i k k h a v e ,  i m e  

d h a m m ā  e v aṃ  p a ñ ñ ā y a  m a t t a s o  n i j j h ā n aṃ  k h a m a n t i ,  a y aṃ  v u c c a t i  d h a m m ā n u s ā r ī  

o k k a n t o  s a m m a t t a n i y ām aṃ ,  s a p p u r i s a b h ūm iṃ  o k k a n t o ,  v ī t i v a t t o  p u t h u j j a n a b h ūm iṃ .  

a b h a b b o  t aṃ  k a m m aṃ  k ā t uṃ  y aṃ  k a m m aṃ  k a t v ā  n i r a y aṃ  v ā  t i r a c c h ā n a y o n iṃ  v ā  
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この経文によれば，随信行者が正性離生・決定に入り，善士地に入り，

凡夫地を超えるのであるが，預流果はまだ獲得していないということを

理解しなければならない．しかし，「正性離生・決定に入り，善士地に

入り凡夫地を超える」というのは，聖位に入るということに他ならない．

つまり，預流向という階位において正性離生・決定に入るということが

理解されるのである 347．  

要するに，初期経典では，預流果において正性離生・決定に入るとい

う記述が一般的であるかもしれないが，ここに預流向において入正性離

生 ・ 決 定 の 記 述 が 確 認 さ れ る の で あ る ． す な わ ち ， 修 行 道 程 に お い て ，

入正性離生の位置づけがずれており，これは，声聞の四果から四向四果

へ変移するという思想史の問題に関わっているのである 348．つまり，四

向四果，すなわち八聖位の場合には，預流果の代わりに預流向において

「正性離生・決定の悟入」が説かれているのである．  

 

《 有 部 『 倶 舎 論 』 に 見 ら れ る も の 》  

上のような八聖位という修行階位は有部の文献において確認される 349．

たとえば，『倶舎論』（ A b h i d h a r m a k o ś a b h ā ṣ y a :  A K B h）V I「賢聖品」2 5 c d - 2 6 a

において 350，「世第一法の次に無漏法忍がある」といい，そして「忍」

                                                                                                                                                                                                         
p e t t i v i s a y aṃ  v ā  u p a p a j j e y y a .  a b h a b b o  c a  t ā v a  k ā l aṃ  k ā t uṃ  y ā v a  n a  s o t ā p a t t i p h a l aṃ  

s a c c h i k a r o t i .  

347 上 述 の 経 文 の 内 容 は ， 舟 橋 一 哉 ［ 1 9 5 2］ が 預 流 向 の 成 立 に 関 し て 議 論 す る 際 に

引 用 さ れ て お り ，預 流 向 と い う 階 位 を 示 し て い る も の で あ る と 指 摘 す る（ 舟 橋 一

哉［ 1 9 5 2］ p p . 1 7 8 - 1 8 3 を 参 照 ）．ま た ，A K . V I . 2 9 c d に お い て 修 所 断 煩 悩 が ま だ 断

滅 し て い な い 随 信 行 者 ， 随 法 行 者 は 預 流 向 の 者 で あ る と 規 定 さ れ て い る ．   

348 前 注 3 4 3 を 参 照 ．  

349 八 声 聞 位 説 は 初 期 ア ビ ダ ル マ 以 来 有 部 の 観 点 と し て 理 解 さ れ て い る ． （ C f .  舟

橋 一 哉 ［ 1 9 5 2］ p p . 1 7 8 - 1 8 3 な ど 直 前 註 の 諸 論 文 ）  

350   l a u k i k e b h y o  ' g r a d h a r m e b h y o  d h a r m a k ṣ ān t i r  a n ā s r a v ā  / / 2 5 c d  / /  

l a u k i k ā g r a d h a r m ā n a n t a r a m  a n ā s r a v ā  d h a r m a j ñ ā n a k ṣ ā n t i r  u t p a d y a t e  /  k a s m i n n  

ā l a m b a n e  /  k ām a d uḥk h e  ( 2 6 a )   k ām ā v a c a r a d u ḥ k h a m  a s y ā  ā l a m b a n a m  /  s e y aṃ  

d u ḥ k h e  d h a r m a j ñ ā n a k ṣ ā n t i r  i t y  u c y a t e  /  a n ā s r a v a j ñ ā p a n ā r t h aṃ  n i ḥ ṣ y a n d e n a  v i ś e ṣ a ṇ a m  

/  d h a r m a j ñ ā n ā r t h aṃ  k ṣ ā n t i ḥ  /  p u ṣ p a p h a l a v ṛ k ṣ a v a t  /  s a i v a  c a  n i y ām ā v a k r ā n t i r  i t y  
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は入正性離生として解釈されている．その段階には預流向が示されてお

り，見道の内容で，預流向において正性離生に入るということが理解さ

れる 351．有部においては，基本的に四向四果という八聖位のうち，預流

向という最初の聖位において正性離生に悟入することが通説である 352．

有 部 の 修 行 階 位 に 関 し て 簡 潔 に ま と め ら れ て い る 研 究 に は ， 田 中 教 照

［ 2 0 1 5 :  2 2 7］や小谷信千代［ 2 0 0 0 :  7 - 8 ,  1 3 4 - 1 3 5］などがあるが，参照の

ため，ここに述べた入正性離生の関連を表で示しておく．  

 

倶舎論第六章による  

五 停 心 観 ， 四 念 住  順 解 脱 分   

煖 →頂 →忍 →世 第 一 法  順 決 択 分   

1 預 流 向  見 道  1 5 刹 那 心 ． そ の 最 初 無 漏 法 忍 ＝ 入 正 性 離 生  

2 預 流 果   

 

 

修 道  

第 1 6 刹 那 心  

3 一 来 向  

4 一 来 果  

5 不 還 向  

6 不 還 果  

7 阿 羅 漢 向  

8 阿 羅 漢 果  無 学 道   

 

 

ところで，上の「賢聖品」の解釈は，前述の 3 . 2 . 2 . 2（注 3 3 8）で「住

                                                                                                                                                                                                         
u c y a t e ,  s a m y a k t v a n i y ām ā v a k r a m a ṇ ā t  /  ［ P r a d a n  p . 3 5 0； 和 訳 櫻 部 建 ・ 小 谷 信 千 代

［ 1 9 9 9］ p . 1 5 9 を 参 照 ］ ．  

	 ま た ，『 大 毘 婆 沙 論 』の 類 似 な 記 述 が 次 の 文 章 に 見 ら れ る ．［ T 1 5 4 5 . 2 7 . 8 2 2 c 1 2 - 1 3］:  

苦 法 智 忍 生 時 ． 名 入 正 性 離 生 ．  

351こ の 『 倶 舎 論 』 の よ う な 内 容 は 『 大 毘 婆 沙 論 』 に お い て も 確 認 で き る ．

［ T 1 5 4 5 . 2 7 . 0 2 7 8 b 1 - 5］：從 此 見 道 十 五 刹 那 一 切 皆 名 隨 信 行 者 ．此 隨 信 行 補 特 伽 羅 ．

或 是 預 流 向 ． 或 是 一 來 向 ． 或 是 不 還 向 ． 謂 若 具 縛 或 乃 至 斷 五 品 結 已 入 正 性 離 生 ．

彼 於 見 道 十 五 心 頃 名 預 流 向 ． 〈 後 略 〉  

352 C f .田 中 教 照 ［ 1 9 9 3 : 3 2 5］ ．  
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品 」 の n y ām āv a k r ān t i p r a y o g a v i h ā r a （ 趣 入 正 性 離 生 加 行 住 ） と

n y ām āv a k r ān t i v i h ā r a（ 已 入 正 性 離 生 住 ） を 求 那 跋 魔 が 「 世 間 第 一 法 」 と

「苦法忍」と訳していたことと完全に一致する．  

 

《 瑜 伽 行 派 に お け る 声 聞 の 階 位 に つ い て の 記 述 に 見 ら れ る も の 》  

それでは，瑜伽行派の文献における，声聞の修行の入正性離生はどの

ようなものかを考察する．『瑜伽論』「声聞地」「第四瑜伽処」において，

出世間道の七種作意のうち 353，「②勝解作意」の修習は四善根位の修習で

あり 354，その「勝解作意」の後半部分から「③遠離作意」の前半部分に

かけて，「入正性離生」が次のように述べられる．  

 

[ S h u k l a  e d .  ŚB h . p . 5 0 0 ] :  y a t  t a d  e k a t y ā n āṃ  [ m a n d ā n āṃ ]  m o m ū h ā n ām  

a b h i s a m a y ā  [ y ā ] b h i m ā n ā y a  b h a v a t ī d aṃ  p u n a ś  c i t t a m  a b h i s a m a y ā y a i v a ,  n a  

c i r a s y e d ā n īṃ  s a m y a k t v aṃ ( t t v a )  ( | )  n y ām ā v a k r ā n t i r  b h a v i ṣ y a t ī t i  |  y a d i  

y a m ī d ṛ ś ī  c i t t a s y ā v a s t h ā  b h a v a t i  |  t a s y a  t a t s a r v a p a ś c i m  a n i r v i k a l p aṃ  c i t t aṃ  

y a s y ā n a n t a r aṃ  p ū r v a v i c ā r i t e ṣ u  s a t v e ṣ v  a d h y ā t m a m ā b h o g aṃ  k a r o t i  |  t e  l a u k i k ā  

a g r a d h a r m ā ḥ  |  t a s m ā t p a r e ṇ ā s y a  l o k o t t a r a m  e v a  c i t t a m  u t p a d y a t e  |  n a  l a u k i k aṃ  

[ | ]  s īm ā  e ṣ ā  l a u k i k ā n āṃ  s aṃ s k ā r ā ṇ āṃ ,  p a r y a n t a  e ṣ a s  t e n o c y a n t e  l a u k i k ā  

a g r a d h a r m ā  i t i  |  ［ T 1 5 7 9 . 3 0 . 0 4 7 5 c 1 8 - 2 6］ :  復 有 一 類 闇 昧 愚 癡 ． 於 美 睡 眠

之 所 覆 蓋 其 心 似 滅 非 實 滅 中 ． 起 増 上 慢 謂 爲 現 觀 ． 此 不 如 是 ． 既 得 如 是 趣

現 觀 心 ． 不 久 當 入 正 性 離 生 ． 即 於 如 是 寂 靜 心 位 最 後 一 念 無 分 別 心 ． 從 此

無 間 於 前 所 觀 諸 聖 諦 理 起 内 作 意 ． 此 即 名 爲 世 第 一 法 ． 從 此 已 後 出 世 心 生

非 世 間 心 ． 此 是 世 間 諸 行 最 後 界 畔 邊 際 ． 是 故 名 爲 世 第 一 法 ． （ 『 国 訳 』

瑜 伽 2 , p . 2 6 6）  

 

ここに，世第一法から聖位へ修習する過程において，入正性離生は世

                                                                    
353  七 種 作 意 と は ① 了 相 作 意 （ l a k ṣ a ṇ a p r a t i s aṃ v e v e d ī - m a n a s k ā r a ） ② 勝 解 作 意

（ ā d i m o k ṣ i k a -） ③ 遠 離 作 意 （ p r ā v i v e k y a -） ④ 摂 楽 作 意 （ r a t i s aṃ g r ā h a k a -） ⑤ 観 察

作 意 （ m īm ā n s ā - ） ⑥ 加 行 究 竟 作 意 （ p r a y o g a n i ṣ ṭ h a - ） ⑦ 加 行 究 竟 果 作 意

（ p r a y o g a n i ṣ ṭ h a p h a l a -） で あ る ． こ れ ら に 関 わ っ て ， ŚB h に お け る 修 行 道 の 系 統

に つ い て の 研 究 は ， 毛 利 俊 英 ［ 1 9 8 7］ ［ 1 9 9 8］ に 詳 し い ．  

354 C f .毛 利 俊 英 ［ 1 9 8 7］ p . 2 3 上 ．  
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第一法の直後に生じるという記述が確認される．またその世第一法の直

後には，世間心でなく出世間心が生じると説かれており，入正性離生や

出世間心が生じるという点では，聖位に入るということが知られる．そ

こ に 預 流 向 か 預 流 果 か は 記 述 さ れ て い な い が ，「 世 第 一 法 の 直 後 」 と い

う 点 で ， 前 に 見 た 『 倶 舎 論 』 の も の と 同 様 に 理 解 さ れ る ． こ の こ と は ，

同学派の『顕揚聖教論』第 I 章「摂事品」においても確認できる 355．  

 

『 顕 揚 聖 教 論 』［ T 1 6 0 2 . 3 1 . 0 4 9 3 c 2 7 - 2 9］ :八 種 者 謂 預 流 果 向 等 八 ． 廣 説 如

經 ． 一 預 流 向 ． 謂 如 有 一 純 熟 相 續 ． 超 過 一 切 外 異 生 地 ． 入 正 性 離 生 ． 若

未 証 得 初 預 流 果 終 無 中 夭 ．〈 後 略 〉  

 

下線部のように，この文言は前の S N . 2 5 . 1 の内容と一致するものであ

る．そして前に述べたその S N . 2 5 . 1 が有部の観点と同様でもある．故に，

瑜 伽 行 派 の 声 聞 八 地 の 最 初 の 階 位 に お い て 正 性 離 生 に 入 る と い う 視 点

は， S N . 2 5 . 1 とも有部とも一致するのである．  

この一致点を以って，次に，その八声聞の階位における入正性離生と

いうものは，どんな学派のものであるかを考えたい．前述のように，八

声聞，あるいは四双八輩・四向四果は，四沙門果という階位説の確立を

経てからその八声聞位を確立する次第である．そして直前に述べた，S N

か ら 有 部 ， ま た 瑜 伽 行 派 の 声 聞 階 位 の 記 述 と も 一 致 点 が あ り ， ま た R ā

に紹介された八声聞地という情報と合わせて考えれば，当時の阿毘達磨

仏教における共有の財産であると推測される．  

 

《 小 結 》  

 

上に述べた四双八輩・四向四果は， 3 . 2 . 2 . 3 に見た B B h「住品」や R ā

                                                                    
355 同 学 派 の 文 献 で は 預 流 向 に お い て 入 正 性 離 生 と い う 記 述 は 明 確 で あ る が ， こ の

「 入 正 性 離 生 」に 関 し て は 預 流 向 の み な ら ず ，一 来 向・不 還 に お い て も 記 述 さ れ

る （ C f .『 顕 揚 聖 教 論 』 ［ T 1 6 0 2 . 3 1 . 4 9 3 c 2 9 - 4 9 4 a 1 4］ ） ． こ の こ と は 『 阿 毘 達 磨 集

論 』 に も 見 ら れ る （ C f .  『 阿 毘 達 磨 集 論 』 ［ T 1 6 0 5 . 3 1 . 6 8 9 a 2 1 - 2 8］ ） ．  

ま た ，見 道 十 五 刹 那 心・十 六 刹 那 心 説 に 関 し て ，『 阿 毘 達 磨 集 論 』の 記 述 に お い

て も 多 少 の 相 違 が 見 ら れ る の で ， こ れ に つ い て 今 後 の 課 題 と し た い ．  
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の記述した声聞八地のものであると考えられる．また大乗仏教において，

大乗的修行階位に言及する際，その四向四果が菩薩十地と比較されて用

いられるようになったと考えられる．そのうち，聖者になった階位にお

いて「入正性離生」という要素は，声聞と菩薩ともある程度共有するも

のとして用いられる．それは， 3 . 2 . 2 . 2 で検討した S N S や「住品」の「摂

決択分」において初地に言及される際，菩薩の入正性離生が明記されて

いることが知られる．  

以上，入正性離生という概念を初期仏教からアビダルマ，そして大乗

仏教への歴史的変遷に沿って検討した結果，初期の大乗仏教では，その

声聞八地の要素を以って大乗的修行階位を理解すると考えられる．すな

わち，大乗経典に説かれる階位説に対して，仏教の伝統的実践修行の要

素を以って理解し，自分たちの大乗的修行階位としていたと理解される

のである．  
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3 . 2 . 3  ま と め  

 

瑜伽行派の初地を聖位・見道とした経緯について，以上の，3 . 2 . 1 初期

大乗や当時の仏教全般から瑜伽行派への「赤い糸」としての浄勝意楽と，

3 . 2 . 2 初期仏教・部派仏教から瑜伽行派への「赤い糸」としての入正性離

生，という二点から検討してきた．これらによって，初期瑜伽行派の初

地が確立する背景が明瞭となった．このように瑜伽行派にとって重要で，

聖者になる階位とした初地は，後期インド大乗仏教においても支持され

ている．すなわち，人間の
．．．

修行者の立場
．．．．．．

に
．
あっては，聖者になった位が
．．．．．．．．．．．．．

，
．

重要な段階であ
．．．．．．．

ること
．．．

が考えられる．  
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3.3	階位の理解から見た瑜伽行派と DBS との関係：入正性離生を

中心に 	

3 . 3 . 1  初 地 及 び 第 七 地 に 見 ら れ る 入 正 性 離 生  

 

前節 3 . 2 . 2 . 2 に引用した，『解深密経』の「分別瑜伽品」・「地波羅蜜多

品 」 や ，『 瑜 伽 論 』「 摂 決 択 分 」 な ど の 従 来 の 瑜 伽 行 派 の 文 献 に お い て ，

入正性離生は初地の悟入であり，それを重要な段階とした伝統があると

知られる．実は，このような，初地において正性離生位に入るというこ

とが，現存する D B S の初地においても見られる．  

 

y e n a  c i t t o t p ā d e n a  s a h o t p a n n e n a  b o d d h i s a t t v o  ' t i k r ā n t o  b h a v a t i  

p ṛ t h a g j a n a b h ūm iṃ  /  a v a k r ā n t o  b h a v a t i  b o d h i s a t t v a n i y ām aṃ  j ā t o  b h a v a t i  

t a t h ā g a t a k u l e  / 356  こ の よ う に 発 心 す る と 同 時 に 菩 薩 は ，凡 夫 の 地 を 超 え る ．

菩 薩 の 決 定 ・ 離 生 〔 位 〕 に 入 り ， 如 来 の 家 系 に 生 ま れ る ．  

 

この箇所は，直前に引用した「住品」が解釈する対象であると考えら

れる．すなわち，発心によって凡夫を超えて菩薩の聖位に入るというこ

とである 357．この記述に限れば，正性離生に入り，見道に悟入するとい

う瑜伽行派の初地の理解は，D B S に基づいていたと理解される．しかし，

この一節は同 D B S の旧訳に次のように訳されている．  

 

《 竺 法 護 訳 》［ T 0 2 8 5 . 1 0 . 0 4 6 1 b 1 3 - 1 5］：所 可 發 心 ．顕 了 當 來 發 菩 薩 意 ．適 發 道

意 超 凡 夫 地 ． 以 得 超 越 菩 薩 之 地 ． 則 得 生 在 如 來 種 姓 ． 〈 後 略 〉  

《 鳩 摩 羅 什 訳 》［ T 0 2 8 6 . 1 0 . 0 5 0 0 b 2 2 - 2 4］：諸 佛 子 ．菩 薩 生 如 是 心 ．即 時 過 凡 夫

地 ． 入 菩 薩 位 ． 生 在 佛 家 ． 種 姓 無 可 譏 嫌 ． 〈 後 略 〉  

《 佛 馱 跋 陀 羅 訳 》［ T 0 2 7 8 . 0 9 . 0 5 4 4 c 1 8 - 2 0］：菩 薩 發 如 是 心 ．即 時 過 凡 夫 地 ．入

菩 薩 位 ． 生 在 佛 家 ． 種 姓 尊 貴 ． 無 可 譏 嫌 ． 〈 後 略 〉 358  
                                                                    
356 [ D B S . K . e d . p . 1 6 . 8 - 1 0 ; R . e d . p p . 1 1 . 2 9 - 1 2 . 1 ]．  

357 こ の 箇 所 に つ い て は ，3 . 3 . 2 に 触 れ る 発 心 の 主 体 と 関 わ る 諸 々 の 研 究 で 詳 細 に 検

討 さ れ て い る ．  

358 C f .『 十 地 経 論 』 T 1 5 2 2 . 2 6 . 0 1 3 5 b 2 3 − 2 8 :  經 曰 。菩 薩 生 如 是 心 。即 時 過 凡 夫 地 入 菩

薩 位 生 在 佛 家 。種 姓 尊 貴 無 可 譏 嫌 。過 一 切 世 間 道 入 出 世 間 道 。住 菩 薩 法 中 住 在 菩
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下線部に見たように，これらの三本すべての訳語には n i y ām a /  n i y a m a /  

n y ām a 決定・離生に相当する語が存在していないということは認めなけ

ればならない．つまり，初期 D B S において初地は，「菩薩位に入る」と

は 説 か れ て い る が ， そ れ を 以 っ て 菩 薩 の 「 入 正 性 離 生 」 や 「 入 決 定 位 」

と い う 意 味 ま で 含 意 さ れ て い る と 判 断 す る 根 拠 は 見 ら れ な い の で あ る ．

特に，有部の学僧とされる鳩摩羅什の訳本においてさえ，その原語の形

跡が全く表れないという点で，初期 D B S にはなかったと想定される 359． 

さ ら に ま た ， 同 経 の 全 体 か ら み れ ば ， 第 七 地 に お い て 「 入 正 性 離 生 」

                                                                                                                                                                                                         
薩 正 處 。入 三 世 眞 如 法 中 。如 來 種 中 。畢 定 究 竟 阿 耨 多 羅 三 藐 三 菩 提 。菩 薩 住 如 是

法 名 住 菩 薩 歡 喜 地 。 以 不 動 法 故 ． （ 国 訳 釈 経 論 部 6 : 5 7）  

359  こ の 箇 所 の 註 釈 だ と 考 え ら れ る B B h「 住 品 」 に お い て も ， 上 述 の D B S の よ う な

諸 本 の 異 読 が 存 在 す る ． 参 照 の た め ， 以 下 に そ れ ら を 掲 載 し て お く ．  

t a s y a  c a  c i t t a s y o t p ā d ā d  b o d h i s a t t v o  ' t i k r ā n t o  b h a v a t i  

b ā l a b o d h i s a t t v a p ṛ t h a g j a n a b h ūm i m  /  a v a k r ā n t o  b h a v a t i  b o d h i s a t t v a n i y ām a m  /  j ā t o  

b h a v a t i  t a t h ā g a t a k u l e  /  t a t h ā g a t a s y a  u r a s a ḥ  p u t r o  b h a v a t i  /  n i y a t aṃ  

s aṃ b o d h i p a r ā y a ṇ a ḥ  t a t h ā g a t a v aṃś a n i y a t o  b h a v a t i  /（ W o g i h a r a  p . 3 2 6 . 2 3 - 2 5 ;  D u t t  

p . 2 2 3） ま た ， 菩 薩 は そ の よ う に 発 心 す る こ と に よ り ， 凡 夫 の 菩 薩 の 異 生 地 を 超

え て お り ，菩 薩 の 離 生［ 位 ］に 入 り ，如 来 の 一 族 に 生 ま れ ，如 来 の 実 子 に な る ．

決 定 し て 正 等 菩 提 を 志 向 す る 者 ， 如 来 の 家 系 に 決 定 し た 者 と な る ．  

【 玄 奘 訳 T 1 5 7 9 . 3 0 . 5 5 5 a 3 - 7】：又 諸 菩 薩 發 是 心 已 ．超 過 菩 薩 凡 異 生 地 ．証 入 菩 薩

正 性 離 生 ． 生 如 來 家 成 佛 眞 子 ． 決 定 趣 向 正 等 菩 提 ． 決 定 紹 繼 如 來 聖 種 ．  

【 求 那 跋 摩 訳 T 1 5 8 2 . 3 0 . 1 0 0 3 b 1 7 - 2 1】：以 是 因 縁 發 菩 提 心 。一 切 發 心 莊 嚴 菩 提 。一

切 修 行 菩 提 之 事 。 隨 一 切 智 及 一 切 佛 事 遠 離 凡 夫 菩 薩 名 字 離 凡 夫 地 入 決 定 地 。 生

佛 種 性 得 名 佛 子 ． 生 佛 種 性 得 名 佛 子 。 定 得 阿 耨 多 羅 三 藐 三 菩 提 得 大 喜 心 。  

【 曇 無 讖 訳 T 1 5 8 1 . 3 0 . 0 9 4 1 a 1 0 − 1 3】:菩 薩 發 心 疾 滿 足 一 切 種 菩 提 具 菩 薩 利 益 衆 生 事 。

無 上 菩 提 一 切 行 。 一 切 佛 事 。 過 凡 夫 地 入 菩 薩 位 生 如 來 家 。 名 爲 佛 子 。 決 定 究 竟

無 上 菩 提 。  
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の記述が存在するが 360，この場合も旧訳に確認できないのである．以下

にその箇所を挙げておく．   

 

i y aṃ  b h a v aṃ t o  j i n a p u t r ā  b o d h i s a t t v a s y a  d ū r aṃ g a m ā  n ām a  s a p t a m ī  

b o d h i s a t t v a b h ūm i ḥ  s a m ā s a n i r d e ś a t a ḥ  /  y a s y āṃ  p r a t i s t h i t o  b o d h i s a t t v o  

b h ū y a s t v e n a  v a ś a v a r t ī  b h a v a t i  d e v a r ā j a ḥ  k ṛ t ī  p r a b h u ḥ  s a t t v ā n ām  

a b h i s a m a y a j ñ ā n o p a s aṃ h ā r e ṣ v  a p a r y a n t a ḥ  s a r v a ś r ā v a k a p r a t y e k a b u d d h a p a r i p ṛ c -

c h ā s u /  k u ś a l a ḥ  s a t t v ā n  n i y ām a m  a v a k r ām a y i t uṃ /   y a c  c a  k iṃ  c i t  k a r m ā r a b h a t e  

d ā n e n a〈 後 略 〉 [ R . 6 3 ;  K . 1 2 5 − 1 2 6 ]  361
． 諸 仏 子 よ ，以 上 を 要 約 し て 述 べ れ ば 菩

薩 の 遠 行 と い う 第 七 菩 薩 地 で あ る ． こ こ に 安 住 す る 菩 薩 は ， 多 く は 他 化 自

在 天 王 と な り ， 衆 生 た ち に 現 観 の 智 を 齎 ら す こ と に 巧 み で 力 が あ り ， 一 切

の 声 聞 ・ 独 覚 の 問 難 に 対 し て ［ 回 答 す る こ と に ］ 限 界 が な い ． 衆 生 た ち を

正 性 離 生 に 入 ら せ る こ と に 巧 み で あ る ． 布 施 な ど の ど ん な 行 い で も 為 す ．

〈 後 略 〉  

 

こ れ に 対 し て の 旧 訳 は 次 の よ う に あ る ．  

 

《 鳩 摩 羅 什 訳 》［ T 0 2 8 6 . 1 0 . 5 1 9 a 2 1 - 2 3］ :  諸 佛 子 ．是 名 菩 薩 摩 訶 薩 ．第 七 遠

行 地 ． 菩 薩 摩 訶 薩 ． 住 是 地 中 ． 多 作 他 化 自 在 天 王 ． 諸 根 猛 利 ． 能 發

衆 生 悟 道 善 縁 ． 所 作 善 業 ． 若 布 施 若 愛 語 ． 〈 後 略 〉  

《 竺 法 護 訳 》［ T 0 2 8 5 . 1 0 . 4 8 0 c 2 3 - 2 9］ :  如 是 佛 子 ．菩 薩 住 斯 玄 妙 難 逮 開 士 道

業 ． 其 功 徳 本 無 能 逮 者 ． 徳 轉 巍 巍 ． 皆 化 一 切 聲 聞 縁 覺 ． 令 懷 羞 恥 ．

除 衆 塵 勞 ． 使 性 清 浄 ． 是 爲 佛 子 菩 薩 大 士 玄 妙 難 逮 第 七 道 住 ． 菩 薩 大

士 ． 若 成 七 住 ． 益 得 自 在 ． 若 爲 天 王 ． 以 隨 時 慧 ． 諸 所 興 立 ． 行 精 進

業 ． 若 行 布 施 ． 愛 敬 仁 慈 ． 〈 後 略 〉  

                                                                    

360 管 見 の 限 り ， サ ン ス ク リ ッ ト 本 の 『 十 地 経 』 に は こ の 語 が 3 回 の み 見 ら れ る ．

そ の う ち ，最 後 の 嘱 累 品 の 記 述 は 第 七 地 の 要 約 で あ り ，残 り は こ こ に 述 べ る 初 地

と 第 七 地 の と こ ろ で あ る ．  

361 《 尸 羅 達 摩 訳 》［ T 0 2 8 7 . 1 0 . 5 5 8 a 1 2 - 1 6］ :  仏 子 是 名 略 説 菩 薩 第 七 遠 行 地 也 ．菩 薩

安 住 於 此 地 時 ．受 生 多 作 他 化 自 在 天 王 ．善 授 一 切 聲 聞 獨 覺 現 觀 方 便 ．能 令 有 情 入

離 生 正 性 ． 諸 所 作 業 或 以 布 施 或 以 愛 語 ． 〈 後 略 〉  
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《 佛 馱 跋 陀 羅 訳 》［ T 0 2 7 8 . 0 9 . 5 6 2 c 1 5 - 2 0］ :  諸 佛 子 ．是 名 略 説 菩 薩 摩 訶 薩 遠

行 地 ． 菩 薩 住 是 地 ． 多 作 他 化 自 在 天 王 ． 諸 根 猛 利 ． 能 發 衆 生 悟 道 因

縁 ． 所 作 善 業 ． 布 施 愛 語 ． 利 益 同 事 ． 〈 …〉 362  

 

このように，D B S における入正性離生の二箇所とも，同経の旧訳には

確認できなかった．実は，既に先行研究では，大乗経典の中，「入正性

離生」という概念が積極的に受け入れる場合もあり（菩薩の入正性離生），

批判的に用いられる場合もある（声聞の入正性離生），ということが指

摘されている 363．その状況の中，『十地経』にはそのような議論は行わ

れない．この点によっても，それらの箇所における入正性離生の語は後

代に挿入されたものであると想定される．  

 

では，その語の挿入は誰の手によってなされたのか．前述したように，

入 正 性 離 生 と い う こ と は ， 修 行 者 に と っ て 重 要 な 位 で あ る と 知 ら れ る ．

D B S におけるその挿入した二箇所が誰によるかを判断するために，十地

を修行階位とした諸々の伝統のうち，十地のどれを重要な階位とするか

は，その手がかりであると考える．この場合，時代的にも 364，入正性離

生の語を重要視しているという点においても，瑜伽行派がそれを挿入し

た可能性が考えられるであろう．以下はそれについて検討する．  

 

 

3 . 3 . 2  初 地 及 び 第 七 地 に 対 す る 瑜 伽 行 派 の 理 解  

 

まず，前述 3 . 3 . 1 の中，入正性離生は初地の記述にあるため， D B S に

お け る 初 地 が ど の よ う な 役 割 を 果 た し て い る か を も 検 討 す べ き で あ る ． 

                                                                    
362 C f .『 十 地 経 論 』T 1 5 2 2 . 2 6 . 0 1 7 8 b 2 2 - 2 4 :  若 菩 薩 住 此 地 中 多 作 他 化 自 在 天 王 所 作 自

在 善 令 衆 生 發 生 正 智 ． 亦 令 衆 生 渡 煩 惱 海 ． （ 国 訳 釈 経 論 部 6： 2 1 1）  

363 松 下 俊 英 ［ 2 0 1 4］ に お い て ， 大 乗 経 典 に は 否 定 的 用 例 と 積 極 的 用 例 が 見 ら れ る

こ と が 指 摘 さ れ て い る ． （ 同 論 文 p p . 5 5 - 6 1 を 参 照 ）  

364 本 稿 の 3 . 4 . 1 に も 論 じ る よ う に ， 本 稿 で は ， 大 乗 二 学 派 の う ち ， 大 乗 の 修 行 道

論 を 確 立 し た の は 瑜 伽 行 派 で あ る と 考 え る ．  
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D B S は十地の内容自体を以って経典の内容としている．その内容は唐突

に初地から始まる．人はどのようにしてその初地に入るかなどは，おそ

らく初地の記述の冒頭における発心に関わる部分のみである．その発心

の主体は衆生か菩薩かという点については既に議論されている．特に近

年では，金京南［ 2 0 0 8］が，従来の平野修［ 1 9 7 0］と丘山新［ 1 9 8 8］と

の理解を経典自体の記述を以て再考した上で，その発心の主体が菩薩で

あると結論づけている．菩薩の発心は初地に入る条件であり，発心の主

体は過去世以来の福徳・智恵などを具えている菩薩を示すのである．  

ここに，D B S にとって初地はどのような役割を果たしているかが推測

される．それはすなわち，十地菩薩の最初の段階であるという点と，初

地に入る菩薩は「凡夫地を超える」という点から，初地以上の菩薩は聖

者の菩薩として理解される．この二点が瑜伽行派にとって重要な根拠で

あると考えられる．なぜなら，本稿の 3 . 2 に述べたように，瑜伽行派に

と っ て は ， 十 地 の う ち ， 聖 者 と な っ た 初 地 が 重 要 な 階 位 だ か ら で あ る ． 

 

では，第七地に関して，D B S 自身において十地のうちにどのような重

要性があるかを一考する．この点に関しては既に学界上で論じられたも

のである．そのうち，特筆すべきものに丘山新［ 1 9 7 6］が挙げられる 365．

そこでは「伝統的解釈 366」と「近代的解釈」という二点で包括的に論じ

られている． D B S 自体の思想からの視点として，『十地経』においては

第七地が結節点であり，十地の中で一番重要な階位であると結論づけら

れていた．つまり， D B S において，第七遠行地は一番重要な階位である

と理解されていることが知られるのである．  

さて，瑜伽行派において第七地がどのように理解されているかを検討

する．そのアプローチとして，第七地に相当するものを検討するために

                                                                    
365 丘 山 新 ［ 1 9 7 6］ 「 『 十 地 経 』 の 思 想 的 研 究 I： 十 地 の 結 節 点 」 『 印 仏 研 』 ． ま

た ， こ の 課 題 に 関 す る 先 行 研 究 も 同 論 文 に 言 及 さ れ て い る ．  

366 と こ ろ で ， こ の 丘 山 論 文 に お い て 言 及 さ れ る 「 伝 統 解 釈 」 で は ， 『 摂 大 乗 論 』

の 第 六 地 が 重 要 な 階 位 と い う 点 に 関 し て 疑 問 が あ る ． 氏 の 地 に つ い て の 理 解 は ，

第 六 地 で は な く 第 六 波 羅 蜜 多 で あ り ，本 稿 第 2 章 で 論 じ た も の で も あ る ．つ ま り ，

『 摂 大 乗 論 』に お い て は 第 六 地 が 転 換 階 位 と し て の 根 拠 は な い と い う こ と で あ る ． 
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367，これまで検討していた同学派の B B h「地品」や M S A また M A V の階

位説と D B S の十地との対照表を示して論じる 368．  

 

D B S  B B h . B hūm i - p a ṭ a l a  M A V−V / M S A - X I X  

 1 種 姓 地 g o t r a - b h ūm i  1  種 姓 g o t r a  

2  信 解 a d h i m u k t i   

3  発 心 c i t t o p ā d a   

4  行 p r a t i p a t t i  

 2 勝 解 行 地 a d h i m u k t i c a r y ā -  

1 歓 喜 p r a m u d i t ā  3 浄 勝 意 楽 地 ś u d d h ā d h y ā ś a y a -  5 入 離 生・決 定  n y ām ā v a k r ā n t i  

2 離 垢 v i m a l ā   

 

4 行 正 行 地 c a r y ā p r a t i p a t t i -  

 

 

6  成 熟 有 情 s a t t v a p a r i p ā k a  

 

3 発 光 p r a b h ā k a r ī  

4 焔 慧 a r c i ṣm a t ī  

5 難 勝 s u d u r j a y ā  

6 現 前 a b h i m u k h ī  

7 遠 行 d ū r aṃ g a m ā  

8 不 動 a c a l ā  5 決 定 地 n i y a t ā -  7  国 土 清 浄 k ṣ e t r a p a r i ś u d d h i   

                                                                    
367 こ れ は 初 地 の 場 合 と 同 様 な ア プ ロ ー チ で あ る ． 初 地 を 解 釈 す る 箇 所 に よ っ て 同

学 派 の 初 地 の 観 点 を 捉 え る の で は な く ，そ の 初 地 に 相 当 す る も の か ら 検 討 し て い

た ．  

368 こ こ に 示 し て い る B B h「 地 品 」 と 十 地 と の 対 応 は ， 前 に 3 . 1 に 述 べ た も の で あ

る ． M A V −V と M S A - X I X の 階 位 説 に 関 し て は 1 . 1 . 3 に 論 じ た が ，そ れ ら と 十 地 と

の 対 応 は 述 べ て い な い ．こ の 対 応 の 根 拠 は ，M S A - X I X . 6 1 − 6 2 の 世 親 釈 に 詳 説 さ れ

る ． 参 照 の た め ， 以 下 は そ の 関 連 す る 記 述 を 掲 載 す る ．  

[ L é v i  p p . 1 7 1 - 1 7 2 ;  N a g a o  n o t e  I V : 5 8  ] :  t a t r a  s a t t v ā n āṃ  p a r i p ā c a n aṃ  b h ūm i p r a v i ṣ ṭ a s y a  

y ā v a t  s a p t a m y āṃ  b h ūm a u  v e d i t a v y aṃ  /  k ṣ e t r a p a r i ś o d h a n a m  a p r a t i ṣ ṭ h i t a n i r v ā ṇ aṃ  

c ā v i n i v a r t a n ī y ā y āṃ  b h ūm a u  t r i v i d h ā y āṃ  /  ś r e ṣ ṭ h ā  b o d h i r  b u d d h a b h ūm a u  / t a t r a i v a  

c ā b h i s aṃ b o d h i m a h ā p a r i n i r v ā ṇ a s a n d a r ś a n ā  v e d i t a v y ā  /  そ の 中 ， 衆 生 を 成 熟 せ し め

る こ と は ， 〔 菩 薩 の 初 〕 地 に 入 っ た 者 に 関 し て い う の で あ り ， 乃 至 第 七 地 に 至

る ま で に お い て あ る と 知 る べ き で あ る ． 国 土 を 清 浄 に す る こ と と 無 住 処 涅 槃 と

は ， 〔 第 八 地 以 上 の 〕 不 退 転 な る 三 地 に お い て で あ る ． 勝 れ た 菩 提 は 仏 地 に お

い て で あ る ． ま た ， 悟 り を 開 い た り 大 涅 槃 に 入 る な ど を 示 現 す る こ と も 同 様 に

そ の 〔 仏 地 の 〕 中 に 属 す る と 知 る べ き で あ る ．（ こ こ の M S A の 第 8 の 項 目 以 降

は M A V −V と 多 少 異 な る が ， 十 地 と の 配 当 や 内 容 的 に は 異 な ら な い ） ．  
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9 善 慧 s ā d h u m a t ī  6 決 定 行 地 n i y a t a c a r y ā -  8  得 授 記 v y ā k a r a ṇ a l ā b h a  

1 0 法 雲 d h a r m a m e g h ā  7 到 究 竟 地 n i ṣ ṭ h ā g a m a n a -  

 9  仏 地 b u d d h a b h ūm i  

1 0  菩 提 示 現 b o d h i s aṃ d a r ś a n a  

 

 

こ の よ う に 第 七 地 に 関 わ る も の に は B B h - I I . 4 「 地 品 」 の 「 4  

c a r y āp r a t i p a t t i - b hūm i」（ 行 正 行 地）と M A V−V / M S A - X I X の「 6  s a t t v a p a r i p āk a」

（ 衆 生 を 成 熟 さ せ る こ と）がある．これは，第七地のみに対応するものが

なく，初地に入った菩薩の位について第二地から第七地までを「衆生を

成 熟 さ せ る こ と 」 と し て ま と め て い る の で あ る ． こ の よ う な 分 け 方 は ，

B B h - I I . 4「地品」以来の瑜伽行派の共通した解釈である．  

第七地はその「衆生を成熟させること」の最後のステージにあるため，

瑜伽行派における第七地に対する観点は「衆生を成熟させること」の最

後段階，すなわち菩薩としての利他能力を十分に備えていることである

と考えてもよいだろう．  

 

 

3 . 3 . 3 瑜 伽 行 派 と D B S と の 関 係 ： ま と め に 代 え て  

 

さて，前述 3 . 3 . 1 において，初地と第七地における入正性離生の語が

誰によって挿入されたかということに関して，直前の 3 . 3 . 2 の検討の中，

注意したい点がある．それは， D B S 自体における階位説と，瑜伽行派に

お け る そ の 階 位 説 に つ い て の 理 解 と に は ， い か な る 共 通 点 が あ る の か ，

ということである．この点によって両者の関係についても明らかになる

と予想される．またこの際，その両者においていかなる相違点があるの

か，ということも同時に見出され，これによって，十地という大乗仏教

の修行階位についての瑜伽行派の理解を提示することができる．   

 

《 両 者 の 共 通 点 及 び 入 正 性 離 生 を 挿 入 し た 者 》  

D B S と瑜伽行派の理解の共通点として，初地に関しては，D B S には菩

薩の最初の階位として「凡夫位を超えて菩薩位に入る」という記述があ



3 .3 階位の理解から見瑜伽行派と DBS との関係：入正性離生を中心に  

 191  

る．この点は瑜伽行派において非常に重要な根拠である考えられる．同

学派において初地は聖位・見道であり，修行道を説明する文脈では，こ

の階位に入ることは修行の目的を達成することであると述べられる．第

七地に関しては，以前に述べたように， D B S 自体において，第七地には

菩薩が無功用の能力を有しており，「能發衆生悟道善縁」や「能發衆生

悟 道 因 縁 」 と い う 記 述 が あ る ． こ の 点 か ら ， 瑜 伽 行 派 の M A V−V や

M S A - X I X に お い て ， 第 七 地 に 対 応 す る 「 衆 生 を 成 熟 さ せ る こ と 」

（ s a t t v a p a r i p āk a）という語が示されることを以って，両者の間に接点が

見出されるであろう．   

両者のこれらの二つの共通点を以って，現存する D B S の初地と第七地

における入正性離生の語は，瑜伽行派の解釈によって挿入された可能性

があると推測される．すなわち，初地におけるこの語に関しては，先に

述 べ た 同 学 派 に お い て 初 地 を 入 正 性 離 生 と 言 い 換 え る と い う 点 で あ る ．

そして，その初地である入正性離生は同学派において自己の修行にとっ

て 重 要 で あ る だ け で な く ， 「 衆 生 を 成 熟 さ せ る こ と 」 （ s a t t v a p a r i p āk a）

という第七地の内容において，衆生の教化においても，その「入正性離

生」という目的を重要視していると推測される．これによって，初地と

第 七 地 に お け る 入 正 性 離 生 の 語 が 瑜 伽 行 派 に よ っ て 挿 入 さ れ た と 考 え

られるのである．  

 

《 両 者 の 相 違 点 及 び 十 地 に つ い て の 理 解 》  

十地のうちどれが重要な階位であるかという点に関しては，一見すれ

ば， D B S 自体と瑜伽行派とは異なっているように見える．すなわち，前

節 3 . 3 . 2 に述べたように， D B S において，十地のうち第七地で，菩薩が

無功用の能力を有し，その第七地が重要な階位であることは，従来の研

究の共通認識である．一方，瑜伽行派の理解では，十地のうち聖者にな

っ た 菩 薩 の 最 初 の 階 位 （ 初 地 ） が ， 重 要 な 階 位 で あ る ． し か し な が ら ，

この点を以って，瑜伽行派は D B S に相反するということは決して言えな

い．なぜなら，前述する共通点があるからである．なぜこのように異な

っているかということに関して注目したいのは，その視点において誰が

主体となるかということである．  

本稿で検討した入正性離生の限りでは，次のように論じることができ
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る．初地において「入正性離生」の語が用いられているのに対して，第

七 地 に お い て は 「 諸 々 の 衆 生 を 離 生 に 悟 入 さ せ る 」 （ s a t t v ā n  n i y ām a m  

a v a k r ām a y i t uṃ 能 令 有 情 入 離 生 正 性）の語が用いられている．「正性離生」

の語は第七地において「能令」という使役形であり，明らかに初地とは

異なっているのである．入正性離生の語は後代の同経典の担い手によっ

て挿入されたとしても，旧訳諸本においてこのような使役形が存在して

い る こ と は 根 拠 と な ろ う ． す な わ ち ， 『 十 地 経 』 で は ， 菩 薩 の 立 場 で
． ． ． ． ． ．

，

菩薩の自己修行（自利）から利他のために無功用の能力を持つことへと

いう転換を重視する．これに対して，瑜伽行派では，現実の
．．．

修行者の立
．．．．．

場で
．．

，凡夫位から聖位へという転換を重視する．つまり，経典の記述と

瑜伽行派論書の記述とでは，主体となった立場が異なっているからであ

ると考えられる．  
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3.4	瑜伽行派の周辺における階位説 	

 

インド仏教の大乗二大学派は，瑜伽行派と中観派である．歴史上ある

時期において，これらの両派の思想が相反することがあるが，近年の研

究によれば，それらが本来別々に独立したのではないと次々に指摘され

ている 369．また，その後期仏教において両派の区別がされなくなり，瑜

伽 行 中 観 派 と い う 学 派 の 名 称 が あ る こ と か ら も 伺 い 知 る こ と が で き る ．

これらによって，従来はインド大乗仏教徒の間には対立する思想もあっ

たが，そこには共通する教義が前提とされていたと推測され，その共通

するものの一つとして，修行階位があると考えられる．  

インド大乗仏教徒において修行階位がどのように確立され，どのよう

に展開されたかという課題の下で，本稿の第 I I I 章において，これまで，

初期瑜伽行派における階位説の確立と，大乗経典である D B S との関係を

検討してきた．本節は，その課題に関して，初期瑜伽行派以外の文献で

はどのように記述されているかを考察する．次の二節を以って，龍樹著

とされる文献群におけるものと 370，後期中観・瑜伽におけるものとに分

けて検討したい．また，中期中観派については特別には取り上げないが，

それについては 3 . 4 . 3 で触れる．  

 

 

                                                                    
369 そ の う ち ， 例 と し て ， 従 来 ， 龍 樹 は 中 観 派 の 始 祖 で あ る と 理 解 さ れ て い る ． こ

れ に 対 し て ，近 年 の 研 究 で は ，時 代・思 想 史 な ど の 要 素 に 基 づ い て ，初 期 大 乗 ア

ビ ダ ル マ と し て ，瑜 伽 行 派 に と っ て も 先 行 す る と 見 直 す べ き だ と 指 摘 さ れ て い る

（ C f .  長 尾 雅 人［ 1 9 4 7］［ 1 9 9 2］，斎 藤 明［ 2 0 0 6］［ 2 0 1 2］，Y e  S h a o y o n g［ 2 0 1 1］

な ど ） ． ま た ， 瑜 伽 行 派 と 中 観 派 と の 関 係 に 関 し て ， S a i t o  A k i r a［ 1 9 9 2］ で は バ

ー ヴ ィ ヴ ェ ー カ と『 中 辺 分 別 論 』と の 関 係 や ，早 島 慧［ 2 0 1 4］で は 勝 義 の 解 釈 と

い う 点 で ，瑜 伽 行 派 の 解 釈 方 法 は バ ー ヴ ィ ヴ ェ ー カ の 解 釈 に 見 ら れ る と い う こ と

も 指 摘 さ れ て い る ．  

370 近 年 の 研 究 に よ れ ば ，龍 樹（ N ā g ā r j u n a :  C E .  1 5 0 - 2 5 0 頃 ）の 真 作 に 関 し て ，『 根

本 中 頌 論 』（ M ū l a m a d h y a m a k a k ā r i k a :  M K）の み が 首 肯 で き る と さ れ る ．こ の 場 合 ，

そ れ 以 外 で 龍 樹 作 と 伝 承 さ れ て い る 文 献 の 実 際 の 著 者 が 誰 で あ っ た か が 問 題 と

な る ．本 稿 で 触 れ る R a t n ā v a l ī ( RĀ )な ど の 文 献 は ，龍 樹 作 と 伝 え ら れ て い る た め ，

近 年 の 学 界 の 通 例 に 従 い ， 龍 樹 文 献 群 と 呼 ぶ ．  
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3 . 4 . 1  龍 樹 文 献 群 に お け る 階 位 説 の 概 要  

 

部派仏教や瑜伽行派のように，龍樹文献群においても修行階位は不可

欠なものである．まず，『宝行王正論』（ R a t n āv a l ī： R ā）の第五章にお

いて，菩薩の様々な宗教体験が紹介される際，『十地経』の十階位にも

言及されている 371．前 3 . 2 . 2 . 3 でも述べたように，その十地が声聞の八地

と比較されて取り上げられる．その点から初期大乗仏教徒において大乗

的修行階位を確立しようとした様子が見て取れる．同論では十地に言及

する際，極めて簡潔に行われる地の名称の解釈と，その地のもたらす果

報（ v i p āk a）という二つのパターンで，各地が二偈ずつで示される 372．  

次に，大乗的修行道を主題とした『菩提資糧論 373』においても，十地

の全てにわたる説明は見られないが，「不動地 374」の名が用いられるの

で，『十地経』系統の修行階位を前提としていることが確認される 375．
                                                                    
371 R ā  V . k k . 4 0 - 6 0 .  C f .  M i c h e a l  H a h n .  p p . 1 4 6 -；瓜 生 津 隆 真［ 1 9 7 4］『 大 乗 仏 典 』 1 4，

p p . 3 0 7 − 3 1 1．  

372 そ の 地 に 関 わ る 波 羅 蜜 多 説 と い う 点 か ら 旧 訳 『 十 地 経 』 に 沿 っ て い る と い う こ

と は ， 前 に 2 . 1 . 3 . 1 に お い て 論 じ た ．  

373 訳 出 情 報 は 注 1 7 4 を 参 照 ． ま た ， こ の 文 献 に つ い て の 龍 樹 作 に 関 し て ， サ ン ス

ク リ ッ ト 本 や チ ベ ッ ト 訳 も 確 認 で き な い が ， チ ャ ン ド ラ キ ー ル テ ィ の 『 四 百 論 』

の 註 釈 に お い て 引 用 さ れ る な ど の 情 報 か ら ，当 時 イ ン ド で 伝 え ら れ て い た 根 拠 と

な る （ C f .  瓜 生 津 隆 真 ［ 1 9 8 5： 4 4 − 5 0］ ） ． と こ ろ で ， こ の テ キ ス ト は 自 在 比 丘

釈 と 龍 樹 本 偈 が 混 在 す る た め ，従 来 ，龍 樹 の 本 偈 の み を 数 え て 区 別 す る が ，研 究

者 の 間 で 数 え 方 に 多 少 の 差 異 が あ る ． こ れ ら を 整 理 し た 研 究 に 岡 田 行 弘 ［ 2 0 0 1］

が あ る ．  

374 C f .  T 1 6 6 0 . 3 2 . 5 3 0 a 6 − 7 :  令 無 量 衆 生 	 發 心 爲 菩 提  福 藏 更 増 勝 	 當 得 不 動 地 ； 国

訳 論 集 部 ５ p . 8 9； L i n d t n e r［ 1 9 8 2］ k . 4 2  p . 2 3 3．  

375 そ の 他 ，「 諸 仏 現 前 に 住 す る 」と い う 語 が 二 箇 所 あ り ，L i n d t n e r［ 1 9 8 2］k . 3 1 , k . 3 2  

p . 2 3 2 に お い て 第 六 現 前 地 と し て 理 解 さ れ て い る が ， 自 在 比 丘 の 註 釈 に は そ れ を

第 六 現 前 地 と 解 釈 す る 様 子 が な い ． 以 下 は そ の 二 偈 で あ る ．  

T 1 6 6 0 . 3 2 . 5 2 8 c 1 3 − 1 4 :  菩 薩 乃 至 得 	 諸 仏 現 前 住 	 牢 固 三 摩 提 	 不 應 起 放 逸 （ 国 訳

論 集 部 ５ p . 8 1）； T 1 6 6 0 . 3 2 . 5 2 9 a 0 1 − 2 :  諸 仏 現 前 住 	 牢 固 三 摩 提 	 此 爲 菩 薩 父 	 大

悲 忍 爲 母 （ 国 訳 論 集 部 ５ p . 8 2） ．  

ま た ，戒 波 羅 蜜 多 を 解 釈 す る 箇 所 に お い て 第 二 離 垢 地 の 名 も 現 れ て い る が ，そ の

箇 所 の 偈 頌 は ，大 野 法 道 ［ 1 9 3 2］や L i n d t n e r［ 1 9 8 2］な ど の 記 録 に よ れ ば 龍 樹 の
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さらに，自在比丘の註釈では，第四偈の仏菩薩の供養を註釈する際，七

種菩薩があるとも紹介されている．特に十地がその七種菩薩に配当され

るという解釈は興味深い点である．その配当関係は次のようにまとめら

れる 376．  

 

１  初 發 心  未 得 地  

２  正 修 行  乃 至 第 七 地  

３  得 無 生 忍  住 第 八 地  

４  灌 頂  住 第 十 地  

５  一 生 所 繋  入 兜 率 陀  

６  最 後 生  兜 率 陀 處 住  

７  詣 覺 場  欲 受 用 一 切 智 智  

 

この自在比丘釈における七種菩薩のうち， 1〜 4 は般若経の四種住（ ①

初 発 心 住 ②久 習 住 ③不 退 転 住 ④灌 頂 住 ） と 何 ら か の 類 似 が 想 起 さ れ る （ c f .

註 2 5 8）．またその七種菩薩と諸地との区分，特に「乃至第七地」の区

分は，瑜伽行派の区分と一致するとは言えない 377．しかし，七種菩薩が

あることとそれらが諸地に配当されるという点と，当時における大乗の

修行階位の理解，すなわち経典に説かれたものを理解するためには整理
                                                                                                                                                                                                         
本 偈 で は な い ．  

376 T 1 6 6 0 . 3 2 . 0 5 1 8 a 1 7 − 2 4：菩 薩 有 七 種 ．一 初 發 心 ，二 正 修 行 ，三 得 無 生 忍 ，四 灌 頂 ，

五 一 生 所 繋 ，六 最 後 生 ，七 詣 覺 場 ．此 等 菩 薩 於 諸 仏 後 次 應 供 養 ，以 身 口 意 及 外 物

等 而 供 養 之 ．初 發 心 者 未 得 地 ．正 修 行 者 乃 至 七 地 ．得 無 生 忍 者 住 第 八 地 ．灌 頂 者

住 第 十 地 ．一 生 所 繋 者 方 入 兜 率 陀 ．最 後 生 者 兜 率 陀 處 住 ．詣 覺 場 者 欲 受 用 一 切 智

智 ． （ C f .国 訳 論 集 部 ５ p . 4 6） ．  

377 前 注 1 7 4 に 述 べ た ， 自 在 比 丘 釈 で の ， 本 偈 の 六 波 羅 蜜 多 に 対 し て 十 波 羅 蜜 多 を

以 っ て 註 釈 す る こ と と ，こ こ の 諸 地 と 七 種 菩 薩 と の 区 分 と い う 二 点 は ，大 野 法 道

［ 1 9 3 2 : 4 1 − 4 2］に 述 べ ら れ る「 自 在 比 丘 釈 の 特 色 」に も 指 摘 さ れ る ．同 氏 の 研 究

に お い て ，こ れ ら を 含 む い く つ か の 要 素 を 以 っ て ，自 在 比 丘 が 瑜 伽 行 派 の 無 着 ・

世 親 の 後 行 で あ る と 指 摘 さ れ て い る ．し か し ，こ れ に よ っ て ，自 在 比 丘 釈 は 瑜 伽

行 派 の 修 道 論 と 同 一 の 系 統 と し て 理 解 す べ き で な い ．そ の 一 つ の 理 由 は ，こ の 七

種 菩 薩 と 諸 地 と の 区 分 に お い て ，菩 薩 の 地 前 と 地 上 と の 区 別 は あ る が ，初 地 の 重

要 性 を 示 す 根 拠 が 見 え な い か ら で あ る ．  
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すべきという点には，何らかの共通性が推測される．  

龍樹文献群のうち，従来，十地を解釈していると考えられるのは『十

住毘婆沙論』であるが，周知のように，同論は『十地経』の十地の第二

地までのみである．これに関しての理解が分かれており，定説が確立さ

れるまでには至っていない 378．また，『大智度論』の階位説については，

大品般若の註釈書とされるように，大品般若の階位説に沿って規定され

ており（ c f . 3 . 0），さらに部派仏教の階位説を以って説明されている（ c f .

註 3 4 2）．   

要するに，階位説は瑜伽行派のみならず，龍樹文献群においても不可

欠な位置を占めているのである．そのうち，十地の全体を示すのは， R ā

であると言える．しかし，龍樹真作とされる『根本中頌』にはもちろん，

提婆（ Ā r y a d e v a :  c a . 1 7 0 - 2 7 0 379）の『四百論』( B o d h i s a t t v a y o g ā c ā r a - c a t u ḥ ś a t a k a )

に お い て も ， 管 見 の 限 り ， 階 位 説 へ の 言 及 が 見 ら れ な い ． こ の 点 か ら ，

上述のそれらの文献は，初期瑜伽行派の頃に成立したと想定することも

無理ではないだろう．  

 

 

3 . 4 . 2  イ ン ド 後 期 の 中 観 ・ 瑜 伽 に お け る 階 位 説  

 

では，インド後期仏教において階位説がどのように維持されているか

を本項で考察したい．後期の修行階位説に関しては，まず，その修道論

をも検討すべきである．芳村修基［ 1 9 6 0］「瑜伽修習の系譜」の題目で，

瑜伽行派の修道論の流れは，『解深密経』以来，計七論があると指摘さ

れている 380．それらのうち，特に陳那（ D i g n ā g a： c a . 4 8 0− 5 4 0）の『入瑜伽

                                                                    
378 こ の 書 物 に つ い て の 研 究 は 数 多 く あ る が ， 基 本 的 な 情 報 は 瓜 生 津 隆 真 ［ 1 9 9 4］

を 参 照 さ れ た い ．  

379 生 没 年 代 は 『 梵 語 仏 典 』 に よ る が ， そ の 詳 細 の 議 論 は K a r e n  L a n g  [ 1 9 8 6 ]を 参 照

さ れ た い ．  

380 そ れ ら は 次 の 様 な 文 献 名 で あ る ． ［ １ ］ 『 解 深 密 経 』 「 分 別 瑜 伽 品 」 ， ［ ２ ］

『 分 別 瑜 伽 論 』（ r n a l - ḥ b y o r  r n a m - p a r  d b y e - b a），［ ３ ］『 顕 揚 聖 教 論 』，「 成 瑜

伽 品 」 第 九 ， ［ ４ ］ 陳 那 『 入 瑜 伽 』 y o g ā v a t ā r a， ［ ５ ］ 智 月 『 瑜 伽 行 修 習 義 総 摂

説 示 』 y o g a c a r y ā - b h ā v a n ā - t ā t p a r y ā r t h a - n i r d e ś a ， ［ ６ ］ 智 蔵 『 瑜 伽 修 習 道 』
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論』（ Y o g ā v a t ā r a）以降，ほとんどは小論書の形で作られる．なかには，

内容的に初期瑜伽行派の要素も見られるが 381，当然，それぞれの時代に

展開している当時の思想を反映した要素も現れている 382．この系譜から，

修 行 道 と い う 点 で は 初 期 か ら 後 期 ま で 伝 承 が 続 い て い る と 見 て 取 れ る ．

しかし，これらの「瑜伽修習」の諸論書では，修行の結果として体得の

階位が殆ど言及されていない．これは，修習の方法
．．

を要約することのみ

を目的とするからであろう．さて，後期瑜伽・中観派の文献における階

位説は次に確認する．  

 

《 シ ャ ー ン テ ィ デ ー ヴ ァ の 文 献 に お け る 階 位 説 》  

ま ず は ， シ ャ ー ン テ ィ デ ー ヴ ァ Śān t i d e v a（ c a . 6 8 5− 7 6 3） の 作 品 中 ，

Ś i k ṣ ā s a m u c c a y a（ 『 学 集 論 』）と B o d h i c a r y āv a t ā r a（ B C A， 『 入 菩 提 行 論 』 ）

において階位説が確認できる．そのうち， Ś i k ṣ ā s a m u c c a y a では経典を多

数引用する中，『十地経』の名もしばしば見られるため，その階位説（十

地）が当然言及されている．しかし，従来の指摘のように，シャーンテ

ィデーヴァの思想としては， B C A を検討すべきである 383．実に B C A に

おいて，次の二箇所は注目に値する 384．  
                                                                                                                                                                                                         

y o g a b h ā v a n ām ā r g a， ［ ７ ］ カ マ ラ シ ー ラ 『 入 瑜 伽 修 習 』 B h ā v a n ā y o g ā v a t ā r a．  

381 例 え ば ， 陳 那 の Y o g ā v a t ā r a は 従 来 の 研 究 に よ っ て M S A 所 説 の 要 素 が 数 多 く 見

ら れ る と 指 摘 さ れ て い る ． （ C f .吉 田 魚 彦 ［ 1 9 6 7］ ； 『 梵 語 仏 典 』 p p . 3 7 5 − 3 7 6） ． 

382 例 え ば ， J ñ ā n a g a r b h a（ c a . 7 0 0 − 7 6 0） の Y o g a - b h ā v a n ā - m ā g r a（ 『 瑜 伽 修 習 道 』 ）

に お い て 密 教 系 の 思 想 を ほ ぼ 主 導 と し て い る と 指 摘 さ れ て い る （ C f .長 沢 実 導

［ 1 9 7 8］ ； 生 井 智 紹 ［ 1 9 8 9］ ； 『 梵 語 仏 典 』 p p . 2 7 2 − 2 7 3） ． ま た ， こ の 論 書 に は

中 観 派 の J ñ ā n a g a r b h a の 真 作 か ど う か の 異 論 が あ る が ， 八 世 紀 の 思 想 か ら し て

J ñ ā n a g a r b h a 作 と し て も 可 能 性 が 高 い と い う（ C f .赤 羽 律［ 2 0 1 2：1 1 5］）．K a m a l a ś ī l a

の Y o g a b h ā v a n ā v a t ā r a に も 同 様 な 指 摘 が あ る （ C f .生 井 智 紹 ［ 1 9 6 7 : 3 0 − 3 3］ ） ．  

383 Ś i k ṣ ā s a m u c c a y a は 経 典 を 多 数 引 用 し て い る た め ， 従 来 は B o d h i c a r y ā v a t ā r a に こ

そ ， Ś ā n t i d e v a の 思 想 が 現 れ る と 理 解 さ れ て い る （ C f .『 梵 語 仏 典 』 p . 2 5 5） ．   

384 B o d h i c a r y ā v a t ā r a に つ い て ，特 に 九 章 本 と 十 章 本 ，あ る い は 初 期 本（ 敦 煌 出 土 本 ）

と 現 行 本 と の 二 本 が 存 在 し て い る た め ，ど れ が シ ャ ー ン テ ィ デ ー ヴ ァ の 真 作 か の

問 題 は あ る ．し か し ，本 稿 で 取 り 上 げ る 第 四 章 は 現 行 本 と 初 期 本 と の 偈 数 が 一 致

す る （ C f． 斎 藤 明 ［ 1 9 8 6］ の 表 ） ． 第 十 章 は P a ñ j i k a の 註 釈 が な い た め ， 後 代 に

よ っ て 挿 入 さ れ た と 見 る 時 期 も あ っ た が ，現 在 の 学 界 で は ，九 章 本 と 十 章 本 の み
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e v a m  ā p a t t i b a l a t o  b o d h i c i t t a b a l e n a  c a  /  

d o l ā y a m ā n a ḥ  s aṃ s ā r e  b h ūm i p r ā p t a u  c i r ā y a t e  / /  B C A - I V . 1 1  / /  

d e  l t a r  l t u n g  b a  s t o b s  l d a n  d a n g  /  /  b y a n g  c h u b  s e m s  s t o b s  l d a n  p a  d a g  /  /  

' k h o r  b a r  r e s  k y i s  ' d r e  b y e d  n a  /  / s a  t h o b  p a  l a  y u n  r i n g  t h o g s  /  / 385  

そ の よ う に ，罪 過 の 力 ，菩 提 心 の 力 に よ っ て ，〔 菩 薩 は 〕輪 廻 界 で（ 前 後

に ） 動 揺 し な が ら ， 地 に 達 す る の が 手 間 ど る ． 386  

 

j ā t i s m a r a t v aṃ  p r a v r a j y ām  a h aṃ  c a  p r ā p n u y āṃ  s a d ā  /  

y ā v a t p r a m u d i t ā b h ūm iṃ  m a ñ j u g h o ṣ a p a r i g r a h ā t  / /  B C A - X . 5 1  / /  

b d a g  k y a n g  ' j a m  d b y a n g s  b k a '  d r i n  g y i s  /  /  s a  r a b  d g a '  b a  t h o b  p a r  d u  /  /   

r t a g  t u  t s h e  r a b s  d r a n  p a  d a n g  / / r a b  t u  b y u n g  b a  t h o b  p a r  s h o g /  / 387  

前 生 の 憶 念 と 出 家 の 状 態 と を ，私 は つ ね に 得 た い ．歓 喜 地 す ら も ，文 殊 の

加 被 に よ っ て 〔 得 た い 〕 ． 388  

 

このうち， I V . 1 1 は b hūm i という言葉のみに言及するが， X . 5 1 ははっ

きり歓喜地の名を用いている．この X . 5 1 の内容によって，初歓喜地は

到達するべき階位であり，シャーンティデーヴァにとって，その初歓喜

地は理想的な階位であると理解されよう．  

 

《 カ マ ラ シ ー ラ の 文 献 に お け る 階 位 説 》  

次 に ， カ マ ラ シ ー ラ K a m a l a ś ī l a （ c a . 7 4 0−7 9 5 ） の 『 修 習 次 第 』

（ B h āv a n āk r a m a :  B K 389）に説かれるものを検討する．三篇からなる同論

                                                                                                                                                                                                         
が 区 別 さ れ る べ き で あ る と 理 解 さ れ て い る ．  

385 [ D 3 8 7 1 . 8 b 1 - 2 ]．  

386 金 倉 円 照 ［ 1 9 5 8］ 和 訳 を 参 照 ．   

387 [ D 3 8 7 1 . 3 9 b 7 - 4 0 a 1 ]  ． ま た ， 漢 訳 で は T 1 6 6 2 . 3 2 . 0 5 6 1 c 2 9 に 確 認 で き る ．  

388 金 倉 円 照 ［ 1 9 5 8］ 和 訳 を 参 照 ．   

389 後 期 イ ン ド 仏 教 の 修 道 論 の 代 表 の 一 つ で あ り ， チ ベ ッ ト 仏 教 に 大 き く 影 響 を 与

え た 書 物 で あ る と 考 え ら れ る ． そ れ に つ い て の 先 行 研 究 は 数 多 く 確 認 さ れ る が ，

代 表 と し て ，芳 村 修 基［ 1 9 7 4］，田 村 智 淳［ 1 9 8 2］（ 総 括 的 ），一 郷 正 道［ 2 0 1 1］
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の内容は修道論の様々な課題を集めたものである 390．そのうち，修行階

位に関しては，信解行地における四善根を経て，見道・初地へ入り，一

切法無自性を直観し，その後，修道へ進んで修習するということである．

つまり，修行する内容に多少の相違があるにもかかわらず 391，修行階位

としては，初期瑜伽行派の系統と異ならない 392．  

 

《 ラ ト ナ ー カ ラ シ ャ ー ン テ ィ の 文 献 に お け る 階 位 説 》  

ラトナーカラシャーンティ R a t n āk a r a ś ān t i（ c a . 1 0 世 紀 末 〜 1 1 世 紀 初 頭 ，

ア テ ィ ー シ ャ A t i ś a  9 8 2− 1 0 5 4 の 師 ） の 著 作 中 ， 『 中 観 荘 厳 教 示 』

（ M a d h y a m a k ā l aṃ k ā r o p a d e ś a）と『般若波羅蜜多論』（ P r a j ñ ā p ā r a m i t o p a d e ś a :  

P P U） に お い て ， 四 種 瑜 伽 地 が 説 か れ て い る こ と が 知 ら れ る ． こ れ を 初

めて学界に紹介したのは早島理［ 1 9 7 7］であろう 393．それらの四種瑜伽

地は次の様である．  

 

( 1 )  Y ā v a d b h ā v i k ā l a m b a n a - y o g a b h ūm i（ 尽 所 有 性 を 所 縁 と す る 第 一 瑜 伽 地 ） 

( 2 )  Y a t h ā v a d b h ā v i k a c i t t a m ā t r ā l a m b a n a - y o g a b h ūm i（ 如 所 有 の 唯 心 性 を 所 縁 と

す る 第 二 瑜 伽 地）  

                                                                                                                                                                                                         
（ 現 代 語 訳 注 ） な ど が 挙 げ ら れ る ．  

390 同 文 献 に お け る 修 道 論 に つ い て ， 森 山 清 徹 ［ 1 9 8 5］ や 一 郷 正 道 ［ 2 0 0 2］ な ど を

参 照 ．   

391 森 山 清 徹 ［ 1 9 8 5］ な ど に よ れ ば ， カ マ ラ シ ー ラ の 修 道 論 は 次 の 様 な 項 目 で 体 系

化 さ れ る ．（ 1）人 無 我（ 2）法 無 我（ 3）唯 心（ 4）所 取 能 取 の 形 象 を 離 れ た 無 二

知（ a d v a y a j ñ ā n a）（ 5）一 切 法 無 自 性 の 直 観（ 6）無 功 用 に よ る 無 二 知 の 無 我 の 直

観 で あ る ．  

392  修 行 階 位 の 系 統 と し て は 初 期 瑜 伽 行 派 の も の と 異 な ら な い で あ る が ， そ の 理 解

に つ い て は ，カ マ ラ シ ー ラ の 修 行 階 位 の 理 解 と 他 の 瑜 伽 行 派 の 理 解 と が 異 な っ て

い る 点 が あ る ． す な わ ち ， 『 楞 伽 経 』 X . 2 5 6 , 2 5 7 , 2 5 8 に つ い て の 解 釈 に 関 し て ，

カ マ ラ シ ー ラ の B K と 後 期 瑜 伽 行 派 と さ れ る ラ ト ナ ー カ ラ シ ャ ー ン テ ィ の P P U と

に お い て 多 少 の 理 解 の 相 違 が あ る 予 想 さ れ る が ， 本 研 究 に は そ れ ま で 触 れ な い ． 

393 同 論 文 に お い て 「 ラ ト ナ ー カ ラ シ ャ ー ン テ ィ の 菩 薩 道 」 と い う 題 目 で ， ほ ぼ 基

本 的 な こ と が 紹 介 さ れ ，修 行 の 内 容 お よ び 修 行 の 階 位 と 三 性 説 と の 関 連 が 主 眼 と

さ れ て い る ．  
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( 3 )  Y a t h ā v a d b h ā v i k a s a r v a d h a r m a t a t h a t ā l a m b a n a - y o g a b h ūm i（ 如 所 有 の 一 切 法

の 真 如 を 所 縁 と す る 第 三 瑜 伽 地）  

( 4 )  A n ā l a m b a n a - y o g a b h ūm i（ 所 縁 の な い 第 四 瑜 伽 地）  

 

こ れ ら の 四 種 瑜 伽 地 は ラ ト ナ ー カ ラ シ ャ ー ン テ ィ の 修 行 階 位 と し て

理解される．前述のカマラシーラのような従来の階位説に基づいて述べ

るのと異なり，この四種瑜伽地は彼の独自の階位説であると言える．し

かしながら，ラトナーカラシャーンティは従来の D B S の十地説を見逃し

ていたわけではなく，修行における最終目的に言及する際に，十地に言

及しているのである 394．また，無分別界（無分別智）の触証（ a v i k a l p a d h ā t uṃ  

s p ṛ ś a t i） の語を解釈する際，初歓喜地の名称も現れている 395．  

ところで，その無分別界の触証を述べた箇所は第三・第四瑜伽地を解

釈する箇所である．無分別智を触証することは重要で，その第三と第四

瑜伽地が詳細に説明されている．以下にその箇所を挙げて論じたい 396．  

 

第 三 瑜 伽 地 を 実 修 す る （ p r a y u k t a ,  z h u g s  p a） 修 行 者 （ y o g i n） に と っ て ，

法 の 分 別（ d h a r m a v i k a l p a）が 微 細 だ け れ ど も 起 こ る（ s a m u d ā c a r a t i）限 り ，

〔 そ れ は 〕不 完 全 の 第 三〔 瑜 伽 地 〕で あ る ．一 方 ，極 め て 微 細 な 法 性 の 分

別（ d h a r m a t ā v i k a l p a）の み が 起 こ る と き ，〔 そ れ は 〕完 全 な〔 第 三 瑜 伽 地 〕

で あ る と 言 わ れ る べ き で あ る ．  

【 1】 さ ら に ， ま さ に そ の 完 全 な 〔 第 三 瑜 伽 地 〕 に 入 定 し た 者 （ s a m ā h i t a

修 行 者 ） に と っ て ， 以 前 の 修 習 の 力 に よ っ て ， 自 然 に （ a n ā b h o g a t a ḥ） 無

功 用 に （ a n a b h i s aṃ s k ā r a t a ḥ ） ， 一 切 法 の 真 如 の 直 接 経 験 （ p r a t y a k ṣ o  

' n u b h a v a ḥ） ， 〔 す な わ ち 〕 無 迷 乱 で あ り ， 法 と 法 性 の 諸 相 （ n i m i t t a） が

完 全 に 滅 す る （ a s t aṃ g a m a） が 故 に 無 顕 現 で 無 所 縁 で あ り ， 無 分 別 な る 止

と 観 よ り な り ，勝 れ て 明 瞭 に は た ら く（ p a r a m a p a ṭ u p r a c ā r a），出 世 間 で 無
                                                                    
394 C f . P P U . D . 1 4 1 a 3 ;  P . 1 5 9 b 5  ( K a t s u r a [ 1 9 7 6 ]  s y n o p s i s  3 . 4 . 5 )  

395 後 註 4 0 0 を 参 照 ．  

396 本 稿 で 用 い ら れ る P P U の 和 訳 は ，龍 谷 大 学 桂 紹 隆 先 生 の 主 催 す る P P U 研 究 会 の

暫 定 訳 よ る も の で あ る ． ま た テ キ ス ト に 関 し て ， 中 国 蔵 学 研 究 中 心 L o u  H o n g 氏

の ご 厚 意 に よ り ，研 究 会 に 提 供 さ れ た ，未 出 版 の サ ン ス ク リ ッ ト 校 訂 テ キ ス ト を

参 照 さ せ て い た だ い た ． こ こ に 謝 意 を 表 し た い ．  
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漏 な る 正 智 （ s a m y a g j ñ ā n a） が 現 前 す る と き ， そ れ が 第 四 瑜 伽 地 で あ る ．  

【 2】 そ し て ， い ま だ 見 た こ と が な い 勝 義 〔 諦 〕 を 見 る こ と が あ る 限 り ，

そ れ（ 第 三 瑜 伽 地 ）が 見 道 で あ る ．一 方 ，す で に 見 た〔 勝 義 諦 を 繰 り 返 し 〕

見 る 時 ， こ れ （ 第 四 瑜 伽 地 ） が ま さ に 修 道 で あ る ．  

と こ ろ で ，第 三〔 瑜 伽 〕地 に 包 摂 さ れ る 真 如 智（ t a t h a t ā j ñ ā n a）は ，決 し て

無 分 別 で は な い が ， 無 分 別 〔 智 〕 の 生 起 に 資 す る も の

（ n i r v i k a l p o t p a t t y a n u k ū l a）で あ り ，真 実 の 観 察（ b h ū t a p r a t y a v e k ṣ ā 如 実 観 ）

に 過 ぎ な い ．〔 な ぜ な ら 〕そ れ は ま さ に そ の 真 如 を 分 別 す る も の だ か ら で

あ る ． 397  

 

この箇所は，第三瑜伽地の説明の直後で，第四瑜伽地の説明であると

理解される 398．しかし，それを四分にして見れば，初めの分と終わりの

分は第三瑜伽地のことに言及している．そして，筆者が番号を付けた部

分（【 1】と【 2】）は，その第三と第四瑜伽地の関係を説明する部分で

ある．すなわち，この両者はその関連性から分けられないのである．  

ま た 【 2】 の 中 で は ， 「 勝 義 を 見 る 」 こ と に 関 し て 見 道 と 修 道 と を 分

けており，第三瑜伽地は見道，第四瑜伽地は修道として理解される．瑜

伽行派では法性，真如，勝義は同義語であるため 399，下線部のように，

そ の 「 勝 義 〔 諦 〕 を 見 る 」 こ と は ， 他 の 三 箇 所 で の ， 「 法 性 の 分 別 」 ，

「一切法の真如の直接経験」，「真如智」，「真如を分別する」と同様

な内容であると理解される．すなわち，最後の文章での「真如智」は「勝

義諦を見る」こととは違わず，その真如智に対する「無分別ではないが

無分別に資するものである」という解釈から，見道と修道との関係のよ

うに，同様な内容で異なるタイミングであることを示しているのである．

また第四瑜伽地は，第三瑜伽地に得たものを深めて修習すると理解され

る．そのような第四瑜伽地の性格によって，それを説明するには，第三

瑜伽地に言及しなければならないだろう．   

                                                                    
397 L o u h o n g  p p .  7 2 - 7 3．  

398 P P U で は 第 一 か ら 第 三 瑜 伽 地 の 説 明 に お い て 同 様 な パ タ ー ン で 用 い ら れ ， こ の

箇 所 は 第 三 瑜 伽 地 の 後 で あ る ．   

399 C f .同 P P U  （ 空 性 の 同 義 語 の 項 目 )， M A V − I . 1 4 な ど ．  
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この箇所の後は『入無分別陀羅尼』（ A v i k a l p a p r a v e ś a d h ā r a ṇ ī）が引用さ

れており，無分別界（無分別智）の触証は歓喜地の到達として説明され

ている 400．上述の第三と第四瑜伽地の関係から見れば，この無分別界の

触証や歓喜地の到達は，第三瑜伽地の最後，第四瑜伽地の最初の瞬間（見

道）であると考えられる．  

要するに，ラトナーカラシャーンティは独自に四種瑜伽地という階位

の名称を用いているものが，従来の階位説とは矛盾していないと言える

のである．では，なぜ彼は，従来の十地などの名称を用いずに独特な名

称を用いるか．これに関して，この P P U の四種瑜伽地という階位説と，

こ れ ま で 検 討 し て き た 初 期 瑜 伽 行 派 以 来 の 階 位 説 と を 列 挙 し て 以 下 に

論じる．  

 

 

 

                                                                    
400 「 こ の よ う に ， 一 切 の 無 分 別 の 相 を 証 得 し た か の 菩 薩 は ， 無 顕 現 と な っ た 修 習

に よ っ て ，無 分 別 界 に 到 達 し な い 限 り ，（ 所 取 と 能 取 の 二 つ の も の は ）捨 て ら れ

る べ き で あ り ，作 意 す べ き で は な い ．彼 は ま た ，そ れ に よ っ て 無 分 別 界 に 到 達 せ

ん が た め に ，真 如 の 生 処 を 有 す る 真 実 の 三 昧 の 修 習 に よ り 顕 示 さ れ る こ と に よ っ

て 随 順 し ，修 習 に よ っ て 随 順 し ，幾 度 も 行 う こ と に よ っ て 随 順 し ，正 し く 作 意 す

る こ と に よ っ て 随 順 し た な ら ば ，努 力 な く 無 功 用 に 無 分 別 界 に 触 証 す る で あ ろ う

（ a v i k a l p a d h ā t uṃ  s p ṛ ś a t i） ． 順 次 に 完 成 す る 」 ． （ C f . L o u h o n g  p . 7 3 - 7 4 ;  3 . 6 . 2 . 4）  

下 線 部 の 箇 所 に 対 す る P P U の 説 明 に は ，「 触 証 す る と は 歓 喜 地 で あ る 」と し て い る

（ C f . L o u h o n g  p . 7 4 の 最 後 ラ イ ン ） ．  
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この表に示したものから，ラトナーカラシャーンティ独自の修行階位

は 学 派 の 伝 統 の 通 り で あ る と 知 ら れ る ． す な わ ち ， 初 期 瑜 伽 行 派 以 来 ，

修行階位は文献によって異なり，彼らは自ら実践修行の内容を以って修

行階位の名称をつけるのである．この場合，『十地経』の階位説はただ

経証として結びつけるという役割を果たしていると理解される．  

しかしながら，ラトナーカラシャーンティには以前の文献とは異なっ

た点もある．すなわち，従来の指摘のように 401，彼はその四種瑜伽地に

おいて，学派の基盤的な教学である三性説を修行の内容として，それを

以 っ て ， 修 行 階 位 （ b hūm i） の 名 称 を つ け て い る の で あ る ． そ の こ と に

よって，学派の教学と実践修行道とを結びつけているのだが，これはラ

トナーカラシャーンティ独自の発送であると考えられる．  

 

 

3 . 4 . 3  ま と め に 代 え て  

 

以上で，瑜伽行派の周辺として，初期中観派とされる龍樹の文献群と，

そ の 学 派 の 後 期 に 属 す る シ ャ ー ン テ ィ デ ー ヴ ァ ・ カ マ ラ シ ー ラ と 共 に ，

後 期 瑜 伽 行 派 の ラ ト ナ ー カ ラ シ ャ ー ン テ ィ の 文 献 に お け る 修 行 階 位 を

                                                                    
401 C f .註 3 9 3．  

\k  �>e�#ĝ=  �ke�#ĝ=  MAV�V/MSA-XIX PPU #È<k  

 1 ×t>  �  1 ×tk  1  go t ra  

2  adhimukt i   

3  c i t topāda   

4  pra t ipa t t i  

1 }�¢�+�ç��)È<k  

2 s�¢#f��+�ç��)È<

k  

 2 [þø>  �  2 [þøk  

®hk  3 ª®h>  3 ¸[�«k  5  nyāmāvakrānt i  3 Ós+�ç��)È<k  ùĖ  

Ġlk  4 n0�>  �  4 ø°øk   

6  sa t tvapar ipāka  

 

4 �ç#!�È<k  EĖ  

ÍGk  5 n0�>  �  

¾�k  6 úPÒ�n0�>  

ġ[k  7 ĄăÒ�n0�>  

ÇVk  8 çĎ·đ¯�Ò�n0�>  

ėøk  9 ¢XË¿Ò>  

1Zk  10 ¿XË¿Ò>   5 ³yk  7  kṣe t rapar iśuddhi   

8  vyākaraṇa lābha  g�k  11 ¿Õþ>  6 ³yøk  

µĢk  12 ¡0>  � �   7 TØÚk  

 13 s¤>       9  buddhabhūmi 

10  bodhisaṃdarśana  
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検 討 し て き た ． こ れ ら の 知 見 を 以 っ て ， 本 節 の 冒 頭 に も 触 れ た よ う に ，

中期中観派に関して論じないことについて，ここに述べなければならな

い．  

実際，中期中観派の文献においては，チャンドラキールティの『入中

論』以外，修行階位に関して殆ど言及されていない．これは，おそらく，

中 期 中 観 派 の 文 献 で は ， 階 位 説 に 言 及 し て い な い 龍 樹 の 『 根 本 中 頌 論 』

を解釈することを中心にしていたことがその理由の一つであろう．また，

仏教の教義や人間の最終の目的に関して，その理解の相違を巡って議論

することに力を注いでいたという時期であったことも，もう一つの理由

ではないかと考えられる．   
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3.5	小結 	

 

瑜伽行派の階位説に関する諸問題を扱う本章で，これまで検討してい

たものを要約すると次のようである．  

3 . 1 は B B h の階位説についてである．従来， B B h の階位説については

D B S の影響下で「住品」の十三住と「地品」の七地とがあることが知ら

れるが，B B h の全体にとってどれが主流だったのかは本研究以前では注

目されてこなかった．ここで明らかになったのは，七地説が B B h 全体で

主流となっていたことと共に，それらの階位の名称が当時の他文献にも

見られるので，当時は十地説と別途に伝えられていたと推測されるので

ある．  

3 . 2 において，なぜ瑜伽行派は初地を見道・聖位としたかという疑問

点に着目し， B B h の七地説における「浄勝意楽地」と声聞の階位説を比

較する際に言及される「入正性離生」という二点を以って検討した．そ

の 浄 勝 意 楽 と い う 語 は 他 文 献 に 見 ら れ る 意 楽 や 増 上 意 楽 の 語 に 由 来 し

て，その意楽・増上意楽を清浄にすることを浄勝意楽という．これを以

って浄勝意楽地という修行階位の名称となり，それは瑜伽行派で独自に

造語されたものと考えられる．入正性離生は本来，声聞の修行において

見道位を指すのであり，瑜伽行派はそのままの意味で用いていると理解

される．この二点の解明を以って，瑜伽行派では，人間である修行者に

とって，聖者になった階位（菩薩の最初の階位）が重要な位であると理

解されていることが明らかになった．   

3 . 3 において， D B S に見られる初歓喜地と第七遠行地における入正性

離生の語は，旧訳には見られないことを示した．瑜伽行派の階位説の理

解が D B S における階位説の区分を参照したものであるという点を明ら

かにした上で，それらの箇所における入正性離生の語は，瑜伽行派の担

い手によって後の D B S に挿入されていたと指摘できた．  

3 . 4 においては，概ね瑜伽行派の周辺における階位説として，龍樹文

献群におけるものと後期インド仏教におけるものを考察した．龍樹文献

のうち，『大智度論』以外は，ほぼ D B S の十地説が主流となっている．

この際，『菩提資糧論』の自在比丘釈における階位説と七種菩薩との配

当関係は興味深い一節であった．後期中観派においては，シャーンティ
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デーヴァとカマラシーラの著作のみを考察したが，後者については先行

研究の要約に止まる．前者の検討において，初歓喜地を体得することが

修行の理想的な目標とされるという点から，シャーンティデーヴァの階

位説を明らかにした．そして，後期瑜伽行派であるラトナーカラシャー

ンティ独自の階位説に関しては，見道と修道とに対応する第三瑜伽地と

第四瑜伽地とは，無分別界に触証するあるいは初歓喜地に到達すること

と，その後順次に仏果まで修習することとである．すなわち，彼の四種

階位の名称は独自であるが，瑜伽行派伝統の修行階位の理解は異ならな

いのである．またなぜ彼が独自で異なる階位の名称を用いるかという疑

問 に 対 し て は ， こ れ ま で 検 討 し て い た 同 学 派 の 階 位 説 と 比 較 し た う え ，

その独自の階位説も瑜伽行派の伝統通りであることを指摘した．  

 

以上が，第 3 章で明らかになった点である．これまでの学界で，大乗

仏教の修行階位，特に瑜伽行派の修行階位を全面的に考察する研究はな

されていない．この考察をもって，大乗仏教の修行階位のマッピングと

して，ある程度の知見を提供できたように思われる．  
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結論  
 

『中辺分別論』第 V 章「無上乗品」の読解を出発点として，その主題

となっている瑜伽行派の菩薩道思想をきっかけに本研究がなされた．全

三章の検討を経て，以下にこれまで明らかになった点を要約して，本研

究の結論を導き出す．  

 

まず，第 1 章において，従来注目されていなかった M A V - V「無上乗

品」の菩薩道思想を全面的に検討した．行，所縁，修証という三種無上

からなる同文献の大乗についての理解は，大乗的修道論の総体としてな

されていると考えられる．その項目ごとに同学派の他文献における同様

な事項を比較した結果， M A V−V の独自でより発展した様態が見出され

た．さらにまた，そこにおいて，菩薩道の不可欠な要素である波羅蜜多

説は実践という意味で包括的な性格を有し，「行無上」の全体と，「所

縁無上」の一分を占めるという点が見出された．この波羅蜜多の性格は，

学派内で長い間をかけて成長したものであり，後期仏教の波羅蜜多説に

とっても思想史上重要な位置を占めていると考えられる．  

 

第 2 章では，瑜伽行派における十波羅蜜多説に関して， B B h「行品」

における十波羅蜜多の説明が D B S における十波羅蜜多の説明と一致す

る こ と が 見 出 さ れ た ． こ れ に よ っ て ， 瑜 伽 行 派 の 十 波 羅 蜜 多 説 は D B S

に由来するのものであると言える．ただし，瑜伽行派の波羅蜜多説は六

であったり，十であったりする場合が散見され，同学派の波羅蜜多説は，

十波羅蜜多であるとは言えない．十波羅蜜多はあくまで十地を重要視す

るきっかけで受け入れられたと考えられる．しかし，それらのどれが主

流であるとは言えない．つまり，同学派の波羅蜜多説では，菩薩の実践

行，そして最終的には般若波羅蜜多の性格を有することが主眼とされる

と理解される．また，その般若波羅蜜多は無分別智と相俟って，瑜伽行

派 の 修 行 道 論 が こ の 両 者 の 配 合 に よ り 編 成 さ れ た と い う 筋 道 も 見 て 取

れるのである．  
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第 3 章において，瑜伽行派における修行階位の確立と展開という課題

の下に検討した．従来，瑜伽行派を含む大乗仏教の修行階位は，『十地

経』の十地であると理解されている．しかしながら，『菩薩地』には D B S

の階位説が「住品」と「地品」以外見られず，一方で七地説は B B h 全体

に見られ，七地説の方が主なるものであると指摘した．また， D B S の十

地説では第七地が重要な階位であり，一方，瑜伽行派では初地が重要な

ものであるということが以前から知られている．その相違は単に異なっ

た立場からであり，地上の菩薩と人間である修行者という異なる主体が

その原因であると指摘した．そして，この瑜伽行派の階位説は後期仏教

に至るまで支持される．同学派の文献においてそれぞれ異なった階位の

名称が用いられるが，いずれにせよ，経証として十地に配当すれば，聖

者になる見道となる階位は初歓喜地と対応すると言える．この第 3 章の

検討により，大乗仏教の修行階位の総体的マッピングを提供できたと思

われる．   

 

と こ ろ で ， 従 来 ， 阿 毘 達 磨 仏 教 で も ， 大 乗 仏 教 で も ， 諸 学 派 の 教 義 ，

特 に 修 道 論 の 成 立 は 経 典 の 記 述 に 基 づ い て 構 成 さ れ て き た と 理 解 さ れ

ている．瑜伽行派の修道論についても，これまで本研究において確認し

たように，このような方向で学派の修道論が展開されている．いわゆる

経典から論書へ である．しかしながら，この検討の際に，逆の方向もあ

ることを指摘した．それは，瑜伽行派に特有なもので，経典に逆に取り

込まれていた．いわゆる 論書から経典へ という方向である．地と波羅蜜

多との配当関係や，入正性離生などを検討するところでは，その方向を

論証した．これによって，経典がなぜ拡大されるかということに対して，

一つの解釈を提供できたと思われる．   

 

 





文献表	

	 I	

第 一 次 文 献 及 び 略 号  

 
A A Ā  A b h i s a m a y ā l a ṃ k ā r ā l o k ā  P r a j ñ ā p ā r a m i t ā v y ā k h y ā ,  『 現 観

荘厳光明』 .  
e d .  b y  U n r a i  W o g i h a r a ,  A b h i s a m a y ā l a ṃ k ā l ā l o k ā  
P r a j ñ ā p ā r a m i t ā - v y ā k h y ā ,  t h e  w o r k  o f  H a r i b h a d r a ,  
t o g e t h e r  w i t h  t h e  t e x t  c o m m e n t e d  o n ,  東 洋 文 庫 ,  T o k y o ,  
1 9 3 2 - 1 9 3 5 .  
 

A K B h  A b h i d h a r m a k o ś a - b h ā ṣ y a .  
e d .  b y  P .  P r a d h a n ,  A b h i d h a r m a  K o ś a b h ā ṣ y a  o f  
V a s u b a n d h u ,  K .  P .  J a y a s w a l  R e s e a r c h  I n s t i t u t e ,  P a t n a ,  
1 9 6 7．  
 

A s P  A ṣ ṭ a s ā h a s r i k ā  P r a j ñ ā p ā r a m i t ā ,  『八千頌般若経』 .  
e d .  b y  P .  L .  V a i d y a ,  A ṣ ṭ a s ā h a s r i k ā  P r a j ñ ā p ā r a m i t ā  W i t h  
H a r i b h a d r a ' s  C o m m e n t a r y  C a l l e d  Ā l o k ā ,  B u d d h i s t  S a n -
s k r i t  T e x t s  N o .  4 ,  M i t h i l a  I n s t i t u t e  o f  P o s t - G r a d u a t e  
S t u d i e s  a n d  R e s e a r c h  i n  S a n s k r i t  L e a r n i n g ,  D h a r b h a n g a ,  
1 9 6 0 .  
 

A S  A b h i d h a r m a s a m u c c a y a .  
e d .  b y  P .  P r a d h a n ,  A b h i d h a r m a s a m u c c a y a  o f  A s a ṅ g a ,  
V i s v a  B h a r a t i  S e r i e s  1 2 .  S a n t i n i k e t a n ,  1 9 5 0 .  
e d .  b y  H a y a s h i m a ,  O s a m u ,  s e e  H a y a s h i m a ,  
O s a m u [ 2 0 0 3 ]．  
 

A S B h  A b h i d h a r m a s a m u c c a y a - b h ā ṣ y a .  
e d .  b y  N a t h m a l  T a t i a ,  A b h i d h a r m a s a m u c c a y a - B h ā ṣ y a m ,  
T i b e t a n  S a n s k r i t  W o r k s  S e r i e s  v o l .  1 7 ,  K .  P .  J a y a s w a l  
R e s e a r c h  I n s t i t u t e ,  P a t n a ,  1 9 7 6 .   
e d .  b y  H a y a s h i m a ,  O s a m u ,  s e e  H a y a s h i m a ,  O s a m u [ 2 0 0 3 ] .  
 

A S V y  
 

A b h i d h a r m a s a m u c c a y a - v y ā k h y ā .  
e d .  b y  H a y a s h i m a ,  O s a m u ,  s e e  H a y a s h i m a ,  O s a m u [ 2 0 0 3 ] .  
D 4 0 5 4 ,  P 5 5 5 5 .  
 

B B h  
（W o .）  

B o d h i s a t t v a b h ū m i .  
e d .  b y  W o g i h a r a  U n r a i ,  B o d h i s a t t v a b h ū m i ,  A  S t a t e m e n t  
o f  w h o l e  c o u r s e  o f  t h e  B o d h i s a t t v a  ( B e i n g  F i f t e e n t h  
S e c t i o n  o f  Y o g ā c ā r a b h ū m i ) ,  T o k y o ,  1 9 3 0 - 1 9 3 6  ( r e p r i n t .  
山喜房佛書林 ,  T o k y o ,  1 9 7 1 ) .   
 

B B h  
（ D u t t .）  

B o d h i s a t t v a b h ū m i .  
e d .  b y  N a l i n a k s h a  D u t t ,  B o d h i s a t t v a b h ū m i ,  B e i n g  t h e  
X V t h  A s a ṅ g a p ā d a ' s  Y o g ā c ā r a b h ū m i ,  T i b e t a n  S a n s k r i t  
W o r k s  S e r i e s  v o l .  7 ,  K .  P .  J a y a s w a l  R e s e a r c h  I n s t i t u t e ,  
P a t n a ,  1 9 6 6 .  
 

B C A  
 

B o d h i c a r y ā v a t ā r a ,  『入菩提行論』 .  
D 3 8 7 1 .  L A   
B o d h i c a r y ā v a t ā r a  P a ñ j i k ā  
 



文献表	

	 II	

B K  
 

B h ā v a n ā k r a m a ,  『修習次第』 .  
V o l .  I ,  e d .  b y  G .  T u c c i ,  M i n o r  B u d d h i s t  T e x t s ,  p a r t  I I ,  
S e r i e  O r i e n t a l e  R o m a  v o l .  I X ,  I s t i t u t o  I t a l i a n o  p e r  i l  
M e d i o  e d  E s t r e m o  O r i e n t e ,  R o m a ,  1 9 5 8 .  
V o l .  I I ,  e d .  b y  K .  G o s h i m a ,  T h e  T i b e t a n  T e x t s  o f  t h e  
S e c o n d  B h ā v a n ā k r a m a ,  P r i v a t e  e d i t i o n ,  K y o t o ,  1 9 8 3 .  
V o l .  I I I ,  e d .  b y  G .  T u c c i ,  M i n o r  B u d d h i s t  T e x t s ,  p a r t  
I I I ,  T h i r d  B h ā v a n ā k r a m a ,  S e r i e  O r i e n t a l e  R o m a  v o l .  
X L I I I ,  I s t i t u t o  I t a l i a n o  p e r  i l  M e d i o  e d  E s t r e m o  O r i e n t e ,  
R o m a ,  1 9 7 1 .  
 

C Ś  C a t u ḥ ś a t a k a  o r  B o d h i s a t t v a y o g ā c ā r a - c a t u ḥ ś a t a k a ,  『四百
論』 .  
e d .  b y  K .  L a n g ,  Ā r y a d e v a ' s  C a t u ḥ ś a t a k a  :  O n  t h e  B o d h i -
s a t t v a ' s  C u l t i v a t i o n  o f  M e r i t  a n d  K n o w l e d g e ,  I n d i s k e  
S t u d i e r  V I I ,  C o p e n h a g e n ,  1 9 8 6 .  
 

  
D B S  
（ R .）  
 

D a ś a b h ū m ū m i k a - s ū t r a .  
e d .  b y  J .  R a h d e r ,  D a ś a b h ū m i k a s ū t r a  e t  
B o d h i s a t t v a b h ū m i ,  C h a p i t r e s  V i h ā r a  e t  B h ū m i ,  p u b l i é s  
a v e c  u n e  i n t r o d u c t i o n  e t  d e s  n o t e s  p a r  J .  R a h d e r ,  P a u l  
G e u t h n e r ,  P a r i s ,  1 9 2 6 .  
 

D B S  
（ K .）  
 

D a ś a b h ū m ū m i k a - s ū t r a ,  『十地経』 .  
e d .  b y  R y ū k ō  K o n d ō ,  D a ś a b h ū m ī ś v a r o  n ā m a  
M a h ā y ā n a s ū t r a ṃ ,  T h e  M e m o r i a l  P u b l i c a t i o n  o f  T w o  
T h o u s a n d  F i v e  H u n d r e d t h  B i r t h d a y  o f  G a u t a m a  t h e  
B u d d h a ,  大乗仏教研揚会 ,  T o k y o ,   ( r e p r i n t .  R i n s e n  b o o k ,  
K y o t o ,  1 9 8 3 )．  
 

L A S  L a ṅ k ā v a t ā r a - s ū t r a ,  『楞伽経』 .  
e d .  b y  B u n y i u  N a n j o ,  T h e  L a ṅ k ā v a t ā r a - s ū t r a m ,  K y o t o ,  
1 9 2 3 .  
D 1 0 7 ,  P 7 7 5  
 

M A  M a d h y a m a k ā v a t ā r a ,  『入中論』 .  
D 3 8 6 1 ,  P 5 2 6 2 .   
 

M A Ṭ  M a d h y a m a k ā v a t ā r a - ṭ ī k ā .  
D 3 8 7 0 ,  P 5 2 7 1 .  
 

M A V  M a d h y ā n t a v i b h ā g a .  
s e e  M A V B h .  
 

M A V B h
（ N a）  

M a d h y ā n t a v i b h ā g a - b h ā ṣ y a .  
e d .  b y  G a d j i n  N a g a o ,  M a d h y ā n t a v i b h ā g a - b h ā ṣ y a ,  鈴 木 学
術財団， T o k y o ,  1 9 6 4 .  
 

M A V B h
（ T a）  

M a d h y ā n t a v i b h ā g a - b h ā s y a .  
e d .  b y  N .  T a t i a  &  A .  T h a k u r ,  M a d h y ā n t a v i b h ā g a -
b h ā ṣ y a  ,  T i b e t a n  S a n s k r i t  W o r k  S e r i e s  1 0 ,  P a t n a ,  K .  P .  
J a y a s w a l  R e s e a r c h  I n s t i t u t e ,  1 9 6 7 .  
 



文献表	

	 III	

M A V Ṭ
（ Y a）  

M a d h y ā n t a v i b h ā g a - ṭ ī k ā .  
e d .  b y  S u s u m u  Y a m a g u c h i ,  M a d h y ā n t a v i b h ā g a ṭ ī k ā ,  
H a j i n k a k u ,  N a g o y a ,  1 9 3 4 .  
 

M A V Ṭ
（ P a）  

M a d h y ā n t a v i b h ā g a - ś ā s t r a m .  
e d .  b y  R ām a c a n d r a  P ā ṇ ḍ e y a ,  C o n t a i n i n g  t h e  k ā r i k ā - s  o f  
M a i t r e y a ,  b h ā ṣ y a  o f  V a s u b a n d h u  a n d  ṭ ī k ā  b y  S t h i r a m a t i ,  
M o t i l a l  B a n a r s i d a s s ,  D e l h i ,  1 9 7 1 .  
 

M M K  
 

M ū l a m a d h y a m a k a k ā r i k ā『根本中頌』  
e d .  b y  J .  W .  d e  J o n g ,  M ū l a m a d h y a m a k a k ā r i k ā ḥ ,  A d y a r  
L i b r a r y  S e r i e s  1 0 9 ,  1 9 7 7 .  
e d .  b y  S h a o y o n g  Y e『中論頌－梵蔵漢合校 ･ 導 説 ･ 訳 注－』 ,  
中西書局 ,  上海 .  2 0 1 1 .  
 

M S A   s e e  M S A B h  
 

M S A B h  M a h ā y ā n a - s ū t r ā l a ṃ k ā r a .  
e d .  b y  S y l v a i n  L é v i ,  M a h ā y ā n a - s ū t r ā l a ṃ k ā r a :  E x p o s é  d e  
l a  D o c t r i n e  d u  G r a n d  V é h i c u l e  s e l o n  l e  s y s t è m e  Y o -
g ā c ā r a ,  t o m e  I ,  P a r i s :  L i b r a i r i e  A n c i e n n e  H o n o r é  C h a m -
p i o n  ( r e p r .  K y o t o :  R i n s e n  B o o k  C o . ,  1 9 8 3 ) .  
 

M S g  M a h ā y ā n a s a ṃ g r a h a ,  『攝 大 乘 論 本 』  
e d .  b y  N a g a o ,  G a j i n ,  s e e  長尾雅人 [ 1 9 8 2 ] ,  [ 1 9 8 7 ]  
D 4 0 4 8 ,  P 5 5 4 9 ,  T .  N o .  1 5 9 4 ,  V o l .  3 1 ,  無著造  玄奘訳 .  
 

M S g B h  M a h ā y ā n a s a ṃ g r a h a - b h ā ṣ y a ,  『攝 大 乘 論 釈 』  
D 4 0 5 0 ,  P 5 5 5 1 .  眞諦訳 :  T .  N o .  1 5 9 5 ,  V o l .  3 1 .  
 

K P  Ā r y a - k ā ś y a p a - p a r i v a r t a - n ām a - m a h ā y ā n a - s ū t r a ,  
T r . J i n a m i t r a ,  Ś ī l e n d r a b o d h i ,  Y e  ś e s  s d e ;  P e i k i n g  N o .  
7 6 0  ( 4 3 )  V o l . 2 4  ḥ i  1 0 0 b 3 - 1 3 8 a 6 ;  D e r g e  N o . 8 7  V o l . 9  c h a  
1 1 9 b 1 - 1 5 1 b 7 .  『佛説遺日摩尼寶經』支婁迦讖譯 T . 3 5 0 	
V o l . 1 2．『佛説摩訶衍寶嚴經』晋代譯失三藏名 T . 3 5 1 	 V o l . 1 2 . 	
『大寶積經』「普明菩薩會第四十三」失譯附秦録勘同編入 T . 3 1 0 	
V o l . 1 1 . 6 3 1 c 1 7 - 6 3 8 c 4 . 	『佛説大迦葉問大寶積正法經』施護譯
T . 3 5 2 	 V o l . 1 2 . 	
 ( S e e  S t a ë l - H o l s t e i n [ 1 9 2 6 ] ;   
V o r o b y o v a - D e s y a t o v s k a y a [ 2 0 0 2 ] )  
 

P P P S  P r a j ñ ā p ā r a m i t ā p i ṇ ḍ ā r t h a s a ṃ g r a h a ,   『般若経の要義』  
e d .  b y  G .  T u c c i ,  “ M i n o r  S a n s k r i t  t e x t  o n  t h e  
P r a j ñ ā p ā r a m i t ā :  1  T h e  P r a j ñ ā p ā r a m i t ā - p i ṇ ḍ ā r t h a  o f  
D i ṅ n ā g a ” ,  T h e  J o u r n a l  o f  t h e  R o y a l  A s i a t i c  S o c i e t y  o f  
G r e a t  B r i t a i n  a n d  I r e l a n d ,  p p . 5 3 - 7 5 ,  1 9 4 7 ,  r e p r i n t  
O p e r a  M i n o r a  I I ,  1 9 7 1 .  
e d .  b y  E r i c h  F r a u w a l l n e r ,  K l e i n e  S c h r i f t e n ,  H e r a u s g e g -
e b e n  v o n  G e r h a r d  O b e r h a m m e r  u n d  E r n s t  S t e i n k e l l n e r ,  
F r a n z  S t e i n e r  V e r l a g  G m b h ,  W i e s b a d e n ,  p p . 1 4 0 - 1 4 4．  
 

P P U  
 

P r a j ñ ā p ā r a m i t o p a d e ś a  
D 4 0 7 9 ,  P 5 5 7 9 .  
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P S  世親大乗五蘊論 P S .  [ L i  a n d  S t e i n k e l l n e r  2 0 0 8 ]  
 

P s P  P a ñ c a v i ṃ ś a t i s ā h a s r i k ā  P r a j ñ ā p ā r a m i t ā ,  『 二 万 五 千 般 若
経』  
e d .  b y  T a k a y a s u  K i m u r a ,  P a ñ c a v i ṃ ś a t i s ā h a s r i k ā  
P r a j ñ ā p ā r a m i t ā ,  S a n k i b o  B u s s h o r i n ,  T o k y o ,  V o l . I . 1 ,  
( 2 0 0 7 ) ,  V o l . I . 2 ( 2 0 0 9 ) ,  V o l . I I - I I I ( 1 9 8 6 ) ,  V o l . I V ( 1 9 9 0 ) ,  
V o l . V ( 1 9 9 2 ) ,  V o l . V I - V I I I  ( 2 0 0 6 ) .  
 

T r ś  T r i ṃ ś ī k a ,  『唯識三十頌』 .  
s e e  T r ś B h .  
 

T r ś B h  T r i ṃ ś i k ā - b h ā ṣ y a .  
e d .  b y  S .  L é v i ,  V i j ñ ā p t i m ā t r ā s i d d h i ,  D e u x  T r a i t é s  d e  
V a s u b a n d h u ,  V i ṃ ś a t i k ā  ( l a  V i n g t a i n e )  a c c o m p a g é e  d ' u n e  
E x p l i c a t i o n  e n  P r o s e  e t  T r i ṃ ś i k ā  ( l a  T r e n t a i n e )  a v e c  l a  
c o m m e n t a i r e  d e  S t h i r a m a t i ,  P a r i s ,  1 9 2 5 .  
e d .  b y  H a r t m u t  B u e s c h e r ,  S t h i r a m a t i ' s  T r i ṃ ś i k ā v i j ñ a p t i -
b h ā ṣ y a :  C r i t i c a l  E d i t i o n s  o f  t h e  S a n s k r i t  T e x t  a n d  i t s  
T i b e t a n  T r a n s l a t i o n ,  W i e n ,  2 0 0 7 .  
 

S N S  S a ṃ d h i n i r m o c a n a s ū t r a ,  『解深密経』 .  
e d .  b y  E t i e n n e  L a m o t t e ,  S a ṃ d h i n i r m o c a n a s ū t r a :  l ' e x p l i -
c a t i o n  d e s  m y s t è r e s :  t e x t e  T i b è t a i n ,  D u r e a u x  d u  R e c u e i l ,  
B i b l i o t h è q u e  d e  l ' U n i v e r s i t è ,  L o u v a i n ,  1 9 3 5 .  
T .  N o .  6 7 6 ,  V o l .  1 6 ,  玄奘訳  
 

Ś B h  Ś r a v a k a b h ū m i ,  『声聞地』 .  
e d .  b y  K a r u n e s h a  S h u k l a :  “ S r a v a k a b h u m i  o f  A c a r y a  
A s a n g a ” ,  T i b e t a n  S a n s k r i t  W o r k s  S e r i e s  1 4  a n d  2 8 ,  K .  P .  
J a y a s w a l  R e s e a r c h  I n s t i t u t e ,  P a t n a ,  1 9 7 3 .   
e d .  b y  声聞地研究会 ,  s e e 声聞地研究会．  
 

R Ā  R a t n ā v a l ī ,  『宝行王正論』 .  
e d .  b y  M i c h a e l  H a h n ,  “ N ā g ā r j u n a ' s  R a t n ā v a l ī :  V o l .  1  
T h e  B a s i c  T e x t s  ( S a n s k r i t ,  T i b e t a n ,  C h i n e s e ) ” ,  I n d i c a  e t  
T i b e t i c a  V o l .  1 ,  I n d i c a  e t  T i b e t i c a  V e r l a g ,  B o n n ,  1 9 8 2 .  
 

V i S g  V i n i ś c a y a s a ṃ g r a h a ṇ ī ,  『瑜伽師地論』「摂決択分」 .  
D 4 0 3 8 ,  P 5 0 3 9 ,  T 1 5 7 9．  
 

 
『顯揚聖教論』  『顯揚聖教論』玄奘訳 :  T .  N o .  1 6 0 2 ,  V o l .  3 1 .   

 
『金剛般若論』  
 

『金剛般若論』達磨笈多訳 :  T .  N o .  1 5 1 0 ,  V o l .  
2 5 .   
 

『十住毘婆沙論』  
 

『十住毘婆沙論』鳩摩羅什訳 :  T .  N o .  1 5 2 1 ,  V o l .  
2 6 .   
 

『述記』  『辯中邊論述記』窺基撰 :  T .  N o .  1 8 3 5 ,  V o l .  4 4 .   
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	 V	

『大乗起信論』  
 

『大乘起信論』眞諦訳 :  T .  N o .  1 6 6 6 ,  V o l .  3 2 .   

『大智度論』  『大智度論』鳩摩羅什訳 :  T .  N o .  1 5 0 9 ,  V o l .  2 5 .   
 

『大般若波羅蜜多経』  『大般若波羅蜜多経』玄奘訳 :  T .  N o .  2 2 0 ,  V o l .  
5 / 6 / 7 .   
 

『大毘婆沙論』  
 

『 阿 毘 達 磨 大 毘 婆 沙 論 』 玄 奘 訳 :  T .  N o .  1 5 4 5 ,  
V o l .  2 7 .   
 

『竺法護訳十地経』  『漸備一切智徳経』竺法護訳 :  T .  N o .  2 8 5 ,  V o l .  
1 0 .   
 

『度世品経』  『度世品経』竺法護訳 :  T .  N o .  2 9 2 ,  V o l .  1 0 .   
 

『八十華嚴』  『 大 方 廣 佛 華 嚴 経 』 實 叉 難 陀 訳 :  T .  N o .  2 7 9 ,  
V o l .  1 0 .   
 

『放光般若経』  『放光般若経』無羅叉訳 :  T .  N o .  2 2 1 ,  V o l .  8 .   
 

『仏性論』  『佛性論』眞諦訳 :  T .  N o .  1 6 1 0 ,  V o l .  3 1 .   
 

『佛説十地経』  『 佛 説 十 地 経 』 尸 羅 達 摩 訳 :  T .  N o .  2 8 7 ,  V o l .  
1 0 .   
 

『菩提資糧論』  『菩提資糧論』達磨笈多訳 :  T .  N o .  1 6 6 0 ,  V o l .  
3 2．   
 

『摩訶般若波羅蜜経』  『 摩 訶 般 若 波 羅 蜜 経 』 鳩 摩 羅 什 訳 :  T .  N o .  2 2 3 ,  
V o l .  0 8 .   
 

『瑜伽論』  『瑜伽師地論』玄奘訳 :  T .  N o .  1 5 7 9 ,  V o l .  3 0 .   
 

『羅什訳十地経』  『十住経』鳩摩羅什訳 :  T .  N o .  2 8 6 ,  V o l .  1 0 .   
 

『六十華嚴』  『 大 方 廣 佛 華 嚴 経 』 佛 馱 跋 陀 羅 訳 :  T .  N o .  2 7 8 ,  
V o l .  9 .   
 

『六波羅蜜経』  
 

『 大 乘 理 趣 六 波 羅 蜜 多 經 』 般 若 訳 :  T .  N o .  2 6 1 ,  
V o l .  0 8 .   

 

 

そ の 他 の 略 語  

 
B v  B a h u v r ī h i .  

 
B H S D  B u d d h i s t  H y b r i d  S a n s k r i t  G r a m m a r  a n d  D i c t i o n a r y  2  

v o l s .  I I ,  F r a n k l i n  E d g e r t o n ,  Y a l e  U n i v e r s i t y  P r e s s ,  O x -
f o r d  U n i v e r s i t y  P r e s s ,  N e w  H a v e n ,  L o n d o n ,  f i r s t  e d i t i o n ,  
1 9 5 3 .  
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C f .  C o n f e r .  

 
D  
 

T i b e t a n  T r i p i ṭ a k a  s D e  d g e  e d i t i o n .  

D v  D v a n d v a .  
 

e d .  e d i t i o n .  
 

K d h  K a r m a d h ā r a y a .  
 

M s  M a n u s c r i p t .  
 

M v y  
 

M a h ā v y u t p a t t i ,   
榊 亮 三 郎 『 梵 蔵 漢 和 四 訳 対 校  翻 訳 名 義 大 集 』 鈴 木 学 術 財 団 ,  
1 9 6 2 .  
 

M W  M o n i e r  W i l l i a m s ,  S a n s k r i t - E n g l i s h  D i c t i o n a r y ,  O x f o r d  
U n i v e r s i t y  P r e s s ,  1 8 9 9  ( r e p r i n t  1 9 8 2 ) .  
 

N  T i b e t a n  T r i p i ṭ a k a  N a r t h a n g  e d i t i o n .  
 

p  p a g e .  
 

P  
 

T i b e t a n  T r i p i ṭ a k a  P e i k i n g  e d i t i o n .  

P ā  
 

P ā l i .  

S k t  
 

S a n s k r i t .  

T  『大正新脩大藏經』大蔵出版 ,  1 9 2 4 - 1 9 3 2．  
 

T i b  T i b e t a n .  
 

T p  T a t p u r u ṣ a .  
 

W h i t n e y  
r o o t s  
 

W i l l i a m  D w i g h t  W h i t n e r ,  T h e  R o o t s ,  V e r b - F o r m s  a n d  
P r i m a r y  D e r i v a t i v e s  o f  t h e  S a n s k t i r  L a n g u a g e ,  S u p p l e -
m e n t  t o  S a n s k r i t  G r a m m a r ,  B r e i t k o p f  a n d  H ä r t e l ,  L e i p -
z i g ,  1 8 8 5 .   
 

印仏研  『印度学仏教学研究』  
 

長尾ノート  s e e  長尾雅人 [ 2 0 0 7 a ] ,  [ 2 0 0 7 b ] ,  [ 2 0 0 9 ] ,  [ 2 0 1 1 ] .  
 

梵語仏典  
 

s e e  塚本啓祥・松永有慶・磯田熙文編 [ 1 9 9 0 ] .  

国訳  
 

『国訳一切経』大東出版 .  

新国訳  
 

『新国訳大蔵経』大蔵出版 .  
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第 二 次 文 献  

 
S t e f a n  A n a c k e r  

 [ 1 9 8 4 ]  “ S e v e n  w o r k s  o f  V a s u b a n d h u :  t h e  B u d d h i s t  
p s y c h o l o g i c a l  d o c t o r ” ,  R e l i g i o n s  o f  A s i a  s e r i e s  
4 ,  M o t i l a l  B a n a r s i d a s s .  
 

W . G e i g e r  [ 1 9 2 0 ]  P ā l i  D h a m m a :  v o r n e h m l i c h  i n  d e r  k a n o n i s c h e n  
l i t e r a t u r ,  M a g d a l e n e  u n d  W . G e i g e r ,  M u n c h e n．  
 

L a m b e r t  S c h m i t h a u s e n   
 
 [ 2 0 0 7 ]  “ A s p e c t s  o f  S p i r i t u a l  P r a c t i c e  i n  E a r l y  

Y o g ā c ā r a ”  J o u r n a l  o f  t h e  I n t e r n a t i o n a l  C o l l e g e  
f o r  P o s t g r a d u a t e  B u d d h i s t  S t u d i e s  1 1 ,  p p . 9 8 -
6 7 .  
 

R i c h a r d  S t a n l e y  
 
 [ 1 9 8 8 ]  “ A  s t u d y  o f  t h e  M a d h y ā n t a v i b h ā g a - b h ā ṣ y a -

t ī k ā ”  P h D .  D i s s e r t a t i o n ,  T h e  A u s t r a l i a  N a t i o n  
U n i v e r s i t y .  
 

D e  J o n g  [ 1 9 7 7 ]  “ N o t e s  o n  t h e  S e c o n d  C h a p t e r  o f  t h e  
M a d h y ā n t a v i b h ā g a ṭ ī k ā ” ,  C e n t r a l  A s i a t i c  
j o u r n a l  X X I  N o . 2 ,  p p . 1 1 - 1 7 .  
 

D e l e a n u  F l o r i n  

 [ 2 0 1 2 ]  「瑜伽行の実践」『シリーズ大乗仏教 7 唯識と瑜伽

行』春秋社， p p . 1 5 1 − 1 8 0．  
 

M a r i o  D ' A m a t o  

 [ 2 0 1 2 ]   “ M a i t r e y a ' s  D i s t i n g u i s h i n g  t h e  m i d d l e  f r o m  
t h e  e x t r e m e s  ( M a d h y ā n t a v i b h ā g a )  a l o n g  w i t h  
V a s u b a n d h u ' s  c o m m e n t a r y  ( M a d h y ā n t a v i b h ā g a -
b h ā ṣ y a )  :  a  s t u d y  a n d  a n n o t a t e d  t r a n s l a t i o n ” ,  
A m e r i c a n  I n s t i t u t e  o f  B u d d h i s t  S t u d i e s .  
 

M i c h a e l  H a h n  

 [ 1 9 8 2 ]  s e e  R Ā  

P a u l  H o o r n a e r t  

 [ 1 9 8 2 ]  「 『 中 辺 分 別 論 』 に お け る 本 来 性 （ p r a k ṛ t i t v a） と
偶 然 性 （ ā g a n t u k a t v a） に つ い て 」 『 印 度 学 仏 教 学
研究』 3 0 ( 2 ) ,  p p . 6 6 5 - 6 6 6 .   
 

E r i c h  F r a u w a l l n e r  
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 [ 1 9 8 2 ]  s e e  P P P S  

F r e i n d l i c h  W e l l e r  

 [ 1 9 6 5 ]  Z u m  K ā ś y a p a p a r i v a r t a ,  A k a d e m i e - V e r l a g ,  B e r -
l i n．  
 

C . W .  H u n t i n g t o n  

 [ 1 9 8 9 ]  T h e  e m p t i n e s s  o f  e m p t i n e s s :  a n  i n t r o d u c t i o n  t o  
e a r l y  I n d i a n  M ā d h y a m i k a ,  U n i v e r s i t y  o f  H a -
w a i ’ i  P r e s s .  
 

d e  l a  V a l l é e  P o u s s i n  

 [ 1 9 0 8 ]  “ B o d h i s a t t v a ” ,  E n c y c l o p æ d i a  o f  R e l i g i o n  a n d  
E t h i c s  I I ,  p p . 7 3 9 - 7 5 3 .  
 

M a r t i n  D e l h e y  

 [ 2 0 0 9 ]  S a m ā h i t ā  B h ū m i ḥ  :  d a s  K a p i t e l  ü b e r  d i e  m e d i -
t a t i v e  V e r s e n k u n g  i m  G r u n d t e i l  d e r  Y o g ā c ā r a b -
h ū m i  [ h e r a u s g e g e b e n  v o n ] ,  T e i l  1 ,  T e i l  2  
( W i e n e r  S t u d i e n  z u r  T i b e t o l o g i e  u n d  B u d -
d h i s m u s k u n d e  ;  H e f t  7 3 ,  1 - 2 ) .   
 

E t i e n n e  L a m o t t e  

 [ 1 9 3 5 ]  s e e  S N S  

 [ 1 9 6 2 ]  L ' E n s e i g n e m e n t  d e  V i m a l a k ī r t i  
( V i m a l a k ī r t i n i r d e ś a ) ,  t r a d u i t  e t  a n n o t é  p a r  
E t i e n n e  L a m o t t e .  P u b l i c a t i o n s  u n i v e r s i t a i r e s  
( B i b l i o t h è q u e  d u  M u s é o n  ;  v .  5 1 ) ,  （ T h e  
t e a c h i n g  o f  V i m a l a k ī r t i  :  ( V i m a l a k ī r t i n i r d e ś a ) ,  
f r o m  t h e  F r e n c h  t r a n s l a t i o n  w i t h  i n t r o d u c t i o n  
a n d  n o t e s .  R e n d e r e d  i n t o  E n g l i s h  b y  S a r a  B o i n ,  
O x f o r d .  P a l i  T e x t  S o c i e t y ,  1 9 7 6 .  ( S a c r e d  b o o k s  
o f  t h e  B u d d h i s t s ;  v .  3 2 ) ( U n e s c o  c o l l e c t i o n  o f  
r e p r e s e n t a t i v e  w o r k s ) .  
  

C h r .  L i n d t n e r  

 [ 1 9 8 2 ]  “ N a g a r j u n i a n a :  S t u d i e s  i n  t h e  w r i t i n g s  a n d  
p h y l o s o p h y  o f  N ā g ā r j u n a ”  ( R e p r i n t  i n  B u d d h i s t  
T r a d i t i o n s  V o l . I I ,  M o t i l a l  B a n a r s i d a s s  
P u b l i s h e r s  P r i v a t e  L i m i t e d ,  D e l h i )．  
 

J o n g  C h e o l  L e e（李鍾徹）  

 [ 2 0 0 5 ]  “ A b h i d h a r m a k o ś a b h ā ṣ y a  o f  V a s u b a n d h u :  C h a p -
t e r  I X ,  Ā t m a v ā d a p r a t i ṣ e d h a ” ,  B i b l i o t h e c a  I n -
d o l o g i c a  e t  B u d d h o l o g i c a  ;  1 , 1 1 ) ,  T o k y o  :  
S a n k i b o  P r e s s .   
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J .  R a h d e r  [ 1 9 2 8 ]  G l o s s a r y  o f  t h e  S a n s k r i t ,  T i b e t a n ,  M o n g o l i a n  
a n d  C h i n e s e  v e r s i o n s  o f  t h e  D a ś a b h ū m i k a -
S ū t r a ,  c o m p i l e d  b y  J .  R a h d e r .  P .  G e u t h n e r ,  
1 9 2 8  ( B u d d h i c a  :  d o c u m e n t s  e t  t r a v a u x  p o u r  
l ' é t u d e  d u  b o u d d h i s m e  ;  S é r i e  2 .  d o c u m e n t s  ;  t .  
1 ) .  
 

S t a ë l - H o l s t e i n  

 [ 1 9 2 6 ]  T h e  K ā ś y a p a p a r i v a r t a :  M a h ā y ā n a s ū t r a  o f  t h e  
R a t n a k ū ṭ a  c l a s s  e d i t e d  i n  t h e  o r i g i n a l  s a n s k r i t  
i n  T i b e t a n  a n d  i n  C h i n e s e  b y  B a r o n  A .  v o n  
S t a ë l - H o l s t e i n（鋼和泰著『大寶積經迦葉品梵蔵漢
六種合刊』）商務印書館，上海 .  
 

Y e ,  S h a o y o n g（叶少勇）  

 [ 2 0 1 1 a ]  『中論頌  －梵蔵漢合校 ･導説 ･訳注－  』 ,  中西書局 ,  
上海 .  
 

 [ 2 0 1 1 b ]  『中論頌与仏護釈』中西書局 ,  上海 .  
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